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伊佐沼すまいる保育園

★全体的な計画 *0～ 5歳児クラスを選択 し作成

2025年 (令和7年度)全 体的な計画

法人理念 業観 をふや す 保育理念 封分のことが好きなこども (養護)  自分のことができるこども (教育)

令和7年度

口目標

幼児執膏
において

育成すべき

資質・能力保育目保

【自立心を育む 3つの人好き〕
,からだを使うことが大好きな子
,あたまを使うことが大好きな子
・ひとと関わることが大好きな子

令和7年度
法人テーマ

年齢別目標

C歳児 心地よい生活の中で、よ く食べ (飲み )、 よ くE員 り、よ く遊′もヽ。 3歳児 自分で (と きる喜びを味わい、友だち と関わることを楽 しむ。
D知識及び技能の基

碓

D思考力 判断力

長現力等の基礎

Э字びに向かうカ
人間性等

1歳児 探案活動を通 して P目句く、見る、触れ るな どの経験を し、興味や好奇′bを もつ。 4歳児 意欲的に遊びや生活に取 り組む中で、考えて行動する。

2腕児 自己を十分 に表 しなが ら、イ可でも自分でや ってみようとする。 S続児 友だち と協力 しなが ら遊びや生活を展 Fテ f日 し、充実感や達成感を味わ う。

保育の内容 0歳児 1脱児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児

肇

生命の保持

.健原や安全に配忘し 一人ひとり

の生活リズムを大切にし、生理的欲

求を十分に満たす。

・食欲や排泄、 9こ眠な どの通切な崎

奇を確保 し、健原的な生活が送れ る

矢うにする。

健康 で安心できる環境の中て、簿

決的に生活や遊びが継続 できるよう

こする。

自分でしようとする気持ちを大切

こし、基本的生活選慣が身につくよ

う見守る。

・健康で安全な生活に必要な留慣に

翻心を持ち、自ら行えるよう援助す

る。

・生活智慣を身につけ、運動遊びに意

演的に取 り組み、体力の向上を図る。

情紹の安定

一人ひとりとの関わりを大切に

し、保育者との登着や信頼関係を築

く。

自分の思いをしぐさや言葉で表 J
雪びを感しられるようにする .

自己主張を丁軍に受け止め、保冑

旨が仲立ちとなり、友だちとの関花

9を広げる。

・自分なりの言粟で表現して、友だ

うと遊ぶ楽しさを感しられるように

_′ てし`く。

,主体的な活動を通して自発性を高

め、自信が持てるように働きかけ

る.

自分の力を発揮 し、社会生活に必要

傘力を身につけ て行動てきるようにす

う。

幼児期の

終わりまでに

育ってほしい
10の姿

教

育

健やんЧこ

伸び伸 び と

百つ

身体感覚が育ち、快適な環境に心

咆よさを感 じる。

・食事、E巨日員等の生活リズムの感覚

b｀芽生える。

健
康

身の回 りの ことに興味を持

ら、十分 に体を動か して体幹が

整い、感覚逝びを楽 しむ。

身の回 l,の ことを自分からしよう

とする。

全身を使つて遊んだ r)、 散歩等て
百外を十分に歩く。

・十分に体を動かしなが ら 様々な

∃具や近具を使つた遊びを楽 しむ。

必要に応 して年 lこをとる。

・全身を使い、様々な遊具や用具で

工夫して遊ぶ ,

・生活に必要な習慣や態度を身につ

けようとする。

目標をもつて llt戦 した り、諦めずに

,り遂 げることで達成感を味わい、

崇々な生活や遊びに意欲的に取 り組

り。

Э健康な心 と体

⊃自立心

Э協同性

Э営 恵性 規範意識

,,万生え

Э社会生活 との関わ

り

Э思考力の芽生え

D自然 との問わ り .

生命言響重

Э数量や図形・襟識

や文字な どへの問

b,感覚

Э言冥 による伝え合

い

O豊かな感性 と表現

身近な人と

気持ちが

通し合う

,安心できる環境の中で、身近な人

と共に過ごす喜びを感しる。
・体の動きや表信、声などにより、

呆育者と気持ちを通わせようとす

る。

人
間
関
係

,保膏者を仲立らとして、友だ

うとのや り耳又りを楽 しみ、大人

隊外の人への関心をもつ。

友だちと一緒に過ごす楽 しさを夕[

り、様々な遊びを通 して友だちとα

業将わりが深まる。

,友 だち と思いを伝え合 った り 閲

Dり を深める中で、簡単なリレールを

■つて遊ぼうとする。

・自分の意見をもち、相手に伝える

中で、相手の意見も間いて受け入れ

る。

友だちと協力する。
.地域の人なと、自分の生活に関係の

素い人々に親 しみをもつ。

環

境
身近な環境に親しみ、保育者

と共に生′ごiや遊びを楽 しむ。

植物や生き物、土 水  泥な どの

自然物にA喧れて遊′もヽことを楽 しむ。

自然や事象に親しみ、自分から関
Dろうとヴる。

・身の回りの物の色 塁 形などに

判心をもち、数えたり比べたりす

る。

生活の中で物の性質や数量、図形、

文字、時間な とに関心をもつて lttlわ

る。

身近なもの
と関わ り

感性が育つ

・見る、触れる、探索する等、身返

よ環境に自分 ,9｀ ら聞わろうとする。

身体の諸感覚による認識が豊かに

より、表‖膏や手足、体の動きで表現

する。

言
豪

保育者の応合的な関わりによ

り、言票をI豊解し、簡翠な言粟

を使おうとする。

絵本や紙乏居を楽 しみ 、簡単帳

粟を繰 り返 したり、模 lh文 した りして

遊ふ。

,経験したことや感したことを、自

うなつの言真で伝えようとする。

・絵本 、価芝居 、お話などを通 じ

て、ス トーリーや 言菓のおもしろさ

こ気づ く。

,自 分の考えを伝え、相手の語も問
き、折り合いをつけて遊びを発展させ

る.

表
現

,生活の中で 様々なものから

に」激を受け、心ゆくまで聞わる

ことを楽 しむ。

様々な事象や出来事を通 して、経

倹したことを自分な りに表現する。

.様々な音や色、形や手触 り、動き

などに気付き、感したことを表現す

る。

・吾いたり、作つたりすることを梨
υみ、遊びに使つたり、飾つたつす

る。

・友たちとイメージを共有し、演して

1,んだり、合奏やダンスをしたりする

某しさを味わう.

環境構成

・安全で快適なスペースを確保す

る。

掃除等を徽底 し、清潔で衛生的な

彙境を維持する。

.自 由に動き回れる広いスベースを

尾供 し、探索落動を支援する。
・順番待ちの経験を通 じ 〔、社会性

を育めるよう、場を提供していく。

・様々な逸び道具や絵本 を用意 し、

剣D求を引き出す。

・ 安全 に走 った り跳んだ りで きるス

ペースを確保 する .

,倉 J造 力を育むための コーナーやフ

コック遊びのスベースを設け、自然

E触れる機会 を多 く取 り入れる。

・字びの場 としての コーナーを設

す、よ り複雑な遊びや活動に対応て

きる多機能なスペ ースを提供する。

,絵画、工作、音楽等、創造力を刺激

するための道具や材料を揃える。

・跳び霜や縄銚びなどの運動器具を充

罵させる。

主な荷事 呆百参カロ/身体浸け定/誕生会/避霙粧評I練 /月虫れ合い遊び会/苫通敷命救急/八ロウィン/ウィンオノーフェスタ/大掃除/節分会/懇談会/お別れ違足/書虫駆除/入□式/慣れ保百/七夕/フ ール開き

社会的覺任 厨房と保膏の一体化 異年齢保育 インクルーシフ保育 長購間にわたる保育 職貫の資貫向上

子どもの人オ覆に十分雪E感 するとともに、一入ひとりの

人l名 を尊重した保育を行う。
1子どもの個人情報を遇切に取 り扱うとともに、保謳者

フ)苦 1脅等の早期解決に努め、説明壺任を果たす。
・地域社会との交流や連携を図り、団の保育理念や方針

七過切に説明し、地域にF,1月かれた国となるよう親〒B性を

葛める。

栄蚕上、調理上
‐
舌、厨房スタッフ

と保育者が協力し、子どもたちの,
自と日常の保育を統合することで、

廷康的な食生活の基礎を築 くととも
に、食に対する興味  lttl心 を育て

る。

・奪齢という枠組みを超えて、互い

に良い刺激を受けながら、子どもた

ちの成長をlI?す。
・異年齢児との関わ りによつて、層

いや りや1日手を意識する気持ちな

ど、社会性や協調性を言む。

全ての子どもたちが多様性を繭重

されながら、安心してDご せる環境

を提供 し、個々のニーズに応した支

援を行うⅢ
・全ての子どもたちが一緒に活動

し、学び合うことで、亘いの理解と

伴を深める。

・子どもの発こ、生活リズム、心身

ア)状態等に配慮し、通度な運動、静
lぅ なヽ時間、創造的な活動、学びの

'も
翻、遊びの時間をノ(ラ ンスよく配置

する。

・子どもの獲れを受け止め、安心し

てくつろげる環境を提供し、健康と

安全を第一に考える。

すまし

コ

自己評価に基づ く課題を踏まえ、fЛ

して4説務内容に応 した尊問性

知識 技術の習得、維持 ,向
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伊佐沼すまいる保育園 2025年 (令和7年度) 年間保育計画 (乳児)

法人埋念 笑顔をふやす 俣百理念 自分のことが呼きな子ども (香讀) 自分のことができる子ども (教育)

保再目猥

〔自立′bを育む 3つの大好き】
からだを使うことが大好きな子ども
あたまをl更 うことが大好きな子ども
ひととB9わることが大好きな子ども

令和7年度

法人テーマ

自然 (戸外)の保育
～手探 り経験と偶然の出会しヽ～

令和7年度

四風標

豊かな自然とのかかわり

柔軟な思者で挑戦
絵本,わらぺ歌

クラスロ椰

・心地よい生活の中て了な く食べ (飲み)、 よく眠り、よく逝′)ヽ 。

,一人一人の子どもが 健丁表で安全に過こせるようにする。

,自然物の慰角裳を楽しみ、標々な物への興味や関心が広がる。

ねらい 内昏 活動 保霞者支援 地域理携 主な行甲 幼児教育において

育成すべき

貴貿・能力

１
朋

４

月
保育者と親しみ 憂箔関係を深め、

量l膏 やイ_頼感が雰生える。
気持ちよく外気浴を楽しむ。

隈返 りを楽 しむ。
lttl味をもつた物に自ら聞わり、手

足を仔分に動かして遊′も、。

崎語を発したり、
'子

びかけに反

感した ryす る。

手を1申 ばして玩具を角1つ たり、

;き裔せたりする。

・運紹を密に日只り合い、1期豪状悪

と伝え合う。

何ても気軽にr耳]ける雰医l気を作

、不安の軽減を図る。

`□見字寺の米 LAl畜に人見 赤口り定 し乃

9｀ らも、興味をもち、 1可原 も見 る。

身体測定/入 [ヨ 式/篠イと

呆百/避難訓練

D知識及び機能の夏礎

D思考力・判断力 ‐表

見力寺の基礎

9学びに向かう力・人
間と雷

５

月

２
用

６

月
暑い重を l建 原で快適に過ごす。

ソフ トマットで登り燈りなど体を動
心`す。
・様々な系材に斑砲ヤ1、 感触逝びを楽 し

む (絵の具 )

・保育者に見守られながら、 1子 きな遊

とかを楽しむ。

保育看に見守られなテ」`ら、座る、

這うなど、体の動さを楽 しむ。

水、氷等に亀

'れ

、冷たさや気持ち

よさを感じる。水遊びを梁しむ。
.わらべうたや保百者の歌を楽しん

で間いたり、リズムに合わせて休を

助かしたりして楽 しむ .

,ノ イヽアヽイ、つオブ`ま rl立 ち lziい

歩き 一人歩き等 全身を動かし

C湧ぷ。
五感を使つて水や氷で遊ふ。

歌や手遊びに興味を示し 手を

ヒたいたり、体を揺らしたり、保

守者の稟似をする。

・ 1本調 を lДえ 合 い 、 櫛 耐D芦マηヽウ受 刑

ヒllttl寝に過ごせるよう,こ する。
‐子どもの同士の間わりの中で足
こるトラフリレについては、子ども

え)発達も併世て丁軍に知らせる。

叡歩毒を運して、国
'手

て出套つ地啜
ア)人々に保育者から戸をかけたり、好員

匪的に挨拶したりする中て、身近な人

に興味を抱く。

辛育参カロ/身体測定/悪
炎会/避難訓練/七夕/
ブー,レ開き/害虫里除/
泉日遊び

７

月

８
月

３
則

９
月

安全な環境の下、探索′苫勤を祭し

,、 体を動かす。
‐身体を動かし、戸外遊びを楽しむ。

気候に応して、説歩等を取り入オl、

ヨ然にЯ砲れる。

様 々な乗 4オ に角砲れる (絵の具、た占土

写)

したいこと、して :【 ししヽこと指差

しや閥単な言葉で伝え、受け止めて

もらう喜びを感じる。
目的に向かってノヽイ八イやつかま

り立ちオ́したり、伝い歩きをするこ

とを楽しむ ,

身近な柔材に自ら働屯れて、孟めた

り、:■ したりしてし ヽ。

・意味のあ る寧語を発 し、保 育首

とや りと りを楽 しも
｀

.

まねつこ遊び、ノぐイノしr、 タッ
、々いないいなしЧまぁを楽しむ。

挨拶や「ちようだい」「どう
ご」などのやりとりを簡単な言 Fヽ

,身体表現で伝える。

字ヽ必夕 と日甲 fフ l気温差 に言イl● C

嗣師 しや すい衣類 の協力をお願 い

する。

威長とともに、活発に動き回る

谷からの危険 1と について、その都

冨知らせいく.

感染症の対夕几の仕方を伝え予防

の書発に努める。

・散歩の公 [葛1等で出会う人に保喬者
''｀美拶し

'と

いる十長子を票似 して、頭を下

すたり、笑いかけたりする。

米首参刀憫/舅 ,卜双J疋 /。えt

主会 /避果捜訓練 /ブ ロヽウ

ィン/ウインターフェス
タ/大掃除

幼児期の終わりまでに

青つてはしい 10の姿

10
月 D健 ,豪 な心と無

D自立心

D協同性

Э道徳性・規範意識の

野生え

Э社会生活との関わり

ε思考力の雰生え

ε自然との関わり 生

命尊重

o数量や図形 標 :説や

文字などへの関心 感

電

0言ョ【による伝え合い

0豊かな感1ドこと表現

11

月

12
月

４
期

１

月

春い晴期をぁ気に過こして煙心ヽ。

保百者や友たちと関わる喜びを感じ

る。
色々な食材や野菜に角争れる (食育

'き助)

上リトリ、ユT,、 与つ張うなと、

,本のあらゆるところを使って遊ぶ。

好きな遊びを選び、満足感が得ら
れるまで楽しみ遊′sヽ。

素材遊びを楽しを
',、

やってみよう

とする意欲をもつ。

るなど 体をたくさん動かして遊

ゝ。

繰 り返しのある絵本に興味をも

ら、三東を模 111貨する。

や りたい気持ちを受け止めても

うい、満足感をもつ。

‐発達の個人差が気になり、不女
~

と抱えないように、一年の言うに

ついて、分かりやすくイ▲える。
‐進級に向けて、今後の成長過程

を知らせ、見通しにつながるよう

とする。

.椒 歩寺で】自付く人に 1八 イプヽイ」と

子を振つたり、笑顔をふりまいたりす

3。

身体測寵 /誕生会/避纂

訓イし質/師分会/怒談会/
雪虫駆除

２

月

３

月

電憂
りの
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団
最

保南理念 分の ことが虫子きな子 ども (養護 ) 自分のことができる子 ども (教育 )法人理念 ふやす

令租7年度
法人テーマ

自然 (戸外)の保育
～手探り経験と偶然の出会い～保育目標

【自立心を育む 3つの大夕子き】
からだを使うことが大呼きな子ども

あヽたまを使うことが大匁子きな子ども

ひとと関わることが大好さな子ども

クラスロ機令租7年度
田自標

ねらとヽ 活 動内 容

・豊かな 自然 とのかかわ り
,柔軟な思考で挑戦

・ 絵本、わ らぺ歌

、何でも自分でやつてみようとする。

見る、触れるなどの経験をし、興味やコ子奇心をもつ。

、何でも自分でやつてみようとする。

幼児教育において
育成すべき
寅賢 ,能力

主な行事地域連携

自己を十分に豪しながら

探系活動を通 して間 く

自己を十分に表 しなが ら

保護者支援

４

月

/巡難』練に「パイノくイと」と手をすょつ
「Jシニチ八」と挨拶したりして

りをもつ。
散歩先の公園で出会つ
「コン三チ八」と擦拶したり、「ノ

バイ」と手を振って別れたりして、

りながら信芹貫関係を築く。

送迎時の会話や連絡中長を通し
子どもの様子や体調、成長過

どを共有しあう。

着脱に意欲が出てく0時期なの

、自分で脱ざ着しやすい服装を

保育者のそばで安心 し C過ご し

身の回 りを汚潔 に保つ心としよさを

習慣 として身 につ く

をヽ言票や態屈で知らせ、

しみ を感 しる。 安全な空間の中で、一人近ひを

自分のペースで着替えたり、食

よく過ご

しも`。

したりする。

１
期

５

月

君日

'と

、手洗 い、食争 、オム

受け、気持ちよ く過ご〕 。

新しい環境に慣れ生活リ

る。

い

1重眠など、遊び 、

６

月
託や木、鳥なと自然の観察をす

と

花や木 、小 さな生き物を観察 して

友 だち と一ヤ者に近所を散歩 し

７

月

力・判断力・瑕

こ向か う力 ‐人

ウヽィーク/七夕/害虫
ふれあ遊ヽびな ど、子 どものげき

好きな絵本を通 して、ゆつた り

ことの大切さを矢□らせ

危険な ことを したときは、なぜ

けヽなぃかを分か りやす く伝える

との大切さを知らせる。
トイレットトレー三ンクの開始

に伝える。

で 、

メダカや蓮、ザリカニな
然に触れる。

ら片言で話 した りする。

歩 くことや 自由に体 を動かすこ

を楽 しむ。

保育者 とふれ合 って遊ぶ楽 しさ

知 り、共感を求める。

トイ レでの排泄 に慣れ自分て排

る。電a眠が定着し、ひとりで

向手、掲先の コン トロールが I写

２
期

８
月

らい、安心 して過ご

・室内や戸外で十分に動き

保育者 に手伝つても らい着脱、

生活の流れがわかる

自分でできることは進 ん C行い、

しむ。

いときには、
自立 に向が う

方ヽや近び方を知 る。

歩行が盛んになり、方向車占換や回
自由によ宋累活動をする。

食事、排泄等の活動を通して身の

りのことに関心をもつ。
やつてみようという忌欲や、な
、どうしてという探求心が言つ。

ちとイメージを

並行 して遊ぶ .

C、

幼月期の終わりまでに

育ってはしい 10の姿
９

月

月

10

月

11

避難訓練/触れ合

遊ヽび会 /普通放命救急

ノ＼ロウィン/ウインタ

フェスタ/大 j昂除/焼

人々と自然にふれあい、

り合で遊′もヽ。
国周辺の公園で遊ぶ ことで

と自然な交流を楽しむ。
ヤボン玉遊びなど、

上、砂、粘上、ク レヨン等の身

保育者と一緒に繰り返しの言葉

手洗い、帽子の着丹蛇等、できる

とをや つてみようとする。

進んで戸外で遊び、ジャンプ等

コントロールし、十分に体

,自分の役 どころにな りき り、ご

っこ遊びを楽 しむ。

絵本や率氏芝層を最初か ら最後 ま

て遊ぶ。

らせ、子育ての感動や楽し

自分でしようとする気持ちを大

にするために、子どもが自分て

しやすい服装を知 らせる。

自分の思いを くずることで伝え

ため、心の揺れを受

さを去日らせる。

周囲の物への興味・関心が広が

時期なので、家の中の安全 には

に気を配るように伝える。

国での様子や 子 どもの意欲に合

時

共感 してい く

３
期

月

12

り、角4ろ うとした りする。

何でも 「自分 で Jと主 S長 し、自分

やヽ希望を主 S長 する。

0事前後の撲拶や食具の持ち方を

保育者 との安定 した関係の中で

悲ししH毎 しいなど相手の言葉に傷
く経験から、オロ手の気持ちを想像

する。
・自分の思いを言葉やす患度で知らせ

うとし、遊びの中の行為を言菜に

つてし

を味わう.

保育者との信頼関係が深まり
て自分の気持ちを表す。

自然物を見たり、触れたりし

もつ。
食宇 、排 ,世な どの活動を通 して自

しようとする気,寺ちが育つ。

基本的な運動機能が育ち、自
が高まる。

自己主張を繰り返す中で、自分

う意見や主張があることに気づ く。

遊びの中で試行錯誤を繰 り返

、物の性質 に気づ く。

１

月

２

月

伝承遊び/節 分会

お別れ還足 /
との交流を通 して社会性を

ェア、子 ども向けイベ ン

する経験を通して、社会性や好奇

る 。

に興味をもち、同じことをしよ

とする。
生活や遊びを通して音、色、手

り、動き等に興味をもち、見た

食器 に手を添えて食べる

て し

に がヽあえRしぞ れ

と り ちの存在 を肯友 だ

りして遊ぶ。

lt受 け止め る。

くりと話し、思いをくみ取つ

かえる大切さをλ回らせ

進イ及に向けて、今後の成長過程

らせ、見通 しにつなげる。

子どものやりたい気持ちを大切

し、失敗 した ときにも「こうす

といいよJと次の行動 につなげ

ことで意欲が育つことを知らせ

言葉 と
lキ

勿か対応 し、身近な言粟が

歩行が安定 し、探索活動を活発 に

、ヽ行動範囲が拡大する。

食具を使い意欲的に食べる。

全身を使つて遊び、様やな動きを
して空 F日]認矢]、 平衡感覚が育

しみを感 じる

る

４
期

３

月

外界 に対する好奇心や問心をも

安全 c渭 動 しやすい環境の中で

、ヽ季師の変化や最長の師目

国全体で行 う

し

日常の活動 と

自然 との関わ り 生

よる伝え合い

と体

規範意識の

り

標ξ&や
感

年
度
末
の

振
り
返
り
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伊佐沼すまいる保育国 2025年 (令和7年度〕 年間保育計画 3歳児以上児

法人理念 突顔をふやす 保育理念 自分のことが好きな子ども (凄護) 自分のことができる子ども (教育)

保脅目標

〔自立心を百む 3つの大好き】
・からだを使うことが大好きな子ども
・あたまを使うことが大好きな子ども
・ひとと関わることが大好きな子ど葛

令和7年度
法人テーマ

自然 (戸外)の保育
～手探り経験と偶然の出会い～

令租7年度
回日採

・豊かな自然とのかかわり
・柔軟な思考で挑戦
・絵本、わらべ歌

クラスロ標

自分でできる雷びを1末わい、友だちと関わることを楽しも`。

意欲的に遊びや生活に取 り組む中で、考えて行動する。

友たちと協力しながら遊びや生活を展開し、充実感や達成感を味わう。

保護者支援
―

携 主な行事 幼児教育において
育成すぺき
資質・能カ

り、お便りや掲示物で様子が
るようにし、安心できるよう
る。

で、国内の日常 /避雖訓練

豊かな心を育む

園を起点として、人と人

不安をネロら,す るために悩みは早

(EF日弓き、解決できるよう援助す

を大切にし、自分が住んでし

する。

園と家庭で協力して子ども /害虫駆除 判断カ 表

入

育てていけるようにする。

行事や保育参加等で子どもの成

を伝えて共感し、保護者との信

遊ヽび会

うカ

く

ねらい 内容 活動

1

期

4
月

歯しい環境に'l員れ、採荷百や反 Fし ちと

試れ合い、安定感をもって生活する。

(3歳 )

竺級を喜び、身の回りのことを3長 り切

って行おうとする。 (4歳 )

ミ年長になつたことを吾び、新 しい環

売の空間を理解する。 (5歳 )

・健康で安全に過ごすため lヒ應要な

生活のリズムを身につける。
・進級した期待や不安を受け止めて
しらい、安心感をもつ。

友だちと身の回りにあるルールを

確認し合い、快適に過ごす。

新しい

"び
や路しいl"び に興味を向け 出

f〔るき (:繰り返し涌足丁る。

十■間といる富びや楽しさを感じながら、言

寵て伝え合‐ジ。

経験を落かして 形 fと、1語 Fり花等、工芙を

モらして製作する。

(D―ナー遊び 制作・セミ′ヽイキンク)

5
月

2
期

6
月

影の回りを清潔にし、着脱、食事、

"i世等の生活に必要な活動を自分で行
う。 (3歳 )

貸たちや保百者との繁がりを十分にJ赤

Dい一緒に過ごす。 (4歳 )

経験したことや興味・関心から表現遊

びを楽しむ。 (5歳 )

・手先の器用さが高まり、食季、排

世、着脱の自立に向かう。
・きまりやルールをI里解し、lt黒原で

盛全な生活を送る。
・興味のある物を調べたり、考えた

oし て、発見を喜ぶ。

,まわりの人が困つているのを見

つけると保育者に伝え、助けよう

する。
・簡単なルージレのある遊びを友だ

ちや保育者と一イ音に楽しむ。
・楽しく遊ぶためのルールを作り

手下の子どもを受け入れる。

(集□遊び・雨の日散歩 ,内科歯

辞検診 ,ふれあい会に向けて ,制

昨・水遊び・氷遊び )

7
月

8
月

3
朗

9
月

手上の 子 ともや保 膏者 を具 4以 て チ ヤ レ

ンジ し、認め ても らえ てい る とい う実

まをも つ。 (3歳 )

自己を発揮し、友だちと協調したり、
―緒に創り上げたりして、迎戎感を味

Dう 。 (4歳 )

ひとつの目標に向かって友だちと知患

を出し合い、協力して成し逐げる。
(5歳 )

・人の夜に豆つことを目ひ、長のう

rして、請らしい気持ちを味わう。

・互いを認め、満足感や達成感を味
わい自信を持つて活動する。
・みんなでひとつの自標に向かつ

て、励まし合いながら取り組み、伸

胡意識が高まる。

自然物や教材等の1豪 々な系T牙に

l見 しみ、工夫して遊ぶ。
・友だちの話をF日尋く大切さを知
り、出来事を順序立てて話す。
・相手の気持ちを汲み取り、思い

や
'り

のある言葉をかける。

,市妹国交流・けやの森還足・氷遊
び 水ヽ遊び、餅つき、虹交流)

・行事の息味や効果、目的を正し

く知つてもらえるよう情報を発信

する。
・進級への不安ではなく、期待を

もてるように回生活の状況を発信

する。
・様々な活動を通して成長してい

る姿を知らせ、保護者の安心と信

市負を高める。

・ノくロウイン4子事では、地域とのつな

びりを感じながら、様々な経験を積む

団呈で、地域社会との絆が強まる。
,近隣のを入ホームを訪問し、一千音に

歌を歌つたり折り紙をしたり、地元の

伝承や音話を聞くなど、 異世代との

交流を通して、思いやりや尊敬の心を

言む。

県百参力B/身体測定/誕
生会/避異佳訓練/触れ合

い遊び会/普通数命独怠

/ノ (ロウィン/ウイシ′ジ
ーフェスタ/大掃除

幼児期の終わりまでに

育つてほしい 10の姿

10
月 Э健康な心と体

D自立心

Э協同性

Э迫徳性・規範息識の

霧生え

Э社会生活との関わり

③思考力の芽生え

②自然との関わり・生

命尊重

0数量や図形・檬:説や

文字などへの関心・感

覚

◎言葉による伝え合い

⑩豊かな感性と表現

11

月

12
月

4
期

1

月

してよいことや、いけないこと,〕 あ` /o

ことに気づき、考えて行動する。 (3

歳)

範だちとの紫がりを求めながら、墨本
卜,な生活lこ必要な瞥1貿や態度を身につ

|す る。 (4歳 )

伎たちと思いを伝え合い、互いの成長

仕爵び認め合う。 (5歳 )

.主張を示つけながら、一ヤ者に遊ぶ
こはどうしたらいいのが考え、気持

ちを調整する。
・よいこと、悪いことがあることに

馬づき、思しヽを伝え、考えながら考子

勤する。
・場面に応して行動し、安全に生活

する中で、就学に向けて期待と自福
往もつ。

・したいこと、してはしいことを、補手に伝

r)る ようにこ員で;舌 す。

,自
'′

k學 象に【モ1末や関心をもぢ 感動したり

,晨 P口身をもつたりして観察する。

'_ミ

本的な生活習慣が舞立 し、生活や活動に

見,趣 しをもち、自分たちで追める。

(為柱、雪、丘「分、卒国弐 イと,丁【址び、宙

とヽ〉

・小学校との交流を行い、格果に

二〉いて詳辛日に発イ言する。
,個々の成長やイ固性lcついて、今

獲の課題や期待していることを伝
,ヒ、互いの思いを共有し、安心し

て就学を迎えられるようにする。

・地域の清掃活動や花壇の整偏、ゴミ

冶いなどのボランテイア活動に参加

し、 地域4■会に貢献する経験を通し

て、自分の役割や貢任感を学ぶ。
・5続児は小学校を訪問し、教室、国

署館、体育館等を見学して、小学校の

県境に慣れることで、入学への不安を

咸らし期待を高める。

2
月

3
月

掘年
り度
返未
りの



伊佐沼すまいる保育日 2025年 (令和7年度) 食育計画
国

長

年齢別

年間目標

0歳児
・子どもの成長や満足感、安′b感を観察しながら、保護者と連携を取り、授乎Lや

・1性 乳食を調整する。
3歳児

・様々な人と一緒に食べる楽しさを味わい、マナーを知り、食事をする。

・食材の色や形、食感の違いを楽しみ、奥歯を使い
'且
嗚をする。

1歳児 保育者や友だちと楽しい雰囲気の中で、自分で食べようとする意欲を高めるt 4歳児
・友だちと一緒に食べる楽しさを味わい、登サ

|百や思いやりを育てる。

・楽しく食事しながら、食夢のマナーを身につける。

2機児
空腹を感 じる リズムある生活を送 り、身近な人 と一緒 に食べる楽 しさを味わ

5歳児
自分の体に応要な食材の種類やl動きを知り、ノ(ラ ンスを考えて食事をとる。

健康に過工していくための食習慣や生活態度を身につけ、集団生活でのルーリレを守る

前年度からの

申し送り事項

剤 1期 (4～ 5月 ) 2期 (6～ 8月 ) 3期 (9～ 12月 ) 4朗 (1～ 3月 ) 食育・行事食 E判西・反省

０
歳

ねらい

安定した人間出係やゆつたりとした崇境の中

〔、ミルクを飲み、心地よい生活を送る。

・保育園の食事に期待して、意欲的に食べようと
する。

・癒こたえのある食材に憤れ、噛むことを昇につ

′サていく。

・発達、租悟に思して幼児食に移行 し、楽 しい雰

囲気の中て、会話を楽しみながら食べる。

,誕生会リクエス ト|
雌        |
。保育参加時の給食|

試食       ―

,日本のケ
'`土

料理 |

世ヽ界の料理

おヽにぎり作 り

とうもろこしの皮

とう`き
こどもの日

・グリンL―スのさ

やむき
,ひ しきの戻 し体験
・そら豆のさやむき

・出汁の味比ペ

・七タ
・氷シロップ作りと

かき氷
・クッキー作 り
・収千長した夏野粟を

l吏 つたクツキング
・豆祭 り
,お安了み焼き
,すいか割り
お月見

米棚ぎ体験
,手掘り

焼き芋

スィー トポテ ト作
lっ

・けやの家遠足カレ
ー体験
・ノヽロウイン
‐クリスマス
・鏡宿帯作 り
,収穫 した冬イJノ`野粟

を便ったクッキンク
‐七軍がゆ

節分
‐チョヨレー ト作り

ひな祭り

卒園リクエス トメ

ニユー

活動内容

T機 工二再 じ ゆ つたつとした颯炉の中で 受足 した委努で

ミルクを飲む。

給食の食オオ●Bウれる。

保膏国の食事に期待 して、手づかみで意欲的に

霊べる。
Ⅲ3農の食 1オ にntllる 。

,自 ら子づかみで、こぼしながらも急欲的に食ペ

ようとする。

給食の良ナ坊
`こ

ntァ
`る

。
が じり取 りや

=う
からr,べをし11が ら咀暇をし よ く垢んで金

１
歳

ねらい

いちいろな昧やa感を畑 l〕 、保百同の食事にl食

Rる 。

‐賓定 した生活 リスムで、体を十分に動か して空

霊感を感 (ン 、こば しながらも一人で食べる。

,食事に関わる語彙が増え、保百者や友たちに言

菓で伝え、楽しい努園気の中で食べる。

、噛 んで

して、進ん C食べようとする。

活動内容

|おいしいイaJ Iモ クモク」 1カ ミカミJ等の言

葉をかけてもらい、食事のおいしさを感しる .

・個 々の体調等に
'よ

して0べる景を調師 してもら

ハ 自分のをフイミング楽 しく食べる。

・味や食材の好みを受け止めてもらいながら

朕々な食材に慣れる。

手づかみ

２
続

れらい

楽しい雰囲気の中で、友たちや俣育者疫たちや

果育者と一緒に食事をすることを楽 しむ。

i豪 々な禽材に興「末をもち、楽 しんで食ぺる 宜具に興味をもち、使い方を覚え、意欲 aOに 食

べる。
,足を付け、姿勢を正 して食べ ようとする。

活動内容

・、手づかみや農具 を持ち、意欲 対にミベ ようと

し、一回量を知 る。

・個々に合わせた食事の量で、完食できた局足感

P喜びを感じる。

・野粟の観察や栽培を通して、食材に映
'ス

や Fttl心

ともつ。

`J史拶や姿勢
'dど

、食生活に必要な基本的な習慣

と身につける。

３
続

ねらい

,食生活に必要な基本 的な習慣やマナ ーを知 り

反だち と一緒 に食べ る楽 しさを味わ う。

食材の名前を知つ、末比1き、Hヌ種、∫。弓理活動を楽

_′ む .

食に関する活動の中で、自分でできることを唱

rDす 。

異年齢の子 どもと食事を楽 しみ、食べ物 と自分

,)体の関係を知る。

活動内容

正 しい姿勢て良べ ることや良具の正 しい便い方

'こ 覚える。

絵本や食材の名前当てゲーム等、楽 しく参カロす

ひ中で、様々な食材に規 しむ。

口を閉し
'E噺

をする。

食事の準偏から片付 tすまでの況れの中で、自分

でできることに意欲的に取り組む。

食ぺ物が自分の体σ)ル戎長に役立つていることを

イラストやお話など通して学ぶ。

４
歳

ねらい

,毎□の給食、飼育活動、栽1き活動を通 して、身

正な存在に親 しみ、全ての命を大切にする心をも

E),

,栽 1旨やH又種等を通して、自然の憲みや 4獲ケくこと

フ)大切さを矢日る。

食事と運動の関係を知り、忌欲的に活動する。

調埋活動に関心をもつ .

.行事や季節の食事に興味をもち、様 々な食文化

乞知る。

・三色虔品君Υの分類をケロる。

活動内容

・身近な動4遭物に角輿れて共感 し、命を育む自然に

ま謝の気持ちをもち、自ら関オつろうとする。

百てた食材て調埋活動を しなが ら、良材 、調ユニ

リ過程 に興昧を持つ。
・姿勢や食具の使い方な どを自ら確認 してい く。

よく食べて運動すること

'〕

丈`夫で強い体を作る

ことを知り、意識してイ子動する。

・行事食を通して、日本の伝統や食文化に盈虫イをて

′ヽく。
三色拿品群を欠Bり 、β零の役副や宋蚕バランス

Ｓ
続

ねらい

正しい手洗い、正しい食具の持ち方等、食生活

にお要な基本的な留慣を身につける。

.食と健康の関係 1陛を知 り、栄轟八 ランスを考

,と 、残食量を意識するようになる。

調理をする人 (厨房職員)と調理をすることlt

興味をもち、感謝の気J寺ちをもつ。 ち、小学校への期待をもつ

活動内容

手洗い う

'コ

い`な と、目ら編,生 に気をつけ、準

時から片付ιサまでの一運の流れを友だち と協力 し

て進める。

・セミパイキングを通して、自分たちで好ましい

盛事の雰囲気を考えて、楽 しく食べる工夫をす

る。

・屈房内を見字して、給点を作つて くれる人との

質流を深め、意欲的に調理活動に参加する。

一年間の給Ωでおい しかつた食べ物 を りてフエス

ト献立 として、三色食品群を意識 したメニ ューを

と:累 する。

アレルギー対応

「7‐ 生労働省 「アレルギーガイ ドライン」、あゆみの会 「すまいるカイ ドライン」等を運守する。

個 々のアレルギーの状況を生活管理指導豪 、医師の指示書、検査結果等をも とにJBIΓ二し、除去食や代替え食を提供する。

家屋 と運挑 し、誤配、誤食等の予防を徹底 し、安心 `安全な給食 を提供する。

【アレ)

く品ヌJ応表参照

り 留意点】
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伊佐沼すまいる保育園 令和7年度 年間安全計画

③安全点検

(1)施設・設備・国夕1環境 (散歩コースや繁急避難先等)の安全点検

(2)マニュアルの策定・共有

災害時マニユア)レ

予防対応マニユアル

散歩マ三ユアル

◎児童・保護者に対する安全指導等

(1)児童への安全指導 (保育所の生活における安全、災害や事故発生時の対応、交通安全等)

重
点
点
検
箇
所

月

改歩マニュラノル の監 言思

・散歩コースの点検

敦歩先の公国の点検 (固定

遊具含む )

塘火設偏 、セ コム点検

10月

保育軍内の環境雫偏 (出

入回、家具 、床 、窓等 )

半家具等の転堰」、君下防止

の確認
・避争僕経路 (防 火設備 )

4月

災冒 時,F常衛ち出 し品の

進:思

11月

散歩マニュラノル の姪認

散歩 コースの点検

敬歩先の公国の点検
(固定遊具含む)

改歩軍の点検
熱中症対策

5月

‐保 脅呈困環 境警偏 (出 入

口、家具 、床 、窓等 )

水道管の凛緒防止対策

12月

・年昴 に合 つたよフE具の点積

(大きさ・年齢 )

水遊 びのマニュアルの確

執 水遊び中の職員配置等 )

・防火設備 、セ コム点検

5月

・回合全体 (エアコン点

喰、空気清浄機、ロフト、

劇定遊具、出入日、家具、

末、窓、非常階段等)

1月

年齢 に合 つたユノヒ具の点穣

(大 きさ・年齢 )

水逆び中の国庭の点検

7月

ll力 災倉
「

車整l望、 l万災偏話

の確認 (数量、消費期 lP＼

手)

2月

・国合全体 (エ アコン点

険、空気汚

'争

機 、ロフ ト、

国定遊具 、出入 口、家具 、

床、窓、非常階 段等 )

8月

‐各保有至門の坂
'見

髪偏

(出 入回、家具、床 、窓 、

非常階段等 )

3月

・台風対策
防災倉ナ車整理、防災備品

7)確認 (致塁、消費期 l艮等
馬言の確認)

9月

コ感染症対応マニュアル (予防・嘔吐処理 )

コ救急対応マ三ユアル

コ数急要請マ三ュアル

ヨケガ発生マニュアル

三不書者対応マニュアフレ

コ盗難・空き巣対応マ三ュアル

コ園児捜索マニュアル

コ水遊びマニュアル

コ国外活動マニユアル

ヨ誤飲・誤囃マニユア)レ

」食物アレルギー・アナフラキシー対応マニユア)レ

コ食物事故防止マニュアル

ヨ割DS・ 5UD予防年睡見守 リマ三ュアル

分 野

令和3年 4月  1日

2022年  7月  1日

2021年  1月  10国

2024年  8月  1日

2021年  10月  1国

2024守 8月  1日

2021年  3月  1日

2021年  2月  1国

2020年  11月  1日

2015年  4月  1国

2022/キ  10月  1日

2021年  2月  1口

2022年  11月  1日

20Zl年  二月 1日

2020年  10月  21日

Z024塗〒

2020年
11月

11月

4国 (1也農 )

1日 (火災 )

策定 。更新時期

2026年 3月  1日   1閲 覧用 フアイル :各保育室 掲示 :事務所

2026年  3月  1国 肺覧用フアイル 各保育室 掲示 :事務所

2026年  3月  1日 陣覧用フアイル 各保育室 掲ホ :事務所

2026年 3月  1日 肺覧用フアイル :各保育室 掲示 :事務所

2026年 3月  4日   的覧用ファイリレ:各保膏室 掲示 :事務所

2026年 3月  1日 陣覧用ファイル :各保育室 掲ふ :事務所

2026年  ]月  1国 に見弓覧用フアイル :各保育室 掲示 I事務所

2026年 3月  1日   陣覧用ファイル :各保育室 掲示 1事務所

2026年 3月  1日 膊覧用フアイル 1各保育室 掲示 1事務所

2026年  3月  1日 脂覧用フアイル 各保育室 掲示 :事務所

1問覧用ファイル2025年  3月  1国 各保育室 掲示 :事務所

20Z6年  3月  1日   lP,月 覧用フアイル :各保育室 掲示 :事務所

2026年  3月  1日 陣覧用フアイル 各保育室 掲示 ,事務所

2026年  3月  1日 静覧用フアイル :各保育室 掲′」、:事務所

2026年  3月  1日
|ド
責覧用フアイ)レ 各保育室 掲示 :事務所

2026年 3月
2026年  3月

1日

1日
1閲

覧用フアイル :各保育室 掲示 1事務所

見直し〔再点
'演
)予軒れ1    掲示。管理場所

3歳以上児

乳児・

1歳以上

3歳未満児

,ガ具返ひ (「ヨフト)や‐
載う」キの事敵

防止

安全 l呟過ごすための生活や遊びのル
ール、遊具の遊び万
・困つたときの対応の仕方

安全な登隆国の仕方
・予想される様々な災吉や事故を想だ

した避婁t訓 練

返具,テl了 ひ (ロ フト,や散歩H吾の争心叉

嚇止

安全に過ごすための生活や遊びのル
ール、道具の遊び方
・予想される様々な災書や事故を想定

した避笑性訓練

4〕・6月

暑 い 日の過 ご し方 を知 る
。水 分補給 を こまめ に し、熱中症予防

とする
″
Fヽ吾者対応 の仕方を知 る

・バス兵 車のル ール を知る
。予想 され る様 々な災書や事故を想定

した避難 訓練

・慰梁症対策指導 (手 洗い・ うがい )

,様 くな迫 具の 安全 な l史 い方 を大日る

・交通 安全 指導 (散 歩 中 )

広域避難場所への避難訓線
・ 予想 され る様 々な災雲や事占

1文

を想定

した避難訓練

・室の健康的な遁び万、賓全な行動の

上方。
・水分怖給をこまめにし、熱中庁予防
とする

水逆びでの事故防止指暮
・予想される様々な災富や事故を想庁

した避難訓練

・透具遊びや改歩時の事敵防止 (再

度 )

,感染症 対策指 導 (手洗い ・うが い )

・予想 される様 々な災吾や事故を想定

した避離訓練

7‐9月 l 10-12月

・冬の健康 的な遊ひ万・賓全な行 動の

仕方
・年長児  ・ 小学校 との連携指導

予想 され る様 々な災害や 事故を想 定

した避難 訓練

・冬の健l兵 躙な返ひ万 ~支全なイコ重′つの

上方
予想されるキ崇々 な災害や事故を想定

した避環住』練

1‐ 3月

httpsi〃v2_chi dcare、veb i【)/reDOrt'11210283,9rint 1/2



門を開けたら必す閉める
.駐車場内での安全な対応について
,すよいるカー ドの携帯
登降園時は子どもと手をつなぐ

,保百アプリによる登隆園チェックと家庭

の様子の記入
.安全な衣服について
,アレルギー除去の書類提出

与築が必要な子への対応、 _■ 類提出

ロフ トの使い方について
,宣全計ldデlお よび安全に関する取組の内容

について保育アプリで発信する
・画だよりを活用し、取り組み内容の周知

をする
・消防署と連携し総合防災訓練を行う

・保膏参カロ

・消防著 と連携 し総合 lテ 災訂i練を行 う
。保護者に感染症対策について伝え、国で

感染圧が出たときは掲示や保育アプリなど

で同矢日する

・俣肯参加
・クラス懇談会 クラス懇談会

新入国児説明会に【園の安全対策につし
る

2025/03/1315:38 ★保有安全計画 *全クラスを選択 し作成

(2)保護著 共 有

③訊I練 ,研修

(1)訓練のテーマ・取組 (全員参加)

避難

訓線等

※ 1

その他
※ 2

※1「避難訓練等」 設備運営基準錦 6条第 2項の規定に基づき毎月 上回以上買施する避薫汲び消化 |こ 対す呑割練

※2「その他」 「巡難訓練寺 1以,卜の 119善通報、救急対応 tb肺蘇生法、気連内異物除去、AED エビベンの使用等)、 不轡者対応、ロバス利用時におけら見落とし防止

等

(2)職員への研修 ・請冑 (国内実施 )

人数の点a子確認訓練
通園用プヽスでの見落とし防止

散歩マニユア)レの確認

引DS防止について

誤飲・誤呻について

アレルギー・既往歴の確認

(3)行政等が実施するヨH練 ,講習スケジュール

※所属する自治体・関係団体等が実施する各種訓練・講習スケジュールについて参加目途にかかわらずメモする

・不吾者対応訓練 (ナ 越詈察!旨 に依頼)

・オンライン研修 (キャリアアップ研イレ等)の受論

◎再発防止策のイ倫知ミ (ヒヤリ・ハット事例の収集・分析及び対朱とその共有の方法等)

こ リ  ノ ツ

事故戦告詈に基づく、事故防止対策の検討、周矢□

毎月開催の看護安全委員会にておよび対策の実施 (姉妹団問(実施されている方,ヽ 、確認する)

◎その他の安全確保に向けた取組 (地域住民や地域の関係者と運携した取組、登降国管理システムを活用した安全管理等)

保育アフリを活用した登 l零 園言I望により、出欠席確:思零の買全百埋につなケブる

自治会との運携、合同の避難訓練、,う犯訓練 (実施できる場合 )

避難

訓練等

※ 1

その他
※ 2

消火訓様 (毎月実施)

る

消吾等 )

だ邑睾『文言‖I訂棄
引き取り剖練

消火訓ヤ粟 (毎月実施)

大規模災客訓練(BCP)

'万

災備品の確認

消火訓練

消火訓練

動

,肖 メ(副‖4乗

受話

通報訓練
防災傭品の確認

消火』1練

火訓練

災害

消火訓練

消火訓練

消火訓練

の避難
消火訓練

)

消火勃練

不吾看対応に関わる研修

水透びの際の安全について

毒のある4琶物 ‐生き物 (虫争・毛虫)

熱中症指欲計測
BCP(事 業継続計画)に ついての周久ロ

・感染症豊延llナ
i止研イじ (噛吐処

'Vに
つい

C)
・インフルエシザ対応

S DS防 止について (強化月F口弓)

工Eベンリ 見用に関わる0オ‖多

次年度の安全計画を確定させる
マニュア)レの見[口 し

httos://v2childcareweb io/「 er)ort/11210283/Drint 2/2
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伊佐沼すまいる保育目

☆保健計画 *全クラスを選択し作成

2025年 (令和7年度)保 健計画 罠【tユi〕

gl鬱
年間目標 子 どもたちの健 l表を守 り、安全で安心な保育現境を提供する。 健康的な生活留慣を身につけさせ、疾病予防と体力向上を図る。

前
年
度
の
申
し
送
り
事
項

保
健
活
動
の
目
的

健康管理
年に2回、専門医 による促原診断を冥施 し、子 どもたちの成長発達状況を 1巴握 し、早期に健康問題を発見 し、通切な対応を行 う。

旬朝登国時に、体調確認 と簡単な健康チェック (熱の測定、体調の間き取 り)を行 い、日々の健康状態を把握 し、異常があれば迅速 に対応する。

衛生管理
食事前や外遊び後に、必ず手洗い うがいを行う時間を設け、感染症予防のために、基本的な衛生習慣を身につけさせる

保育室や トイレの定期的な清掃と消毒を徹底するなど、清潔な環境を維持し、病気の奎延を防ぐ。

食育の推進
・崇憂バランスのよい給食を提供して、食事の楽しさを感し、健康的な食習慣を身につけさせ、成長をサポートする。

・野菜の栽培や簡単な料理活動を通して、食材や料理に対する興
'水

を弓|き出し、食材の大切さを字び、自分で作る楽しさを感じる。

安全対策
地底
~や

火災などの防災訓練を毎月行い、緊急時に適切な行動がとれるようにする。

毎日の遊具や設備の点検を行い、危険箇所がないか確認し、子どもたちが安全に過ごせる環境を維持する

ねらい 子どt,へのDきかけ・保健行事 雰庭との運腕 戦員周則月 保健だより 騨l薔・反省

４

月

進級や入国に伴う環境の変化に1興れる ,

生活リズムを確え、隅ての生活に慣れる

入同時11望尿 s多 いll

身体測定

健康教育 「早窪∈ヨ起き,凋こはん J

・家庭調査票の提Ч確認
体調変化に伴う運緒(保護者連絡の

ヨ交 緊急時等 )

は染症の掲示、CCWの配信

予防J=種 l夫 況把 l厘

保険証 乳児医ア環受給者証の期限

肥握

:毎 日>
視診 (体調不良の早期発見 )

角申診 検温

感染1央況の l巴 デ= 掲示

体詞不良児、けが等の対応
・医療1'υ]教 急給の整f彎″落充

,(lR屁 1夫況の把握

〔毎月>
,身体測定・記録
・カウプ指数による発育確認

予防接種状況の手巴握 記録

・保峻証の期 ,晨 チェック 奮I望

,入園児の健康診断の結果
・アレルギー疾緑

・既4玉の把握
・す文急箱、預かり案のチェック

安全WTへ の歩加

者護委員会
検使検蚕 (月 能員 )

(随 ]寺>
・体調変化に伴う連絡 元応 (保護者
g絡の目安 ‐・4又急時等 )

・感染症の掲示、
‐CCWでの配信
‐体温計の管:里

・お敵歩パツク内
・数急セット確認
・lE原 診断の準偏 。結果百E布
,保険証 乎t児 医療受給者証の期 lF、

産認・奮理

嘔吐セットなどの傭品管理
‐感染症発生時の対応 注意喚起

・晋通す叉命調翌 (恣皆れォ修 ,

・環境の変化に伴う事故発生に留意

する
‐

'オ

入日児の割DS/SUDIの 注意喚起

者ヽ護委員会からの運絡事項
‐感染症への注意喚起 戸タト活動の
キ言点 (熱中歴・けが)

・生活リズム (活勤と休息 ,

,国での生活
.清潔について (爪 ・韻

r及
)

５

月

・手洗いの大切さを知る
・戸外で十分にx■と′もヽ。

熱申圧苅乗
個啜教育 「帽子 水分摘給の大切さ」

身体測定

６

月

感染症に注思する .

歯を大切にする。

.歯 科検;参

,虫 歯予

'方

デー

・内刊健診
`身体測定

画料 l避 診の結果、洛療の案内

梅雨の健康、食中毒の注意喚起

部口症予防

虫刺され .ア ロマでの虫よけ対策

(11月 まで)

虫歯予防

冷房使用について

衣簸の選び方

７

月

と:さ に負けす 元気に週ごす .皮 臓疾患などの把糎
,ll:康▼文育 「水遊び時の注意事IjヨJ「プライベー トリ
ーシJ

身体測定

内剃健診の需来 治
'寮

の率″ユ

髯の暑具 ,衣服の七冴り替え

水遊ひ時の注意 (縣染 争6貿 室

晶気温斎,キ 驚 )

夏の感梁症

皮膚の活潔

８

月

熱中圧に気をつける。

水分を小まめに摂 りながら過こす .

身体測定
l,ど原教育 「食ぺ物の講J「ウンチの話 1

皮膚の活潔とあせもの対応

夏の感染症の注意鯉

熱中症の注意喚起

躍急9=の対応 (数命請習 ) 皇を来つtノ)う う

夏の生活習慣

９

月

1,が に気をつけて、考えな lつ 4本を:,力が可 健康教育
□噺下指導 J

「イ
l壁我をしないために」「力三カミ献立」獣

(食青委員会と趣 i鳴 )

身体測定

お弁当への′と議 (支 全委員会 食

写委員会と連∫覚)

・夏季の超さ疲れへの

'主

怠喚起

お散歩 e言の怪我対応について 虫刺され(蜂・毛虫 )

教急の日

生活リズム
感染症

１０

月

体を動かすことを楽しみ、勇のこなし,いよう
',こなる。

内I当 健診
世界手洗いデー

目の密護デー

身体測定

・お奔当を作る際の注意 (寅釜望こ勇

含と運携 )

・予防接種状況の把握

空気泊浄程点検 雫11【

力HI昆器点検 口整偏

目の愛護デー

予防 j妻種 (日本脳炎 インフルエ

ンザ )

冬のほ層蔓 (下若の活用 )

相

月

,9百の 習 T貴花 舅 に つ け 、 文 天 な 体 猛 つ く る 健康敦百 1手洗い指導」「咳エチケッ トJ

身体沢J症

冬の鴨具 .衣類の切り晉え

内汗】健診の結果 ,治康の軍内

luit】 ltt l方

スキンケア

鼻のかゼトチ方 中耳炎

‐２

月

インフルエン,や  lttt′ⅢⅢの予 りうに努める。 イk雫原教百 t所気にならないためにJ

身体沢〕定

冬の感染症の注意
`興

起 インフ
'レ

エンサ
冬の感染症 予防

１

月

蒸さに負け ,′外近びを集しむ。 健康敦言 「命の大切さj

身体洟」定

年始の生活 習 浜を整える 哩 a恕 |モ 理のメj応について

インフ
'し

エンザの欠席について
ノロウイ

'レ

ス ‐D厘 吐の処理

丈夫な体を作る

２

月

寒 さに員け丁戸外で遊ひ体 力をつ け る。 ,身体求」定
,l碑康数百 「運動の大t,〕さJ

しもやけ予防スキンケアについて ・ 保健St画の評価  検討 しもやけ注意喚起 冬のスキンケア

花粉症

くなるつていうことはJ

,身体根〕定

ア
レ
,レ

ギ
|

個 々のア レ,

に偏える。

J

と に し て エ

る .

適正に管理 し、

常傭乗品の見直 し ,福充

医療用備品のチェック 補充

身体演け定グラフの凸己布 (全国児 )

・インフリレエン
'プ

の欠席についてそ子
文報告

真の

就学

日
に向けて

〔健 l封ぞ面での個別配臨について 次年度への中し送り 留言点】

https:〃v2ch idca「ewveb ip/「epo村ノ11225366/print 1/1
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伊佐沼すまいる保育国

★自衛消防訓ヤ東計画 *全クラスを選択し作成

2025年 (令和7年度) 自衛消防訓練計画 ク

ヽ
　
，
ノ

3月 13日

(◆ )

2月 13日

(金〕

1月 15日

(木 )

12月 13日

(金 )

11月 14日

(金 )

10月 17日

(金 )

9月 15日

(火 )

8月 18日

(局 )

7月 15日

(火 )

6月 13日

(金 )

5月 15日

(木 )

4月 15日
(火 )

月  日

地 震

初期消火

火災

初期消火

1わし震

初期消火

水菩訓練

火災

初期消火

地霞

初期消火

不害者対応

総合 ,),災 訓練

地震

初期消火

弓取訓繰

櫻

初期,H火

火災

初期消火

不唇者対応

地震

初期消火

水害御‖練

総合防災訓練

火災

初期消火

地震

初期消火

水遊び時の避雖

地 震

初期消火

年間指導

計画作成

月翻□j:J

埼玉県南亀Fで

R度 5程度

砲I組保商室よ

り出火

埼玉県北部で

震度 4程度

ヨd良休韻室よ
り出火

関東 HヒとⅢで直

下型地震発生

震度 7程炭

関東全域に震

度 鋸 披

1奇玉面き

'に

て

叙度 4程度の

程れ

厨房より出火

関東1階 [にて

震度 3程度の

,≧ 4と

関東南き]に て

震度 4程度の

程れ
lЯl房より出火

関東南言Fに て

震度 4濡度の

サ妥れ

関東北3[に で

震度 3溜質の

経れ

雑
'日

P斤

1寺 間未設定

時間未設定

時間末設定

'寺

間未設定

時間未設定

年後保育中
1コ :OO

午前保育中
930

年後保育中
]コ :45

午前保育中
10!30

年前保百中
10:15

午前保有中
1015

午前保育中
10「 15

時間帯

放速の指′、による

放送の指示による

放送の指示による

放送の指示による

放送の指示による

室内の安全な場所

各クラスの出入 り口ま

で移動、整列

園症集合

指汗
~」

l要霊場所へ移建カ

室内の安全な場所

各クラスの出入 り口ま

で移動、整列

園庭集合

室内の安全な場所

I

各クラスの出入 り日ま

で移動、整列

園庭集合

室内の安全な場所

待″逢

室内の安全な場所

各クラスの出入 り口ま

でイを動、継列

園症集合

室内の安全な場所

各クラスの出入 り回ま

で移動、整列

室内の安全な場所

霊盤場所

保育士の指示に従い、

葺全に避鞘する

保菅士の指示 fご従い、

受全に迎熱する

・保育士の指示に従い、

】全に避異Hする

保育上の拓示に従い

安全に避封する
‐出火場所を考慮 tッ て安

全に避難する

保育士の指示に従い、

食全に避難する

保育士の指示に従い、

9全に避共せする

・登医lE゛の避美佳に慣れる

保台上の話を問いて、

受全に避難する

午睡明llの巡難を知る

保育上の話を聞いて、

更全に避笑饉する

`保宵士の話を聞いて

安全に避難する

・火災の選難の仕方を知

る
・保育士の話を程I弓 いて、

受全に避難する

避難訓練に慣れる

保育士の話を聞いて

受全に避緊 する

避難訓練に慢れる

保育士の話を聞いて

露全に避難する

ならい

・ t黒百士の指示に従い、避難する

近 くにいる保育上の所に集まる (人数の

確認 )

・防災頷巾 ‐避難畢イヤを藩用

・人数確認 報告

消火訓練

保育士の指示に従い、避員する
・近 くにいる保育士の所に集まる (人 数の

電認 )

‐防災頭巾・赳票曽鞘tを若用
‐人数 f准 認 報告
‐消火訓練

・保百士の指示に従い、避霙度する
.防災。額巾 選難単(と の宿用

・ 避離経路の確認
・ 人数確認 報告
‐消火訓練
・災響伝琶ダイヤル乱験運用

保育士の指示に従い、避井駐する

近 くにいる保育士の所に集まる (人数¢

澄認 )

・防災頭巾・ 避葉単化を着用

人数確認・報告

`消火訓練

保育士の指示にそ正い、葉堅態する

防災頭巾 遷lぢ「H靴を活用

避共延経路の袴認

人執確認 報告

消火訓練

安全な場所に雹索 し、保喬士の指示に従

園庭への運やかな避発

,方 災頭巾 遺繋靴の着用

人散確認 業告

消火訓練、l涌 報訓練

指定避難場所への移動

保護者への引き渡 し方法確認

室内の安全な場所
こ従う

に,蟄盛 保百士の指示

l方災 I,資巾・避要犠靴の癌用

人数確認 ‐報告

落下物 車石倒防止なとの確認

登園直後、年前おやつ中の選黙

避妄粧口に移動、坐列する

園庭に避難

消火馴1練

安全な場所に避難 し、保百士の指示に従

園庭への運やかな避発

防災頭巾 避離靴の若用

人数確認・ 報告

消火コI練

・安全な場所に避難し 保百五の lEi不 に1疋

防災頭陣 ‐避粟饉靴の活用

・人教確認・報告
・ 消火訓練
・災審伝雷ダイヤル試験運用

防災豪巾 避長桜単lとを着用

避実雄口に移動、整列する

闘庭への途やかな赴異悽

人数確認・報告

消火ヨ1繰 、通報訓練

保育士の水消火器体験

・室内の安全な場所に避飛 保育士の 1目 不

こ従う

防災顕 1〕 ・避盟 Mtのを用

人数確認 報告

・ 竜下物 転倒防止な どの確認

・避摂柱回に耳多らう、整列する
。消火訓練

・災害伝言づイヤル訓験運用

安全場所に選黒ぼし、保膏士の指示に従う

紙芝居などを用いて選難の意味を知る

避離訓繰の意味 ‐意義を伝える

緊急時の放送 合図の周知

保育士の所に集まる練習

防災頭巾、選薄黙との若用

遣貿榛リュツクの中の点検

消火器宍Aの確認、消火訓練

人数確認 報告

災害十云電ダイヤ,レ試験導用

内容

非常災害対朱貢任分 J日 表 (火災予防の担当

、自衛消防跡績成組窟表)を理解し、緊急事

て確認をする。

避難経路 消火器の設置場所 防災顕巾 避

選妥甘用J専ち出し袋 .退講時に持ち出さな

非常食のる雀認をする。て 1よ しヽけ なしヽ もの

地震、火災時の職員の対応のI呈殊子

色々な災善発生場所を想定 した選難経路の確

とる。
方ヽの確認をする。 (総合防災訓

考え 全職員が避難誘導

る。

自身が落ち活いて選難誘導する。

の任務を声を

'IIけ

合いながら逐行する。
火元から違ざかる。

日し負より連蕗経澄てr、 1至認、1奪保(荷物等で蒸い
しまう事のなしヽように)を する。

をかぷる1東習をする。又、防災頭中

百E応 する。

(おん′もヽ組の仕方 )

る。

避囃 リュックの中身の確認をする (携

笛、数急薬品 ティッシュ、タオル、

乳母軍のタイヤの亀梨 ‐空気の確認

は窓を閉める。 (廷腕をB′ちぐ)

り口を開ける。非命回の居や通

カーテンは下ろす。 (避楽r経路

窓カラスの散乱防止 )

さまるまで静力Чこ行機す

転倒

`ち

止器臭の確認をする。 (室内

頃より国内外、公園ての安全な場所のI窪認

どもには保育者力ぐ付く。
る際は出来るだけまとまり、安全に運

(2
ことは蒙世しい力f、 二次

て被災を滅らすことはできる。

lヽ豊 れによる建物の倒l裏や火災旋風の発生、

ラインの達断に偏え、防災意識を高め、

るよう、力を甕う。

指導及び留意点

F人叡確認 報告】
毎朝の出席人数を正確に把握し、事務所に矢a

らせ出席期に記入する。

避難訓練の際は、誘導後、防火管理貰任者に

正確な人数の確認 )u笑 ,状況の報密をする。―

月十′♀による報告司
分担表に基づき、廊下 トイレ・ホー,レなど

き台E屋 に子どうがいないか確認をする。

【欺命数急議習】
職員の講習会とし、状況に応した救命方法を

理解できるようにする。

AED、 人工
'T吸

、心臓マッサージなど淑0救
3の方法を理解する。

【消火訓や貞 (初 期消火)〕

まずは身の安全の確保をする。
.消 火器の使い方を知る。

火元の確認 l巴握をする。

消火に向かう際は、必ず大声で周りに状況を

伝え、応援を求める。

ピンは火フ娠から5m程のこE離にてす友くように

する。 (力 が入つてしまい、一庁又レノヽ一を握つ

てしまうと、消化′●貝ナ,止 まらなくなるため)

火元の手前から徐々に近づいていく。
.15秒以上は

'肖

火活動にあたる。

【時間未設定での逝珀訓練】
通常保育の中で、放送に指示に従い避難す

る。

訓練時間 避梨場所 避難方法に関しては ,

未設定とする。

【その他の訓練〕

不善者対応副1練 水密訓1東

https://v2childcare、 veb ip/「 eDoA l1210302/print 4/1



2025/03/21 11130 ★散歩訓練年間計画 *対象クラスを選択し作成

伊佐沼すまいる保育国

2025年 (令和7年度) 散歩訓練年間計画
国
長

毎月 28日を「散歩の 日」として、緊急時の訓練を行う。(天候等を考慮 し、(28日前後に行う)

散歩マップ (冊子)にある、緊急時対応マ三ュアル に

'合

つて、動きを確認する。

散歩マップは、随時更新されるものなので、気づいたことはその都度記録 し、定期的に改定 していく。

3月

2月

1月

12月

11月

10月

9月

8月

7月

6月

5月

4月

月

対象
クラス

引率職員の急病

不審者

子どもの病気

(救急要請必要 )

行方不明

1散歩先で)

小審者

急な通行止めによるルー ト

変更

暑さ指数が高くなることを考慮して実施を見合わせる

子どものけが

子どもが動けない

(散歩先で)

天候急変

ねらい

0,1′ 2歳児

・保育者が 1名不足 となる事

態が発生 し、園への応援要

三青

・子どもたちを集めて不審

者から遠ざける

・救急要請の確認
・園への連絡確認

・園への運絡確認
・事務所の対応確認

・子どもたちを集めて不審

音から遠ざける

・園への連絡確認
・安全なメレー トヘの迂回

※事務所 との共有

・園への連絡確認
・事務所の対応確認

・園への連絡確認
・事務所の対応確認

・避難先の確認
,事務所の対応確認

確認事項

引率職員の急病

け方不明

(散歩の途中で)

不審者

子どもの病気

(救急要請惑要 )

子どもが動けない

(改歩先で)

急な通イ子止めによるルー ト

変更

不審者

子どものけが

は 急要請無)

天イ民急変

ねらい

3,4′ 5歳児

・保育者が1名不足となる事

態が発生 し、園への応援要

言青

・園への連絡確認
・事務所の対応確認

・合三菓で集まる。

(体操ゲームしよう)

。事務所の対応確認

・救急要請の確認
・屈への連絡確認

・園への連絡確認
・事務所の対応確認

i園への連絡
・安全なルー トヘの迂回

※園との共有

・合言葉で集まる。

(体操ゲームはじめるよ)

・事務所の対応確認

,国への連絡確認
・事務所の対応確認

避難先の確認

事務所の対応確認

確認事項

httpsi//v2childcare、ハ′eb ip/re【)o「t/11 2404617Drint 1/司



三丁目すまいる保育園 2025年 (令和7年度)全 体的な計画
下 固 イT丼 小 獅

法人理念 実顔をふやす 保育理念 とが好きなこども (養護) 自分のことができるこど屯 (教育)

幼児教育
において

育成すべき

資質・能力保育目保

【自立心を育む3つの大好き】
・からだを使うことが大好きな子
・あたまを使うことが大虫子きな子
・ひとと関わることが大好きな子

令矛87年度
法人テーマ

(戸外)の保育 令和7年度
国目標

時間と空間の希じ限をよりゆるやア,｀な保甫

子どもの挑戦を大切にする保育

子どもの目に見えない理由に寄り添う保育
子どもの欲求を受け止め、自己発揮能力を養う保育

入と気持ちが通じ合う保育

年齢別 目標

0歳児 心地 よい生活の中で、よ く食べ (飲み )、 よ くERり 、よ く遊′丁、。 3競児
Э知識及び技能の昼
躍

D思考力・判断力・

表I見力等の基P疋

Э学びに向かう力
人間性等

1歳児 探索活動を通 して間 く、見る、角虫れ るな どの経験を し、興味や好奇心をもつ。 4虚児

2歳児 自己を十分に表しながら、何で葛自分でやつてみようとする。 5戯児

3織児 4織児 5歳児
保育の内容 0歳児 1議児 2歳児

麗

生命の保持

・健康や安全に配慮し、一人ひとり
π)生渚リズムを大切にし、生I里的欲
す鷺を十分に満たす。

・食欲や排泄、8至眠などの適切な時

場を確保 し、健原的な生活が送れる

ようにする。

・健康で安心できる環境の中で、薄

決的に生活や遊びが継続できるよう

こする。

情緒の安定

,一人ひ と りとの関わ りを大切 に

し、保育者 との憂君や信頼 関係を築

く。

自分の思い
'と

しぐさや言東で表す

るようにする

健
康

身の回 りのことに興味を持

、十分に体を動かして体幹が

、ヽ感覚遊びを楽 しむ

,自己主;「Rを 丁事に受け止め、保冑

きが伸立ちとなり、友だちとの関わ

りを広げる。

幼月期の

終わりまでに
育ってほしい

10の姿

教
育

健やかに

伸び伸びと

育つ

身体感覚が育ち、映適な環境 に心

地よさを感 しる。
,食事、日互眠吾の生活リズムの感覚
り`芽生える。

・身の回りのことを自分からしよう

とする。

・全身を使って遊んだり、散歩等で

戸外を十分に歩く。

Э健康な心と体

Э自立心

Э協同性

Э造徳畦・規範意識
の雰生え

Э社会生活との関わ
り

Э思考力の雰生え

D自然との関わり ,

生命尊重

9数曇や図形・採識
や)支字などへの関
心・感覚

9言葉による伝え合
い

⑩豊かな感性と表現

身近な人と

気持ちが

通し合う

.安 心できる環境の中で、身近な人

と共に過どす喜びを感じるる

体の動きや衰清、声な どにより、

呆育者と気持ちを通わせようとす

る。

人
間
関
係

・保育者を伸立ちとして、友だ

らとのや イ,取りを楽 しみ、大人

双外の人への関心をもつ。

・友だちと一緒に過ごす楽しさを夕B

9、 様々な遊びを通して友だちとの

幻わ りが深まる。

環
境

・身近な環境に芹見しみ、保育者

と,(に生活や遊びを楽しむ。

桓物や生き物、土 水  泥な どの

て遊′
『

、ことを楽 しむ

しみ、社会 に興
'末

を持

嘉近なもの

と関わ り

感性が育つ

・見る、触れる、探系する等、身返

な環境 (E自 分から関わろうとする。
,身体の語感覚による認識が豊かに

なり、豪情や手足、体の動きで表現

する。

ヨ
票

保育者の応香的な関わ りによ

り、言葉を理解 し、簡単な言票

を使おうとする。

・絵本や紙乏居を楽

罠を繰 り返 したり、

筐ぶ。

しみ、簡単な言

模倣 したりして

表
現

,生活の中で、様々なものから

や」激を受け、心ゆくまで問わる

ことを楽 しむ。

・様々な事象や出来事を通 して、経

漠したことを自分なりに表現する。

環境構成

安全で快適なスペースを確保す

る。

掃除等を徹底 し、渭潔で衛生的な

彙境を維持する。

・自由に重
'Jき

回れる広いスペースを

目狭し、探索活動を支援する。
・順番待ちの経験を通 じて、社会性

を育めるよう、場を提供 していく。

‐様 々な遊び道具や絵本を用意 し、

興味を引き出す。

安全 に走つた り跳んだ りできるス

ペースを確保する。

主な行事 入園武 進級式 懇談会(5月 /2月 )・ 秋祭 リウィーク・ふれあいウィーク・八ロウィン・ウィンターフェスタ・伝承遊びウィーク・成長展 に′∫、んのいち卒園式・ワークショップ

社会 的資任 届房と保育の一体化 異年齢保育 インクルーシブ保育 長時間にわたる保育 H転員の受質向上

・子 ともの人↑ξに十分白じ應 する とともに、一人ひ とりの

人格を尊重 した保育を行 う。
,子どもの個人情報を通り に取 り扱 うとともに、保護者

つ苦1高等の早期解決 に努め 、説明貢任を果 たす。

・り 。載社会 との交流や連携 を図 り、国の保育理念や方針

と週切に説明 し、地域 に開かれた図となるよう規 10性を

高める。

・栄蚕士、調 I里士等 、厨房 スタ ッフ

と保育者が協力 し、子 どもたちの食

自と日常のlR育を統合 するこ とで、

鏃 的な食生活の基礎 を築 くととも

に、食 に対 する興味・ 関心 を育て

る。
・食べる量の選択 (おかわ イジ)⇒ご飯

やおかず、デザー トなど保育者等と

のや りとりの中で白分の好きな量を

罠ぺられるようにする

・年齢という枠組みを超えて、互し`

こ良い刺激を受けながら、子どもた
らの成長を促す。
・異年齢児との関わ りによつて、層
′ヽや りや相手を意識する気持ちな

ど、社会性や協調性を百む .

・全ての子どもたちが多様性を尊重

されながら、安心して過ごせる環境

と提供 し、個々のニーズに応した支

浸を行う。
・全ての子どもたちが一緒に活動
y、 字び合うことで、互いの理解 と

申を深める。

・子 どもの発達 、生活 リスム、心身

ア)状態等 に配慮 し、通度な運動、静

け`な時 F日]、 創造 的な活動、学びの時

間、遊びの時P日号をバランスよく配雪L
する。
・子どもの疲れを受け止め、安心し

てくつろげる環境を提供 し、11驀原 と

寅全を第一 lこ考える。

・すまいる委員会に設置する、人権監

占委員会、コンプライアンス委員会等
ケ)決議に従い、透明性の高い組織運営

と行う。

自己評価に塁づく課題を踏まえ、研

彦等を通 してP↓務内
~合 に応した専門性

を高め、矢□識 ‐技術の習得、維持 向

上を図る。



三丁目すまいる保育園 2025年 (令和7年度) 年間保育計画 0歳児 賢 下 日 新芥 小 関

保爾理念 とが好きな子ども (簑護) 自分のことができる子ども (教育)

法人理念

令痢7年度
法人テーマ

(戸外)の保育
保育目標

【自立fbを育む 3つの大好き】

・からだを使うことが大好きな子ども
。あたまを使うことが大好きな子ども
・ひとと関わることが大好きな子ども

・保育者との受着関係を気づき、情結が安定する

。身近な人や物に興味を持ち探索する意欲が旺盛になる

。心地よい生活の中でよく食べ (飲み〉よく眠りよくB∬

クラスロ標
・子どもの挑戦を大切にする保育
・子どもの目に見えない理由に寄り添う保育
・子どもの欲求を受け止め、自己発揮能力を受う保育
・人と気持ちが通じ合う保育

令和7年度
國目裸

主な行事
―

携保護者支援活動内容ねらい
幼児教育において

育成すべき
資質・能カ

４

月

懇談会に保育者から声をかけたり、

に挨拶したりする中で

て 、

何でも気軽に間ける努憂l気を作
、不安の軽減を図る。

つた物に自ら関わり、手
を楽 しも`

して遊ぶ。

手を伸ばして玩具を触つたり

1き寄せたりする。

りする。

１
朗

５
月

６
月

７
月

入

判断力・表たり、笑顔をふりまいた 総合防災訓練
ふれあいweek
内科健診
不審者訓練

の中で起り

レにつして 子どもは 、ト

うにする。

せる。

な ど、体の動きを楽 しむ。

水、氷等に触れ、冷たさや気持ち

わらべうたや保育者の歌を楽しん
たヽり、リズムに合わせて体を

した りして楽 しむ。

しる

―入歩き等、全身を動かし

五感を使つて水や氷で遊ぶ。

歌や子遊びに興味を示し、手を

たヽ り、体 を揺 らした り、保

する。

２
期

８
月

シャワーで清潔 になる心地 よ

をヽ

で、 一
た遊びを楽 しむ。

幼児期の終わりまでに

育ってほしい 10の姿
９
月

月

10

月

11

。内科健診
・プヽロウイン
・不書者訓I練

ウインターフエスタ

ている様子を買似して
、笑いかけたりする。りまね つこ遊び、ノ(イノくイ、タツ

いないいなしЧぎあを楽しむ。

挨拶や 「ち ょうだい」 「どう

」などのやりとりを簡単な言菜

りとりを楽 しむ しやすい衣類の協力をお願しヽ

成長 とともに、活発 に動き回る

うの危険性について、その著ロ

らせいく。

感染症の対処の仕方を伝え予防
努める。

Ｂ
期

月

12

安定 した生活の中で過ごす

'南

語や発語が育ち、保青者 とのや り

りを楽しむ。
保育者に見守られ、一緒

様 々な素材 に触れる

戸外遊びを楽しむ

らう喜びを感じる。
目的に向かつてノヽイメヽイやつかま

り、伝い歩きをするこ

を楽しむ。

身近な素材に自ら触れて、翫めた
、試したりして遊′了、。

こヽ

受 tす止めて

１
月

２

月

tにぶんのいち卒国式よヽうに、一年の育ち に

やすく伝える。
、フ後の成長過程

らせ、見通しにつながるよう

分かりてヽ 、

進級に向 tすて

興味をもち、何度も見る。

４
期

３

月

保管者や身近な子 ども に

自然物の感触を楽しみ、様々

て遊′∫、。

り遊ぶ。

ゆるところを使つて遊ぶ。

好きな遊びを選び、満足感が得ら
るまで楽しみ遊ぶ。
素材遊びを楽しみ、やつてみよう
する意欲をもつ。

体をた くさん勤か して遊

繰り返しのある絵本に興味をも

、言葉を模倣する。

や りたい気持ちを受け止めても

満足感をもつ。

自然との関わり・生

よる伝え合い

規範意識の

り

標識や

感

と表現

年
度
木
の

振
り
返
り



三丁目すまいる保育国 2025年 (令和7年度) 年間保育計画 2歳児/1歳児
園
長 下 固 新丼 小関

ことが好きな子ども (窪護) 自分のことができる子ども (教育)保育理念法人理念 す

(戸外)の保育令和7年度
法人テーマ保青目標

【自立心を育む 3つの大好き】
,からだを使うことが大好きな子ども

・あたまを使うことが大好きな子ども
・ひとと関わることが大好きな子ども

クラスロ標 保育者や子ども同士の関わりを通じて、言票の理解や発語を育て言粟を使うことを楽しむ。

自己を十分に表しながらなんでも自分でやつてみようとする。

令利7年度
国目標

・子どもの挑戦を大切にする保育

・子どもの目に見えない理由に寄り添う保百
・子どもの欲求を受け止め、自己発す軍能力を養う保育

・人と気持ちが通じ合う保育

主な行事螂 携保護者支援活動内容ねらい
幼児教育において

育成すべき
資質・能カ

４
月

・怒談会に「バイノくイと」と手を振つ
「コンニチ八」と挨拶したりし

りをもつ。

散歩先の公園で出会つ
「コンニチ八」と挨拶したり、「/

パイ」と手を振って別れたりして、

浜測時の会語や連絡帳を通し
、子どもの様子や体調、成長過

落脱 に意欲が出て くる時期 なの

自分で脱ぎ着しやすし

く

しあう。身の回 りを清潔 に保つ心地 よさを

習慣として身につく。

をヽ言葉や態度で知らせ、

て過ご し、

じる。 安全な空間の中で、一人遊びを

自分のペースで着替えたり、食

く過ご

しむ。

したりする

１
期

５

月

着脱、手洗い、食事 、オム

気持ちよ く過 ごす。

新 しい環境 十コI貫れ生活 リ

遊び、食事、睡 E且な ど、

し し

６
月

ワ

月

判断力・豪

人

、花や木、鳥など自然の観察をす

友だちと一絡lこ近所を散歩し、
小さな生き物を観察して

総合防災訓練
ふれあいweek
内君健診

不審者訓練

遊ヽびなど、子 どもの好 き

好きな絵本を通して、ゆつたり
との大切さを知らせ

危険なことをしたときは、なぜ
けないかを分かりやす(伝える
との大切さを知らせる。

トイレットトレーニングの開始

方ヽや遊び方を知る

歩行が盛んになり、方向転換や回
道等、自由に探索活動をする。

食事、排泄等の活動を通して身の

りのことに関心をもつ。
やつてみようという意欲や、な

し、並行 して遊′」、。

どうしてとし
とイメージを

片言で話 した りする。

歩くことや隣由に体を動かすこ

保育者とふれ合つて遊ぶ楽しさ

り、共感を求める
トイレでの排泄に慣れ自分で排
る。睡日民が定着 し、ひ と りで

両手、指先のコントロー)レが巧

２
期

８
月

け止めてもらい、安心 して過 ご

室内や戸外で十分に動 き

・保育者に手伝つてもらい着脱、
生活の流れがわか苔。

・ 自分でできること fよ進んで行い

とヽきには、

自立に向かう。

幼月期の終わりまでに

育つてほしい 10の姿
９

月

月

10

月

11

々と自然にふれあい、

園周辺の公園で遊ぶことで、

玉遊びなど、他の子
々と自然な交流を楽しむ。

り台で遊ぶ 。

・ウインターフエスタ

・内科健診
プ(ロ ウイン
不欝 訓練

保育者と一緒に繰り返しの言粟

手洗い、帽子の着脱等、できる
とをやつてみようとする。
進んで戸外で遊び、ジヤンプ等

トロールし、十分に体

自分の4隻 どころになりきり、ご

こ遊びを楽しむ。
絵本や紙芝居を最初から最後ま

ン等の身レ ヨ土、砂 、

、子育ての感動や楽し

自分でしようとする気持ちを大
にするために、子どもが自分で

しやすい月R装を知らせる。

自分の思いをぐずることで伝え

時期であるため、心の経れを受

周囲の物への巨E味・関心が広が

時期なので、家の中の安全には

していく。

さを知 らせ る。

うに伝える

３
期

月

12

保膏者との信頼関係が深まり
て自分の気持ちを表す。

自然物を見たり、角生れたりし

食事、排泄などの活動を通じ

しようとする気持ちが育つ。
基本的な種壼ll機能が育ち、自

自己主張を繰り返す中で、自分と

う意見や主張がある ことに気づ く。

遊びの中で試行錯誤を繰り返

て

味わ う。

つ 。

物の性質に気づ く

り、触ろうとしたりする。

何でも「自分で」と主張し、自分
やヽ希望を主張する。

食事前後の挨拶や食具の持ち方を

保育者との安定した関係の中で、

しいなど相手の言菜に傷
く経験から、相手の気持ちを想像

る。
自分の思いを言兵や態度で知らせ
うとし、遊びの中の行為を言粟に
る。

,悲 しt

１

月

２

月

・ にぶんの いち卒国式くりと話し、思いをくみ取つ

迫級に向けて、今後の成長過程

らせ、見通しにつなげる

子どものやりたい気持ちを大切
し、失敗したときにも「こうす
といいよ」と次の行動につなげ

とで意欲が育つことを知らせ

ェア、子ども向けイベント
る 。

して、
４
期

３

月

外界に対する好奇心や関心をも

安全で活動しやすい環境の中で
て感覚の働 きが豊力Wこ

、ヽ季節の変化や最長の師 目を感

□全体で行う季節の行事や文化的

日常の活動

言葉と物が対応し、身近な言葉が

歩行が安定し、探索活動を活発に

、ヽ行動範囲が拡大する。
食具を使い意欲的に食べる。
全身を使って遊び、様ゃな動きを

して空間認知 、平衝感覚が育

しみを感 じる。 ち、同じことをしよ

とする。
生活や遊びを通して音、色、手
り、動き等に興味をもち、見た

触れたりして遊ぶ。
食器に手を添えて食べる。
自分と相手それぞれに思もヽがあ

り、友 だちの存在 を肯

止める。

との関わ り ,生

どへの関心・感

る伝え合い

と体

規範意識の

の芽生え

との関わ り

標識や

年
度
末
の

振
り
返
り



三丁目すまいる保育園 2025年 (令和7年度)食 育計画
園
長 新丼

年齢別

年間困標

0歳児
・子どもの成長や満足感、安心感を観察しながら、保護者と連携をもち、授▼しや

離乳食を調整する。
3晟児

1歳児 保育者や友だちと楽しい雰囲気の中で、自分で食べようとする意欲を高める。 4歳児

2続児
空腹を感じるリズムある生活を送り、身近な人と一緒に食ぺる楽しさを味わ

5脱児

前年度からの
申し送り争頂

″レジレギー食 (宗教含む)介勧の職員の動きの共有を再度,1う。

ミルノフを留 kを 良事の介助 と司じように行つていく。 (場所をさちんと決め、周 りの劇児をみながらのミルク匈 共は行わない。)

尋近な食育を憲 i説 して、子どもたちとかかわる.

期 1朗 (4～ 5月 ) 2期 (6～ 8月 ) 3期 (9～ 12月〕 4期 (1～ 3月 ) 食育・行事良 評価・反省

０
歳

ねらい

安左
~し

た人ド日】関係やゆつた りとした損続の甲

c、 ミツレクを欲み、心地よい生活を送る。

保育園の食事に期待して、意欲的に食ぺようと
する。

歯ごたえのある禽材に慣れ、噛むことを身につ

|すていく。

,発達 に応 して幼児食 に移行 し、楽 しい雰囲気の

中で、会話を楽 しみなが ら食べ る。

・誕生会 リクエス ト

猷立

・保育参加時の給食

試食

日本の転l土料理
,世界の料理
,おにぎヤう作 り
・ とうもろこしの度

むき
,こ どもの日
・グリンピースのさ

やむき
,ひ しきの戻 し体験
・そら豆のさやむき
,出汁の味比べ

・七タ

・氷シロップ作 りと

心`き氷

・クッキー作 つ
・収種した夏野菜を
l吏 つたクッキング
・夏祭 り
。お好み焼き
,すいか目1り
,お月見

・米研ぎ体験
・手掘り
・焼き芋
‐スイー トポテ ト作
り
・ノ＼ロウイン
・クリスマス
・鏡餅作 つ
。収穫 した冬紗野粟
を使つたクッキング

七草がゆ
・節分

チヨコレー ト作 り
,ひな祭り
卒圏リクエス トメ

ニュー

活動内容

・空腹感を感 し、ゆつたりとした環境の中で、安

こした姿勢てミリレクを飲む。

保百 園の食事に期待 して、手つかみて恵台
‐
人瑚に

隻へ る。

・スプーンやフオークを使い、こぼしながらも一

人で食べようとする。
楽しい雰囲気の中で |お しヽしい才a」 と芦をかけな

げら、様々な良材を味わう。

１
歳

ねらい

いろいろな味や食感を矢8り 、保育国の食事に慣

■る。

安定 した生活 リズムで 、体を十分に動か して空

優感 を感 し、こぼ しなが らも一人て食べる。

,食事 に関わる語彙が娼え、保百看や友たちに言

罠で伝え、楽 しい雰囲気の中で食べる。

,様々な食ぺ物 を見る、触 る、噛んで味わう経験

と運 して、進んで食ぺようとする。

活動内容

|おいしいねど |モクモク」 1カミカミ」寺の言
ミをかけてもらい、食事のおいしさを感じる。

個 々 の 体 訂可寺 に思 して 真 べ る重 を 調 HOして も ら

′ヽ、自分のタイミング楽しく食ぺる。

・ D末や食材の文子みを受け止めてもらいながら、

瞭々な食材に慣れる。

・スプーンやフォークを便い、器に手を添えて鎮
ぺる。

２
歳

ねらい

‐楽 しい雰囲気の中で、友だちや保百者友 たちや

采育者 と一辛きに食事をすることを楽 しむ。

様 々な食材 に興
'末

をもち、楽 しんで食べ る ・食具に興七未をもち、便い万を寛え、意欲明に長

ぺる。

・食生活に必要な基本的な習慣や態度に関心をも

つ。

活動内容

・器の正しい持ち方を教えてもらい、スフーンや

フォークを正しく持ち、器を持ち上げて食ぺる。

.個々 lこ合わせた食事の塁で、完食できた満足感

ヤ9菖 びを感 じる。

野菜の観察や栽培を通 して、ミ材に興 D末や関心

をもつ。

・狡拶や姿勢なと、食生活に必要な基本田な習寝

と身につける。

３
鹿

ねらい

活動ぬ容

４
続

ねらい

活璽′〕内容

５
歳

ねらい

活動内容

アレルギー対応

厚生労働省 「アレルギーガイ ドライン」、あゆみの会「すまいるガイ ドラインと等を通守する。
個々のアレルギーの状況を生活管理指導表、医師の指′下、き、検査結果等をもとに把握し、除き食や代替え食を提供する。
家庭と運携し、誤配、誤食等の予防を徹底 し、安,b・ 安全な給食を提供する。

【アレルギー児の次年度への申し送り・留意点】



三丁目すまいる保育園 令和7年度年間安全計画

◎安全点検

(1)施設・設備・園外環境 (散歩コースや緊急避難先等)の安全点検

(2)マニュアルの策定・共有

◎児童・保護者に対する安全ユ旨導等

(1)児童への安全指導 (保育所の生活における安全、災害や事故発生時の対応、交通安全等)

令和 7年 2月 22日 覇

園
長 下 ロ 断井 ′lヽ関

重
点
点
検
箇
所

月

・散歩マ ュアルの提認
・散歩コースの点検

改歩先の公園の点検 (固定

娯 含も`)

妨火設備、セコム点検

10月

・保育室内の環境整偏 (出

入日、家具、床、窓等)

キ家具等の転倒、藩下防止
タノ`確認
・避難経路 (防火設備)

4月

・ 災音崎非吊荷ち 出 し品の

魃認

11月

散歩マニユアルの罐認

・散歩コースの点検

致歩先の公園の点検
(固定遊具含む〕

散歩車の点検
熱中症対策

5月

・保百Ξ内蝋境翌玉輛 (出人

]、 家具、床、窓等)

・水道管の凍結防止対策

12月

・年齢に合つたIッI具の点検

(大きさ 。年齢 )

,水遊びのマニユアルの確

執水遊び中の職員配置等)

・防火設備、セコム点検

6月

・国合全体 (エアコン点

険、空気清浄機、回フト、

璽定遊具、出入日、家具、

末、窓、非常階段等 )

1月

・ 年師 に合 つた Iアc具の黒板

(大きさ 。年齢 )

・水遊び中の国庭の点検

7月

・防災倉庫整理、防災偏品

の確認 (数里、消費期p長

手)

2月

・回舎全体 (エアコン点

炭、空気清浄機、ロフト、

ヨ定遊具、出入日、家具、

末、窓、非常階段等)

8月

・各保 百 堅 円の環境援俯

(出入 日 、家具、床 、窓 、

ユF常階段 等 )

3月

防災倉庫整理、防災傭品

消貿期限等

9月

日パス送迎マニュアル

日熱中症・予防対応マニユアル

]感染症対応マニユアル (予防・嘔吐処理)

∃欺急対応マニユアル

コ数急要請マニユアル

∃ケガ発生マニユアル(頭部外傷フローチヤート含む)

∃不審者対応マニュアル

∃盗難・空き巣対応マニュアル

]園児捜索マニユアル

□水遊びマニユアル

コ園外活動マ三ュアル

コ誤欲・誤聴マニュアル

コ食物アレルギー・アナフラキシー対応マニュアル

コ食物事故防止マニュアル

劃割DS o SUDI予 防 年 睡 見 守 リマ ニ ュ ア )レ

]災害時マニユアル

分野

令和3年 4月  1日

2022年  7月  1日

2021年  1月  10日

2024年  3月  1日

2021年  10月  1日

2024年 8月  1日

20Zl年  3月  1国

2021年  2月  1日

2020年  11月  1日

2015年 4月  1日

2022年  10月  1日

2021年  2月 1日

2022年 11月  1日

2021年 3月  1日

2020年  10月  21日

2021年
2020年

11月  1日 (地震 )

11月  1日 (火災 )

策定 。更新時期

2026年  3月  1日 ファイル :各保育室 掲示 I事務所

2026年 3月  1日  静覧用7アイル 1各保育室 掲示 !事務所

2026年  3月  1日 胸覧鳥フア和″各保育室 掲示 :事務所

2026年  3月  1日 陣覧用フアイル:各保育手掲示 :事務所

2026年  3月  1日 イル :各保育室 掲示 :事務所

2026年 3月 1日  脚覧用フアイル :各保育室 掲示 :事務所

肺朗ファわレニ2026年  3月  1日 各保育室 掲示 :事務所

2026年 3月  1日   肺覧用フアイル :各保育室 掲示 :事務所
'a覧

用フアイル :各保育室 掲示 :事務所2026年  3月  1日

2026年 3月  1日

'S覧

用フアイル:各保育室掲示 :事務所

2026年 3月  1日 隣覧用フアイル :各保育室 掲示 !雫´T__

2026年  3月  1日 ファイル :各保育室 掲示 :事務所

2026年  3月  1日 陣期ファ和レ各保育室 掲示 :事務所

2026年 3月  1日   陣覧用フアイル :各保育室 掲示 :事務所

2026年 3月  1日 静朗 ファイル :各保育室 掲示 :事務所

2026年 3月  1
2026生  3月  1 目 静

覧用フアわ レ:名保育室 掲示 :事務所

し (再劇魔)予定時期I    掲示・ 管理場所

3歳以上児

乳児・

1歳以上

3歳未満児

・近具近ひ (ロ フト,や融歩崎の手訳

方止
・安全に過ごすための生活や遊びのル
ール、遊具の遊び方
・困つたときの対応の仕方
・安全な豊降回の仕方
・予想される様々な災害や事故を想定

した避難訓練

薯月28日 ;散歩の日

敦歩中の非常事態を想定して訓練を行
ヽ イEtオてEm簿卦面機露ヽ

・近具近ひ (ロフ ト,や破歩好の要舌5〔

方止

・安全に過どすための生活や遊びのル
ール、遊具の遊び方
・予想され憑様々な災暑や事故を想定

した避難訓練

簿月28日 :散歩の日

敬歩中の非常事態を想定して訓練を行

う (散歩訓練計画参照)

4～ 6月

・暑い日の過ごし方を知る
・水分補給なこまめにし、熱中症予防

とする
。不警者対応の仕方を知る
・パス乗車のルールを知る
。予想される様々な災害や事故を想定

した避難訓練

辱月28日 :散歩の日

欽歩中の非常事態を想定して訓練を行

う (散歩訓練計画参照)

・夏の健康的「越 び方、受全な行動の

l上方。
・水分補給をこまめにし、熱中症予「′う

とする
,水遊びでの事故防止指導
.予想される様々な災害や事故を想定

した避難訓練

辱月28日 :散歩の日

改歩中のうF常事態を想定して訓練を行

う (散歩」‖練計画参照)

7… 9月

・感染症対策指導 (手洗い・うがい)

・様々な遊具の安全な使い方を知る
。交通安全指導 (散歩中)

。広域避難場所への避難訓練
・予想される様々な災害や事故を想定

した避雖訓練

壱月28B:散歩の日
数歩中の非常事態を想定して訓練を行

う (散歩』l練計画参照)

・遊具遊びや散歩時の事由貿防止 (再

支)

・感染症対策指導 (手洗い・うがい)

予想される様々な災害や事故を想定

した避難訓練

尊月28日 :散歩の日

埼文歩中の非常事態を想定して訓1線を行

う (散歩訓練計画参照)

10… 12月

年長児・・・小学校との連携指導
予想される様々な災書や事故を想定

散歩の日
して 訓練 を行

(散歩訓練計画参照)

予想される様々な災害や事故を想定

散歩の日

想定して」ll練を行

(散歩』1練計画参照)

1-3月



・門を開けたら必す閉める
・駐車場内での安全な対応について
・すまいるカー ドの携帯
‐登[奪国時は子どもと手をつなぐ
・コドモンによる登「筆園テ■ックと家庭の
藤子の記入
,安全な衣服について
。アレルギー除去の宙類提出
・与菜が必要な子への対応、書類提出
・ロフト②賣い方について
・安全計画および安全に関する取組の内容
についてコドモンで発信する
。国だよりを活用し、取り組み内容の周知
とする
。消防署と連携し総合防災訓練を行う

4～ 6月

・保 膏列 H

・ クラス懇談会

7″ 9月

・供甫参別
・消防署と連携し総合防災訓;栗を行う
・保護者に感染症対策について伝え、国で
諌染症が出たときは掲示やコドモンなどで

司知する

10～12月 1-3月

(2)保護者への説明・共有

◎]‖練・石汗修

(1)訓練のテーマ・取組 (全員参カロ)

※ 1「避難訓練等」 設備運営基準第 6条第 2項の規定に基づき毎月 1回以上実施する避難及び消化に対 する訓練
※2「その他」 腿路 訓t練等」以外の 119番通報、救急文詢芯 lb肺蘇生法、気遭内異物除去、AED・ エビペンの使用等)、 不審者対応、決細バスにおける見落とし防止等

(2)職員への研修・講習 (国内実施)

(3)行政等が実施する訓練 ,講習スケジュール

※所属する自治体・関係団体等が実施する各種訓練・講習スケジュールについて参加目途にかかわらずメモする

不唇者対応訓練 (川越警察署に依頼 )

オンライン研修 (キャリアアップ研修等)の受話

◎再発防止策の徹底 (ヒヤリ・ハット事例の収集・分析及び対策とその共有の方法等)

。ヒヤリ。Aッ ト騒例の収票・分析をし、対案を考え所内で情報共孝ョする (昼乳にて偏自
・事故報告善に基づく、事故防止対策の検討、同期
・毎月開催の看護安全委員会にておよび対策の実施 (女市妹園間で実施されているか、確認する)

自治会との連携、合同の選難訓線、防犯訓練 (実施できる場合 )

盤

訓練等

※ 1

その他
※ 2

月

避難

訓練等

※ 1

その他

※ 2

月

薯梁圧蔓延防止研修 (咀11

処理・消毒等 )

咆震・ 火災 (総合防災訓

凍 )

・ J些孝侵ヨ‖線
・弓|き取 り訓練
・消火訓練 (毎月実施 )

10げヨ

・ お叡歩訓練 (尋月冥祠

旭震・火災
撃 訓練の意味や方法を知
らせる
・消火訓練 (毎月実施)

4月

1ヽ香奮 刈力b訓稼 く,卜言い侵人

蚤対応 )

泡震・火災 (時間設定な
し)

・大規模災害訓練(BCD
・防災捕品の確認
・消火訓練

11月

也眠・火災

県育士の声 皆|けで動 き選郵
・消火訓練

5月

火災 (囁間設足な し,

・ ,肖火ユI練

12月

し崎 笙云 講 曽 くA[Dイ史用

,j法含む)受話

也′曖・火災 (総合 l方災訓

索)

・通報副練
・ 防災偏品の確認

・ 消火訓練

6月

氾震

し)

火 災 (囁間設 疋 な

,肖火副‖僚

1月

4ヽ昏 者 対 応 訓線

聰震・ 火災

・災害

消火訓練

7月

ぺ災 (晴間設足な し,

・消火副1練

2月

火災

夕方保 育中の避難

・う肖火ヨ‖練

8月

ヨヽ震・ 火 災 (辱間口営
~足

な

し)

・ 消 火訓練

3月

雪風 '電吾 lし よ う被 春

地震 ・火災

午睡明 け
。消火 訓練

9月

・敷命狭急講習
・人数の点呼確認訓練
・通園用ノ《スでの見落とし防止
・散歩マニユアルの確認
・割DS防止について
・誤飲・誤曝について
・アレルギー・既往歴の確認

4～6月
。

4ヽ番者ヌ」応に関わる1升修
・水遊びの際の安全について
,毒のある植物・生き物 (蜂・毛虫)

・熱中症指数計測
・ BCP(事業継続計画)についての周如

7～ 9月
・ 厭梁堰 塁寛と防止研修 〔唱吐処 理 につ い

て )

・インフルエンザ対応
・引DSFッう止lについて (強化月間)

10～ 12月
工 こベ ンa踏用 に関オ9るれ

'l修次年度 の安全計画を確 定させる

マニュアルの 見直 し

1～ 3月

◎その他の安全確保に向けた取組 (地域住民や地域の関係者と連携した取組、登陸園管理システムを活用した安全管理等)



三丁目すまいる保育園 2025年 (令和7年度)保 健計画
園
長 下 園 新井 小岡

年間目標 子 どもたちの健康を守 り、安全で安心な保育環境 を提供する。 健康的な生活習慣を身 につけさせ、疾病予防と体力向上を図る。
前
年
虞
の
申
し
送
り
事
項

籍聴器使用の国児が 1名あり。使用状況をlB頒 し補民憲器が資金に便
耳ヨできるよう配1患 していく。

保
健
活
動
の
目
的

健康管理
年に2回、専門医による健康診断を実施し、子どもたちの成長発達状況を把握し、早期に健康問題を発見し、適切な対応を行う。

毎朝登園時に、体調確認と簡単な健康チェック (熱の測定、体調の間き取り)を行い、日々の健康状態を把握し、異常があれ1迅源に対応する。

衛生管理
・食事前や外遊び後に、必ず手洗い・うがいを考子う時間を設け、感染症予防のために、基本的な衛生習慣を身につけさせる。

保育室や トイレの定期的な清掃と消毒を徹底するなど、清潔な環境を維持し、病気の堅延を防ぐ

食育の推進
・朱養パランスのよい給食を提供して 食事の楽しさを感し、健康的な食習慣を身につけさせ、成長をサポートする。

野菜の栽塔や簡単な料理活動を通じて、食材や料I望に対する興味を引き出し、食|オの大切さを学び、自分で作る楽しさを感じる。

安全対策
`地震や火災などのF′う災訓練を毎月行い、緊急時に適切な行動がとれるようにする。
・毎日の遊具や設備の点検を行い、危険箇所がないか確認し、子どもたちが安全に過ごせる環境を絲4持する

月 ねらい 子どもへの働きかけ・保健行事 家庭との連携 破員周知 保健だより 印価・反省

４

月

進級 や 人 □ に伴 う環ユ兎の変 1じに慣イlる 。

生活リズムを整え、園での生適に慣れる
・入臼時健康診断

・身体測定

・健康教育「早寝早起き朝ごはん」

・家庭調査来の提出 |【認
・体調変イとに伴う連絡 l保 護者連絡の

∃安・緊急時等 )

・感染症σ)事巳示、CCWの配信

・予防擦種状況把握
・保険証・乳児医療受マ。

心
者5正の期限

1:握

く毎日>
,視診 (体調不良の早期発見 )

・雌診 編

`感染状況の把握 掲示

・体調不良児、けが響の対応

医療棚・数急箱の整理/補充
,内月E4犬況のlg握

て毎月>
・身体測定・記録
・カウプ指数による発胃確認
.予防子豊種状況の把握 記録

・保険証の期限チエツク・旨理
・入園児σ)健康診断の結果
,ア レルギ ー疾患、

・陽往歴の把握
・敷急箱、預かり案のチェック

安全WTへの参加
・看 :ユ委員会

検便r食査 (職員 )

(随時>
体調変化に伴う運絡・対応 l保護者

|こ絡の目安・緊 !き時等 )

・感珀症の掲示、

・ CCWでの配信
・体温計の管理

・ お散歩パック内
・数急セッ ト確認
・健康診断の率t衛 ・僑果配布

保険証 乳児医原受給者証の期限

隆認・ 管I皇

嘔吐セッ トなどの備品管理
・感染症発生時の対応 `注意喚起

`預かり薬の琶理 (粟剤・雷類を含

ら)

・彗通敷命講留 (懇皆研修 )

・ I員境の変化に伴う事故発生に留意

チる
。新入回児のЫDS/SUDlの 注意喚起

・看護委員会からの運絡事項
・感染症への注意喚起
・戸外活動の注意点 (熱中症・け

う`)

・生活リズム (活動と休思 )

・ 国での生活

・箔潔について (爪・ 且爵髪 )

５

月

芋洗いの大切さを知る。

戸外で十分に遊ぷ。

熱申歴刑緊 (第争ャ甲症指象l貝じ定～11月 こうぎで ,

a=康教育「帽子・水分補給の大切さ」

身体測定

,薄看の誓力め
,Ч lの選(^方

午睡の必要性

発熱時の対応

６
月

.I駐崇梁症に注意する
・歯を大切にする。

面科横診

内科健診

身体測定

健康指導「ぬ曜きの大切さJ

歯科健診の結果、お原の累肉

内料健診の結果、治サ現の案内

烈甲チ症予防

虫束Jされ アロマでの虫よけ対策

(11月 まで )

熱中症

衣類の選び方

虫歯予防

冷房使用について

７

月

・熱中症の早期発見と予 F方 に努める ・′更肩 疾患な との 鰐 l窪

・健康教育「水遊びaきの注意事項」「プライベートゾ
ーン」
・身体測定

里の耳里臭 衣服の1,Jつ 曽え

重の感染症の注意喚起

隷中症の注意喚起

‐水逝び時の注意 (懸染・ 學取 室

品気温差注意 )

蔓の感染症

皮 1脅 の渭潔

８

局

酪中症 の早期 発 見 と予防 に努め る 身体測定

長ぞ膜教育「食ぺ物の話 J「 ウンチの話 J

反′百の滴潔とあ世芍の苅胚

夏の感染症の注意喚起

熱中圧の注意喚起

・ 緊急時の対応 (致命誘習 , 夏を乗 り1,」ろラ

夏の生活選慣

９

月

lナカ1こ気をつけて、体を動かす .身体沢J定 ・お弁当への注意 (安全委員会、食

自委員会と連携 )

,夏季の暑さ疲イ1への注意喚起

・ お百双歩時の性械対応 につ いて 虫刺されl鋒 毛虫 )

救急の日

生活リズム
感染症

１０

月

・体を動がすこと廷祭し力、身のこなしか■ウ′′
こなる。

'世界■ 尻 いア ー
,日 の愛護デ ー

,身体測定

・お舞当を行う際の 王承 (安霊査員
とと連携 )

・冬の層具・ま類の切り警え

空気酒浄 ,織点検 `墜傭 ・目の愛護デー
・予防,妻種 (日利 苫炎・インフ)レエ

ンザ)

.冬の服装 (下者の猶用)

１１

月

朗掴 の ヨ傾 を 身 につ け、文来な体 そつ くる。 悩伊く叡百 1咳エチグツ ト・争′死い指 1写 」
身体浜1定

・内科健診

困 悩 よ誕診
`'第

黒 'お嫁 の 粟 困 ・インフ,レエンプの欠席について
,嘔吐処理b月修

,厘
Itt「予 l',

,スキンケア
・民のかみ方・中耳炎

‐２

月

インフアレエンザや 属キ冴日の予防に努める 昇体測定 冬の感染圧の注憩喚起 インフリレエンプの欠席について インフフレエンサ

冬の感染症 予防

１

月

春 さ に負 けす タト近 ひ を柔 しむ 。

身体測定
年 晴の生活 習 1賢を確える インフフレエンサの欠席について ノ回ワイルス 鴫V■の処理

丈夫な体を作る

２

月

・寒さに負けず戸外で遊び体力をつける 身体測定

健康教育「運動の大切 さ」

しもやけ予防スキンケアについて 保健計画の評価・検討 しもやけ注意喚起
インフ

'レ

エンザの欠席について
冬のスキンケxあかぎれ ,しも

0け )

毎のかみ方

花ヽ粉症

ア
レ
,レ

ギ
|

佃 々 て エ り、適正に管理 し、

常偏醸品の見隠し・僑死
医療用傭品のチェック・補充

感染症など保健のまとめ
新年度燃続書類

`ア

レルギー・予防

インフリレエンプの欠席について 耳の日

就学に向けて

花粉戸ェ

靴の選びかた

【健康面での個別配慮について、次年度への申し送 り・密恵点】



三丁目すまいる保育園  2025年 (令和7年度) 自衛消防訓I練計画
園

長 斯 オ 4ヽ関

3月 16日
(月 )

2月 16自
(月 )

1月 15日
(木 )

12月 lS日
(月 )

11月 17日
(月 )

10月 15日
(水 )

9月 16日
(火 )

8月 18日
(月 )

7月 15日
(火 )

6月 13日
(金 )

5月 15日
(木)

4月 15日
(火 )

月  日

地農

初期消火

火災

初期消火

螺

初期消火

火災

1刀″』消火

地震
を,,期 消火

総合防災訓練
地震

初期′肖火

云言災害ダイヤリ♭f小

験

引取訓練

地 震

字′η朗消火

火 災

初期消火

地 震

初期消火

総合防災訓髯凩

火災

初期消火

地震

初期消火

水】腹び時の運理

地震

を力期消火

年間指導

計画作成

種別

埼玉県南部で
鑽度 5租隻

虹組保育室よ

り出火

埼玉県貰し部で

震度 4程度

職員休想室よ

り出火

関東北部で直

下型地震発生

霞度 7程度

関東全域に嵐

度 6荘寝

埼玉蘭部にて

蘊度 4程度の

揺れ

涌房より出火

関東HttDに て

,蛋 度 3程度の

揺れ

関東南君「にて

縦度 4淫度の

,Eれ

屈勝より出火

関東南部にて

震度 4溜夏の

す巴れ

関東北部にて

震度 3程度の

将れ

発生場所

時間未設定

時間未設定

時間未設定

時間未設定

時間未設定

年後保育中
1400

午前保育中
9i30

年後僚青中
1445

午前保育中
10:30

年前保育中
10:15

午前保育中
10:i5

午前保育中
10:iS

時間帯

放送の掲示による

放送の指示による

放送の指示 |『 よる

放送のすg_示 による

放送の指示による

室内の安全な場所

各クラスの出入 り口ま

で移動、「整列

園庭集合

指定理盤場所へ移動

室内の安全な場所

各クラスの出入り口ま

で移動、整列

園庭集合

室内の安全な場所

各クラスの出入り口ま

で移動、整列

園庭集合

室内の安全な場所

待機

=内
の安全な場所

各クラスの出入りにこま
で移動、攀列

十目底集合

室内の安全な場所

各クラスの出入り口ま

で辱多動、盤列

室内の安全な場所

避魁堺所

・保育士の指示に従い、

露全に避癸ぼする

保管士の指示に従い

受全に理踏する

保育士の指示に従い、

寅全に豊韓する

保育士の指示に従い、

資全に'コ 倒する

出火場所を考慮 して安

全に垂超する

・保管士の指示に従い、

霊全に運贈する

・保育士の指示に従し

安全に週烈する

・豊園時の週離 に慣れる
・ 保育士の話を聞いて、

受全に還船する

・年睡明けの避難を知る
・ 保育士の話を間いて、

費全に選鷲する

・保膏士の話を聞いて
支全にⅢ■する

火災の選出の仕方を知

る
・保育士の話を牌電いて、
2全に墾鋒する

逮延訓練に慣れる
・保育士の話を問いて、

蛤 に注目曽する

避珀訓練に慣れる
.保育士の話を聞いて

寃全に遭田する

イaらい

・ 侃蒲士鰯 旨示に従い、働識する
・ 近 くにいる俣育士a垢に集まる (人数α

確認 )

・防災頭巾・題鼠 1lrを看用
・ 人数確認 ‐報告
・消火訓I棄

‐保百士の指示に従い、通嵐 ,る
・近くにいる保育土の所に集まる (人数¢

確認〕
・防災顕巾・豪麟と,を 種用
・人数確認・報告
・消火訓練

保育士の指示に従い、遺置する

防災ョ自「口 逮霊靴の書用

逓驚経餡のlα認

人数確認 報告

消火訓糠

・保育士の指示に征い、重ア置する
・近 くにいる保育士の所に集まる (人数ω

盗認 )

・防災頭巾・還燕靴を着用
・人数確認・堰告
・消火副I練

保育土の揺示に従い、運麗する

防災頭巾・選湾Itを 着用

滅郎経路の確認

人数確認・報告

消火Jl練

:更全な場 P'「 に還痛 し、保甫士の名ホに便

園庭への速やかな遵難

防災頭巾・遭題糧の着用

人数確認・報告

消火訓練、通報訓練

指定退封場所への移動

保證者への弓|き渡 し方法確認

・室内の安全な場所に選題・保育土の指示
こ従う
・防災ュロ巾 ,遅盟強の活用
す人数確認 .報告

落下物 .転倒防止などの確認
・登園直後、午前おやつ中の選露
・遭贈口に移動、整列する
・園庭に避難
消火駅練

安全な場所 に浮』 し、保百士の拓示に従

園庭への還やかな選盟

防災頭巾 週路Чとの着用

人数確認・報告

消火訓練

庶全な場 P,「 に愛顆し、保脅生の幅示に従

)
・♭,災頭巾 激建職のれ

‐
用

・ 人数確認 ,華&告

・消火訓練

'褒内の安全な場所に選盟・保百生の指万
こ従う

・防災頭巾 週ヽ申靴を看用
道驚国に移動、整列する

。図庭への速やかな還勢
・ 人数確認・報告
・ 消火】‖練、通報訓練
・保台士の水消火器体験

室内の安全な場所に退選 保育士の指示

に従う
。

,ち災頭巾・遼避学化の若用
・人数確認・報告

・ 落下物 転倒防止などの確認
,運燿日に移動、整列する
・消火訓練

・安全場 F九 に選理 し、保崎生の需不 tこ征う

紙芝居などを用いて選謝の意味を矢Bる
。歳贈訓練の意味・ 意義を伝える
・緊急時の放送 合図の周知

・保百士の所に集まる練習

・防災頭巾、週節強の藩用
・迎贈リュックの中の点検

・ 消火轟嶽の確認、

'H火

訓線
・ 人数確認 軽ヽ占

内容

【人数確認 報告】
毎朝の出席人数を正確に把握し、事務所に夕Il

らせ出席期に記入する。

遺難訓練の際は、誘導後、防火管理買任者に

匡確な人数の確認・選無状況の報告をする。‐

角線による穀告可
・分与日表に基づき、廊下・ トイレ・ホー〕レなど

と剖屋に子どもがいないか確認をする。

【欺命数急語習】

職員の諾習会 とし、状況に応じたすま命方法を

理解できるようにする。

AED、 人ID子 吸、心F屈マツサージなど救命欺

まの方法を理解する。

【消火訓練 (初期消火 )】

・まずは身の安全の確保をする。

・消火器の使い方を矢aる 。
・ 火元の確認・把握をする。
・消火に向かラ際は、必ず大声で周 りに状況を

伝え、応援を求める。
・ピンは火元から Sm程の距離にて抜 くように

する。 (カ カ(入つてしまい、一度レノ(―を握つ

てしまうと、消化液が止まらなくなるため )

・火元の手前から徐 々に近づいてい く。
・ 15秒以上は消火活動にあたる。

【時間未設定での避雲軽]‖ 練】

通常保育の中で、放送 に掲ファ、に従い担里す

・訓練時間、逐難場所、選鷲方法に関しては、
末設定とする。

【暇員の慧思統一】
・非常災害対策責任分押表
旨、自衛消防陸

“

犠成4色腺 )

韻発生に偏えて確認をす |る 。

(火災予防の担当

を理解 し、緊急事

森離経路・消火器の設置場所 妨災頭巾 避
離靴・理露用持ち出し袋・44時に持ち出さな
くてはいけないもの ,〕F常食の確認をする。
・地震、火災時の職目の対応の理解
・色々な燿 発生場所を想定した通磨経路の確
認をとる。
・消火器の便い方の確認をする。 (総合防災訓
際時の労C肖火器訓線)

【火災 ,4霧訓練】

9生命の安全を第一に考え、全職員が盗鯉誘導
する。

Э保育士自身が落ち君いて選難誘導する。

Э各自の任務を声を掛け合いながら遂行する。
Э火元の確認・火元から遠どかる。
③日頃より理露経】各の確認、確保僣物等で塞い

でしまう事のないようtt)をする。

③保育中に防災嶺巾を力,ぶ る練習をする。又、
乳児は保百の中で慣れるよう配慮する。
②日々、選盟機の有無、サイズの軽認をする。
幼児は靴の階き方、整列の練習を保脅の中で4〒

③乳児担任はおん′∫鞄剪上方 (おん′∫、組の仕方)

を練習する。

③日々、遺鳳リュツクの中身の確認をする (挑

滞電話、餡、欺急薬品、ティッシュ、タオル、

児重名薄、覇記用具、若香え、ォムツ、おしり
牡き、経巾、ビニール袋、オンプ組など)

⑩避難車、乳母車のタイヤの亀裂・空気の確認
をする。

⑤火災の時は窓を聞める。 (延境を防ぐ)

地震の際は出入リロを開ける。非常国の扉や週
路鮮も間ける。カーテンは下ろす。 (豪盛籍路
の確保、窓,'ラスの散乱防止)

の地震の際lよ振動がおさまるまで静んЧと特機す
る。

指導及び留意点



三丁目すまいる保育国

2025年 (令和7年度)散 歩訓練年間計画
園
長 下 田 新 丼 小 関

・毎月 28日を 1改歩の日」として、緊急時の訓練を行う。(天候等を考慮し、(28日前後に行う)

・散歩マップ(冊子)にある、緊急時対応マニュアルに沿つて、動きを確認する。
・散歩マップは、随時更新されるものなので、気づいたことはその都度記録し、定期的に改定していく。

3月

2月

1月

12月

11月

10月

9月

8月

7月

6月

5月

4月

月

対象
クラス

フ 率職員の急病

不酪

子どもの病気

雌 要請必要)

行方不明

〔散歩先で)

不諮

子どもが動けない

1散歩先の途中で)

暑さ指数が高くなることを考慮して実施を見合わせる

子どものけが

子どもが動けない

〔散歩先で)

天候急変

ねらい

ダ

喜

・保育者が1名不足となる事
態が発生し、園への応援要
三青

・子どもたちを集めて不審

者から遠ざける

・救急要請の確認
・園への連絡確認

・園への連絡確認
・事務所の対応確認

・子どもたちを集めて不審
者から遠ざける

・園への運絡確認
・事務所の対応確認

・園への連絡確認
・事務所の対応確認

・園への運絡確認
・事務所の対応確認

・避難先の確認
・事務所の対応確認

確認事項

引率職員の急病

Tヽ路

子どもの病気

(救急要請必要 )

行方不明

(散歩先で)

不審者

子どもが動けない

(散歩先の途中で)

子どものけが

子どもが動けない

(散歩先で)

天候急変

ねうい

翠

由T

・保育者が 1名不足となる事
態が発生し、園への応援要
請

・子どもたちを集めて不審

者から遠ざける

・救急要請の確認
・園への連絡確認

・園への連絡確認
・事務所の対応確認

。子どもたちを集めて不審

者から還ざける

・園への連絡確認
・事務所の対応確認

・園への連絡確認
・事務所の対応確認

・園への連絡確認
。事務所の対応確認

・避難先の確認
・事務所の対応確認

確認事項



鶴ヶ岡すまいる保育園 2025年 (令和7年度)全 体的な計画
差川渡 避 山 津

法人理念 突顔をふやす 保育理念 当分のことが好きなこども (書護)  自分のことができるこども (教育)

幼児教育
において

育成すべき

資質・能力保育 目標

【自立心を育む 3つの大好 き】

か らだを使 うことが大好 きな子
,あ たまを使 うことが大好きな子

・ひ とと関わることが大好 きな子

令和 7年度

法人テーマ
自然(戸夕杓の保育

3

令和 7年度

園 目標

ちの自由な挑戦を大切にする保育、日に見えない行為の理由

り添う保育】
地域に親しむ ～いう、きく、かんがえる～

レジリエンスを育む しきが折れたときに自ら立ち上がる力を

年齢別 目標

0歳児 心地よい生活の中で、よ く食べ (欲み )、 よ く眠 り、よ く遊ぶ 。 3歳児 自分でできる喜びを味わ い、友だち と関わることを楽 しむ。

D知識及び技能の基

建

D思考力・判断力

表現力等の基礎

Э学びに向かう力
人間性等

1歳児 探索活動を通して聞く、見る、触れるなどの経験をし、興味や好奇心をもつ。 4歳児 オロ手の立場に立って考える。

2歳児 感 したことを表現 し、何 でも 自分でや つてみようとする。 5歳児 あきらめずにやり遂げることで、達成感を味わい自信を持つて行動するようになる。

保育の 内容 0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児

養
護

生命の保持

健康や安全に配慮 し、一人ひとイ〕
,)生活リズムを大切にし、生理的欲

求を十分に満たす。

食欲や排泄、睡眠などの適切な時

間を確保 し、健康的な生活が送れる

ようにする。

,健康で安心できる環境の中で、意

軟的に生活や遊びが継続できるよう

にする。

,自分でしようとする気持ちを大切

こし、基本的生活習慣が身につくよ

う見守る。

健康で安全な生活に必要な習慣に

幻心を持ち、自ら行えるよう援助す

る。

生活習 lョ
~を

身につけ、運動遊びに意

填的に取 り組み、体力の向上を図る。

情緒の安定

一人ひとりとの関わ リオ生大切に

し、保育者との憂着や信頼関係を築

く。

。自分の思いをしくさや言葉で表す

喜びを感 しられるようにする。

自己主張を丁寧に受け止め、保育

音が仲立ちとな り、友だちとの関わ

りを広げる。

自分なりの言葉で表現 して、友ナ_
らと遊ぶ楽 しさを感 しられるように

していく。

・主体的な活動を通 して自発1性を高
ブ)、 自信が持てるように働きかけ

る。

・自分の力を発揮 し、社会生活に必要

な力を身につけて行動できるようにす

る。

幼児期の
終わりまでに

育つてほしい
10の姿

教
育

健 やか に

伸び件 び と

育つ

身体感覚が育ち、快通な環境に心

地よさを感じる。

・食事、睡眠等の生活リズムの感覚

う`芽生える。

健
康

身の回りのことに興味を持

ら、十分に体を動かして体幹が

警い、感覚遊びを楽 しむ。

身の回りのことを自分からに/よ う

とする。

全身を使つて遊んだ り、散歩等で
戸外を十分に歩く。

・十分に体を動かしながら、様々な

弔具や遊具を使った遊びを楽 しむ。

・必要に応 して午じ轟をとる。

・全身を使い、様々な遊具や用具で

工夫 して遊ぶ。

生活に愁要な習慣や態度を身につ

すようとする。

目標をもって挑戦 した り、諦めずに

,り 遂げることで達成感を味わい、

壊々な生活や遊びに意欲的に取 り組

Ь`。

Э健康な心 と体

Э自立心

Э協同性

Э道徳性・規範意識

,)芽生え

③社会生活との関わ

り

③思考力の芽生え

②自然 との関わ り

生命尊重

③数量や図形 ・標識

や文字な どへの関

心・感覚

⑨言葉による伝え合

い

⑩豊かな感 'l生 と表現

身近な人と

気持ちが

通 し合う

・安心できる環境の中で、身近な人

と共に過工す喜びを感じる。
・体の動きや表‖膏、声などにより、

屎育者と気持ちを通わせようとす

る。

人
間
関
係

保育者を仲立ちとして、友だ
らとのやり取りを楽しみ、大人
ス外の人への関心をもつ。

・友だちと一緒に過ごす楽 しさを知

り、様々な遊びを通 して友だちとの

開わ りが深まる。

・友だちと思いを伝え合ったり、関

リイ〕を深める中で、簡単な)レールを

守って遊ばうとする。

。自分の意見をもち、相手に伝える

中で、相手の意見も聞いて受け入れ

る。

・友だち と協力する。

地域の人な ど、自分の生活 に関係の

果い人々に親 しみ をもつ。

環
境

,身近な環境に親 しみ、保育者

と共に生活や遊びを楽 しむ。

・植物や生き物、土・水・泥などの

自然物に触れて遊ヶもヽことを楽 しむ。

自然や事象に親しみ、自分から関
Dろ うとする。

身の回りの物の色 量・形などに

淵心をもち、数えたり比べたりす

る。

・生活の中で物の性質や数量、図形、

文字、時間などに関心をもつて関わ

る。

身近なもの

と関わ り

慰 性が育つ

見る、触れる、探索する等、身近

な環境に自分から関わろうとする。

身体の諸感覚による認識が豊力Чこ

なり、表情や手足、体の動きで表現

する。

言
葉

保育者の応答的な関わ りによ

り、言葉を理解 し、簡単な言葉

乞使おうとする。

・絵本や紙芝居を楽 しみ、簡単なき

罵を繰 り返 したり、模倣 した りして

ヒぶ。

・経験 したことや感じたことを、自

倉な りの言葉で伝えようとする。

・絵本、紙芝居、お話などを通 し

て、ス トーリーや言葉のおもしろさ

こ気づ く。

。自分の考えを伝え、相手の話も F目司

き、折 り合いをつけて遊びを発展させ

る。

表
現

生活の中で、様々なものから

」ヽ激を受け、心ゆくまで関わる

ことを楽 しむ。

様々な事象や出来事を通 して、経

貸したことを自分なりに表現する。

様々な音や色、形や手触 り、動き

などに気付き、感したことを表現す

る。

書いたり、作つたりすることを楽

しみ、遊びに使ったり、飾つた りす

る。

・友だちとイメージを共有 し、演 して

睦んだり、合奏やイアンスを したりする

楽しさを味わう。

環境構成

・安全で快通なスペースを確保す

る。

・掃除等を徹底し、清潔で衛生的な

県境を静佳すきする。

自由に動き回れる広しヽスペースを

尾供 し、探索活動を支援する。

lヨ番待ちの経験を通して、社会性

を育めるよう、場を提供 していく。

・様々な遊び道具や絵本を用意 し、

熙味を引き出す。

安全に走った り〒llん だりできるス

ペースを確保する。

創造力を育むためのコーナーやフ

コック遊びのスペースを設け、自然

に触れる機会を多く取 り入れる。

・学びの場としてのコーナーを設
,す、より複雑な遊びや活動に対応で

きる多機能なスペースを提供する。

・絵画、工作、音楽等、創造力を刺激

するための道具や材料オとr揃える。

印Lび箱や系亀跳びなどの運動器具を充

実させる。

主な行事 入園式/子どもの日/懇談会/総合防災訓練/七夕/大丼まつり/プール/秋祭 り/保育参加/お月見/親子ふれあい遊び会/内科検診/八ロウイン/焼き芋/ウ ィンターフエスタ/正月あそび/節分/ひな祭 り/卒園式

社会的責任 厨房 と保育の一体化 異年齢保育 インクルーシブ保育 長時間にわたる保育 職員の資質向上

。子どもの人権に十分配慮するとともに、一人ひとりの

人格を尊重 した保育を行う。

子どもの個人 1青報を適切に取 り扱うとともに、保護者

ブ)苦情等の早期解決に努め、説明貢任を果たす。
・地域社会 との交流や連携を図り、園の保育理念や方針

を適切に説明 し、地域にF舟弓かれた園となるよう規不
『

性を

葛める。

栄養士、調理士等、厨房スタッフ

と保育者が協力 し、子どもたちの食

百と日常の保育を統合することで、

健康的な食生活の基礎を築くととも

に、食に対する興味 関心を育て

る。

・年齢という4辛組みを超えて、互い

こ良しヽ刺激を受けながら、子どもた

らの成長を促す。

・異年齢児との関わ りによって、層

ハや りや相手を意識する気持ちな

ど、社会性や協調性を育も`。

全ての子どもたちが多様性を尊重

されながら、安心 して過ごせる環境

と提供 し、個々のニーズに応 した支

援を行う。
・全ての子どもたちが一緒に活動

プ、学び合うことで、互いの理解と

↑を深める。

子ともの発達、生活 リスム、心身

の状態等に配慮 し、通度な運動、静

心`な時間、倉」造的な活動、学びの時

胡、遊びの時間をバランスよく配置

する。
・子どもの疲れを受け止め、安心し

てくつろげる環境を提供 し、健康と

安全を第一に考える。

すまいる委員会に設置する、人l経監

雪委員会、コンプライアンス委員会等

π)決議に従い、透日月性の高い組織運営

とイ子う。
,自 己言引面に基づ く課題を踏まえ、研

修等を通して職務内容に応 した専門性

と高め、知識・技術の習得、維持・向

上を図る。



鶴ケ岡すまいる保育園 2025年 (令和7年度)年 間保育計画 0歳児
園
長 渡 遣 山滓 上オJ 井川

法人理念 葉顔 をふや す 保育理念 当分のことが好きな子ども (養護) 自分のことができる子ども (教育)

保育目模

【自立心を育む 3つの大夕子き】

・か らだを使 うことが大好きな子 ども

・あたまを使 うことが大好きな子 ども
。ひ とと関わ ることが大好きな子 ども

令不日7年度

法 人テーマ
自然 (戸外 )の保育

令不日7年度

園国標

,3つの心得 【時間と空間の制限がより緩やかな保育、子どもたちの自由な挑戦を大切にする保育、目に見えない行

為の理由に寄 り添う保育】

地域 に親 しむ ～いう、きく、かんがえる～

・レジリエンスを育む 巨bが折れたときに自ら立ち上がる力を支える】

クラスロ標

心地 よい生活の中で、よ く食ぺ (欲み )、 よ く眠 り、よ く遊′もヽ。

ねらい 内容 活 動 保護者支援 地域連携 主な考子事 幼児教育において

育成すべき
資質・能力

1

期

4
月

,新 しい環境や特定の保育者Iコ贋れ

る。
・保健的で安全な環境の中で、虫子きな
睦びを楽しむ。

・
~守

心できる環境の中で、榎はいや

寝返 りを楽 しむ。
.興味をもつた物 に自ら関わ り、手

巳を存分に動か して遊ぶ 。

・]南 語を発 した り、呼びか けに反

芯した りする。

手を伸ば して玩具を触 つた り、

引き寄せた りする。

,連絡を否に日又り合 い、健康イ夫顧

を伝え合 う。
,何でも気軽に間ける雰囲気を作

り、不安の軽減を図る。

・散歩等を通して、園タトで出会う地
"藪の人々に保育者から声をかけたり、積

匝的に挨拶したりする中で、身近な人
[興味を抱く。

人回式 /子 ともの 日

Э知識及び技能の基礎

②思考力・判断力・表

現力等の基礎

③学びに向かう力・人

間性等

5
月

2
期

6
月

・
~女

全な環境の中で、一人ひ とりに奮

った遊びを楽 七ノむ。

・氷や水 、砂や上な どの感触の違いを
l木わ い、手足や全身を使 つて遊ぶ。

'シ ヤワーで清潔 になる心地よさを感

じる。

・保育者に見守 られなが ら、匹 る、

こうな ど、体の動 きを楽 しむ。
,水、氷等 に触れ、冷たさや気持ち

よさを感 じる。

・わ らべ うたや保育者の歌を楽 しん

で聞いた り、 リズ ム に合わせて体を

動か した りして楽 しむ。

・八イ八イ、つかま り豆ち、伝 い

歩き、一人歩き等、全身を動か し

て遊ぶ。
・五感を使 って水や氷で遊ぶ 。

・歌や手遊びに興味を示 し、手を

七たいた り、体を揺 らした り、保

雪者の真似をする。

・体調を伝え合い、梅雨期や夏別

と健康 に過ごせるようにする。

・子 どもの同士の関わ りの中で起

こる トラフリレについては、子 ども

ア)発達も併せて丁寧に知 らせる。

J

た り、笑顔をふ りまいた り /七夕/保育参加

7
月

8
月

3
期

9
月

憂着行動や依存の欲求が受け止めら

れ、安定 した生活の 中で過ごす。

・
'商

語や発 語が育ち、保育者 とのや り

とりを楽 しむ。

・保育者 に見守 られ 、一緒に身体を動

心`し、戸外遊びを楽 しむ。
,様 々な素材 に触れる。

。したいこと、 して ほ しいこと,目産

しや簡単な言葉で伝 え、受け止めて

もらう喜びを感 じる。
・ 目的に向か つてノ(イ ノ(イやつかま

り立ちを した り、伝 い歩きをするこ

とを楽 しむ。

・身近な素材 に自ら触れて、舌氏めた

り、試 した りして遊ぶ。

・意味のある単語を発し、保育者

とやりとりを楽しむ。
・まねつこ遊び、ノヽイパイ、タッ
チ、いないいないばぁを楽しむ。
,挨拶や「ちょうだいJ「 どう

ぞ」などのやりとりを簡単な言葉

tう身体表現で伝える。

,朝 夕 と日中の気温産に合わせて

祠節 しやすい衣類の協力をお願 い

する。
・成長 とともに、活発 に動 き回る

姿か らの危険性 について、その都

支矢日らせい く。

・感染症の対処の仕方を伝え予防

の啓発に努める。

・散歩の公園等で出会 う人に保育者が

負拶 している様 子を真似 して、頭を下

げた り、笑 いかけた りする。

火奈 り/保膏参刀日/お月

己/親子ふれあい遊び会
/総合防災訓練 /内科検

診/ノ (ロ ウイン/焼き芋

/ウ インターフエスタ

幼児期の終わりまでに

育ってほしい 10の姿

10

月 と体

規範意識の

り

然 との関わ り ,生

標識や

感

よる伝え合い

11

月

12
月

4
期

1

月

・周 囲の人や物 に剪日入オど示 し、探索藷

決を もつて遊ぶ。

・保育者や身近な子 どもに関わる楽 し

さを知 り遊ぶ 。
,自 然物の感触 を楽 しみ、様 々な物ハ

の興味や 関心が広がる。

・上 り下 り、押 す、引 つ張るな ど、

本のあらゆる ところを使 つて遊ぶ 。

・女子きな遊びを選 び、満足感が得 ら

れるまで楽 しみ遊ぶ 。

・素材遊びを楽 しみ 、や つてみよう

とする意欲 をもつ。

,捗 く、登る、降 りる、す:ド ず、清

るな ど、体をた くさん動か して遊

ぶ。
・繰 り返 しのある絵本 に興味をも

う、言葉を模 l′l文する。

・や りたい気持ちを受け止めても

らい、満足感をもつ。

・発達の個人差が気にな り、不安

を抱えな いように、一年の育ちに

ついて、分か りや す く伝える。
,進級 に向けて、今後の成長過程

を知 らせ、見通 しにつながるよう

にする。

・園見字毒の釆 園者 に人見矢日りを しな

り`らも、興味をもち、何度 も見る。 /ひな祭 り/卒園式

2
月

3
月

振年
り度
返末
りの



鶴ヶ岡すまいる保育園 2025年 (令和7年度) 年間保育計画 2議児/1歳児
園
長 渡 当 山 滓 上村 井 川

法人理念 顔々をふやす 保育理念 自分のことが好きな子ども (養護) 自分のことができる子ども (教育)

保育 目標

【自立′いを育む 3つの大好 き】

・か らだを使 うことが大好きな子 ども

・あたまを使 うことが大好きな子 ども
,ひ とと関わる ことが大好 きな子 ども

令和7年度
法人テーマ

自然(戸外)の保育

令和7年度
園目標

。3つの心得 【時間と空間の制限がより緩やかな保育、子どもたちの自由な挑戦を大切にする保育、日に見えない行

為の理由に寄り添う保育】
地域に親しむ ～いう、きく、かんがえる～
レジリエンスを育む 巨bが折れたときに自ら立ち上がる力を支える】

クラスロ標 探索活動を通して間く、見る、触れるなどの経験をし、興味や匁子奇心をもつ。

感じたことを表現し、何でも自分でやつてみようとする。

ねらい 内容 活動 保護者支援 地域連携 主なイ子事 幼児教育において

育万完すべき
資質 。能力

1

期

4
月

新しい環境に慣れ 落ぢ着いて過ごす。

者脱 手沈い、食事、オムツ交換の援alJを 受け

気Iき ちよく適どす。

新しい環境に貝
‐
れ生活リズムが安定する。

遊び、食事 l重 眠など 国の生活のリズムを身に

生活リズ△整えて安心して過どす。

保育者のそばで安心して過ごし、保育者に規し

,を感じる。

身の回りを清潔に保つ心I也 よさを感し 習慣と

ッて身につく。

当分の思いを言葉や態度で知らせ、販びの中の行

島を言葉にする。 Э知識及び技能の基礎

②思考力 ・判断力 ・表

現力等の基礎

③学びに向かう力・人
間‖生等

5
月

2
期

6
月

保育者との関わりを多くうち、欲求を受け止めて

もらい 安心して過ごす。

室内や戸外で十分に動き 探索活動を実しむ。

保育者に手伝つてもらい着脱 食事等、生活の流

れがわかる。

自分でできることは,佳 んで行い ヌ任しいときに

は 保育者に据助を求めながら自立に向かう。

団 青を1歳 々な表惰で表I見 し、疫たちとの葛藤を通

して 相手の存在を意識する。

保育者の話かけを喜んだり、自分から片言で

きしたりする。

歩くこと,自由に体を動がすことを楽しむ。

保育者と′
`、

れ合つて遊ぶ楽しさを知り、共感

と求める。

トイレでの

"|′

世に贋れ自分で排′世する。睡]R

う〔t着 し、ひとりでl民る。

両手 指先のコントロールがI石みになり 衣

限のサ曽脱をする。

保護者会等で、わらべうたや、′Sヽれあい遊び

など、子どものコチきな遊びを保護者に伝える。

,子 きな絵本を通して、ゆつたりと凹わること

つ大切さを知らせる。

危険なことをしたときは、なぜいけないかを

分かりやすく伝えることの大切さを知らせる。

トイレットトレーニングの開始時期について

旧。,(し、家庭と連携して進めていく。

、花や木、鳥など自然の観察をす

友だちと一緒に近所を散歩し、

小さな生き物を観察して、

自然や地域の環境 に対す

レ/保育参加

7
月

8
月

3

期

9
月

遊びを通 して 人や物 と関わる楽 しさを
'木

わ う。

保育者 とσメ言頼関係が深 まり 支心 して自分の気

寺ちを表 す。

自然物を見た り、触れた りして興味をもつ。

食事 ,'1泄 などの活動を通 して自分で しようとす

3気持ちが育つ。

基本的な運動機自ヒが育ち 自我の育 うが高まる。

自己主張を繰 り返 す中で 自分 とは違 う意見や主

長があることに気づ く。

遊びの中でニヤテ錯誤を繰 り返 しながら 物 (′つ生質

こ気づ く。

友たちの持つている玩具に剣 」いたり 競ろう

としたりする。

何でも「自分でJと 主l「てし 自分のF♀lい や希望

と主張する。

食事前後の揆拶や食具の持ち方を知る。

保育者との安定した関係の中で 生活の流れが

身につく。

悲しい悔しいなど相手の言葉にl場 つく経験か

う 相手の気持セテを想像する。

自分の思いを言葉や悪度で知らせようとし、遊

′卜の中朝 子為を言菜にする。

食具の握り方が安定し、手を器にそえて最後ま

で自分で食べる。

身体を動かし、手先を使つて遊ぶ .

上、砂、オ占■ クレヨン告の身近な素材に触

l黒育者と―緒に繰り返しの言葉の絵本やヤ.ギ 芝

言をみる。

手′,'い  帽子の着脱等 できることをやつて

みようとする。

進んで戸外で遊び、ジャンブ孝全身をコント

コー,レし 十分に体を動かす。

自分の役どころになりきり ごつこ遊びを楽

しむ。

絵本や紙芝居を最初から最後まで間く力が育

ら、短い話を覚えて伝える。

登 l無国時や連絡張て子 どものほ子を知らせ、

子育ての感動や楽 しさを共感 してい く。

自分で しようとする気持ぢを大切にするため

こ、子 どもが 自分で着脱 しや すい服装を知らせ

自分の思いを くすることで伝える時期である

とめ 、心の揺れを受け止める大切さを知らせ

周 囲の物への興味 関心が広がる時期なの

C 家の中の安全 には十分 に気を配るように伝

園での 1素子や子 どもの意欲 に合わせた対応を

国人面訟や登 F鋒∞時 に知 らせ 子育ての楽 しき

と伝える。

て、

々 と自然 にふれあい、

り台で遊ぶ。

園周辺の公園で遊ぶ ことで

ヤボン玉遊びなど、他の子ども

々と自然な交流を楽 しむ。

八ロウイン/焼き芋

インターフエスタ

幼児期の終わ りまでに

育 ってほ しい 10の姿

規範意識の

との関わ り

然 との関わ り・生

図形 ・標識や

感

よる伝え合 い

と表現

10
月

11

月

12
月

4
期

1

月

身の回りの様々なものに触れて遊び 外界に対す

3好奇心や,]心 をもつ。

安全で活動しやすい環境の中で 探索活動を通し

〔感覚の働きが豊かになる。

日常の

'き

動とは異なる4寺 別感を味わい、季節の変

ヒや民長の師目を慰し取る。

国全体で行う多師の行事 ウヽ文化的な事1丙 にlFJ味や

1、,心をもつ。

人との関わりを喜び、身近な人への親しみを感

言葉と物が,J応 し 身近な言葉がわかる。

歩行が安定し 探索活重llを活発に行い、行動範

りが拡大する。

食具を使い意欲的に食べる。

全身を1″ つて遊び 振々な動きを経験して空間

β畑 平衡慰覚が育つ。

友オ_ちの影聖を受けながら 遊びが広がり 言

鷲のやり取りかJ曽 える。

保育者や友だちのやつていることに興
'末

をも

;、 同じことをしようとする。

生活や遊びを通して旨 色、手触り 動き等

に興味をもう 見たり角1れたりして遊ぶ。

食器に手を添ノして食べる。

自分と相手それぞれに思いがあることを矢0

り 友たちの
=在

を肯定的に受け止める。

友たちと楽しさを共にする気持ちが育も、自

分の思いを]ン トロールし 交代で遊ぶ。

動作と言葉が緒びつくように ゆつくりと話

ン、思いをくみ取つて言葉にかえる大切さを知

進級に向けて、今後の成長過程を知らせ 見

こしにつなげる。

子どものやl)たい気持ちを大切にし、失敗し

ヒときにも「こうするといいよJと次の行動に

=,な
げることで意欲が言つことをメロらせる。

進級について説明する。

じて

る 。

ェア、子 ども向 けイベ ン ト

る経験を通 して、

/ひな祭り/卒国式

2
月

3

月

振年
り度
返末
りの



鶴ヶ岡すまいる保育園 2025年 (令和7年度) 年間保育計画 5歳児/4歳児/3歳児
園
長 渡 ,こ・ 山津 井川

法人理 念 葉顔をふやす 保育理念 甍分のことが好きな子ども (養護) 自分のことができる子ども (教育)

保育 目標

【自立心を育む 3つの大好き】

・からだを使 うことが大好 きな子 ども
,あ たまを使 うことが大好 きな子 ども

・ひ とと関わる ことが大好 きな子 ども

令和 7年度

法人テーマ
自然 (戸 外)の保育

令和7年度
園目標

,3つの心得 【時間と空間の制限がより緩やかな保育、子どもたちの自由な挑戦を大切にする保育、目に見えない行

為の理由に寄 り添う保育】

・地域に親 しむ ～いう、きく、かんがえる～

・レジリエンスを育む しいが折れたときに自ら立ち上がる力を支える】

クラス ロ標

自分でできる喜びを味わい、友だちと関わることを楽しむ。

相手の立場に立って考える。

あきらめずにやり遂げることで、達成感を味わい自信を持つて行動するようになる。

ねらい 内容 活 動 保護者支援 地域連携 主な行事 幼児教育において

育成すべ き

資質・能力

1

期

4
月

子チ〒しい環境 に慣れ、保膏者や反たち と

もヽれ合い、安定感をもつて生活する。

(3歳 )

性級を喜び、身の回 りの ことを張 り切

つて行おうとする。 (4歳 )

最年長になつたことを喜び、新 しい環

境の空間を理解 する。 (5歳 )

.健原で冤全 に過こすために必要な

生活の リズムを身につける。

・進級 した期待や不安を受け止めて

もらい、安心感をもつ。

・友だち と身の回 りにある)レールを

l窪認 し合 い、快適 に過ごす。

,新 しい遊びや難 しい遊び に興 D未

を向け、出来 るまで候 り返 し満足

する。
・仲 間といる喜びや楽 しさを感 し

なが ら、言葉で伝 え合 う。

・経験を活か して、形、色 、構成

寺、工夫を凝 らして製作 する。

・保護者一人ひ とりと1青戦父子奥戸r
した り、お便 りや掲示物で様子が

分かるように し、安心できるよう

こする。

・不安を和 らげるため に悩み は早

めに聞き、角♀決できるよう援助す

る。

・散歩、公共施設の利用、地域行事 、

伝統等、地域資源を活用することで、

ヨ内の 日常 とは異なる環境 に触れ 、豊

心`な心を育む。

・園を起点 として、人 と人 とのつなが

りを大切 に し、自分が住んでいる地域

ク)良 さを発見する。

入図式/子どもの 日/懇
炎会

Э知識及び技能の基礎

Э思考力 ・判断力・表

l見力等の基礎

D学び に向か う力 ・人

間性等

5
月

2
期

6
月

身の回りを清潔にし、着脱、食事、〕
世等の生活に必要な活動を自分で行
う。 (3歳 )

覚だちや保育者 との繋が りを十分 に D抹

Dい 一緒 に過ごす。 (4続 )

怪験 した ことや興味・関心か ら表現逆

びを楽 しむ。 (5歳 )

・手先の器用 さが高 まり、食要、

'F世、着脱の 自立 に向か う。

・ きま りやル ールを理解 し、健康で

安全な生活を送る。

・興味のある物を調べた り、考えた

りして、発見を喜ぶ。

・讀オつつの人が囚つているのを見
こ)けると保育者に伝え、助けよう

する。
・簡単なルールのある遊びを友だ

うや保育者と一緒に楽しむ。
・楽しく遊ぶためのルールを作り
年下の子どもを受け入れる。

。年 間の保育、教育方針を明握 に

lAえ、園 と家庭で協力 して子 ども

を育てていけるようにする。
・懇談会や保育参加等で子 どもの

成長を伝えて共感 し、保 護者 との

信頼関係を築 く。

・ユ也ア5の八 ン座、図書露 、洞 l万看な と

と見学 し、店員や消防士か ら直接話を

聞いた り、働 く現場を見た りして、

尺々の l動き方に触れる ことで、地域ヘ

D理解 と興味を深める。

/七夕/大丼まつ り/
―ル /保育参加

― )

7
月

8
月

3
期

9
月

手上の子 どもや保育者を夏似てチ ヤレ

ンジ し、認めてもらえている とい う美

議をもつ。 (3歳 )

ヨ己を発揮 し、友だちと協調 した り、

一緒 に創 り上げた りして、達成感 を D抹

Dう 。 (4歳 )

ひとつの 目標 に向か つて友だち と知薦

と出 し合い、協力 して成 し遂 げる。

(5歳 )

。人の役 に立つ ことを喜ひ、長め う

れて、誇ら しい気持ちを味わ う。

・互いを認め、満足感や達成感を味

りい自信を持 つて活動する。

・みんなでひ とつの 目標 に向か つ

て、励ま し合 いなが ら耳又り組み、仲

濁意識が高まる。

・自然物や教材等の様 々な素材 に

硯しみ、工夫 して遊ぶ。

・友だちの話を間 く大切 さを知

り、出来事を順序立てて話す。

・相手の気持ちを汲み取 り、思い

やりのある言葉をかける。

・行事の言 T未や効果 、 日円を止 し

く知 つてもらえるよう情報を発信

する。
・進級への不安ではな く、期待を

Ьてるように園生活の状況を発信

する。

様 々な活動を通 して成長 してい

る姿を知 らせ、保護者の安心 と信

硬を高め る。

・八 回ウイン行事では、地域 とのつな

り`りを感 じなが ら、様 々な経験を積む

凸程で、地域社会 との絆が強まる。
・近隣の老人ホームを訪問 し、一緒 に

歌を歌 つた り折 り紙を した り、地元の

伝承や音話を聞 くな ど、 異世代 との

交流を通 じて、思いや りや尊敬の心を

奮む。

駅祭 り/保育参刀日/お月

見/親子ふれあい遊び会

/総合 防災訓練 /内科検

診/ノ (ロ ウイン/焼き芋

/ウィンターフェスタ

幼児期の終わ りまでに

育ってほ しい 10の 姿

10
月 D健康な心 と体

D自 立心

こ3)協同性

Э道徳性・規範意識の
芽生え

Э社会生活との関わり

Э思考力の芽生え

D自然との関わり・生

命尊重

③数量や図形 ,模識や

文字な どへの関心・感

竜

9言葉による伝え合い

0豊かな感性と表現

11

月

12
月

4
期

1

月

してよいこと つヽ、いけな いことナJ｀ ある

ことに気づき、考えて行動する。 (3

耗)

覚だちとの繁が りを求めなが ら、基本

句な生活 に必要な習慣や態度を身 につ

′する。 (4歳 )

覚だち と思いを伝え合 い、互いの成長

と喜び認め合 う。 (5歳 )

・主張をぶつけなが ら、一橋 |こ 近ふ

こはどうした らいいのか考え、気 j寺

うを調整する。
・よいこと、悪いことがある ことに

丸づき、思いを伝え、考えなが ら行

動する。

・場面に応 して行動 し、安全 に生活

する中で、就学 に向けて期待 と自信

ともつ。

・したいこと、してほしいこと

を、相手に伝わるように言葉で話
す。
,自然事象に興味や関心をもち、

感動したり疑間をもつたりして観

察する。
・基本的な生渚習慣が確立し、生

活や活動に見通しをもち、自分た
ちで進める。

,小学校 との交流を行 い、結果 |こ

ついて詳 4日に発信する。

・個 々の成長や個性 について、今

整の課題や期待 していることを伝

え、互いの思いを共有 し、安心 し

て就学を迎えられ るようにする。

・地域の清子昂滴動や化娼の整偏 、コ ミ

冶いな どのボランテイア活動 に参加

し、 地域社会 に貢商大する経験を通 じ

て、自分の役割や責任感を学ぶ。

・ 5歳児は小学校を訪問 し、教室、図

妻館 、体育館等を見学 して、小学校の

県境 に慣れることで、入学への不安を

咸ら し期待を高める。

あ そ

り/卒園式

2
月

3

月

振年
り度
返末
りの



鶴ヶ岡すまいる保育園 2025年 (令和7年度)食 育計画
園
長 渡 遷 山津 上舟 井川

年齢別

年 間目標

0歳児
・子どもの成長や満足感、安心感を観察しながら、保護者と連携をもち、授平Lや

誰享L食を調整する。
3歳児

様々な人と一緒に食べる楽しさを味わい、マナーを守つて食事をする。

食材の色や形、食感の違いを楽しむ。

1歳児 保育者や友だちと楽 しい雰囲気の中で、自分で食べ ようとする意欲を高める。 4歳児
友だちと一緒に食べる楽しさを味わい、憂情や思いやりを育てる。

楽しく食事しながら、食事のマナーを身につける。

2歳児
空腹を感じるリズムある生活を送り、身近な人と一緒に食べる楽tノ さを味わ

5歳児
自分の体に必要な職員の種類や働きを知り、パランスを考えて食事をとる。

健康に過ごしていくための食召慣や生活態度を身につけ、集団生活でのルールを守る。

前年度からの

申し送り事項

期 1期 (4～ 5月 ) 2期 (6～ 8月 ) 3期 (9～ 12月 ) 4期 (1～ 3月 ) 食育・行事食 評価・反省

Ｃ
歳

ねらい

安定 した人間関係や″

'つ
たりとしたI泉境の申

で、ミルクを欲み、心地よい生活を送る。

・保育園の食事に期待して、意欲的に食ぺようと
する。

歯ごたえのある食材に慣れ、噛むことを身につ

けていく。

・発達に応 して幼児食に移行 し、楽 しい雰囲気の

中で、会話を楽 しみながら食べる。

,;正生会 リクエス ト

l大立

保育参加時の給食

武食
・日本の夕Il土料理

・世界の料理
,おにぎり作 り
とうもろこしの皮

「J｀ き
,こ どもの日

・グリンピースのさ

0むき
,ひしきの戻 し体験
。そら豆のさやむき
,出汁の研夫比ペ

・七タ

氷シロップ作 りと

り`き氷
・クッキー作 り
,収穫 した夏野菜を

鹿ったクッキング
・夏祭 り

お女子み共売き
。すいか宮Jり
,お月見

米研ぎ体験
・芋掘り
,焼き芋
・スィー トポテ ト作

り
・けやの森遠足カレ
ー体験
・八ロウイン

・クリスマス

鏡餅作 り
,収穫 した冬紗野菜

を使ったクッキンク

・七草がゆ

・節分
・チョコレー ト作 り

ひな祭 り
,卒園リクエス トメ

=ュ
ー

活動内容

空腹感を感 し、ゆったりとした環境の中で、安

定した姿勢でミ)レクを飲む。

・保育園の食事 に期待 して、事つナコ`みで意駅門に

食べ る。

・スプーンやフオークをイ更しヽ、こほしながらも一

べで食べようとする。

しヽいネ訊」
様々な食材を味わう

１
歳

ねらい

。いろいろな味や食慰を矢日り、保育園の食事lc廣

れる。

安定した生活 リズムで、体を十分に動か して空

寝感を感 し、こばしながらも一人で食ぺる。

・食事に関わる語彙が娼え、保育者や反たちに言

罵で伝え、楽 しい雰囲気の中で食べる。 して、進んで食べ ようとする。

活動内容

|おいしいねJ IモクモクJ Iカミカミ」寺の言
葉をかけてもらい、食事のおいしさを感じる。

個々の体調等に応 して食べる量を調節 してもら

シヽ、自分のタイミング楽しく食ぺる。

`味や食材の好みを受け止めてもらいながら、
ま々 な食材IP慣れる。

オ て 食

２

歳

ねらい

・楽 しい雰囲気の中で、友だちや保育者友たちや

l呆育者 と一緒に食事をすることを楽 しむ。

様々な食材に興味をもち、楽 しんで食べる。 食具に興
'夫

をもち、便い方を覚え、意欲問に食

ぺる。

活動内容

器の正 しい持ち方を教えてもらい、スフーンや

フォークを正 しく持ち、器を持ち上げて食べる。

個々に合わせた食事の量で、完食できた滴足慰

や喜びを感 じる。

・野菜の観察や栽培を通して、食材に興味や関心
ともつ。 つける

３
歳

ねらい

・食生活に必要な基本的な習慣やマナーを知 り

覚だちと一緒に食べる楽 しさを味わう。

食材の名前を矢日り、栽培、1又穫 、調理濫動を楽

_′ む 。

・食に関する渦動の中で、自分でできることを増
やす。

しみ、食ぺ物と

活動内容

正 しし しいイ更い万
と覚える。

絵本や名前当てゲーム等、楽しく参加する中

で、様々な食材に親 しも`。

・食事の準偏から片付 けまでの流れの中で、目分

でできることに意欲 的に取 り組む。

・食ぺ物が自分の体の成長に役立っていることを

イラストやお話など通して学ぶ。

４
歳

ねらい

行 日の給食、&「l育 ′き動、栽培油夢プlを予通して、身

丘な存在に親 しみ、全ての命を大切にする心をも

栽増や収種等を通 して、自然の恵みやl動 くこと

,)大切さを知る。
・三色食品群の分類を知る。

食事と運動の関係を知 り、意欲的に活動する。

調理活動に関心をもつ。

活動内容

・身近な動植物に触れて共感し、命を育む自然に
ま謝の気持ちをもち、自ら関わろうとする。

・三色倉品群を通 して、食事の役目Jや宋甍
'ヽ

フン

スのよい食事のことを考える。

・よく食べて運動することが文夫でぢ0い体を作る

ことを知 り、意識 して行動する。

し、

り味わ う

５
歳

ねらい

正 しい手洗い、正 しい箸の持ち万寺、食生活 に

必要な基本的な召慣を身につける。

食 と健康の関係'性をタロリ、栄養ノミランスを考

え、残食量を意識するようになる。

・調理をする人 (厨房職員)と調理をすることに

興味をもち、感謝の気持ちをもつ。

・園での食生活を振 り返 り、行日の良争に感訪,の

記持ちをもち、小学校への期待をもつ。

活動内容

手洗 い、うがいな ど、自ら衛生に気をつけ、準

痛か ら片付 けまでの一連の流れを友だちと協力 し

て進め る。

・当番活動を通 して、自分たちで妊ましい食事の

悪囲気を考えて、楽 しく食べる工夫をする。

`厨房内を見学して、給食を作つてくれる人との

交流を深め、意欲的に調理活動に参加する。

一年間の給食でおいしかつた食べ物をリクエス

ト献立として、三色食品君羊を意識したメニューを

考案する。

アレルギー対応

厚生労働省「アレルギーガイドラインJ、 あゆみの会「すまいるガイドライン」等を遵守する。

個々のアレルギーの状況を生活管理指導表、医師の指示書、検査結果等をもとに把握し、除去食や代′表替え食を提供する。

家庭と連携し、誤配、誤食等の予防を徹底し、安心・安全な給食を提供する。

【アレルギー児の次年度への申tノ送り・留意点】



鶴ケ岡すまいる保育園 令和7年度 年間安全計画

◎安全点検

(1)施設・設偏・園外環境 (散歩コースや緊急避難先等)の安全点検

(2)マニュアルの策定・共有

◎児童・保護者に対する安全指導等

(1)児童への安全指導 (保育所の生活における安全、災害や事故発生時の対応、交通安全等)

令和7年 4月  1日更新

園
長 戸稟選 山 滓 上 村 丼 )||

重
点
点
検
箇
所

月

・歌歩マニユアルのれIE認

・散歩コースの点検

散歩先の公園の点検 (固定
芝具含む)

方火設備、セコム点検

10月

・保育塞内の環境整偏 (出

入日、家具、床、窓等)

*家具等の転倒、落下防止
の確認
・避難経路 (防火設偏 )

4月

・災詈時非常持ち出し品の

確認

11月

・取歩マニユアルのに認
・改歩コースの点検

敦歩先の公園の点検
(固 定遊具含む)

・散歩車の点検
・熱中症対策

5月

・ 師 星肉環境整偏 (出 人

口、家具 、床 、窓等 )

・水道 管の凍結 防止対策

12月

・年齢に合つた玩具の点検

(大きさ・年齢 )

・水遊びのマニユアルの確

瓢水遊び中の職員配看吐等)

・防火設備、セコム点検

6月

・園含全添 (工/コ ン原
険、空気清浄機、ロフト、

コ定遊具、出入口、家具、
末、窓、非常階段等)

1月

年齢 に合 つた坑具の点模

(大きさ ・年齢 )

水遊び 中の園庭 の点検

7月

・防災倉厚 整理 、防災偏品

の確認 (数量、消費期 FF(

等 )

2月

・国含全体 (工/コ ンR
険、空気清浄機、ロフト、

ヨ定遊具、出入回、家具、
末、窓、非常階段等)

8月

・各保育星内の 1泉境蟹偏

(出 入 口、家具 、床 、窓 、

)F常階段等 )

3月

・台風対矢
・防災倉庫整理、防災偏品

の確認 (数量、消費期限等
膊蓄の確認)

9月

コノミス送迎マニュアル

]熱中症・予防対応マニュアル

∃感染症対応マニュアル (予防・嘔吐処理 )

電救急対応マニユアル

劃数急要請マニュアル

図ケガ発生マニユアル

日不審者対応マニュアル

曰盗難・空き巣対応マニユアル

劃園児慢索マニユアル

コ水遊びマニュアル

コ園外活動マニュアル

劃誤飲・誤囃マニュアル

]食物アレルギー・アナフラキシー対応マニュアル

劃食物事故防止マニュアル

日SIDS'SU DI予 防 午 睡 見 守 リマ ニ ュ ア ル

図災害時マニュアル

分野

令和3年 4月  1日

2022年  7月  1日

2021年  1月  10日

2022年  9月  1日

2021年  10月  1日

2022年  5月  1日

2021年  3月  1日

2021年  2月  1日

2020年  11月 1日

2015年  4月  1日

2022年  10月  1日

2021年  2月  1国

2022年  11月  1日

2021年  3月  1日

2020年  10月  21日

2021年
2020年

11月

11月

1日 (地震)

1日 (火災)

策定時期

2025年  3月  1国

2025年  3月  1日

2025年  3月  1口

2025年  3月  1日

2025年  3月  1日

2025年  3月  1国

2025年  3月  1日

2025年  3月  1国

2025年  3月  1日

2025年  3月  1日

2025年  3月  1日

2024年  3月  1日

2024年  3月  1日

2024年  3月  1日

2024年  3月  1国

2024年  3月  1日
2024年  3月  1日

見直し (再点検)予定時期

閲覧用フアイル :各保育室 掲示 :事務所

闘覧用フアイル :各保育室 掲示 :事務所

蒟覧用フアイリレ:各保育室 掲示 :事務所

掘覧用フアイル :各保育室 掲示 :事務所

閲覧用フアイル :各保育室 掲示 :事務所

蘭覧用フアイル :各保育室 掲示 :事務所

朔覧用フアイル :各保育室 掲示 :事務所

朔覧用フアイル :各保育室 掲示 :事務所

朔覧用フアイル :各保育室 掲示 :事務所

朔覧用フアイル :各保育室 掲示 :事務所

朔覧用フアイル :各保育室 掲示 :事務所

凋覧用フアイリレ:各保育室 掲示 :事務所

朔覧用フアイル :各保育室 掲示 :事務所

朔覧用フアイル :各保育室 掲示 :事務所

珂覧用ファイル :各保育室 掲示 :事務所

閲覧用フアイル :各保育室 掲示 :事務所

掲示・管理場所

3歳以上児

乳児・

1歳以上

3歳未満児

・遊具遊び (ロ フト)や改歩時の事故
l方止
・安全に過ごすための生活や遊びのル
ール、遊具の遊び方
・困つたときの対応の仕方
・安全な登降園の仕方
・予想される様々な災害や事故を想定

した避難訓練

・遊具遊び (ロ フト)や散歩時の事故

妨止
・安全に過ごすための生活や遊びのル
ール、遊具の遊び方
・予想される様々な災害や事故を想定

した避難訓綴

4～ 6月

・暑い日の過こし万を矢日る
・水分補給をこまめにし、熱中症予防

とする
・不審者対応の仕方を矢Rる
・バス乗車のルールを知る
。予想される様々な災詈や事故を想定

した避難yl練

・夏の健康的な近ひ万、夏全な行動の

l上方。
・水分補給をこまめにし、熱中症予防
とする
。水遊びでの事故防止指導
・予想される様々な災書や事故を想定

した避難訓練

7～ 9月

・思梁圧対乗掲導 (弓=洗 い・うかい
'様々な遊具の安全な使い方を知る

。予想される様々な災詈や事故を想定
した避難ヨ1練

・近具近ひや取捗好の手嵌防止 (再

支)

・感染症対策指導 (手洗い・うがい)

・予想され否様々な災害や事故を想定

した避難訓練

10～ 12月

冬の健康的な遊び方・安全な行動の

仕方
・年長児・・・小学校との運携指導
・予想される様々な災害や事故を想定

した避難訓練
・交通安全指導 (散歩中)

広域避難場所への避難訓線

・冬の健康的な近び方・寮全な行動の

士方
・予想される様々な災吾や事故を想定
ッた避難訓練

1～ 3月



・門を開けたら必す開める
・駐車場内での安全な対応について
。すまいるカードの携帯
・登降園時は子どもと手をつなぐ
・コドモンによる登降園チェックと家庭の

様子の記入
・安全な衣服について
。アレルギー除去の書類提出
・与薬が必要な子への対応、書類提出
・ロフトの使い方について
,安全計画および安全に関する取組の内容

|こついてコドモンで発信する
・園だよりを活用し、取り組み内容の周知
をする
。消防署と連携し総合防災訓練を行う

4～ 6月

保育参カロ

クラス懇談会

7-9月
・保育参加
・消防署と連携し総合防災訓練を行う
・保護者に感染症対策について伝え、国で

ま染症が出たときは掲示やコドモンなどで

司知する

10～ 12月

・イ異育参加
・クラス懇談会
・新入園児説明会にて国の安全対策につい

て説明をする

1～ 3月

(2)保護者への説明・共有

◎訓練・研修

(1)訓練のテーマ・取組 (全員参加)

※ 1「避難訓練等」 設備運営基準第 6条第 2項の規定に基づき毎月 1回以上実施する避戴及び消化に対する訓練

※2「その他」 「避難y!練等」以外の 119番通報、救急対応 (心肺蘇生法、気道内異物除去、AED・ ニピペンの使用等)、 不
~香
者対応、送出 ミスにおける見落とし防止等

(2)職員への研修・講習 (国内実施)

(3)行政等が実施する訓練・講碧スケジュール

※所属する自治体・関係団体等が実施する各種訓練・講習スケジュールについて参加目途にかかわらずメモする

不吾者対応訓練 0越警察署に依頼)

オンライン研修 (キャリアアップ研修等うの受講

◎再発防止策の徹底 (ヒヤリ・八ット事例の収集・分析及び対策とその共有の方法等)

ヒヤリ・八ット事例の収集・分析をし、対策を考え所内で情報共有する (昼礼にて毎日冥施 )

事故報告書に基づく、事故防止対策の検討、周知

毎月開催の看護安全委員会にておよび対策の実施 (姉妹園間で実施されているか、確認する)

コドモンアプリを活用した登降園管理により、出欠席確認等の安全管理 1こつなける

自治会との運携、合同の避難訓線、防犯』練 (実施できる場合 )

麟

訓練等

※ 1

その他
※ 2

月

避難

訓練等

※ 1

その他
※ 2

月

喜染圧曼廷 隔止わ)1修 (lE吐

迅理 ・消毒等 )

l也震・火災 (総合F万災訓

原)

・通報訓練
・引き取り訓練
・消火訓練 (毎月実施)

10月

お 萩 歩 訓 線 (彎月 夫 万也)

也農・火災

陛難訓練の意味や方法を矢E

らせる
・消火VI練 (毎月実施 )

4月

小香者 対応ン1穣 ('1ヽ 部侵人

者対応 )

地震・火災 (時間設疋な

し)

。大規模災雷訓ヤ東(BCP)
・防災楕品の確認
・消火訓練

11月

l也震・火災

保育士の声掛けで動き避
~難

・消火」1練

5月

χ災 (時間設疋
~な

し,

・消火訓辛東

12月

b胴 0ス生活冨歯曽 (AEDイ 更用
7'法含む)受話

也震・火災 (総合 l万災訓

傑)

・通報 yt練

・防災備 品の確認

・消火訓練

6月

也震・火災 (時間設定な

し)

・消火訓練

1月

イヽ香者対胚口l‖ 予東

哩震 ・火災

・災害

・ ,肖 火訓ヤ真

7月

火災 (時間設定なし)

・消火訓練

2月

火災
夕方保育中の避離
・消火訓練

3月

也震・火災 時 間設足な

b)
・消火訓練

3月

台風 ・ 電 巻 によ る根 冒

也農・火災

竿睡明け
・消火訓イ東

9月

救命放急語習

人数の点呼確認訓イ東

通国用バスでの見落とし防止

散歩マニユアルの確認
引DS防止について

誤歓・誤蝋について

アレルギー・既往歴の確認

4～ 6月
不唇者対応に関わる研修

水遊びの際の安全について

毒のあるオ直物・生き物 (蜂・毛虫)

熱中症指数計決」
BCP(事 業継続計画)についての周知

7～ 9月
・慰梁妊 量建防止わオ修 ('E吐処理 につ い

て)

・インフ)レエンザ対応
・引DS防止について (強化月間)

10～ 12月
エビペンの使用に関わる研修

次年度の安全計画を確定させる

マニユアルの見直し

1～ 3月

◎その他の安全確保に向けた取組 (地域住民や地域の関係者と運携した取組、登降園管理システムを活用した安全管理等)



鶴ヶ岡すまいる保育園 2025年 (令和7年度)保 健計画
園
長 山,幸 上村 井川

年間 目標 子どもたちの健康を守り、安全で安心な保育環境を提供する。 健康的な生活習慣を身につけさせ、疾病予防と体力向上を図る。
前
年
度
の
申
し
送
り
事
項

保
健
活
動
の
目
的

健康管理
年に2回 、専門医による健康診断を実施し、子どもたちの成長発達状況を把握し、早期に健康問題を発見し、通切な対応を行う。

毎朝登園時に、体調確認と簡単な健康チェック (熱の測定、体調の間き取り)を行い、日々の健康状態を把握し、異常があれば迅速に対応する。

衛生管理
食事前や外遊び後に、必ず手洗い 。うがいを行う時間を設け、感染症予防のために、基本的な衛生習r員を身につけさせる。

保育室や トイレの定期的な清掃と消毒を徹底するなど、清潔な環境を維持し、病気の蔓延を防ぐ。

食育の推進
栄養バランスのよい給食を提供して、食事の楽しさを感し、健康的な食翌慣を身につけさせ、成長をサボートする。

野菜の栽培や簡単な料理活動を通して、食材や料理に対する興味を引き出し、食材の大切さを学び、自分で作る楽しさを感じる。

安全対策
地震や火災な どの防災訓練を毎月行 い、緊急 時に適切な行動が とれるようにする。

毎 日の遊具や設備の点検 を行 い、危 険箇所がないか確認 し、子 どもたちが安全 に過ごせる環境を維持 する。

月 ねらい 子どもへの働きかけ・保健行事 家庭との連携 職員周知 保催だよ り 評価・反省

４

月

達級 や 人 国 に伴 う環〕見の変化 (]lテ lれ る。

生,舌リズムを整え、園での生活に慣れる
入園時イ建康診断

身体測定

健康教育 「早寝早起き朝どはんJ

須歴調査崇の提出確認
,体調変化に伴う連絡 (保護者連絡の

ヨ安 緊急時等 )

感染症の掲示、CCWの配信

予防接種状況把握

保険証 享し児医療受給者証の期限

巴握

(毎 日>
視診 (休調不良の早期発見 )

角豊診 検温

感染状況の把握 掲示

体調不良児、けが等の対応

医療棚・救急箱の整I里/補充

内月侵状況の把握

(毎月>
身体測定 記録

カウプ指数による発育確認

予防接種状況の把握 記録

保険証の期限チエツク 管理

入園児の健康診断の結果
,ア レルギー疾患、

既往歴の把握

救急箱、預かり薬のチェック

安全WTへの参加

看護委員会

検便検査 G説員 )

(随時>
体調変化に伴う連絡 対応 (保 護者

奎イ各の目衰 緊急時等 )

感染症の掲示、

CCWでの配信

体温計の管理

お散歩パック内

救急セッ ト確認

健康診断の準備 結果酉己布

`保険証・▼し児医療受給者証の期限

確認 管理

嘔吐セッ トなどの傭品管理

感染症発生時の対応 注意喚起

普通欺命講習 (悉雪0川 修 )

環境の変化に伴う事故発生に留意

する

新入向児の割DS/SUDlの 注意喚起

看護委員会からの連絡事項

感染症への注意喚起 戸外活動の

主意点 (葬
'l中

症・けが )

生活リスム (活動と休怠 )

園での生活

清潔について (爪  頭髪 )

薄着の勧め

５

月

手洗いの大切さを知る。

熱中症に注意 しながら戸外で遊ぶ。
熱中症刈衆

に幸康教育「帽子 水分補給の大切さ」

身体測定

熱中症

虫刺され (蚊 )

６

月

感梁圧に,主憩する。

歯を大切にする。
歯科検診

虫歯予防デー

内科健診

身体測定

歯科健診の結果、治′寮の案内

梅雨の健康、食中毒の注意喚起

熱中圧予防

虫刺され アロマでの虫よけ対策

(11月 まで )

虫菌予防
冷房使用について

衣服の選び方

７

月

暑さに負けず、元気に過こす。 皮膚疾悪などの把握

健康教育 「水遊び時の注意事項J「 プライベー トゾ

―ンJ

身体測定

内科健診の結果・治療の案内

夏の寝具 衣服の切 り替え

・水遊び時の注意 (感染 事故

島気温差注意 )

夏の感梁圧

皮膚の清潔

プライベートゾーン

８

月

熱中症 に気をつける。

水分を増ヽまめに摂 りながら過どす
身体測定

健康教育 「食べ物の話J「ウンチの話 J

皮膚の清潔とあせもの対応

夏の感染症の注意喚足

熱中症の注意喚起

緊急時の対応 (救命講習) 夏を乗り切ろう
夏の生活習‖員

９

月

けがに気をつけて、考えなら,本を動かす 健康教育

場噺下指導 J

身イ本沢1定

「怪我をしないためにJ

(食育委員会と連携 )

「カミカミ献立咀 お弁当への注意 (安全委員会、黛
き委員会と連携)

夏李の暑さ疲れへの注意喚起

お散歩時の'怪我対応について 虫刺され碑許 毛虫)

救急の日

生活リズム
感染症

１０

月

体を動かすことを楽しみ、
こなる。

内科健診

世界手洗いデー

目の愛護デー

身体測定

お弁当を作る際の注意

会と連携 )

(安全委員

予防接種状況の把握

空気清浄 r浮 点検 整備

加湿器薄検 整備

目の愛護テー

予防j=種
(日本脳炎 インフリレエ

ンザ)

冬の服装 (下着の着用)

１１

月

薦者 の 習 l資を身 につ け、束天な体 をつ くる 健康教育 「手洗い指導J「咳エチケツトJ

身体測定

冬の慢具 衣類の七ッJり 替え

内科健診の結果 治療の案内

風冴3予防
スキンケア

鼻のかみ方 中耳炎

‐２

月

インフルエンザや 風那の予防に努める。 健康教育 I痛気にならないためにJ

身イ本測定

冬の感染症の注意 !奥足 インフリレエンサ
冬の感染症 予防

１

月

寒さに負けすタト遊びを楽しむ 健康教育「命の大切さ」

身体沢1定

年始の生活習慣を整える 嘔吐処理の対応について ノロウイルス 嘔吐の処理

丈夫な体を作る

２

月

寒さに負けず戸外で遊び体力をつける。 身体測定

健康教育「運動の大切さJ

しもやけ予防スキンケアについて 保健計画のS詔而 検討 しもやけ注意J奥起 冬のスキンケア

花粉症

つてし

3 「頑張れ新一年生 J

身イ木滅J定

ア
レ
,レ

ギ
|

ドラインJ る 。

個 の々アレルギーの状況を生活管I里指導表、医師の指示書、
る

とに把握 し、必要に応 してエビペンを預か り、適正に管理し、

常偏薬品の見直し '術充

医療用備品のチエツク 補充

身体測定グラフの配布 (全園児)

耳の日

就学に向けて

【健康面での個別配慮について、次年度への申し送り 留意点】



鶴ケ岡すまいる保育園  2025年 (令和7年度) 自衛消防訓練計画
園

長 山′幸 上村 井川

3月 13日

(金 )

2月 13日

(金 )

1月 15日

(木 )

12月  lS日
(月 )

11月 14日

(金 )

10月 15日

(水 )

9月 16日

(火 )

8月 18日

(月 )

7月 15日

(火〕

6月 13日

(金 )

5月 15日

(木 )

4月 15日

(火 )

月  日

地震

初期消火

火災

初期消火

初期消火

地震

火災

初期消火

地 震

初期消火

総合防災訓練

地震

初期消火

伝言災害ダイヤ,レロヽ

験

引取訓練

初期消火

地 震

火 災

初期消火

地 震

初期消火

総合防災訓練

火災

初期消火

地震

初期消火

水遊び時の避難

地震

初期消火

年間指導

計画作成

溺 ll

埼玉県雨部で

震度 5程度

虹組保育室よ

り出火

埼玉県北部で

震度 4程度

職員休憩室よ

り盟火

関東北言[で 直

下型地震発生

震 F又 フ刊 夏

関東全域 に震

度 6荘度

埼玉南言Dに て

震度 4程度の

揺れ

厨房より出火

関東北部にて

震度 3程度の

揺れ

関東南部にて

震度 4程度 の

揺れ

厨房より出火

関東南部にて

震度 4程度の

揺れ

関東北部にて

震度 3程度の

揺れ

発生場所

時間未設定

時間未設定

時間未設定

時間未設定

時 F8月 末設定

年後保育中
14:00

午前保育中
9:30

年後保育中
14:45

午前保育中
]0:30

午前保育中
10:15

午前保育中
1015

午前保育中
10:lS

時間帯

放送の指示による

放送の指示による

放送の撞示による

放送の指示による

放送の指示による

室内の安全な場所

各クラスの出入 り口ま

で移動、整列

園庭集合

指定避難場所へ移動

室内の安全な場所

各クラスの出入 り口ま

で移動、整列

園庭集合

室内の安全な場所

各クラスの出入 り国ま

で移動、整列
↓

1重 庭集合

室内の安全な場所

待 機

室内の安全な場所

各クラスの出入 り口ま

で移動、整列

園庭集合

室内の安全な場所

各クラスの出入 り口ま

で移動、整列

室内の安全な場所

避難場所

・保育士の指示に従い、

麦全に避難する

・保育士の指示に従い、

支全に避華する

保育士の指′γ、に従い

衰全に避莫佳する

・保育士の掲示に従い、

寃全に避難する
。出火場所を考慮 して安

全に選難する

・保育士の指示に従い、

受全に避雖する

保育士の揺示に従い、

安全に避難する

・登園時の避難に慣れる
・保育士の話を聞いて、

ヨ全に避難する

・年睡明けの避難を矢lる

保育士の話を聞いて、

受全に避難する

・保育士の話を F目月いて、

安全に避雖する

‐火災の避難の仕方を知

る
。保育士の話を聞いて、

安全に避
~難

する

‐遺難訓練 に慣れる

・保育士の話を聞いて、

受全に避難する

・避難訓1東 に慣れる

保育士の話を聞いて

支全 に選難する

ねらい

保育士の指示に従い、避難する

近 くにいる保育士の所に集まる (人数の

進認 )

防災頭巾・避兵裁靴を着用

人数確認・報告

消火訓練

保育士の指示に征い、避票筐する

近 くにいる保育士の所に集まる (人数¢

罐認 )

防災頭巾

人数確認
・消火訓練

避難靴を着用

報告

保育士の掲示に従い、避薙する

防災頭巾・避難靴の着用

避難経路の確認

人数確認・報告

消火訓練

保膏士の指示に従い、避難する

近 くにいる保育士の所に集まる (人数の

喧認 )

防災頭巾・避難靴を着用

人数確認 ‐報告

消火訓練

保育士の指示に従い、避難する

防災霞巾・避票儀靴を看用

避難経路の確認

人数確認 報告

消火訓練

安全 な場 P,「 に遅 難 し、保 甫主 の指不 に征

園庭への速やかな退難

防災頭巾 避難靴の着用

人数確認 報告

消火訓練、通報訓練

指定避難場所への移動

保護者への弓き渡 し方法確認

室内の安全な場所に避難 ‐保育士の指示

こ従う

防災霞巾 避巽住靴の着用
・人数確認 報告
・落下物 転倒防止な どの確認

登 1重 直後、年前おやつ中の選難

避難口に移動、整列する

園庭に避難

消火訓練

安全な場所に迎異住し、保膏士の指示に従

園庭への選やかな避難

防災頭巾 避難靴の着用

人数確認 報告

消火訓練

安全な場所 に遅要鮮し、保百士の帽示に征

防災頭巾・避難靴の看用

人数確認 報告

消火訓練

・室内の安全な場所に遅離 保育士の指示

こ従う

防災頭巾・避難靴を着用

避難国に不多動、整列する

園庭への速やかな避難

人数確認 報告

消火訓練、通報訓線

保育士の水消火器体験

室内の安全な場所に退票離・保育士の指示

こ従う

防災頭巾・避難墨llの看用

人数確認・報告

落下物・転倒防止などの確認

避難口に移動、整列する

消火訓練

安全場所 に避離 し、保育士の指示に従う

紙芝居などを用いて避難の意味を知る

避難訓練の憲昧・意義を伝える

緊急時の放送 合図の周知

保育士の所に集まる練召

防災顕巾、選難靴の看用

避難 リュックの中の点検

消火器類の確認、消火訓練

人数確認・報告

内容

【人数確認 報告】
・毎朝の出席人数を正確に把握し、事務所に知

らせ出席簿に記入する。
避難訓練の際は、誘導後、防火管理貢任者に

I確な人数の確認・避難状況の幸R告をする。→

肉線による報告可
分担表に基づき、廊下 トイレ・ホーサレなど

と部屋に子どもがいない力確 認をする。

【救命救急語習】

職員の語習会 とし、1犬況に応 した救命方法を

理解できるようにする。

AED、 人工呼吸、心臓マッサージなど救命救

急の方法を理解する。

【消火訓線 (初期消火 )】

・まずは身の安全の確保をする。

・消火器の使い方を知る。

火元の確認 把握をする。
・消火に向かう際は、必ず大声で周 りに状況を

伝え、応援を求める。

ピンは火元から5m程の距離にて抜くように

する。 (力 が入つてしまい、一度レパーを握つ
てしまうと、消化液が止まらなくなるため)

火元の手前から篠々に近づいていく。
・ 15秒以上は消火活動にあたる。

【時間未設定での選肇訓練】
・通常保育の中で、放送に指示に従い避難す
る。
・訓練時間、避難場所、避異性方法に関しては、
未設定とする。

【職員の意思続一】
・非常災害対策責任分担豪 (火災予防の担当

旨、自衛消防隊編成組織表)を理解 し、緊急事

ま発生に偏えて確認をする。
・避難経路・消火器の設置場所・防災頭巾 避

離靴 避難用持ち出し袋 避難時に持ち出さな

くてはいけないもの '非常食の確認をする。
・地震、火災時の職員の対応の理解
・色々な災吾発生場所を想定した遇離経路の確
″
?、をとる。
・消火器の使い方の確認をする。 (総合防災』

l東時の水消火器副l練 )

【火災 地震訓練】
O生命の安全を第一に考え、全職員が遺難誘導

する。
②保育士自身が落ち若いて避難誘導する。

Э各自の任務を戸を掛け合いながら遂行する。

Э火元の確認 火元から違ざかる。

Э日頃より避肇経路の確認、確保6物等で塞い

でしまう事のないように)をする。

③保育中に防災顕巾をかぶる練聖をする。又、

乳児は保育の中で慣れるよう配慮する。

②日々、避難靴の有無、サイズの確認をする。
幼児は靴の履き方、整列の標聖を保育の中で行

③乳児担任はおんぶの仕方 (おんぶ組の仕方)

を練圏する。

◎日々、避肇リュックの中身の確認をする (携

帯電話、笛、数急薬品、ティッシュ、タオツレ、

児重名簿、筆記用具、着替え、オムツ、おしり

拭き、雑巾、ビニージレ袋、オンブ紐など)

⑩選難車、乳母車のタイヤの亀裂・空気の確認

をする。

①火災の時は窓を開める。 (延焼を防ぐ)

地震の際は出入り口を開ける。非常回の扉や通
路扉も開ける。カーテンは下ろす。 (避難経路
の確保、窓カラスの散乱防止 )

②地震の際は振動がおさまるまで静かに待機す

る。

⑬落下物 転倒防止器具の確認をする。 (室内

外の整理整頓)

〇日頃より園内外、公園での安全な場所の確認

をする。

⑮個別支援の必要な子どもには保育者が付く。

l⑮避難する際は出来るだけまとまり、安全に速

指導及び留意点



鶴ケ岡すまいる保育国

2025年 (令和7年度) 散歩訓練年間計画
園
長 渡 遷 山津 上村 井 川

。毎月28日を「改歩の日」として、緊急時の訓線を行う。(天候等を考慮し、(28日前後に行う)

・散歩マップ(冊子)にある、緊急時対応マニュアルに沿つて、動きを確認する。
・改歩マップは、随時更新されるものなので、気づいたことはその都度記録し、定期的に改定していく。

3月

2月

1月

12月

¬1月

10月

9月

8月

7月

6月

5月

4月

月

女寸場R

クラス

引率職員の急病

不審者

子どもの病気

(救急要請必要)

行方不明

〔散歩先で)

不審者

子どもが動けない

(散歩先の途中で)

暑さ指数が高くなることを考慮して実施を見合わせる

子どものけが

子どもが動けない

1改歩先で)

天候急変

ねらい

にこにこ

・保育者が 1名不足 となる事

態が発生 し、園への応援要

言商

。子どもたちを集めて不審

者から遠ざける

・救急要請の確認
・園への連絡確認

園への連絡確認

事務所の対応確認

・子どもたちを集めて不審

者から遠ざける

・園への連絡確認
・事務所の対応確認

・園への連絡確認
・事務所の対応確認

園への連絡確認

事務所の対応確認

・避難先の確認
・事務所の対応確認

確認事項

引率職員の急病

行方不明

(散歩の途中で)

不審者

子どもの病気

(救急要請必要)

子どもが動けない

(散歩先で)

不審者

天候急変

子どものけが

(救急要請無)

i誦 常の通路が工事中

ねらい

わくわく

・保育者が1名不足となる事

態が発生し、園への応援要
言青

・園への連絡確認
・事務所の対応確認

・合言葉で集まる。

(体操ゲームしよう)

・事務所の対応確認

・救急要請の確認
・園への連絡確認

・園への連絡確認
・事務所の対応確認

・合言葉で集まる。

(体操ゲームはじめるよ)

避難先の確認

事務所の対応確認

・園への連絡確認
・事務所の対応確認

・引率職員で危険イ固所の確

認をする
。園に通路が変更になつた

ことを伝える

確認事項
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2025年 (令和7年度)全 体的な計画高階すまいる保育園

法人理念 笑顔をふやす 保育理念 自分のことが孜子きなこども (犠護)  自分のことができるこども (教育)

幼児執百
において

青成すべき
資質・能力保育目裸

〔自立′いを育む 3つの大

"子

き

'
,か らだを使うことが大匁子きな子
,あたまを使うことが大好きな子
,ひ とと関わることが大体子きな子

令剰7年度
法人テーマ

自然 (戸外)の保育

～手探り経験と偶然の出会い～
令和7年度
範1目標

【3つのだドイ写】 崎間と空間の制 ,F、がより経やかな保菅

子どもたちの自由な

'兆

戦を大切にする保育

目に見えない行為のイ里l懲 に寄り

'希

う保百

【保:こ 者様アンケー ト̀ kり
'☆摘報Ja多 卒十分を生きる子ともたちへ 自分のこ爵て竜え判 l'「する力

Ⅲ苗す|

年齢別目操

0識児 心地よい生活の中で、よく食べ (飲み)、 よくa民 り、よく遊ぶ 3れ児 自分でできる喜びを味わい、友だちと問わることを実しむ。

「 )知識及び技能の基
雌

21思考力・判断カ

表I見力等の基礎

Э学びに向かう力 `

人間性等

1歳児 探索活動を通して間く、見る、触れるなどの経験をし、興味やほ奇′bをもつ。 4歳児 意欲的に遊びや生活に取り組む中で、考えて行動する。

2″晟児 ・自己を十分に表しながら、何でも自分でやってみようとする 5歳児 ,友だちと1窃力しながら遊びや生活を属「舟二し、充実感や連茂感を味わう。

保育の内容 O歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 S歳児

議

生命の保持

・+ど康や安全に配慮し、一人ひとり
の生活リズムを大切 lこ し、生理的欲
求を十分に満たす。

・食欲や

"1泄

、8覇眠などの適切な時
3を確保し、健康的な生活が送れる
ようにする。

・健康て安心できるI環境の中で、慧

獣的に生活や遊びが継続できるよう

こする。

,自分で しようとする気持ちを大切

[し 、球 的生活習 l瞬 が身につ くよ

う見守る。

・l燿康で安全な生活lt惑要な圏キロに
1弓 心を持ち、自ら行えるよう援助す
ZO o

・ 生活』損を身につけ、運動飯びに意

澳的 に取 り組み、体力の向上を回る。

情組の安定

,一 人ひ とりとの開わ りを大切に

し、保育者との愛若や信頼関係を築

く.

・自分の思いを l′ ぐFrゃ 言葉で表す

雪びを感 しられるようにする。

・自己主 g長 ォェ了寧に受け止め、保育

旨が仲立ちとな り、友だちとの lttlわ

りを広げる ,

・自分なりの言票で表現 tノ て、友だ
うと遊ぶ楽しさを感しられるように
していく。

.主体的な活動を通 して白発性を高

力、自信が持て 7。 ように働きかけ

訥。

・自分の力を発l臣 し、社会生活に必要
な力を身につけて行と

',で

きるようにす

る。

幼児期の

終わりまでに

育つてほしい
10の姿

自立心

協同性

規争こ意識

生 え

との 関わ

え

然との問わりヽ

どへの関

b・ 感覚

に よ

り

ヽ

教
育

健やかに

伸び伸び と

膏つ

,身体
「

巴ヤ覚が育■
,、 快適な環境 に心

咆よさを慈 しる。

食事、attBR者の生 ,き リズムの感覚

的`芽生える。

健
康

・身の回 りのことに興
'米

を持

う、十分に体を動かして体幹が

睦い、感覚逆びを楽 しむ .

・身の回りのことを自分からしよう
とする。
・全身をイ受つて遊んだり、改歩等で
百タトを十分に歩く。

・ 十分に体を動かしなが ら、様々な

弔具や遊具を使つた近びを楽 しむ。

・必要に応 して午 B重をとる .

,全身を使い、1崇 々な遊具や用具で

工夫 して遊ぶ .

′+活に必要な凹l贄や態度を身につ

すようとする。

・ 目標をもつて押し戦 した り、諦めずに

,つ 遂げることで達成感を味わい、

卜讀々 な生活や遊びに意欲的に取 り組

む。

身近な人と

気持ちが

通 し合 う

・安心できる環境の中で、身近な人

と共に過ごす雷びを Fじヽ しる。
,体の動きや喪腸、声などによ り、

票育者 と気持ちを通わせようとす
ア
0・

人
間
関
係

・保育者を:仲立ちとして、友だ

ちとのや り取 りを楽 しみ、大人

双外の人への関心をもつ。

・友たちと一緒に過ごす楽 しさを知

り、 t蒙 々な遊びを通 して友だちとの

翼iわ りが深まる。

友たちと思いを伝え合 った り、聞

わりを深める中で、簡単なルールを

守つて遊ぼうとする。

自分の意見をもち、1目手に伝 える

中で
る。

相手の意見も層1う いて受け入れ

・友たちと協力する。

・ユ也域の人など、自分の生活に関係の

衆↓ヽ人 々に続 しみチこもつ。

環
境

,身近な昭境に茅見しみ、保育者

と

'tに

生活や遊びを楽 しむ。

・植物や生き物、土 .水・泥などの

封然物に触れて遊ぶことを楽 しむ。

,自 然や夢象に親しみ、自分から関
19ろ うとする。

・身の回りの物の色・塁 '形など1こ

朔心をもち、と貨えたり比べたりす

る。

,生活の中で物の性質や教量、図形、

文字、時間などに関心をもつて関わ

る。

身近なもの
とい尋わり

は,生力F育つ

`見る、触れる、探索する等、身近

な1員境 に自分から関わろうとする。
・身体の語 fしヽ 覚による認識が豊かに

なり、豪 1青や手足、体の動きで表現

する。

「
｀

言
葉

・保育者の応答的な関わ りによ

り、言葉を 1里解 し、簡単な言葉

と使おうとする。

・絵本や紙芝居を楽 しみ、簡単な言

廉ナ
=縦

り返 した り、模倣 した りして

芝ぶ ,

・経験したことや感したことを、自
分なりの言葉で伝えようとする。

,絵本、紙芝居、お話などを通し
て、ストーリーや言粟のおもしろさ

に
~気づく。

・ 自分の考えを伝え、1日手の話も Fttl

き、折 り合いをつけて遊びを発展 させ

る。

表
現

・生活の中で、様 々なものか ら

やJ激 を受け、心ゆ くまで開わる

ことを楽 しむ。

・様々な事象や出来事を通 して、経

験したことを自分な りに表現する。

,1崇 々な薔や色 、形や手触 り、動き

はどに期 寸き、感 したことを表現す

る.

.きいたり、作つたりすることを楽
Lノみ、遊びに使ったり、飾つたりす

る。

,友だちとイメージを共有 し、潤 して

睦んだ り、合巽やダンスをした りする

楽しさを味わう。

環境構成

,安全で1央適なスペースを確保す

る。

掃除等を徹底 し、消潔で 1日!生的な

景境を維持する。

‐自由に野力き回れる広いスペースを
尾供し、探索活動を支援する。
・順Fュ待ちの経験を通じて、社含性
と百めるよう、場オこ提供していく。

・ l禁 々な逸び道具や絵本を用想し、

Rl味 を引き出す。
・安全に走った り跳んだりできるス

ペースオr確保する。

・AJ造力を育むためのコーナー

回ツク遊びのスペースを設け、

に触れる機会を多く取 り入れる

やプ
自然

・学びの場 としてのコーナーを波

ケサ、よりlう 4常な墟びや活動に対,8で

きる多機能なスペースナ〔提供する。

・絵画、工作、音楽等、倉J造 力を刺激

するための道具や |ガ料を怖]え る。

・跳び箱や 1電」とびなどの運動器具を充

実させる。

主な行事
【年間行事〕入回式、慣れ保青、保育参加 、想談会、規子ふれあい遊び会、内科l鰹診、遊l科検診、七夕、夏祭 リウイーク

お別れ通 足、卒固ェt

r痴 月の行章】お誕生全、身体測定ウィーク、避難訓紋、分当の日 (10～ 3月 )

氷かけ祭り、速足 (けやの森、他)、 八ロウィン、ウインターフェスタ、もちつき、節分、ひな祭り

社会的買獲 厨房と保育の一体rヒ 民年齢保青 インクル″ンフ保育 長時間にわたる保育 職員の攪貰向上

・子どもの人権に十分配慮するととざJに 、一人ひ とりの

ぺ4魯を尊重 した保育を行う。

・子 とも妍 固人イ百1風 を適切に取 り扱 うとともに、保護者

ア〉言1再等の早 ll坊 解決に鍔め、説明賣任 を果たす。
lヽU戯社会 との交流や連す穴を図 り、回の保育理念や方針

と適切に説明 し、 1と
'壇

に開かれた囲となるよう競和性を

罰め る。

・栄褒士、調理士等、厨房スタッフ

と保育者が協力 し、子 どもたちの食

言と日常の保膏を統合することで、

償七康白9な食生活の基礎を築 くととも

に、食に対する興味・関心を育て

る。

・年齢 という14組みを超えて、互い

こ良い刺激を受けながら、子 どもた

らの成長を促 す。

・異年齢児との関わ りによって、思

′ヽや りや1目手を意識する気持ちな

ど、社会 性や ltt」け性メこ膏む。

・全ての子ともたちが多ネ墳性を尊重
テ■れながら、安心して過ごせる環境
七提供し、個々のニーズに応じた支

隈をそ子う。
・全ての子どもたちが一緒に,き動
し、学び合うことで、互いのI里解と

l+を 深める。

子どもの発連、生活 リスム、心身

の状服等に配慮 し、適度な運動、向争

b｀な時間、る」造的な活動、学びの時

間、逸びの時間を,パランスよく百3置

コる。
,子ど

=ン

の疲れを受け止め、安心 lノ

てくつろtするl買境を提供 し、1豊 康 と

安全を第一に考える。

・すまいる委員会に設置する、人1七監

直委員会、コンプライアシス委員会零
夕)決議に従い、透明性の高い組織運営

とイ;う。
・自己評価に基づく課題を踏まえ、研

を等を通して耳説子男内容に応した専F,性

と高め、知識・技術の圏得、盤持・向
上を回るる
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高階すまいる保育園 2025年 (令和7年度) 年間保育計画 0歳児

法人理念 笑顔をふやす 保育理念 自分のことが好きな子ども (養護) 自分のことができる子ども (教育)

保百目標

【自立心を青む3つの大負子き

'
・からだを使うことが大″子きな子ども
,あたまを使うことが大

"子

きな子ども
・ひとと関わることが大好きな子ども

令和組
法人テーマ

自然 (戸外)の保育

～手探り経験と偶然の出会い～

令野r17年度
口自標

【3つの心得】・時間と空間の制限がよ り緩やかな保育

子どもたちの自由な手,と戦を大切にする保育

・目に見えない行為の I肇 由に寄 り添う保育

【保識者様アンケー トよ り】

★情報過多社会を生きる子どもたちヘ

自分の頭で考え半じ按F「 する力を育む

クラスロ漂

,保育者との愛苔関係を築き、情緒が安定する。

,身近な人や物に興味を持ち、探索する意欲が旺盛になる。

・心地よい生活の中で、よく食べ (飲み)、 よくR最 り、よく遊ぶ。

れらい 内容 活動 保筆者支援 地蟻連携 主な行事 幼児教育lEおいて
青成すべき
資質・能カ

1
期

4
月

・新しい環境や4予足の保膏者にイ贋れ

る。
・保健的で安全な環境の中で、好きな
睦びを楽しむ。
・春の自然に触れる。

・賓心できる環境の甲で、l嬢はいや

膚返りを楽しむ。
・興味をもった物に自ら関わり、手
己を存分に動かして遊ぶ。
・戸外へ出かけオ直物や虫を見る。

,E耐語を発したり、呼びかけに反

志したりす否。
・手をイ申ばして玩具を触つたり、

31き寄せたりする。

散歩車に乗り戸外へ出かけ自然

に触れる。

・連絡を置に取り合い、健願1犬悪

を伝え合う。
,1可でも短軽に問ける中分囲気を作
り、不安の軽減を図る。

・散歩零を通して、国クトで出会う地扇

の人々に保育者から声をかけたり、植

匝的に接拶したりする中で、身近な人
こlttl味 を抱 く。

入回式

買れ保育

こ)タロ識及び技能の基礎

D思考力 ,判断力・表
ll見 力等の基確

ご)学びに向かう力・人

間性等

5
月

2
期

6
月

・安全な環境の中で、一人ひとりに合

つた遊びを楽しむ。
・氷や水、砂や土などの感触の違いを
l水わい、手足や全身を使って遊ぶ。
,シャワーで清潔になる心地よさを感

じる。

・保百者に見守られな力くら、厘る、

三うなど、体の動きを楽しむ。
・水、氷等に触れ、冷たさや気持ち
共さを感じる。
・わらべうたや保育者の歌を楽しん

で聞いたり、リズムに合わせて体を

助かしたりして楽 tノむ。

・八イメヽイ、つかまり立ち、伝い

歩き、一人歩き等、全身を動かし

て遊ぷ。
・五感を使つて水や氷で遊ぶ。
.歌や手〕鹿びに興l味を示し、手を

にたいたり、体を揺らしたり、保

言者の真似をする。

・体削 'E伝 え含 い、 1コ 同期式つ星 ,胡

を健康 に過ごせ るよ うにす る。
,子 どもの同士の問わりの中で起
こるトラフルについては、子ども
の発達ち併せて丁写に知らせる.

・改歩等で逼行く人lヒ I八イノくイ」と

手を振つたり、笑顔をふりまいたりす

る。

心料l煙診

クラス懇談会

笙l琴斗検診
聡合防災訓練

七タ
7
月

8
月

3
期

9
月

・望者行動や転仔の欲求
'〕

受`け止3う l=〕

n、 安定した生活の中で過どす。
・a商語や発語が育ち、保育者とのやり
とりを楽しむ。
・保育者に見守られ、一″音に身体を動
「

)｀ し、戸外遊びを楽しむ。
・様々な棄材に触れる。

・したいこと、してほしいことチロ雇

しや「田耳単な言葉で伝え、受け止めて

もらう喜びを感じる.

・目的に向かつてノ(イ八イやつかま

り立ちをしたり、伝い歩きをするこ

とを楽 しむ。
・身近な素材に自ら触れて、誘Eめた

り、試したりして遊′∫、Ⅲ

・意味のある畢語を発し、1茉膏首

とやりとりを楽しむ。
・まねっこ遊び、アくイパイ、タッ
チ、いないいなじЧよぁを楽しむ。
・挨拶や「ちょうだい」「どう

で」などのやりとりを格写単な言葉

や身体表現で伝える。

・,丹夕と日中の気温雇に合わせて

到撤うしやすい衣類の協力をお願い

する。
・成長とともに、活発に動き回る

姿からの危険性について、そのもB

電知らせていく。
・感染症の対処の仕方を伝え予防
の啓発に努める。

・融歩の公国寺で出套う人に保筒首ア〕`

1癸拶している様子を真似して、頭を下

′ザたり、笑いかけたりする。

聡合防災訓練

BI取 り訓練
八ロウィン
|13T斗健診

ウインターフエスタ

お餅つき

幼児期の終わりまでに
青つてほしい 10の姿

10
月 D健康なibと体

2)自立心

Эlあ同性

Э道徳I性

芽生え
規範意識の

D社会生活との関わり

Э思考力の芽生え

D自然との関わり,生

命尊重

D数魁や図形・標i鋭や
1文字などへの関心・感

竜

D言票による伝え合い

l。 1豊かな感性と表現

11

月

12

月

4
期

1
月

・周囲の人や物に興味を示し、探索慧

漱をもつて遊ぶ。
・保膏者や身近な子どもに聞わる楽し
きを知り遊′J、 。
・自然物の感触を楽しみ、様々な物ヘ

D興味や関心が広がる。

・上り下り、押す、引つ3長るなど、

ウトのあらゆるところを使つて遊ぶ。
・好きな遊びを選び、満足感が得ら
れるまで楽しみ遊ぶ。
・素材遊びを楽しみ、やつてみよう

とする意欲をもつ。

・歩く、登る、,そ りる、押す、′P'

るなど、体をたくさん動かして遊
」、。
・繰り返しのある絵本に興味をも

ち、言票を模倣する。
・やつたい気持ちを受け止めても

らい、満足感をもつ。

・発還の個人遷か員になり、4ヽヨ

七抱えないように、一年の育ちに

ついて、分かりやすく伝える。
,進級lt向けて、今後の成長過程

七知らせ、見通しにつながるよう

にする。

・団見学等の来固者に人見矢田りをしな
lD｀ らも、llR味をもち、何度も見る。

匠承逓ひ

第分

クラス悪談会
少な祭り

卒固式
2
月

3
月

握乗
りの
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高階すまいる保育園 2025年 (令和7年度) 年間保育計画 1歳児

法人理念 実顔をふやす 保青理念 自分のことが好きな子ども (養護) 自分のことができる子ども (教育)

保青目標

〔自立心を育む 3つの大好き】
・からだを使うことが大,子きな子ども
,あたまを使うことが大好きな子ども
・ひとと関わることが大好きな子ども

令和7韓
法人テーマ

自然 (戸外)の保育

～手探り経験と偶然の出会い～

令和7年度
口目標

〔3つの心得】 ,時
Fβ弓と空間の常1限がより緩やかな保育

・子 どもたちの自由なす)と戦を大切にする保育

・目に見えない行為のI里 由に寄 り添う保有

【保護者様アンケートより】
★悟卓F過多社会オこ生きる子どもたちヘ

自分の頭で考え半」断する力を育む
クラスロ標

=戻
頚悪動τttLそ 簡く、見る、角寃れるなとの経験をし、興味や″子奇心をもつ。

,様々な遺びや活動を通して、友だちや保育者との関係を宇ぶ。

,保育者や子ども同士の関わりを通して、言葉の理解や発語を育て、言兵を使うことを楽しむ

ねらい 内容 活動 保霞看支援 地朗連携 主な行事 幼児教育において
育成すべき
貴質・能力

1

期

4
月

'新 しい環I見 に旧れ、層ち石いて過こ

す。
,岩脱、手洗い、食事、オムツ交換α

浸助を受け、気持ちよく過ごす。

・生活リズムを整えて安心 tノて過こ

す。
,保育者のそばで安心して過ごし、

県育者に親しみを感じる。

。悪肌、手洗い、長事、おむつ交

員のl賢助を受け気持ちよく過ご

す。
・安全な空間の中で、一人遊びを

十分に楽しむ。

・家庭とのコミュニケーションを

コリながら信頼関係を築く。
・送運時の全話や運絶帳を通し

て、子どもの様子や体調、成長過

慢などを共有しあう。

,敲歩手を通して、国タトで出曇う理四

つ人々に「バイパイJと子を振つたり
「コン三チ八」と挨拶したりして間ね

りをもつ。

f)知識及び技能の昼礎

D思考力・判断力・表

暁力等の基礎

3,学びに向かう力 ,人

Pロヨ性等

S
月

2
期

6
月

・保百者との関わりを多くもち、欲エ

と受け止めてもらい、安心して過ご

す。
・室ぬや戸外で十分に動き、探索活動

と楽しむ。
・保育者に手伝つてもらい着脱、食事

幸、生活の流れがわかる。

,保膏看と一需に近′Fヽ甲で、抗具の

扱い方や遊び方を夕Bる。
・歩行が盛んになり、方向転換や回

り道等、自由に探索活動をする。
,農事、

",泄

等の活動を通じて身の

コリのことに関心をもつ。

.保育者の話しかけを喜んだり、

当分から片言で話したりする。
・歩くことや自由に体を動かすこ
とを楽しむ。
・保百者とふれ合って遊ぶ楽しさ

を知り、共感を求める。

,保護者会♂守で、わらべつた つヽ、

もヽれあい遊びなど、子どもの好き

な遊びを保護者に伝える。
・好きな絵本を通して、ゆつたり

と聞わることの大切さを知らせ

る。

花や木、鳥など自然の観察をす ・懇談会
・ 1斐l科検診
・総合防災訓練
・tタ

7
月

8
月

3
期

9
月

・,透びを通して、人や物と関つる楽し

とを味わう。
・保育者との信頼関係が深まり、安fb

して自分の気持ちを表す。
・自然物を見たり、触れたりして興味

ともつ。
・食事、排泄などの活動を通じて自分

でしようとする気持ちが育つ。

・友疋
`の

持つている玩具に気付い

にり、触ろうとしたりする。
・何でも「自分で」と主]晨 し、自分
の願いや希望を主S『くする。
・食事前後の挨拶や食具の持ち方を
kaる 。
,保育者との安定した関係の中で、

生活の流れが身につく。

・身体を重

'lか

し、手元 廷 f更 つて返

もヽ。

・土、砂 、粘上 、ク レヨ ン等の 身

巨な素材に触れて遊ぶ。
,保育春と一緒に繰り返しの言葉
ア)絵本や紙芝居をみる。
・手洗い、帽子の着脱等、できる
ことをやってみようとする。

・登隆国時や運経帳で子どもの様

子を芸こらせ、子育ての感奎力や楽し

きを共感していく。
・自分でしようとする気持ちを大

切にするために、子どもが自分で

曽脱しやすい服装を知らせる。
,自分の思いをくずることで伝え

る時期であるため、心の揺れを受
ケサ止める大切さを知らせる。

・近隣の公国に行つて、1じの子とも′七

ちや地域の人々と自然にふれあい、砂

場遊びや滑り台で遊′丁、。

,31取り]‖練
,ノ (ロウイン
・内科健診
・ウィンターフエスタ

`お E丼つき

幼児期の終わりまでに
育つてほしい10の姿

10
月 う健康な心と体

2)自立心

3｀協同性

⊃道徳1生・規範忌:Stの

序生え

S,社会生活との関わり

Э思考力の芽生え

7,自 然とのl埒わり ,生

1翁尊重

D数量や図形 .標識や

文字などへの関心・感

覚

印言葉による伝え合い

!10,豊 かな慰産と表現

11

月

12

月

4
期

1

月

・身の回りの様々なものに触れて遊

び、タト界に対する好奇心や関心をも

つ。
・安全で活動しやすい環境の中で、探

縦活動を通して感覚の働きが聟かにな

る。

,人との B司イ)つ を喜 ひ 、昇迫 な 人へ

7)親 しみ を感 しる。

・言葉 と物が 対応 し、身近 な 言葉が

わかる。
・歩行が安定し、探索活動を活発に

行い、行動範囲が拡大する。
・食具を使い意欲的に食べる。

・保育看や友だちのやつているこ

とにlRl味 をもち、同しことをしよ

うとする。
・生活や遊びを通して音、色、子

る虫り、動き等に興味をうも、見た

り触れたりして遊′」、。
,食器に手を添えて食べる。

・動作と言票が橋びつくように、

ゆっくりと話し、思いをくみ取つ

て言葉にかえる大切さを如らせ
る。
.進級に向けて、今後の成長過程

を知らせ、見通しにつなげる。

他の 子

る

・節分
・懇談会
,ひな祭り
,卒日式

2
月

3
月

彊嚢
りの
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高階すまいる保育図 2025年 (令和7年度) 年間保育計画 2歳児

法人理念 案顔をふやす 保磯 自分のことが匁了きな子ども (芸護) 自分のことができる子とも (教育)

保育目標

【自立心を百む 3つの大好き】
,か らだを使うことが大好きな子ども
,あたまを使うことが大好きな子ども
・ひとと関わることが大好きな子ども

令莉7年度
法人テーマ

自然 (戸外)の保育

～手探り経験と偶然の出会しヽ～

令和7年度
園目標

【3つの心得】 .時間と空間の制限がより争段やかな保育

子どもたちの自由な挑戦を大切にする保育
・目に見えない行為の理由に寄り添う保育

【保護者 4禁 アンケー トよりⅢ

★情報過多社会を生きる子どもたちヘ

自分の頭で :考 え判断する力を育む

クラスロ標

・保百者との安定した関わりのもとで、自分でやりたいことや楽しいことを見つける。

・大好きな遊びを見つけて友だちとのや り取りを楽しむ。

・自己を十分に表しながら、何でも自分でやつてみようとする。

れらもヽ 内容 活動 保護者支援 地域通携 主な行事 幼児教育におしヽて
育成すべき
資質・能カ

1
期

4
月

・新しい環
'見

に慣れ空[落 リスムブ〕`安定

する。
・遊び、食事、B重眠など、回の生活の

ジズムを身につける。

・身の回りを清潔に保つ心地よさを

感し、習イ旧として身につく。
・自分の思いを言葉や態度で知ら
LJ、 遊びの中の行為を言票にする。

,自分のペースで看管えたり、食

事をしたりする。
・玩具、絵本、遊具などに興味を

もち、周囲の1装 々な変化に気づ

く.

・看脱に感駅かと巳てくる好剛なの

で、自分で脱ぎ着しやすい服装を

(aら せ、家庭でも褻めて、自信に
つげる大切さも知らせる。

「ヨンニチ八 lと挨拶したり、「ノ
パイ」と手を振つて別れたつして、

ちをもつ。

公共の施設での遊び方について

つて遊ぶ。

1)知 識及び技能の基礎

⊃思考力 ,判』F,力 ,表

l見力等の基礎

〕学びに向かう力・人

間性等

5
月

2
期

6
月

,自 分でできることは進んで4子い、難

υいときには、保育者に援助を求めな

」ら自立に向かう。
・政盾を様々な表情で表現し、友だち

との再顧を通して、相手の存在を意認

する。

。やつてみようとしヽう意ば うヽ、な

ピ、どうしてという探求心が育つ。

議案や道具等電友だちとイメージを
共有し、市行して遊ぶ。
・遊びを通して色を認識し、秩序を

発見し、高さや数量感を知る。

・ トイレでの

"F泄

にl賢れ自分で

"F世する。B重眠が定壇し、ひとりで

瞑る。
・両手、指先のコントロールが巧
7ォ になり、衣服の音脱をする。

・危F史なことをしたときは、なぜ

υヽけないかを分かりやすく伝える

ことの大切きを知らせる。
・ トイレットトレーニングの耳う始
}寺期について相談し、家庭と連携

して進めていく。

・友たちと一緒に近 P,「を取歩し、追蝙

ダ)花や木、小きな生き物を観察 tノ て、

男近な自然や地
';。

1の環1莞に対するlRl味

を深める。

・クラス懇談会
・歯科検診
・総合防災訓I練

・七タ
7
月

8
月

3
朗

9
月

・基本 田な運動機 陀か 膏ち、 目義の 高

うが高 まる。
,自 己主耳長を俄 り返す中で、自分とは

豊う意見や主張があることに気づく。
.遊びの中で試4子錯誤を繰り返しなが

う、物の性質や道具の使い方に1こ気づ

く。

・悪しい悔しいなと相手の言票に傷
つく経験から、櫃手の気持ちを想像

する。
・自分の思いを言葉や態度で知らせ

ようとし、遊びの中の仔為を言葉に

する.

・食具のl層 り方が安定し、手を器に

そえて最後まで自分で食ぺる。

・進んで戸外で遊び、ジヤシブ等
釜身をコントロールし、十分に体
七動かす。
,自分の役どころになつきり、ご
っこ遊びを楽しむ。
・絵本や紙芝居を最初から最後ま
で間く力が育ち、短い話を覚えて
ェ
=え

る。
・自分の生活リズムや体調を感じ
て体を休めたり、年睡をする。

・周囲の物への事廻D末・関心かなが

る時期なので、家の中の安全には

十分に気を配るように伝える。
,国での様子や子どもの慧欲に合

Dせた対応を個人面談や登,毎 回時

こ知らせ、子育ての楽しさを伝え

る。

,回周辺の公圃で遊ぶことで、砂場逝

びやシヤボン玉整びなど、他の子ども

宇〕地域の人々と自然な交流を楽しむ。

・総合,方災訓練
・号1取 り訓I練

`秋祭リウィーク
,ハロウイン
,内科健診
・ウィンターフェスタ

・β丼つき

幼児期の終わりまでに
育つてほしい 10の姿

体

立 心

Э道徳性・規範意識の

9社会生活との関わり

力のう1生え

自然との問わり・生

標識や

どへの関心・感

よる伝え合い

表現

10
月

11

月

12

月

4
期

1
月

・日常の活動とは異なる特別慰をV未穏

い、季節の変化や最長の師目を感じ印

る。
,園全体で行う季節の行事や文化的な

事1再に興味や関心をもつ。

・全身を使って遊び、様々な動きを

経験して空間認知、平衡感覚が育
つ。
・友だちといる菖びや楽しきを感じ

ながら、遊びがを広げ、言葉のやり

取りが増える。

・自分と相手それそイ1に思いかあ

ることを知り、友だちの存在を肯

こ的に受け止める。
・友たちと楽しきを共にける気持

ちが育ち、自分の思いをコントロ

ールし、言葉で伝えたり交代した

りして遊ぶ。

.傑証琶一人ひとりと傾婦父l負をしなが

ら、子どものやI)たい気1手ちを大切にして

いかわつていくことを伝える。失敗したと

きにや,「 こうするといいよ」と次の1手動に

つな,することで意欲が育つことをタロらせ

る。

・お便りやIR示 物で1嶺子が分かるように泣

戦についてBjt明 する。
.不安を欄らげるために,閣みは早めに側

き、島守波できるようlttVIJる 。

行 う

散歩等で、国内の日常とは異
讐かな心を育む。こら虫れ、

・園を起点として、人と人
にし、自分が住んでし

を感じる。

・節分
・クラス懇談会
,ひな祭り
,卒日式

2
月

3
月

ξ醤
返末
りの
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2025年 (令和7年度) 年間保育計画     5編 児/4歳児/3議児高階すまいる保育園
中剛

晨

法人理念 実顔をふやす 保織 自分のことが負子きな子ども (獲護) 自分のことが できる子ども (教育 )

保育目標

【自立心を膏む 3つの大好き】
・からだを使うことが大虫子きな子ども
,あたまを使うことが大生子きな子ども
・ひとと問わることが大好きな子ども

令雰田7年度
法人テーマ

自然 (戸外)の保育
～手探り経験と偶然の出会い～

令鶏17年度
口目標

13つの心得】・時間と空問のおけ,星 がよ り緩やかな保育

子 どもたちの自由な挑戦を大切にする保育

目に見えない行為の理由に寄 り添 う保有

【保i壁者4豪アンケートより】

★l青報過多社会を生きる子どもたちヘ

自分の頭で考え判断する力を育む

で る 、ヽ

クラスロ標
意欲的に遊びや生活に取り組む中で、考えて行動する。 (4歳 )

友だちと協力しながら遊びや生活を展 F「lし、充実感や達成「巳≒を味わう。 (5歳 )

laら い 内容 活動 保競昔支援 地域連絡 主な行事 幼児教育において
育成すべき
資質・能力

1

期

4
月

断しい環境に1買れ、保百看や反たちと

ふれ合い、安定感をもって生活する。

(3続 )

瞳級を喜び、身の回りのことを張り豆

って行おうとする。 (4歳 )

黒年長になつたことを書び、

'Fし

い夢

礎の空間を理解する。 (5歳 )

・ 健康 で安全 に過ご すため に必 要な

生活のリズムを身につける。
・進級した期待や不安を受け止めて
もらい、安心感をもつ。
・友だちと身の回りにある,♭ ―ルを
蔭認し合い、ll央週に過ごす。

・新しい遊びや難しい遊びに興味

色向け、出来るまで繰り返し満足

する。
・仲 FB量 といる喜びや楽しさを感じ

ながら、言粟で伝え合う。

・経験を活かして、形、色、構成

春、工夫を凝らして製作する。

'保証看一人ひとつと惰軸交換を

したり、お便りや掲示物で様子が

分かるようにしたり、安心できる

ようにする。
,不安を和らげるために悩みは早

めに関き、解決できるよう援助す

る。

地域資源を活用することで

常とは異なる環境に触れ、

囲を起点として、人と人とのつな

りを大切十こし、自分力ЧttA,でい

する。 こ)知識及び技能の基礎

②思考力・判断力・表
1見力等の基礎

0,学びに向かう力・入
間性等

5
月

2
期

6
月

勇の回りを清潔にし、着脱、食事、排

世等の生活に必要な活動を自分で行

う。 (3歳 )

技だちや保育者との業がりを十分に味

}うい一緒に過ごす。 (4歳 )

経験したことやl麗味・関心から表現遊

びを楽しむ。 (5歳 )

・手先の器用さか高まり、ft尋ヨ、チ
'F世、君脱の自立に向かう。

・きまりやルールをI里解し、イk辛康で

費全な生活を送る。
・IRl味のある物を調べたり、考えた

りして、発見をきぶ。

。まわりの人が囚つているのを見

つけると保育者 lこ伝え、助けよう

する。
・面単な)レー)レのある遊びを友だ

うや保育者と一緒に楽しむ。
・楽 しく遊′手、ためのルールを作り
:F下の子どもを受け入れる。

,年間の保青、教育方針を明確に

伝え、国と家庭で協力して子ども

と育ててtヽ けるようにする。
・懇談会や保育参加等で子どもの

成長を伝えて共感し、保護者との

岳頼関係を築く。

,地元のスー八―凹吾田、;肖 Iワ落 なと

と見学にノ、店員や消防士から直接話を

卸いたり、勧く現場を見たりして、

人々の働き方に局tれることで、地域ヘ

タ)理解とl熙味を深める.

勺科健診

クラス怒談会

的琴導オ寅冨タ
早見子ふれあい遊び会

眸合防災訓I練

Lタ7
月

8
月

ヨ
期

9
月

手上の子どもや保百音を具似てチヤレ

ンジし、認めてもらえているという実

談をもつ。 (3歳 )

彗己を発揮し、友たちと協調したり、
一緒に雹llり 上げたりして、達成感を味

つう。 (4歳 )

ひとつの目標に向かつて友だちと知恵

と出し合い、協力して成し遂げる。

(5嶺 )

・人の役に立つことを魯び、晏めら

れて、語らしい気持ちを味わう。
・互いを認め、満足感や達成感を味
わい自信を持つて活動する。
・みんなでひとつの目標に向かつ

て、励まし合いながら取り組み、仲

濁意識が高まる。

・自然物や教材等の様々な素材に

lチとしみ、工夫して遊ぶ。

・友だちの話を固く大切さを知

り、出来事を順序立てて話す。
・オロ手の気持ちを汲み取り、思もヽ

準)り のある言粟をかける。

・行事の意p本や効果、目tr、〕を正し

く知ってもらえるよう情報を発信

する。
・進級への不安で1まなく、期待を

もてるように回生活の状況を発信

する。
・様々な活動を通して成長してい

る姿を知らせ、保護者の安心と信

豪を高める。

・八Elウ ィン行事では、地 fa載 とのつな

り`りを感しながら、様々な経験を1氏む

邑程で、地域社会との絆が強まる。
・近隣の老人ホームを訪問 tノ 、~繕に

歌を歌つたり折り紙をしたり、地元の

l五承や昔語を問くなど、 異世代との

交流を通して、思いやりや尊敬の心を

含む。

lJく かけ祭り

俗合防災訓練

31き取 り訓線
次祭リウイーク
′ヽロウイン
メ]科健診

クィンターフエスタ
ヨ丼つき

幼児期の終わりまでに
百つてほしい 10の姿

と体

立 心

規範意識の

ご〕社会生活との問わり

自然との闘わり ,生

標識や

どへの関心・感

る伝え合い

と表現

生 O
月

11
月

12
月

4
期

1

月

してよいことや、いけないことがある

ことに気づき、考えて行動する。 (3

茂)

技だちとの葉がりを求めながら、基本

均な生活に必要な習1員や態度を身につ

ける。 (4歳 )

技だちと思いを伝え合い、互いの成長

を審び認め合う。 (5歳 )

・主張を′うヽつけな′〕`″つ、~緒 に迂心ヽ

にはどうしたらいいのか考え、気持

ちを調整する。
・よいこと、悪いことがあることに

気づき、思いを伝え、考えながら行

動する。
・場面に応して行動し、安全に生活

する中で、就学に向けて期待と自信
をもつ。

・したいこと、してほしいこと

と、相手に伝わるように言葉で話

す。
・自タフ(事象に興味や関心をもち、

感奎
',し

たり疑問をもつたりして観

康する。
・基本的な生活習1賞が確立し、生

活や活動に見通しをもち、自分た

ちで進める。

、ヽ

てヽ詳細に発信する。

・個々の成長やlttl性 について、今
していることを伝

互いの思いを共有し、安心し

進級や就学を迎えられるよう

る。

なヽどのポランテイア活動に参加

地域社会に貢献する経験を通 し

自分の役割や責任感を学ぶ。

5減児は小学校を訪問し、数室、図

体育館等を見学して
ことで、

し期待を高める

ラス憑談会

2
月

3
月

哲倭
返末
りの
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高階すまいる保育園

★食育計画 *全クラスを選択し作成

2025年 (令和7年度)食 育計画 撰

年齢別
年間自標

0歳児
・子どもの成長や満足感、安心感を観察しながら、保語者と連携をもち(l受享しや

駐乳食を」。ヨ整する。
3競児

様々な人と一緒に倉べる楽しさを味わい、マナーを守つて食事をする。

食材の色や形、食感の違いを築しむ。

1歳児 保育著や友だちと楽しい雰区l気の中で、自分で食べようとする慧欲を高める 4減児
・友たちと一緒に食べる楽しさを味わい、食が達み、いろいろな食 オ々に触れる。
,楽 しく良事しながら、食事のマナーを身につける。

2競児
空腹を感じるリズムある生活を送り、身近な人と一隼音に食へる楽しさを味わ

つ
5歳児

・自分の体に必要な食材の種類や働きを知り、パランスを考えて食事をとる。
・健康に過どしていくための食習慣や生活態度を身につけ、集団生活でのルールを守る。

前年度からの
申し送り,娯

数百3F分負百委員会による,央定夢頂 (お 姪〔事の心得、食事中の見守つ お舛当の対応母hRマニュアル、お弁当はことに気プこつけて
,食物アレツレギー児の I黄事提供マ三ュアル 個月1配 l意 、豪の笹理十む庄、除去品目の蕗認
・心と身体を育むfl育の性と (戒 皓万ギt勤  クッキンク活お力)

期 1用 (4～ 5月 ) 2期 (6～ 8月 ) 3鶏 (9～ 12月 ) 4期 (1～ 3月 ) 食育・行事食 評価・反省

０
歳

ねらい

・賓足 した人間 lくl係やゆつたつとした凍 l党の甲

て、ミル クを飲み、心地よい生活を送 る。

・保百囲の食事に朋行して、悪欲的に食べようと
する。

,歯ごたえのある食材IE慣れ、噛むことを身につ

すていく。

.発達イこ應 して幼児食に形行 し、乗 tノ い雰囲気の

中で、会話を楽 しみながら食べる。

・誕生会 リクエス ト

献立
・保育参加

'寺

の平合食

武食
,日本の郷土料 I里

・ 世界の料理
,おにぎり作 り
,とうもろこしの皮

b｀ き

こヽどもの日

・ グ リンL―スのさ

やt〕` 花ニ
・ひ じきの戻 し体験
。そら豆のさやむき
,出汁の味比ペ

・七タ

・氷シロツプ作 りと

心`き氷
・クッキ ー作 り
・ 収預 した夏騨栗を

使ったク ッキング

・夏祭 り
。お好み焼き
,すいか奮Jり
,お月見
・米研 ぎ体験
。手掘 り
,焼き芋

・スィー トホテ ト作

り

・けやの森通足カレ

ー体験

・ノヽロウィン

・ク リス マス
・幾 0丼作 つ
・収子とした冬野菜を

使 つたク ツキング

・ 七草がゆ
,師分
・チョコレー ト作 り
,ひな祭 り
,卒便lリ クエス トメ

ニユー

活動内容

・空腹感 を感 し、ゆつたりとした環境の中で、安

己した姿
'_え

でミ,レクを飲む。

・保胃日の食事に買層待 して、手づかみで憩欲的に

住八 る。

,スプーンやフォークを便い、こほしながらも一

人で食ぺようとする。
楽しい雰囲気の中で「おいしいね Jと声をかけな

わ(ら 、様 々な食材を味わう。

１
歳

れらい

・いろいろな
'末

や食感を矢Rり 、保膏国の食事にl興

Rる .

'安定 した生活 リスムで、体を十分に動かして響

踵感をは し、こぼ しながらも一人で食ぺる。

・食事 lこ 関わる語繁が増え、保百琶や反たちに冨

要で伝え、楽 しい雰囲l気の中で食べ る。

・様 々な怠べ物を見る、触 る、噛んで味わう経験

とュ画として、進んで食ぺようとする.

活動内容

「おい (ノ いね」「モクモク」 Iカ ミカミ」等の言
栗を女,｀けてもらい、食事のおいしさを感じる。

・個 の々体調等に応して食ぺる置を調畳pし てもら
ハ、自分のタイミングで楽しく食べる.

・ l本や良材の口子み声ご賞け止めてもらいなから.

隊々な食材に慣れる。

・スプーンやフオークを使い、器に手ナと添ぇて食
ぺる。

２
議

ねらい

・楽 しい雰優l気の中で、友たちや保百書反′しちや

只百者 と一騰 lt食事をすることを楽 しむ。

4豪 々な禽材に興「末をもち、楽しんで食ぺる ・食異に興味をもち、使い方を寛え、思欲的に農
ぺる。

食生活に必要なξ表本的な習慣や服層に鶴心をも

つ

活ab内容

・器の正Eしい持ち方を稼えてもらい、スフーンや

フォークを正 L′ く持ち、器を持ち上げて食べる。

.1圏 々に合わせた茎ミ手の量で、元良できた滴足懸

ρ喜びを感 じる。

,野菜のご見環や栽:きを通して、食材に側昧や関心
ともつ。

・操拶や姿勢など、Fき生活に必要な基本的な習慣
を身につける。

３
議

れらい

・食生活に愁要な基本的な習慣やマナーを矢Bり 、
覚だちと一緒に食べる楽しさを味わう。

・食材の名前をタロリ、輝 き、収ほ、ど]理活動を楽
しむ。

・食に関する活動の中で、自分でできることを増
Ⅲす。

・異年齢の子どもと食事を楽 しみ、食ぺ物 と自分

の体の関係を知る。

活動内容

・正しい姿勢で食べることや食具の正しい使い方
と覚える。 で、様々な食材に親しむ.

絵本や名前聾てゲーム等、楽 しく参力田する中 ・食事の準備から片付けまでの流れの中で、自分
でできることに思欲的に取り組む。

・食べ物が目分の体の成長に役立つていることを

イラス トやお話など通 して学′∫、.

４
親

ねらい

.毎日の給食、飼育活動、栽お活動を辺して、身
匠な存在に親しみ、全ての命を大切にする心をも
つ̀

】

・ 栽 1き や収種等を通 して、自然の意みや lち,く こと

す)大切 さをタロる。
・三色食品E¥の分類をタロる。

食事と運動の間r孟を知り、悪欲的に活動する。
aη理活動lt関心をもつ。

・行事や季師の食事に卿昧をもち、様 々な食文イ

`を知 る。

活動内容

・身近な動 l題物に亀ウれて共懸 し、命を再む自然に

感謝の気すきちをもち、自ら,Xわろうとする。

・三色食品群を通 して、食事の役 alや栄番バラン

スのよい食事の ことを考える。

,よ く食べて運動すること

'D｀

文矢で強い体を作る

ことを夕nり 、意識して行動する。

・者の持ち方や姿勢な どを目ら確認 し、友たちに

も伝える。
・行事食の由来を芸Eり 味わう。

５
員

れらい

・正 しい手洗い、正 しい者の持ち方等、食生活 に

必要な菫き本的な習慣 を身につける。

,食 と■屯康の関係1性 を知 り、祭強ノくランスを考

え、残夜既を意ξ魁するようになる。

'訓埋をする人 (厨房職員)と調理をすることに
日J味をもち、感謝の気持ちをてJつ。

・固での食生活を lた り返 り、毎日の食事に感謝の

気持 ちをもち、小学校への H月待をもつ。

活動内容

・手況い、うがいなど、自ら衛生に気をつけ、準

備から片付けまでの一連の流れを友だちと協力 し

て進める。

.当番活動を通 して、自分たちで好ましい食事の

再囲気を考えて、楽 しく食べる工夫をする。

,厨房内を見字して、総食を作つてくれる人との

質流を深め、意欲的に調埋活動に参加する。

・一年間の給食でおい しかつた食ぺ物をリクエス

ト献立 として、三色食品群を意識 したメニユーを

考察する .

アレルギー対応

・厚生労働省 「ア レルギーガイ ドラインJ、 あゆみの全 「すまいるガイ ドライン」等を運守する。

・個 々のアレルギーの状況を生活管理指導表、医師の指示書、検査結果
‐
寺をもとに把 l展 し、除去食や代轡え食を提供する。

・家庭 と連携 し、誤配、誤食等の予防を徹底 し、安心・安全な給食を提供ずる。

【アレルギー児の次年度への申し送り,留意点】
laクリレープ1乞

)ヽ 支、卵アレルギー
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高階すまいる保育国  令和7年度 年間安全計画

t安全点検

(1)施設・設備・園外環境 (散歩コースや緊急巡難先等)の安全点検

★保育安全計画 半全クラスを選択し作成

令弄日7年 4月  1日更新

画

長

重
点
点
検
箇
所

月

・改歩マニュアルの確認
・散歩コースの点検
・散歩先の公国の点検 (回

こ遊具含む)

。防火設備、セコム点検

10月

・保百室内の環境望偏 (出

入口、家具、床、窓等 )

*家具等の転倒、君下防止
つ確認
・避難経路 (防 火設偏 )

4月

・災吾日:手〕F弔持ち出し品の

'E認

11月

・散ゲマニユアルの軽認
・散歩コースの点検
・散歩先の公Qの点検

(固定遊具含む )

・散歩軍の点検
・熱中症対宋

5月

・保 膏憂 困環確 偏 (出 入

」、家具 、床 、窓 等 )

・ 水道 管の 凍結 防 止 対策

12月

,年齢に合つたIブE具の点府只

(大きさ 。年齢 )

・水遊びのマニュアルの確

i思 (水遊び中のH註員配置専 )

・防火設備、セコム点検

6月

・国含全体 (エアコン点

検、空気清浄機、ロフ ト

圃定遊具、出入口、家具
味、憲、非常階段等 )

二月

:年齢 に含 つたと,c具の点薇

(大 き さ 年齢 )

・水遊び中の1至 庭の点検

7月

・防史倉巨整理、F,ξ災偏品

の確認 (数母、消費期 BPく

寺)

2月

・口合全体 (エアコン点

険、空気渭浄機、ロフト、

固定遊具、出入回、家具、

味、窓、非常階段等 )

8月

各保百軍困の環境坐偏
(出入口、家具、床、窓、

'F常

階段等 )

3月

・む厘、対 乗
・防災倉F車整理、防災偏品
の確認 (数量、消費期隠等
隔畜の確認)

9月

(2)マニュアルの策定・共有

⊃ノくス送迎マニュアル

コ熱中症・予防対応マニュアル

日感染症対応マニュアル (予防・嘔吐処理 )

劃数急対応マ三ュアル

コ数急要請マ三ュアル

∃ケカ発生マニュアル

コイヽ露者対応マニュアル

コ盗難・空き巣対応マニュアル

⊃園児捜素マ五ュアジレ

図水遊びマ五ュアル

日国外活動マニュアル

日誤飲・誤囁マニュアジレ

日食物アレ)レギー・アナフラキシー対応マニュアル

ヨ食物事故防止マ三ュアル

コSIDS・ SU DI予 防午睡見守リマニュアル

日災害時マこユアル

分野

令和3年 4月  1国

2022年  7月 1日

2021年  1月  10日

2022年  9月  1口

2021年  10月  1国

2022年  5月  1日

2021年 3月 1日

20Zl年  Z月  1日

2020年  11月  1日

2015年  4月  1日

2022年  10月  1日

2021年   2月   1[ヨ

2022年  11月  1日

2021年  3月 1口

2020年  10月  21日

2021年 11月
2020年   11月

1日 (地震 )

1日 (火災)

策定時期

2026年  3月 1日   勝覧用フアイル :各保育室 掲示 :事務所

2026年  3月 1日   肺覧用フアイル :各保育室 掲示 :事務所

2026年  3月  1日 障朗ファ約レ各保育室 掲示 :事務所

2026年  3月  1日  陣覧用フアイル各保育室 掲示 :事務所

2026年  3月  1日
1閥

覧用フアイル :各保育室 掲示 :事務所

2026年 3月  1日 1関
覧用フアイル :各保育室 掲示 :事務所

2026年 3月 1自   1閲覧用フアイル :各保育室 掲示 :事務所

2026年 3月 1国 陣期 ファイル :各保育室 掲示 :事務所

2026年 3月  1日   1閥覧用フアイル :各保育窒 掲示 :事務所

2026年 3月  lEヨ 隣覧用フアイル :各保育室 掲示 :事務所

2026年  3月  1園 陣覧用フアイル各保育室 掲示 :事務所

2025年 3月 1国   陣覧用フアイル :各保育室 掲示 事務所

2025年  3月  1日  l閲覧用ファイリレ:各保育室 掲示 :事務所

2025年 3月 1日   l関覧用フアイル :各保育室 掲示 i事務所

2025年 3月 1日   1閲質用フアイル :争
1昼烹室 掲示 :事務所

2025年  3月
2025年   3月 1目   lP掘

勇用フアイリレ:各保育室 掲示 :事務所

昇暉ψ(再点検)予走晴期I 掲示 管理場所

C児童・保護者に対する安全指導等

(1)児童への安全揺導 (保育所の生活における安全、災害や事故発生時の対応、交通安全等 )

3歳以上児

乳 児 ・

1歳以上

3歳未満児

・遊具透び (ロ フ ト)や改歩時の事故

殉止
,安全に過ごすための生活や遊びのル
ール、遊臭の遊び方
・困つたときの対応の仕方
・安全な登隆園の仕方
・予想される様々な災吾や事故を想定

した週難包‖練

・遊具遁ひ (ロ フ ト,や憩歩婿の季骰

方止
・安全に過ごすための生活や遊びのル
ール、遊具の遊び方
・予想される様々な災善や事とtを想定

した過買幻|1綴

4″6月

・暑い日の過こし方を知る
‐水分補給をこまめにし、熱中症予防

とする
。不審者対応のイ士方を知る
。バス乗車のルールを知る
。予想される様々な災詈や事故を想定

した避難訓練

・更の健康的な透び方、安全な行動の

仕方。
・水分補給をこまめにし、熟中疲予防

とする

水遊びでの事故防止拓導
・予想される様々な災害や事故を想定

した避雖副練

7… 9月

・慰梁圧対茶指導 (手流い・う″〕`い ,

・様々な遊具の安全な使い方を知る
・交通安全指導 (散歩中)

・広域巡難場所への選難ヨl練

・予想される様々な災詈や事故を想定

した還 <饉尉‖練

。道具遊びや改歩時の争破防止 く再

隻〕
・感染症対策指導 (手洗い うがい)

・予想される様々な災吾や事故を想定

した避離訓錬

10… 12月

・冬の 1え=表明な遊ひ万・支竺な行動の

仕方
・年長児・・・小学Ⅲ交との運携指導

予想される様々な災審や事故を想定

した還貿住訓1練

・冬の健康的な遊び方 。安全な行動の

仕方
・予想される様々な災警や事故を想定

した避難訓練

1-3月
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(2)保護者への説明・共有

★保育安全計画 *全クラスを選択し作成

・門を FttBけ たら必す Fォ弓める
。離豪場内での安全な対応について

・すまいるカー ドの携岳
・登隆口時は子どもと手をつなぐ
,チャイル ドケアウエフによる登降因チェ

ックと家F妊の様子の記入
・安全な衣月侵について
,アレリレギー除去の書類提出
・与某が必要な子への対応、暮賽負提出
・ロフ トのT吏い方について

安全計画および安全に関する目又組の内容

についてチヤイ)レ ドケアウェプで発信する
・回だよりを活用し、取 り組み内容の同期

をする
・消防署と違携 し総合防災訓1練を考子う

4～ 6月

保百参カロ

クラス怒談会

7～ 9月

・保百参カロ
・消防署と連携し総合防災訓t員を行う

詈_写書と連携し不密看訥I線を行う
・保護者に感染症対策について伝え、国で

感染症が出たときは掲示やチヤイル ドケア

ウェフなどで周知する

10-12月 1… 3月

f訓練・研修

(1)訓練のテーマ・取組 (全員参加 )

避難
訓練等

その他

※ 2

月

避難

訓練等
・〉く1

その他
※ 2

月

喜梁圧里廷防止う升修 (唱
p二

:

迅理・消毒零 )

也震・火災 (総合

“

万災訓

凍)

・螂 ヨ‖練
。引き取り訓I練

・消火訓練 (毎月実施 )

10月

お敵歩」簿票(唇月要距 )

也震・火災

壁難訓様の意味や方法を気

らせる

消火訓練 (毎月実施 )

4月

Tヽ薔書河馬訓裸 く
'ト

ロい授人

苫対応 )

也震 ,火災 (時間設定な

_ン )

・大規模災害訓練(BCP)
・「方災傭品の確認
・消火訓l練

11月

也康・火災

果育士の戸接卜けで動き週郵
・消火訓練

5月

火災 (時 F日弓設定なし)

・消火訓綴

12月

い打市蘇生法語ど (AEDl更用
,j法含む)受講

地震・火災 (総合防災訓

原)

・通報訓練
・防災傭品の確認
・消火訓綴

6月

Ⅲb甍 ・火災 (時間設定な

し)

・消火訓線

二月

不審者対応訓練

地震・火災
・災客
・消火訓練

7月

消火訓練

2月

火災

夕方保育中の遵難

消火訓練

8月

也震・火災 (時間設定な

し)

・消火訓練

3月

台風・電巻による被吾

地震・久災

■〕重明け
‐消次訓練

9月

チ11「避難ヨ1練等」 設偏運営基準第 6条第 2項の規定に基づき毎月 1回以上実施する遵難及び消化に対する訓練

〉(2「 その他」 「避難訓練寺」以外の 119晉通報、数急対応 (心肺蘇生法、気道内異物除去、AED・ エヒ三ペンの使用等 ) 不害者対応、送迎パスにおける見落とし防止等

(2)職員への研修・講習 (国内実施 )

・数命数急語習
・人数の点呼確認副‖練

・通回用バスでの見落とし防止
,散歩マニュアルの確認
・引DS防止について

誤ヽ歓・誤環について
・アレルギー・既往歴の確認

4～6月 7れ9月
4ヽヽ香者対応に関わる研修

・水遊びの際の安全について
,毒のある植物・生き物 (蜂・毛虫 )

熱中症指全文計測
,BCP(事 業継続言十画)に ついての周知

10～ 12月
・感染症霊延 Bノ与止研イ¢ (嘔 8土女几理につい

て)

・インフルエンザ対応
・ЫDS防止について (強化局間)

・不詈者対応

1い,3月
1主ヒベ ンの便月 に関わる研修
‐次年度の安全計画を確定させる
・マニュアルの見直し

(3)行政等が実施する訓練・講習スケジュージレ

X所属する自治体・関係団体等が実施する各種訓練 `講留スケジュールについて参カロロ途にかかわらずメモする

不晉者対応訓練 (川 越暫察署にな頼)年 2回
オンライン研修 (キヤリアアップ研修等)の受講
夕1吉匹石汗イウ

け再発防止策の徹底 (ヒヤリ・八ット事例の収集・分析及び対策とその共有の方法等)

ツ し 、 る

事故年R告書に基づく、事故防止対策の検討、周知

毎月 P,,弓 催の看護安全委員会にておよひ対策の実施 (姉妹国間で実施されているか、確認する)

Cその他の安全確保に向けた取組 (地域住民や地域の関係者と運携した取組、登降I重 管理システムを活用した安全管理等 )

自治会との運携、合同の過難訓練、防犯訓1員 (冥施できる場合 )
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高階すまいる保育園

☆保イ建計画 半全クラスを選択し作成

2025年 (令和7年度)保 健計画

年間目裸 子ともたちの健康を守り、安全で安心な保育環境を提供する。 ll秦 康的な生活習1員 を身につけさせ、慰染症予防と体力向上を図る
前
年
度
の
申
し
送
り
事
項

アレルギーミの日、アレルギー朗「υ・ 児i名 (小 至 うDンフレルギー)

お井当のロアレルギー要注ヒItt S名 (う ちエヒヘシMか り1名 ,1え

アレルギー頚預かり2名 )

保青口からの用琥贄診棄件も件 (う ちわくわ(,日 5名 ,虫 Iクルーフ
1名 )

～
科a,S26月 10月  立用医院  (医師 1名 :支慨センター使用 )

七1寸機診 6周  あけのほしデンタルクリエック  (医 師え名 :協 手1イ 転
宅ナ 2名 :交〕層センター使需)

′II行 したは猾症1手足口綺 インフルエンザハ聖
子どもへのすと準 it●〕庁さJとη'手′女いlとい,ブライベートツーシに

=)い
て (支 ,躍 t'ンターにて

'ル

ーフ毎)

保
健
活
動
の
目
的

健康管理
・年に2回、専門医による健康診断を実施し、子どもたちの成長発達状況を把握し、早期にl建康問題を発見し、適切な対応を行う。
・毎朝登国時に、休調確認と簡単な健康チェック (熱の瀾1定、体調の間き取 り)を行い、日々の健康状態を把握 tン 、異常があれば迅速に対応すアゃ

衛生管理
食事前や外遊び後に、必ず手洗い・うがいを行う婚FG弓を設け、感染症予

"方

のために、基本的な衝生留l員を身につけきせる
保育室やトイレの定期的な清掃と消毒を徹庁氏するなど、滑潔な環境を維持し、病気の憂延を「方ぐ。

食育の推進
,栄善パランスのよい絶食を提供して、食事の楽しさを感し、健康的な食習1旧を身につけさせ、成長をサポートする。
・野菜の栽1きや簡単な料理活動を通して、食材や料理に対する興味を弓1き出し、食材の大切さを学び、自分で作る楽しさを感じる。

安全対策
地震や火災などの防災訓練を毎月行い、理急時に適切な行動がとれるようにする。

毎日の遊具や設備の点検を行い、危険箇所がないか確認し、子どもたちが安全に過ごせる環境を維持する。

月 ねらい 子どもへの働きかけ・保他行邸 家庭との連携 職員周知 保健だより 評価・反省

４

月

辻級や入回に伴 う環境の変化に慣れる。

年′吾リズムを整え、隠での生′とに旧れる。

人回 ]ラ ltE「工I参凹′角

身体瀾1庁

4皇原教育「早霜早起 き朝ごはん J

・ 雰圧 削 雪 票の ,足出 |こ認

・体」4変 1しに伴う運継(保 EE者運絡の

目安 ,緊 急時毒 )

・感梁症の掲示、CCWの西E信
・予「方l費 イ皇1丈況の把握
・子ども医療蜀受給齋tと証毒の期 F長

巴捷
・アレルギー児のJB握、員荷試鍛の
「
口貰オlf。 1層

(毎 日>
・視診 (体調不〔ミの早期兌見 )

・″′虫診 ,横渇
・感染1大 ′兄の

'じ

握・,ほ示
・休調不良児、けが等の対応
・医漁側・才費急写aの整■里ノ袖充

内丹用票状況の把握

く衛月>
・身体′Rl定・記録
・カウジl旨 散によるテと百確認

予防lttI皇状況の1じlE 記録

保険証の朋

'里

チェック・管理

入回児のよr康診断の 1吉 果

アレルギー対痛食への把握

阻(誕のIB押

敷急 4‐ 膏、顔か り案のチェック

常イ輛薬品・数急絶の揃充

安全WTへ の参加

者玉【委員会

検使検管 (職負 )

く随崎 >
・体調変化に伴 う運緒 対応 (保 護者

己4曽 の日安・顔の I二我の運争と,摯 急

時等 )

・感染症の lF。示、

・ CCWで の配信
,体温計の管理

お舟貨歩八ック内

・撒急セッ ト確認
・lE願診断の準偏・結果悪己布

・写し児医療受裕香証等の朋限確認 .

置理
・曜姓セッ トなどの備品暫I里

・感染旋発生 ,寺 の対応 ,)=慧
'豊

起

・営通数命謁留 (忍 皆研修〕

・ JHl体 の変化にイ半う事油発生に留讀

する
新入回児の割DS/SuDlの注意l奥起

・看薇委員尖),｀らの運

'と

事Jテ l

・感染症への注意喚起・戸外活動の

ま意占 (″舟中症 けが)

生活 リスム (活 動と休息 ,

団での生活

消翠について (丹  ヽ"n開 賭 )

５
月

,手競いの六切 さを穴」る
・戸外で十分に逝′ぅ、。

介A甲五正夕JうR

11原教育 「中U子・水分 l村i総 の大切さJ

身体刑定

・ 顧種の 1カめ

Hヽtの速び方

・年師の必要14
.発″九]|の対応

６
月

呼梁圧 に淀承する。

山を大切に■る。

歯lJ検診
電ミ山予防テ ー l的屠 き指 1こ 」

内科健診

身体測定

歯刊横診の結果、治原の環内
内科健診の率吉票 .浩 ,環の案内

梅雨のlttl霊 、食中秘の注意喚起

″A中 チェ予防
虫牽lさ れ ,アロマての吹よけ対糸

(11月 まで)

禦急D吉 の文J応 (数 命講習)

熟中圧

虫的予l方

'令

房使用について

虫刺され (蚊 )

７

月

磐さに負けず 元気に過こす 皮膚疾思なとの,81E

11'取教育「水】とび時の注悪夢頂 |『プライペートリ
ーン」
身体測定

・亜の窮貝・衣鵬の切 り雷え

保

`貪

証  子 ども医ナ療ゼ
'1受

給了当協iと

,)川

`二

把擢

氷逝び]予の

'=恩呂気潟韮注意 )

(縣染・ BIあ貿・室 里の懸衆 l正

皮店の渦潔

８

月

,芥中圧に気をつける。

水分を小まめに担りな
'Dlら

過ごす。
身体測定

{42原教育「 Iti中 症 |

・皮層の鴻′去:と あせもの文J応
.受の感染症の注意喚起
,,4中 症の注意 a資起

豆を乗 り切 ろう

夏の生活習IR

９
月

けかに気をつけて、考えなら休を勤かす ,lltttR秋否
日,重下l皆導」

∫怪我をしないためにJ Iカ ミカミれ

^立

J[1

(食苗委員会と趣挨 )

身体測定

,お昇当への注意 (安 全安員会、ミ

嚇委員会 と連携 )

・唖季の写さ店れへの注意
'負

起

お,改 歩8との怪我対応について 虫理Jさ 1■(1■・毛虫 )

学文急の日

生活リズム

感染症

１０

月

・体を動かすことを梁 tン 乃、身のこなし力`巧み
こなる。

体l刊 イにF]参

世界手洗いデー

目の愛護デー「目を大切に」
身体剤定

お井当を千年る際の注意 (安↑蚕●l

含と連,芸 )

,予防すと種状況の把握
・内科dT診の士g果 ,,3類の奈内

空気瓶
',報

点破・ B,g(輛

加湿器点検  攣備

,目の登嵐ζテ ー
‐予防 ,I耳墨(イ ンフ)レエ ンザ )

。冬の服装 (下堪の適用 )

１１

月

雨落の習濱を身につけ、文夫な体をつくる。 .ll翌 原教百
`手

洗い1旨B」 I咳エチケツトJ

.身体測定
冬の罹具 衣観の切つ曽え 風郭予防

スキンケア

用のかみ方・中目炎

‐２

月

インフルエンサや  回洲 の予 Iら に男める。 促
',挟

百 1属気にならないために 1

身体測定

冬の 懸 梁アこの 注 意
'奥

正」 インフ
'レ

エンザ
冬の感染症・予防

１

月

翠 さに 員 け す タト逆 ひ を楽 しむ 。 lttl康 宇貿百 1備の六ulさ
|

身体測定

年

'台

の 生

'古

習 `‖ llを 甲 え る D協 吐処 I望の 対 馬 につ い て ノロウイサレス 嘔吐の処理

丈夫な体を作る

２

月

,寒 さに 口 1,す 戸 外 て 逓 ひ体 力 をつ け る。 身体ヨW足
鯉原教胃 「運動の大切さJ

しもやけ予防スキンクアについて 保 鰹 音1白lの こ+仙  検 討 しもやけ
'こ

恵喚起 冬のスキ ンケア

花幼症

く つてい

3 1年 間の成長晃】こを確F思 1る 「頑 ;長れ新一年生」

身体 Rl定 子丁]か り薬の返却 ,対応の 1目 談

ア
レ
,♭

ギ
I

ドライン」、
倒 の々アと,サ しギーσう1大況在生活貰即指導A、 医師の

'こ

示IB、 検査結果等をもとにltB!層 し、必要に応し
に傭える

ベンを顕かり、過正に管理し

・医顔ア骨備品のチェック `柚丸

・お品貨

'ト

パッグ内す女急セツ トの見直

アレルギー圧状の出現注意 ・耳の E
・就すに向けて
,花粉 l】Ⅲ

(健膜面での個別配慮について、次年度への申し送り ,留意点〕
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高階すまいる保育園

★自衛消防訓練計画 *全クラスを選択し作成

2025年 (令和7年度) 自衛消防訓練計画
回
長

3月 16日

(月 )

2月 16日

(月 )

1月 15日 (木 )

12月 15日 (月 )

11月 17日 (月 〕

10月 17日 (金 )

9月 16日

(火 )

8月 18日 (月 )

7月 15日 (火 )

6月 16日

(月 )

5月 15凰

(本 )

4月 15日

(火 )

月  日

嬢

初期消火

火災

初期消火

地 底

初期消火

火災

初 tB'肖火

幌

初期消火

総合防災訓練

岨

初期消火

騒言災害ダイヤ)レ体

験

弓1取 ,‖ 線

マチコミ鱒

地震

初期消火

火災

初期消火

地 震

初ヌャ号消火

稔含防災訓原

火災

初期消火

マチ コミ体験

災客伝言フう
'イ

ヤル餘

験

嬢

初期消火

水逆び時の運烈

地居

初期消火

年間指録

計百□十
=成

汚週勇房」

よう玉県雨部で

震度 5程度

頸組保百室よ

り出火

埼玉県北口軒lで

′転度 4程度

磯員休憩室よ

り出火

関東北部で直

下型地震発生

届度 7下三F受

関東全戦に蔵

度 6看堰

埼玉雨38にて

憲底 4~柱度の

揺れ

扇房よ り出火

関耳i北宿「にて

店度 3程度の

1こ″l

関東南8Bに て

簑度 4褐隻の

揺れ

厨房よ り出火

関東南音,に て

ザ督度 4程度の

揺れ

関東北部 にて

黙廣 3判貫の

選れ

発生場所

時間末設定

時間未設定

時 F日句未設定

時間末設定

時間末設定

年後俣膏中

14:00

午前俣百中

9:30

午後保百申
14F5

年前保百中
,0:30

午前保百中
10:15

午前保南中
10115

午前保百中
10:,5

時間帯

放送の指示 による

放速の指示 による

t,t挟 の指示 による

放送の指示 による

放送の指示 による

璽的の安全な場所

各クラスの出入 り臼ま

て移動、空列

図雇兵台

指定遺雖場所へ移動

室内の安全な場所

各クラスの出入リロま

で移動、聖

'り

国庭J【合

室内の安全なら,所

各クラスの出入 り国ま

で 1‐5動、整列

園庭集合

室内のま全な場所

待!′代

室内の安全な場所

各クラスの出入 つ□ま

で移動、整列

日尾集合

室内の安全な場所

各ク■フスの出入 り国ま

で1多動、整列

室肉の安全な場所

繰謝堀所

保百上の指示に従 しヽ

盛全 に迅難する

‐保百士の籠示に従い、

受全に理障する

保百士の指示 に従 い、

α全 に避難する

‐保有士の指示に従い、

安全に避難する

出火場所を考慮して安

全に運鼻する

・保百士の指示に従い、

受全に超繁する

・保百士の指示 に従い、

a全に迅難する

・登回時の遵昇営に娯れ る

・保育士の話を聞いて、

百:全 に運難する

`年腫明けの遺受柱を知る

・ 保育士の話を聞いて 、

貧全 に遭難する

・保百士の話を lttlいて

寅全に避塾 する

火災の選東のイ上方をす日

る
・保百士の話オ[lとBし てヽ、

受全に週里する

‐避難 ]‖ 繰に償れる
・保育士の話を問いて

寅全に鯉 巳する

・逮貝饉訓叔に嶼れる

保育士の話を問いて

受全に遺離する

ねらい

安全な場所 に避 饉し 俣再士の将示 に征

紙乏居などを用 いてど皇距の憲咲を知る

選難訓練の意味 息飛を伝える

緊急

'こ

の放送 合図硼 罰畑

保百士の所 に集まる練固

防災頭巾、選爵 靴の看用

還難 リュックの中の点検

消火器類の確 認、消火訓線

人数確認・報告

内容

・保百生の指示 に従い、避亀 す る

近 くにいる保育士の所に宴まる (人 数ω

鼈認 )

,,方災。顔中 ,遵猟靴 を埼用

人散確認 織告
,消 火

‐
』1標

・保胃士の指示 に従 い 遥彙 する

・近 くにいる保育士の所に策まる (人勢 C
iこ認〕
・防災頭巾 ‐選長位靴を石用
・人数電認 ‐報告

消火訓練

'ふ
百士の指示 に従 い、避雖 する

防災顕申・ 避雖靴のを用

選艶経路のほ 認

人散確認 報告

消火訓練

・ 保甫士の張示に従い、過熟する

近 くにいる保育士の所に策まる (人数α
i4認

)

・防災頭巾・避灘靴を適用

・人叡確認・報告

消火訓練

保言士の指示に従い、週環営する

防災頭中・週魏靴を活用

還難経路の確認

人数確認 。報占

消火訓緑

・ 安全な場所 に避緊 し、保百■の指示に征

‐団庭への還やかな避F樹

・防災霞巾・理甦璃との箔用
・ 人数確認・報告

消火訓練、通輯訓標

指定避熟場所への1'動

・保護者への引き
｀
頑し方法確認

防災頭巾 ‐避員住∬lの竜用

人数確認・黒告

落下物・転優よ伊),止などのほ認

登園直後、年前おやつ中の逮触

避熟園 1こ矛多勤、整列する

固庭に理難

消火訓練

・安全な場所 に遇第 し、要百
=の

指示 に従

,国庭への逗やかな退難

・ 防災諏巾・還馳靴の活用

人ヌ牧撻認 ,報 告

・ 消火訓与票

し 、

防災諏巾 避難豪llの君用

人数確認 報告

消火訓棟

防災藪巾 療鶉靴を石用

退勲国に移動、空列する

日庭への速やがな遵艶

人数確認・報告

′肖火訓1票、通報]‖練

俣育士の水消火器体験

防災藪巾 ,運戴靴の箔用

人数確認・専&告

落下物・転倒防止などのほ 認

避酎 Elに 1多動、整列する

消火訓

“

員

非常災客対策受任分担系 (火 災予防の担当

衛消防盈よ掘成燈総豪 )を理解し、緊急V
る 。

地震、火災備の糧員の対応の理解
色々な災尋発生1場所屯想定した迎郵猛路の確

とる。
消火器の便い方の確認七する。 (総合防災訓

`火

災・地震訓ヤ東〕
生命の支全を第一に考え、全職員,〕 遺難おIF

てヽ題 筐読再する

なヽがら込行する。
火元か ら達ざかる。

り避難経路の確 認、電保 (荷乾 等で塞い

しまう夢のないように)を する。

保膏中に防災頭中をかぷ る絞 習をする。又、

よう配応する
々、勁聖単化の有照、サイズのに認をする。

整,lの様 醒を保百の中て行

乳児担任はおんぶの仕方 (お んふ紀の仕方 )

する。
自々、避難 リュックの中身″メ直認をする (挑

宙、散急要品、ティッシュ、ィフオル、

笠記馬具、名膏え、オムツ、おしり

難巾、ビニール装 、オンフ紐な ど )

乳母車のタイヤの亀裂・空気の確認

(延境を防 ぐ〕

り口を F舟召ける。非常国の扉や通

カーテンは下ろす。 (遺熟経路

憲ガうスの散乱 ,ア,止 )

さまるまで静かに行オ覺す

する。 (室内

り国内外、公園での安全な場所の確認

には保百者が付 く

る際は出来 るだ けまとま り 安全に違

る 。

(二次災客の防止〕

ぐことは甦 しいが、二次

る 。

揺ヽれによる足物の倒J要や火災旋チ憂lの発生、

ラインの逗断に輛 え、防災意識を高め 、

う、力を蛋う。

指導及び留意点

毎朝の出席人数を正確に把握 し、夢務所に知

する。
誘導後、防火管理賢任看に

還難状′兄の報告をする。―

分担表に基づき、廟下  トイレ・ホールなど

なヽ いか確認をする。

【数命数急認習】
H餞員の罰習会とし、状況に応した教命方法を

きるようにする。
AED、 人工

'V'及
、心B重マッサージなど教命救
る 。

【消火]1標 (初貝月消火)】

ますは身の安全の確保をする。

消火器の使い方を知る。

火元の確認・把握をする。

消火に向かう解は、必す太声で同りに状況を

応援を求める。

ビンは火元から5m程の距醜にて抜くように

(力 が入つて しまい、一度 レノぐ―を握 つ

しまうと、消イヒ瀬が止まうな くなるため )

火元の手前か ら徐 々に近づ いてい く。

15秒以上 は泊火活動 にあたる。

【時間未設定での超雖訓子策】
通常保百の中で、欣送の指示に従い違鶏す

」キ雲時間、運艶場所、巡勲方法 に Pttlしては、

する。
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伊佐沼すまいる保育園

2025年 (令和7年度)

★散歩訓1練年間計画 *対象クラスを選択し作成

散歩訓練年間計画
国
長

・毎月 28日を | として、緊急時の訓線を行う。(天候等を考慮し、(28日前後に行う)

・散歩マップ(冊子)にある、緊急時対応マニュアルに沿つて、動きを確認する。
・散歩マップは、随時更新されるものなので、気づいたことはその者B度記録し、定期的に改定していく。

3月

2月

1月

12月

11月

10月

9月

8月

フ月

6月

5月

4月

月

対象
クラス

引率職員の急病

下ヽ審者

子どもの病気

1放急要請必要 )

|〒方不明

1散歩先で )

不需

隷な通行止めによるルー ト

変更

暑さ指数が高 くなることを考慮 して実施を見合わせる

子どものけが

子どもが動けない

(散歩先で)

天候急変

ねらい

0′ 1′2歳児

・保育者が1名不足 となる事

態が発生 し、園への応援要

i青

・子どもたちを集めて不審

者から遠ざける

・救急要請の確認
・園への連絡確認

園への連絡確認

事務所の対応確認

・子どもたちを集めて不審

者から還ざける

・園への通絡確認
・安全なルー トヘの迂回

※事務所との共有

園への連絡確認

事務所の対応確認

・園への連絡確認
・事務所の対応確認

・避難先の確認
・事務所の対応確認

確認事項

引率職員の急病

行方不明

(散歩の途中で )

下ヽ審者

子どもの病気

(救急要請必要)

子どもが動けない

(散歩先で)

隷な通4子止めによる)レー ト

変更

不審者

子どものけが

(救急要請無)

天候急変

ねらい

3,4,5歳児

・保育者が 1名不足となる事

きが発生 し、園への応援要

:吉

園への連絡確認

事務所の対応確認

・合言葉で集まる。

(体操ゲームしよう)

。事務所の対応確認

救急要請の確認

園への連絡確認

園への連絡確認

事務所の対応確認

・園への運絡
・安全な)レー トヘの迂回

※国との共有

・合言葉で集まる。

(体操ゲームはしめるよ)

・票務所の対応確認

・園への連絡確認
・事務所の対応確認

・避難先の確認
・事務所の対応確認

確認事項

h‖ r、 ミ//v`〉 nh idn´主ro、′、′Fah in/「 or、 n付/11'4∩ 4Fヽ 1′・Ⅲ市nl 1/1



板精保育園 2025年 (令和7年度)全 体的な計画
矢木 ′Jヽ野澄 川 澤 田 上 迫

法人理念 ァヽ、↑'9 保育理念 ヨ分の ことが好 さなこと:う く盗証)  月分の ことが t吉 ると(.も (教育 )

幼児教育
において

育成すべき

資質・能力保膏目採

【と…、/ふを命む 3´ の`入呼き】

ノつ`らた定1受 うこ「たが大登F蒼 な r

あたよを使うことが人好さな了

ひよとl令弓わることが大ll子 さな子

倒 7韓
法人テーマ

農然 (戸舛 )の保言
―手状 つ経験 と侶然の |七会い マ

令和7年度
国目標

〔Bう Tフ とヽそ:;】  靖間と空r再
‐
,■ 張か手0イ′やかド保奮

‐子とこたらの自由な:,と

'宅
女切!こ

′する侯奇

:ヨ て,えなフヽ市為のこ中れ|こ F'つ 沐う家万

〔ケ議Ⅲ学アンケ トよつユ
,イ とと,が白ら考′′るオをFゴル 磨舞

'tを

手
=こ

t′ どがら 多様な●イ極暇を

■:Л rt′  :■ ぃffと

'鸞
trれ iⅢ  t´会うこrtれmJ.

年齢別目標

0歳児 心 llllよ い′と港の中 で、よ く0/ヽ (飲み) よ く悟Hつ 、よ くllア ′ヽ、 3競児 自の Cで 言る富びを1殊わい、疫だちと関わることを楽しむ。
1)短 拙及び技再ヨの基

21思考力 判どFカ

表現方等の基維

D学び十ご向かう力
人間職等

ユ歳児 芸索 ,吾 勤をうこ 1夕 て密 く、見る、撤れるな (Iの経填を し、興 ll末 や女:奇 `bを もつ 4驚児 ・慧欲的に近びや年活に取り組むと
|よ で、考えて行動する

2鹿児 漁 記を 十分 ti tt tノ なが ら、 ln」 cも 自分 でや つてみ よ うと する。 S歳児 皮たちと粽力しながら遊びや生活を展開し、充実感や還蔵感を昧わう。

保育の内容 0歳児 1盛児 2歳児 3歳児 4続児 5歳児

船

生命の保持

健壕土
｀
'安全にこと,よ し  '、 ひとつ

の牛
'と

1'ス ∠、を 十ヽ
'生

L′、 とと
'9n亀

谷k

はを iう チt''i上_=,

食欲 や|ザ

''ビ

 ]肇BRなどσ】過胡な時

割迄′」降僚 L′ 、促戻的な午 ,と が l)|)■ 4
共うに ゞる .

健∫豪(宣 ,い C占る環境の牛 で、最

状約 に生活や逸ひが継 r,(き るよ う

|と する .

自分 でしようとすアっ気持 ちを大切

とし 昼木崎生活遭 農が身 (こ つ くよ

うえ守 る。

4望膜で守
~全

な生活に必要な習慣に

て心を持ち、豊ら行えるよう媛ロナす

る.

‐生活習慣を身につけ、運垂打遊びに重

瑣atに取 つ編み 休力の と]上 を図る。

↑膏絡の安定

人rナ と
',■

の開わ rl仕 八 銹に

ッ、僚 待茎 とσ)讐荘↓や /=娘円係を隻

く―

自チ)の思いを(′ くできやi菜
`表

す

ミびを1_ヒ じられるようにりる。

白こ:主;Lを 了撃 r_賃

"せ
め 保冑

|

肖が仲 ヨ うとな i,、 反府ちとの開わ

l】 を′/.tテ る .

自分な ')の 二粟で惹現 して、疫た

ちと准ぶ兵 しさを熱じられるよう1こ

し c、 くヽ。

主体的な活動を通 し て自発性を高

め、自l_が 1尋 (!る ように勧とが ,ケ

る.

自分の力を発 1軍 し、社会生活 :こ 必蚕

aヅ〕を身につ t'I行動てきるように,
る.

幼児期の

終わりまでに

育つてほしい
10の姿

教
育

健やか に

伸て!肘申び と

育つ

身然憩■か詐 , 次迪な二1三 に′心

じよさ住感 1る ,

食事 陣]■等の年 F,リズた、の僻見

l｀ ′.4:える .

健
康

‐身の回 りのことにltt昧を持

ら、 十分に体を動が して体静が

整才ヽ 4感覚とびを楽 しむ。

身0カIり のご:と を自分 '｀ ら (フ よう

iづ る。
‐全身を役つて遊んだり、改捗帯 C
三外を十うに歩く、

十分 (こ休 を動を` しなが ら,様々′∫

Tl貝 や泣 =ヨ を′tJつ た逆そドを楽 しむ。

必万_に応 じ(午 姪を とる。

全身 _々使い、様々なと買や用員 C
r末 して遊ぶ。

生

'き

に必と昇なBI貴や
'ま

度を身につ

サようとする。

'日 採すともつて挑戦 した り、:4めずに

中り遂 lす ること て遅城慰を妹わい、

昧々な
/七 活や進びに慧欲的に取 り組

じ.

ll健康な心 と体

D自立む

9協周党

骨D道徳珪 規範意識

の芽生え

◎士会生,と との瞬わ

り

③思考力の雰生え

②自然との関わり
生命尊重

⑤数望や目形 標 :説

や文字な どへの関

心 感党

Э言東l_よ る伝ズ合

p当弁J｀な感'l生 となャ現

身近な人と

気持ちが

通 し合う

ティとヽこさる環境のと,C、 ■1近なメ、

i共 1世 ィ タとび花患 ●る^

体の勘さやミ iす 七 矛な´によつ

く百者と欽:寺 うを違つてナょぅォブ

る。

人
間
関
係

保市者t伴立 ちとして、及だ

けとのや り取 C t tttブ プエ、六人

茨ク子の ベヘの開 ,心 をもつ。

●(た ちと 一緒に芸よ 1テ 女 しさをえ

じ、イエ々 な遊び先近 tフ て及だちと
'封わ ウトヽ来まる、

‐及たちと思いを十二え合っアilノ  :k手

つiク を決める中で、r・,ぅ 単なルールを
↑つ (:遊ばうとする.

自分の重見を (う と、穏手に伝スる

中で、 4日子の意見t,用 いて受 t,入 れ

6.

・友だちと|あカラる。
,lll」・■の人なた 自分の生活(f碇係の

央い人々に規しみケもつ.

環
境

L資 近な環境に親 t′ み、保 a福

=共
に生活や逆びを梁 しむ。

`埴物や生き物、主 ノじく だな どの

自
'ぺ

物 に級 rtて方ぶ ことを楽 【ノ宝)o

自然や 著ζ象 1こ親 しみ、自分か 13膀
l

r)ろ うと:す る

身の巨 りの物のf` 羅 形などに

電心をもち、教えた りをヒベオ_つ サ

る。

■活の中て物の件質や教塁、1/Fラ

電子.さ
=畷

などに麦〉いをiJつ てl埓わ

5。

身近なもの

と関わ り

慰 陛力f育つ

売る、1虫イをる 環繁 する書、こli■

は壕サよ[F名 う)か ら日 4つ ろ うと する .

身(本の記げ党 :こ
`よ

るニアJこ 証がギ!,〕Чこ

なつ な 十1Lや■生 、イ■、の 功 手 t表現

する。

重
棄

l｀ヤ肴ちの応巻的′よl、 lわ り
`こ

と、

り、電貢生 I■解 し i蜀
=▼
■な重兵

「イ十資お うと する。

絵本 や猛芝店 を楽 し r′
■ 山 一うな 三

葉を IR′ ジ逗 した り、長倣 した つし て

わ|アもく。

ヤ挙挙 し府ことや悪じ府工とを、白

分なつの
=兵

C伝えようとする。

絵本、紙乏店、お話万ひどを通 じ

て、ス トーリーや言粟のおもしうさ

こ気づく。

・ 自分の考えを伝え、4園 子の話も闘

き、 !`・ り合いをつけて淳びを発展 さ t」

る。

表
現

生,Sの中て 様 々なものつ ら`

耐赦を受 け、心ゆ くEFぐ 関わ る

こことを楽 しむ .

様々な事徐 やどi来 事を

'Lt/C、

電

倹し′たことを蔵分な
'つ

に tヽ 現 する。

様々な苦や佳、形おつ子みtlら  勤き

はどに気イ寸き は したことを表Iデtす

る。

善いた り、1■ つたりすることを楽

しみ、遊び に使 った /〕 、節 つた りす

る分

友だうとイメージを良有し、演じて

遊んだつ 台巽やタンスをしたつヴる

楽しさを味わう。

狽境構成

空全 CR迪′エス′`モースを確保 す

る。

第味寺な戦武 tノ 、ユ占潔 C衛 生的な

三iを維■ じる .

‐自襲にし,き園れる広 (ヽスペースを

足供 (ノ 供素

'き

動を支援 じる。

順ヽ恭待 ちの鮮類を浮 して、4-会1と

を角めるよう 場をす
=供

していく。

・様 々な逸ひ違異 や給木を lll意 し

郎
'末

を引∈七十Bす。

安全 ,こた った り〕とムフだ り できるス

＼ ―ス花石lt保 する。

唐サ追力を育ミぢためのコーナ ーやラ

」ック遊びのスペースを設け、自然

「 殻れる l茂会を多く取り入れる。

学 6ヽ の場 とし′てのコ ーナ ーを設

ヶ、より複雑な遊びや汚菫力に対応で

きる多機能なスペ ースを提供 する。

給画、工作 さ楽等 .倉 B造 力を力∫激

】るための道具や材料を加える。

3もび絶や縫上

`び

などの運菫ナl器具をえ

えさやる。

主な行事
【
`1層

Fi事 】 入鶴武、慣れ保奮 どどもの自 /♀ 含参力J 倶議者会 を`'秀 ‖`
′lI診

(5歳々)、 卒逐おいわい会 、お別れ t B4唾 の移こl

【岳月の行学】誕生会、身体演;定ウイーク、避難31綴 t

面和検診、七夕、防災引さた し副‖″′P aと ぃるフ丁ス (運動近びを楽 しむ会 )伝 承遊びウイーク (お 正月逆τッヽ) 飾分、ひな祭 つ、お別れ違足

社会的費任 目房と保育の一体化 異年齢保育 インクルーシブ保育 長時間にわたる保膏 賊員の資質向上

・ Iど t,の 人牽 こ十分凸£はするとともに、 人ひ と りの

べ程を f,拒 した供台を行 う。

子ど 3の l′ 人1占ξ臓をようり」年二積りとッヨンう
=こ

｀ lr、 保 :E者

′iヽ 送 島幸の年μ121淡 に努め、説明員′■を果た う。

■どⅢ主::全ェイ′l査▼や ,■ 生をL/り  にの保 岳理念や方全1

″セB胡 に

'|コ

lし 、■
''上

に_ド |かれ左gとた,る 、文う学見耳留l`を

fiや ]る .

=栄番士、調理士等、厨房スタ ッフ

と保奇者が協力 し 子 どもた らの食

旨と鳳f,のlR育を絞合けるこ:と で、
娩ll,れな食生

'も

のアk解を発くととも
に、Ωに対じる渠未 快〕心をけて
る.

・ 年缶令という1争イ員み をどえて、互↓

[良い刺激を受 tナ ながら、子ど とJた

らの成 長を促 す。

巽年昨児との賀わ つにと、つ C、 思

′ヽや りやオH手 を重飛 じる気・・Jち な

ど、イ上会社や協詞|■を育む。

・全ての子ととたらかンク様性を守■い

さ4ながら、す心して過ごせる環境

と堤候し、個々の
~―

ズに応 した支

テをそ
=う

。

今ての子どもたちが一緒に活]
し、イび合うこtと で、とュいのJ望巌と

ITを 深める。

子どもの発浮、生活リスム、心身

つ状態尋に硫慮し、適度なxT動、酔
つヽな崎 F。こ、創造ドj′さ,こ

ど
「ッ,、 学びびッ峙

巴、遊びの時間をノくランスよくJ己こ

ヴる。

子どもの履れを授け止め、霊心し

てくつろ
'デ

る環境を1に供 し、ぽ康と

盛全を売―に将えて5.

コンフライアンス委員会雪

、ヽ透明 4の高い組織運営

自己評価 tこ F~づ くi来題を踏よえ、こF

て鴫場肉容に応 した専門lt

矢J識 ‐技411の蟹行、夕十二孝寺 向

を図る



板橋保育園 2025年 (令和7年度) 年間保育計画 1篇児
国

長 浅

":

澤 田 上迫 矢 木 ′Jヽ里予

保育理念 自分の ことが夕rきな子 ども (義誰) 自分の ことができる子 ども (教 育 )

美み をふやす法 人1壁念

自然 (戸外うのンテ育

一子探「)経験 と偶然の地会い‐
令和 7年度

法人テーマ保育 目標

〔臼立心を書む 3つの大n子き】

′`らだを使うことが大コ子きな r′も
‐あえきこを1吏 うことが大投子きな子ども
‐ひとと関わることが大夕子Eこ な子ども

クラス ロ様

衛単な 邑粟や フレーズを学び 、コミュ=ケ
ーション能力が向_Lす る。

昼本的な運動技能 (歩 行、ジヤンブ、パ ランスの取 り方オごど)を召得 する

友 だち と協力 しなが ら遊びや′F活を展開 し、充実感や達成 感を昧わ う。

令和7年度
1蓋 自標

主な行事保證看支援 地域運協活動

子どもたちの自由な:兆戦左大七′Jに する保合

口 1こ 見えなし`行猜の I笙 1¬ に奇σ泰う保百

(保振吝ソ′ンク トより〕

子どもが自ら考える力を育デ, 自発1生 を導堕しながら、多I表な(函値観を入切にし 重いによ里離 し尊重し合うことをヨl巴す。

内容

(3 :きぽ〕と笠rn‐ の制限がよr,

ねらい
幼児教育において

育成すべき
資質・能力

４

月

・慣れ保育
。こどもの日

に「パイア`イと」と手を振つたり

コンニチ八 Jと撲拶 した つ tッ て関わ つ

・歌歩中に「コン三チ八どと挨拶した

り、「八イバイとと手を振つたりして

で

i夭理 dう の会認や□終ほを通して、

とt_の様子や体漏、成長過程など

若続の意欲が出て くるので 自分で

しや すい服装を矢Hら せる。

安全なT鋤の中で、一人逆びを十

自分のベース 1君咎えたり、食事

したりする。

よく渦ごサ.

楽 しむ。

俣育者のそばで安心 し てlFo｀ こ し 保

身の回 りを注潔にア」ギつ心地よ さを感

親 しみを感 じる。
１
期

５

月

保市者の鵜助を受け 右池、食事 、遜

臨  ライムツ′ン`換 1こ 心 Jといよさを慰 じる .

し し

６

月

７

月

・保 護者会

・内谷健診

・ 七タ

こ向か うん  人

半!断 力 表
(′ 、ォカ帝びなと、了どもの好き

夕子きな絵本を通 して、ゆつた り

関わることの大切さを知 らせ

危険な ことを した とき |ま 、なぜ

けヽないかを分か りやす く伝える

伝 え る 。

′i｀ を夕Bら せる。

鳥など自然の磯票をつる。

友だちと一絡に近所を取歩し、通端の

小さな生さ物を観界 して、身近

自然や地域の嗅境に対する興・末を深め

保育者 と

ら片言 で話 した りする .

歩 くこ とや 自由に保 を f望つか ,こと

保育者 とふれ合 って渉ぶ案 しさを

トイ レ Cの排泄 に慢れ自分で l,1泄

る。 3重
gEが庁岩 し、ひとりて眠

手の¬ントロールが
'Fみ

になる

tフむ。

共感を求める。

んヽや遊び方を知る。

食事、排泄等の活動を通 して身の

つの ことに関心をもつ。

安全で酒動 こノやすし

動寺を通 して、見る、 1月Чく、触れ

、嗅 く、味わ うなどの感覚の lもlき

歩行が感んになり、方向転換や回

道等、自日に探索活動をする。

にする。
８
月

受け止めてもらい 安心 しておどす。

生 :句 や戸外で十分 に翰き、す案緊澪 重力を

楽 (フ む。

l甲 百者 lt手 伝 )て も ,っ いなが ら岩琥 、

食事等 気持ちよ く生活 する苓

保百者 との「き合的な斐つ つのキ こ

採 々な感‖Aをブ＼呪 りる。

２
期

幼児期の終わりまでに

育つてほしい10の姿
９
月

月

10

月

11

々と自然そこふれあい、あlフ 場遊

園周辺の公園で遊′)、 こと で、砂場章び

ボン玉遊びなど l“ の子`1も
やζ也

と自然な交況を楽 しむ。

つ て

台で遊′l、ぅ

・ 箇利検診

`陽災引き涯 し計綴
子育 ての感と)や楽 しさを

自分 でしようとする気 !言 ちを大切

'る
ため に 子 どもが 自分 で君脱

をヨ分の思いを くすることで伝える

あるため、心の i三れを受け止

周囲の物への輿味  '笑 l心が広 ′ユ`る

家のEFの安全に1よ十分

うにイ
=え

る。

lttlで の様子を個人面談や登略国時

らす子含ての楽しさを伝える。

服ヽ 暴を知 ら t」 る

して′ヽヽく。

さを知 らせる .

1 砂 、メロ上、クレヨン等の身近

保百葛 と一緒 に線 つ返 しの言葉の

手茂い、鴨子の君脱書 、てきるこ

やつてみようと
'る

。
とんで戸

'卜

で連び、ジャンブ等全

コン トロール し、十分に体を手ll

す ,

自命の役 どころ 4こなつさり、工つ

濫れ て近ぶ .

しむ。

し、手先をイ吏つて

帰

12

自分の気持ちノハ未 す。

逆びt湿 して、人や 4勿 と関わる楽 しさ

自然物 を見た り、戦 llた つして興味を

食事、子

'「

労U、 メ.l党な r:ケ ■
~分

で し′よ う

づる気 j寺 うが碕つ。

者 と し

触ろうとしたりする。

何でも「自分で 1と 主張し、自分の

食事前後の状拶や食果の持 ら方を策]

保百者 とのでメ定 したドxド係の中 で、生

自分の思し`を言葉や態度で知らせよ

とし、近びの中のなき為を言貢にす

,ヽこつてし

やヽ希望を主張 Bる。

く。
３
期

１
月

２
月

師分

ひな祭 イ)

お別れ と部屋の移行

イ

遊び )くりと話し、思いをくみ取って言

る大tア
jさを矢aら tJる

ぇ任級 に向t,て 、今後の成 長過程を

らせ、見通 しにつなける。

子どものやりたい気持ちを大切に

、失敗七′たときにも 手こうすると

いヽよJと次の行重ウltつなげること

進守チ受lて ついて説 Bチ lす る

とを知らtす る。

う に

との交流を通 して二Ji会性
～
c百て

ェア、子ども向けイベ ン トに参

る経験を通 して、社会性や好奇 ,bを

興味をもち、同じことをしようと

る。

生活や遊びを通 して首、と 手角t

動き守に製味をもう 見たり触

Ω器に手を添え て良べる.

自分と芳[l手 それぞれに思tヽがある

とを知 り、友だちの存在を古定的

て し只

りし′てと,Jヽ す

t,生め る。

・俣 育吝に見守 られなが ら、探索活動を

,分に楽 し鷲:ゞ .

督常の

'舌

動と十よ集なる特別感 t珠わ

、ヽ季釘の変化や員長の節霞を感 じ取

ナ0圏の子どlJ導 か、のうRllikや 1美 )′とが島よ
1学者わ りをもとうこウる。

に艦れ

言兵 と物 を`対応 し、身近な言更がわ

歩行が安定し 探索活動を活発に行

、ヽ行凱範し
''Rが

拡大する。

食具を使 い意欲的 t食べる。

全身を使 ,て透び、様 々な奎力きを経

して空間認無、平戦ガき党が膏 こ).

みを感 じる

４
期

３

月

自然との問わり ,生

や図形 ,標説や

よる伝灰合 い

いと体

!生

規範意識の

感

の方生え

との関冷 り

年
度
末
の

振
り
返
り



板橋保育園 2025年 (令和7年度) 年間保育計画 2歳児
圏
長 濃,II ,幸田 上 迫 矢木 小 野

保育理念 自分の ことが夕Fきな子 ども (番護) 自分の ことが Cき る子 lレ も (教育 )

笑顔をふやす法人理念

自然 (戸外 )の保育

～手探 り経鹸 と偶然の出会い～
令和7年度
法人テーマ保膏 目標

【自立,かを育む 3つの大
'Fさ

〕
・からだを使うことが大夕子きな子とレも

あたまを使うことが大虫子きな子ども

ひととF巽 わることが大好きな子ども

クラス自標

日々の外遊びや運動遊びを通して、身体有́動かす楽しさを体験する.

着替えや トイレトレーニングを通じて、自分自身の身の回りのことを自分でしようとする.

急欲的に近びや生渚に耳kり 組む中で、考えて行動する.

令剰7年度
国目標

主な命 事地域連続保護者支援活動内容

匡ヨ発 F生 を毒菫しながら、多 l美な描′J観を大r,lJに し、 :ま しヽによ里解し専重 し台うことを目指 ヴ.

【3つυ)さ得〕  鳴「,lt

ねらい

子ともたうの自由なツど戦を大与略にする保育

目に見/=ない行為の埋自モ寄り添う保青

【保韮者アンウートより1

1子どもが自ら考える力を百み

幼児教育において

育成すべき
資質・能カ

４
月

・慣れ保育

・ 子 どもの 日
し、親 しみの気持ちをもつ。

者脱に息欲が出てくるE与鶏なの

、自分て脱ぎ落 しやすい服装を知

家庭でも笙めて、自イこにつげ

伝える

を知らせる。
け止め る。

したりする。

玩具、絵本、遊具などにlol味 をも

周 囲の l笑々な変化 に気づ く

わらべ歌や歌などに合わせてリズ

し取 りなが ら楽 tノ む
`

習1員 とし(身につく

をヽ三粟や態度 で知 らせ、遊

身の回りに様々人がいることに気づ

、徐々に友たちとの関わりをもつ、

する。
逸び、食手、ここ眠など 園の生 ,き の リ

季節の行事を楽 しむ。

と々身につける。
１
期

５
月

６

月

７

月

に向かう力・人

判断力 ,表保護言会

内科健診

七タ

小さな生き物を観察して

る 。

にえヽづす
けヽないかを分か りやす く伝える

トイレットトレーニンノノの開始

について相談し、家庭と運携

し

て進めてい く。

する。 ]猛 眠が定着 し、ひ と りで

両手、指先の コン トEユ ールが I与

な り、衣服の者脱をする

レ

どうしてという探求心が育つ

言粟や道具等 で友だちとイメージ

遊びを通し〔様々な還いや 変化

感崎 を様 々な表情で表現 しと及だ

との葛藤をそ焉してオロ手の存在を意

と し

し、一緒 に近′もヽ。

こノる

る

２
期

３
月

とヽさに1よ、保育者に援助を求めな

感 音を様 々な表 1岳で表ユ身し、友たち

する。
璽の季師の遊びを楽 tノむ

ハヽ、

して

ら目立 に向かう。

幼児期の終わ りまでに

育ってほしい10の姿９
月

月

10

月

11

面稗検診

防災引き渡 し訓1繰らせ、子脅ての楽 しさを伝え

とで、他の子どもや地域の人や

しむ.

ン トロー
'レ

し、十分 に体

tうかす。

自分の役 どころにな りきり、ご

こ遊びを楽 しむ 。

絵本や紙芝居 な どの短い話を楽

自分の 思いを言稟や態度で無 らせ

うとする。

食具の握 り方が安汗
‐

し、手を器 IE

て異後まで自
/フ

)で 倉ぺる

で

オと想像 する

３
期

月

12

自己主 l長を繰 り返 す中 C、 自分 と

う意見や 主3長があることに気づ く。

ガ びの中で試行錯誤を繰 り源

秋の自然物を用いて

どを楽しむ

まる。

物の性質に気づ く。

１

月

２

月

節分

ひな祭 り

お別れ と部屋の移動

し、失敗したときにも fこ うす

といいよJと次の4=動につなtず

ことで意欲が育つことを矢Bらせ

進 l′Rについ C説明する。

て空 間認知 、平俊Vよ覚が育

友たちの影響を受けなが ら、遊び
イ)、 言軍のやり取ヤ

!〕 が
'自

え

ことを女aり 、友だちの存在を肯

的に受け止める。
友だちと楽しさを共にじる気持

一緒 fこ遊ァも、ことを楽 し
４
期

３
月

t′む。
今節の行事や文化的

との開わ り・生

どへの宙心・感

と体

立心

規範意識の

り

る伝え合い

標識や

と表現

年
度
末
の

振
り
返
り



板橋保育回 2025年 (令和7年度) 年間保育計画 3歳児
回

長 浅,li 澤 田 上迫 矢本 ′Jヽ野

保育理念 ことが技rき な子ども (養護) 自分のことができる子ども (教育)

法人理念

令剤7年度
法人テーマ

自然 (戸外 )の保百

～手深 り経験 とF円然の 1+子 会い コ保育困標

【自立心を毒む 3つの大匁子き】

からだを使うことが大好きな了ども
・あたまを使うことが大好きな子とも

ひととF共1わ ることが大好きな子ども

クラスロ標

自分でできる喜びを吹わい、友だちと調わることを楽しむ。

自分の気持ちや主3長を玉票で表現し、オB手の主張もきこうとする。

手先の器用さが高まり、食事、排泄、着脱の自立fこ 向かう.

令刑7年度
回目標

主な4i事地域浬擦保護者支援活動内容

(Jつの心得】  a壬 閣と杢時の割は
'lよ

り銭やん`な年百

子どもえうの自:口 な挑境を大七Jに する4ミ■

日に完えない行為の蛭 lと に奇つr六 ぅ供ョ

〔侭:ミ者アシケートより]

子とちが聴ら
=え

る力をEみ 自食生をコ重しながら 多
'柴

な価I置醸を大しつにし 互いに壁湾fヽ ′奪重し合うことを目

`旨

す

ねらい
幼児教育において

育成すべき
資質 ,能力

４

月

慣′1保膏
こどもの日

の日常とは異なる環境に触れ、

目を起点 として、人と入

を大幼 ltし 、自分が住んでい

さを発見する。

、出来るまで繰 り返 し溌足

といる自びや楽 tッ さを感 じ

、三粟で伝え合 う。

経験を活ブ)｀ して、形、色、構成

、工夫を凝 らして製作 する。

け

る。
仲間

、同と家症で協力して子どもを育

ていけるようにする .

不安を租らげるために1苫 みは甲め

聞き、解決できフoよ
=)援

且'Jす る。

懇談会等で子どもの成長を伝えて

し、保義者 との信頼「文l係を築

ズムを身につけるv

進級 した競特やイヽ安 を受 け上十め 〔

らい、安心感をもつ。

友だち と身の回 りにある,レールを

、ヽ崎央通 に過ごす。

１
期

５
月

もつて生活する .

春の李師を体思 す

とし し

合い、ヤ
~定

感を

(3歳 )

(3歳)

６

月

７

月

l保護者会

・ 内引健診

・七夕

う力 人

の基礎

半J晰力・表日常 とは異なる環境 に角0れ、

医を通点 として 、入
lう を大切 にし、自分が住んでし

さを発見 する

て共感 し、保 :ヨ者 との信頼 FくЧ係

一人ひとりと情報交換を

お便 つや掲示物で様 子が

うに、′ 支心 Gきるよ う

する。

保護者
たり、

ると保育者に伝え、助けよう

る。
簡単なルールのある遊びを友だ

楽 しく遊ぶ ための

'レ

ー,レを作 り

の子 どもを受け入れ る。

るヽ

と一緒 に楽 し毘ぅ`。

藩脱 の 自立に向かう。

きまりや
'レ

ールを理解し、tlttl_ミ C

興味のある物 を調べ た り、考えた

tノ て、発見をきぶ 。

活を送る。

２
期

８

月

に必要な汚勤を山分 で行

や水遊びな と、夏ならで

楽 l′む(3歳 )

(3歳 )

幼児期の終わりまでに

育ってほしい 10の姿
９

月

月

10

月

11

とヽわ域社会 との絆を強め

近隣の高校を訪問 し

オ簑々

して、思いや

歯科 1貪診

焼災 BIき 渡 し誤練

0まいるフェス (運動遊

しむ会 )

しみ、工夫 して遊′ぅ、。

友だちの話を間 く大切 さを知

、出来事メこ順序立てて話 す。

48〒の気持ちを汲み取 ヤ)、 思い

のある言粟をかける。

知 つてもらえるよう情学長を発信

る。

進級への不安ではな く、期待 在

てるように国生活の状況を発信

る .

て、請ら しい気持ちを味わ う。

互いを認め、満足感や 達成感を L未

自ヽ信 を持 つて活動する

みスプなでひ とつの目模に向かつ

、励ま し合いなが ら取 り組み、仲

気温 に合わ せて、自ら衣類の調整

る .

ら

る 。３
期

月

12

ジし、認めてもらえているとい

外や司庭で自然 に触れ、秋を五感

じる .(3歳 )

チ 7ヽ

つ 。 (3歳 )

１

月

２

月

節分

ひな祭 り

お別れ と3卜屋の移動

せ、保護者の安心 とl_

個々の成長やlG性について、今

していることを伝

互いの思いを共信 し、女心 し

られるようにする。

属め る

り、自分の地域 に親 しみを持つ。

地域センターな どの公共の施設に

ちの作 つた作品オこ飾つてもら

、ヽ交流を深める。

はどうした らいいのか考え、気持

よいこと、感いことがあることに

き、思 いを伝え、考えながら行

する。
場l面 に応じて行動し、安全に生活

進級 に向けて期待 と自信

する。

もつ.

相手に伝わるように言粟で話

自然事象 に,(10六や関心 乞もち、

したり疑問をもったイうして観

る。
基本的な4:活翌慣が確立 し、生

に見通 しをもち、自分た

とい こ

C追め る 。

４
期

３

月

と (ご 気づき、考えてイ子季llヴ る。 (3

向 l)、 悪 さに負 けず戸外遊び を楽

tヽ しこヽ

自然 1日象 に興
'入

自然 との問オlり ,生

よる伝え合い

規範意識の

とのPぺ1わ り

様誡や

感

年
度
木
の

振
り
返
り



板橋保育園 2025年 (令和7年度)年 間保育計画 4減児
回

長 浅,II 澤 田 上 迫 矢 本 小野

法人理念 保育理念 ヨ分の ことが好 きな 子ども (蚕 護 ) 自分の ことができる子 ども (教育 )

保育目標

【F」 立心を膏む 3つの大t子 き】

からだを使うことが大媛きな子ども

あたまを侵うことが大好きな子ども
‐ひと:と問わることが大夕Fき な子ども

令莉17韓
法人テーマ

自然 (P外 )の侯言

～手探 り経験 と偶然の出会い～

令鵜 7軽
囲目標

〔3つの,に 得ヽ】  キ野ととPoqの居lF´がより蟹や
'サ

′`_保肴

了としたちの虎歯な挑班を大ヴにする伝育

日に兵えないそすんの1皇 由に寄つ添う侯r手

〔lRi員 者アンケートより】

子とも 'iヽ とらヽえる力をFみ 堂発卜を聾ユイし
'_・

)｀ ら 多様な′Ⅱイい行猛オ大を,∫ 1と し ζしЧこI里 月Tし尊重 し会うことを日す旨丁.

クラスロ標

i様々な近びの経験を通 して思考力を台む。

・ 雹【本的生活調慣が自立 し、健原な体を作 る。

・ 自己を十分に表 しなが ら、何でも自分でや つてみようとする。

ねらい 内容 活動 保詈菫者支援 地域運携 主な行事 幼児教育において

育成すべ書
資質・能力

ユ
期

4
月

佳級を喜 び、身の回 りの ことを張
'9tブ

l

って行お うとする .

進級 した期待や不安を受け止め て

ヽらい、安心感をもつ。

いろいろな遊びの 中 で十分 に体を

勧がす。

・身の回 りを洛潔 症 し、衣服の若

悦、食事、排泄な どの生活 に応安な

盾動を自分で
=チ

る。

・新しい遊びに興9スを向け、挑戦

しようとする。
・仲閣といる喜びや楽しさを感じ

「」がら、言粟で伝え合う。

・保護者一人ひ とりと情報交換を

した り、お便 りや掲示物で様子が

テ)かるように し、安′しヽできるよう

こする。

不安を租 らげるため に悩み Iよ 早

朗 こ闇き、解決できるよう援助す

る。

て

を大切 にし、自分が住 んでし

発見 する。

慣イを保育
こどもの日
七タ

DttB識及 び技能の曇碇

D患考力 ,判断力・表

l見力等の基埒

Э学びに向かうん ,人

F日弓‖ま等

5
月

2
期

6
月

霞己径発揮し、反たらと協調したり、
一緒に創り上げたりして、

'こ

成感を味

わう。

,きまりやルールを理解し、健康で

受全な生活を送る。

興昧のあることに1も り]螢 く取り組
お.

まヽわ つの人ア)｀困 つているのを見

つtす ると保育者 に伝え、ウもけよう

する。

簡́単なル ーリレのある逆 びを友だ

うや保 鳶者 と一緒 に奥 t/む。

・楽 しく近ぶためのリレーリ♭を作 り

千下の子 どもを受け入れる。

・器談会や保育参カロ等で年間の保

弯、教育方ξ十を明確 に伝え、回 と

医庭 C協力 して子 どもを書ててい

,す るよ うに する。

を開き

保膏参力儀

保護者会

内科梃診

7
月

8
月

3
期

9
月

・人の言票や語などをよ く間き、自分

の経験 したことや考えたことを話 し、

伝え合 う言びを妹わ う。
・感 したことや考えたこ1とを自分な り

こ表現 にッて楽 しむ。

みんなでひ とつの目標 に向かつ

て、励 ま し合いながら取 l〔)組み、伸

簡意岳儀が高 まる。

危険な場所 、危険な遊び方、災害

時な どのイ
=動

の仕方が分か り、賓全

に気を付 けて行動 するで

自然 に触れて生活 し その大き

さ、美 しさ、不思議さな どに気イJ

く。

・ 目然 1刀 や釈材寺の lξt々 な素パ′丁に

現しみ、
「

夫 して速ぶ。

・友だちの話を聞 く大切さを知

9、 出来事を過去、未来 について

こす ことができる。

・相手の気持ちを波み取 り、思い

ド'り のある圭冥をかける。

行事の意味や効果、日媚を t卜 し

く矢aつ てもらえるよう情報を発l_

する。
・様 々な活動を通 して成長 してい

る姿を知 らせ、保麗者の安心 とア_
碩を高め る。

と保護者、生徒の関係を筆く。 歯稗検診

防災こ1き渡 し訓を赤h

すまいるフエス (運動遊

しむ会 )

幼児期の終わりまでに

育ってほしい 10の姿

ひ健原な心と休

Э自立心

9協同性

③道徳雌・規範意三↓の
雰生え

0社会生活との関わり

◎思考力の芽生え

②自然との問わり・笠
命尊重

魯
撃憲ど民孫占愚藩選

,巨

暴ほ雹こ[皇邑い

10

月

11
月

12

局

4
期

1

月

・身近 な環境 lt tttプみ、自然 と搬κl合

う中で ,■ 々な宇象イこ興味や関′bを も

つ 。

冥年舗の関わ りを通 じて、小さい子

こ思いや りのある間わ りを する。

自分の経験を通 して自分の言葉 G伝
民る。

・
='長

石∈ふつし,な 力` う、
~おに逆小

こはどうし,こ らいいのか考え、気学t

ちを調昇する。
・よいこと、悪いことがあることに

気づき、思いを伝え、考えながら行

動する。

場ヽ面 に応 して行 動 し、安全 に生活

する中で、進級 に向けて期待 と自信

ともつ 4

・ したいこと、しては しもヽこと

を、相手にアrわ るようltこ 票で話

す。

自
'′

＼争象l[製 味や関心をも う、

惑動 した り疑問をもつた りして観

察する。
・で う組の卒困準偏 を してい る様

子を見て、怪れを抱 く。

個 々の成長や個嘗について、今

l登の課題や期待 していることを伝

え、百いの思いを共有 し、安 ,さ し

て進級を迎えられるようにする。

なヽ どのボ ランテ ィア活動 に参加

地よ。ギx社会に貢言l大 す る経験を通 し

自分の役 FIや脅任感を学ソもヽ.

師分

ひな祭 r,

お別れ と部屋の移 動
2
月

3
月

振年
り度
返末
りの



板橋保育回 2025年 (令和 7年度) 年間保育計画 5歳児
園
長 濃川 澤 田 上迫 矢 木 小 野

保青理念 申分の ことが好 きな子 ども (善護 , 違分の ことができる了 ども (教 育 )

笑服をふや す法人理念

自然 (戸外 )の保育

～手探 り経験 と偶然の 1吐

J会 しヽ～
令 1ヽ7年度
法人テーマ保育目標

〔自立心を育む 3つの大好 き】

か らだを使 うことが大

'子

さな子ども
,あ たまを使 うことが大好きな子ども
,ひ とと聞わ ることが大好 きな子 ども

クラス ロ標

・友だうと楽しく活壷_1する申で、共通の目的を徊丼だし、試行鈷誤したり協力したりして達成感を味わう。

,自主、自立及び協調の態度を嚢 い、社会性 や迫徳性の雰生えを培 う。

・探索活動を通 して間 く、見る、触れるなどの経験を し、興味や好奇心をもつ。

目 (ご 見えな い4=為 の理由に寄 り添 う保育

【保歴者アンケ ー トよ り] 子 ど
=サ

が自ら考える力を百み、 白発‖生を尊重 しなが ら、多様な l丁値観を大靭

に し、互いに
'里

解 し尊垂 し合 うことを目指す。

子 ′'も たちの 自由な挑戦を大士テlに する保 育

令和7年度
囲目標

主な1,事保護者支援 雌 携活動内容ねらい
幼児教育において

育成すべき
資質 ,能力

４

月

・t賞れ保育
。こどもの日

1也域資源を活用することで、

日常 とは異なる環境 に角寃れ、

囲を ll己 点 として 、人 と人

を大 tァDlこ し、自分が住ん でし

さを発 見 する 。

た り、お19り や掲示物で様子が

るように こッ、安心できるよう

9る。
不安をイBら げるために悩みIま早

間き、解決 できるよう援助す

出来る嵌で繰 l脅 返 し滴足

る。
仲FD身 といる言びや楽 tグ とを感じ

がら、言粟で伝え合う。

経験を活かして、形、と、構成

、こ夫を凝らして製作する。

ズムを身につける。

造級 した期待や不安を受 tヴ 止め 〔

らい、安心感をも つ。

友だち と身の回 りにある,レ ール を

し合い、快適 に過圧す。
５

月

こノし

る。 (5歳 )

１
期

６

月

７

月

イ只奇参加

保護者会

内科健診

七タ

半JLムF力 ,表

う力  人

し、店員や消防士え)｀ ら

いた て)、 働 (1見場を見た りして

々の lこうき方に触れることで

ると保育者に伝え、助 けよう

楽 しく遊ぶためのル ールを作 り

子どもを受け入れる。

て しまわ 19

囲と家庭で協力して子江も

ていけるようにする。
悲談会 ■′保育参 l,日 等で子どもの

えて共 lq_す し、保護者 との

く

既_l吹のある物 を調べた り、考えた

して、発見を重ふ。

身のと。」りを汚潔 にし、な服の岩

食事、排泄な どの生活 に必要な

19 で

を送る

自分でつる。

８

月

(S崩 )

し

２
期

幼児期の終わりまでに

育つてほしい10の姿
９

月

月

10

帰

11

面科検 診

防災引き漉 し訓繰

すまいるフェス

保護者会

しむ会 )

キングの買い出しを通してl勤いてし

防災の 日を矢[る ため に泊

火事の体験をする。

て知る
欠Bっ てもらえるよう情報を発信

る。

進級への不安で (よな く、期待を

てるよ うに回生活の状況を発l_

る。

様 々な活動を通 して成長 してい

らせ、保護者の安心 と信

高める。

て、論らこ′い気持ちを
'火
わう。

互いを認め、活足感や達成感をl、

自ヽ信を持 つて遁動する。

みんなでひ とつの目標 に向かっ

、馬力ま し合いなが ら取 r,組み、仲

ま る

友だちの話を間 く大モジlさを知

、咄来事を順序立てて話す。

相手の気 ,寺ちを汲み取 り、思い

りのある言葉をかける。

1こ

I夫をッて遊ぶ 。

３
期

月

12

、ヽ協力 し c成 し遂げる。

(5脱 )

１

局

２

月

なヽどのボ ランテ イア活動 に参加

地域社会 に貢 ,ル(する経験を通 し

自分の役目Jや 貢任感を学ぶ。

5歳児 (ま小学校を訪『o号 し、教量、図

体育 ag等を見学 して、′J

ら し期待を高める。

ことで

節分

ひな祭 り

お別れ通 足 (5歳児 )

卒国おいわい会

お別れ ときB屋の移動

お日手に伝わるように言票で話

自然事象に興味や関心をもち
イ凝 湖をもつた ′つしノて観

な生活翌償が確立 し、生

に見通 しをもち、自分 た

しいこと

し た

する。
理本的

てヽ詳細 に発信する

個 々の成長やイ固性 について、今

課題や期待 し ていること存́伝

互いの思いを共有 し、夏心 し

られるよう1と する。

は どう した らい いの か考 え 、気持

を調整 す る 。

よい こ と、悪 い ことが あ る こ とに

思いを伝え、考えなチユ`ら行

場面に応 と′てイ〒動 し、安全 に生活

る中で、就学に向けて期待 と自信

つ .

け

する
４
期

３

月

姦び ;忌め合 う。 (5歳 )

し

や図形 標識や

室稟 lし よる伝え合い

自立′い

規範意識の

感

との関わ り

の雰生え

り 。生

年
度
末
の

振
り
返
り



板橋保育園 2025年 (令和7年度) 食育計画
同

長 湊川 澤 田 上 迫 矢ホ ′」ヽ豊予

年齢別
年間目標

0歳児
・子 どもの成長や渦足感 、宣心感を種見零 しながら

,14乳 食を調挙する。

保護者 と運挑 をもち、授▼しや
3歳児

代表々な入 と一緒 に食べる楽 しさを味わい、マ ナーを守つて食夢をする。

良材の色や影、良感の違いを楽 しむ

1歳児 ・保育者や去デだち と楽 しい雰囲気の中で、自分で食べ ようとする忌欲を高める。 4歳児
・友だち と一緒 に0ぺる薬 しさを 9未わしヽ、登情や思いや りを百てる。

.楽 しく食事しながら、食事のマナーを身につける。

2歳児
宅lヨを感じるリズムある生活を送り 昇近な人と一緒に食べ る楽 しさを切大わ

5歳児
自分の |卜に必要な職員の種類や働きを知 り (ラ ンスを考えて農事を と る

健康 | こ過ごして し く ための食聖慢や生活態度を身につ▼ナ 集団生う百でのリレー )♭を守 る 。

前年度からの

申し送り事項

期 1朗 (4～ 5月 ) 2'S(6～ 8月 ) 3期 (9～ 12月 ) 4期 (1～ 3月 ) 食育 .行事食 評価 .反省

０
歳

ねらい

・安′■
‐

tノ た人商関係やゆったりと t′た環境の中

●、三ルクを飲み 心 1コ よい生活を送る。

凍育国の食事ば期待して、意欲 B91こ 食べようと

,る 。

当ごたえのある良材に損れ 噛むことを身につ

すこいく。

し t

会話を楽 しみなが ら倉べ る。

リクエス

日本の
'い

主▼れ理
世界の終1里

おにどり作つ
こうもろこ

こどものB
クリシど―スのさ

ひ しさの戻

そら豆のてとやむき

出汁の味生しベ

七ダ

氷シロツプ作り

ク ッキ ー作 り

収種 した

たクッキンク
夏祭 り

お好み焼き

すいか割 り

お月見

米ねテぎ体験

手痛 り

焼 き手

スィートポテ

けやの森遠足カ

ノヽ四ウイラ

クリスマス

観餅作 り

収穫した冬紗ェじ予采
ったクツキンノジ

七軍がゆ

師分

チ J⊃ レー ト作 り

ひな祭 り

卒園 リクエス トメ

活動内
~合

・空腹感を感じ 夕″つたりとした環境の中で 安

こした姿努でミツレクを歓む。

・↑く膏園の食事に期待 し,て 手づかみで言欲鈴に

食べる。

スプーンやフオークを1史 い こばしながらも一

人で食/＼てkう とする。

おしヽしいねJと
様々な食材を昧わう

１
歳

ねらい

いろいろな
'末

や良感を矢Eつ 、保百劇の良挙に噴

■る4

安定した生活リズムで、体を十分にこllか して空
庖感を感 し、工ぼ しなが らも 一人で食べ る。

食事にド井lわる誼葉が1留え 、保育彗や友たちに言

重恋伝ヌ、楽しい劣囲気の中で食べ る。 して、とんで食べようとおる

活動内容
'お

しヽしいね | |モクモオ′」 とカミカミJ等の言

騒を丹`り (も らい、良半のおいしさを感しる。

【うと々 の体調等に応ぜ.て 食べる累を調飾 してもら

′ヽ、自分のタイミンつ楽しく食べる。

‐味や0材の呼みを受けすめ Cも らいながら

装々な食材に慢れる。

オ ー

２
歳

オaらい

・某 しい琴罰気の中て 疫 症ちや保甫者友た
'サ

や

黒台者と一イきに食事を することを楽 (ッ む 。

・ 4手々な食材 にl_l吹をもち、楽 しんで良べ る。 黛臭に興味をもち、使 い力を覚え、意欲的 に食

ぺる ,

も

活動内容

器の下 tノ し■孝ちんを教えてもらい、スフーンや

フォ ークを正Fし くfきち、器を持ち Lげ て食べ る。

コ唐々に合わせた食事の耳で、完食てきた満足感

lb畜〔,｀を足,ι じる。

年子菜の観察や栽1きを通して、食′1ウすばru味や間′心
′′もつ。

と、

つける。

３

歳

ねらもヽ

食ヽ生活 に必翌な基本 a与 な留1胃やマナーケイ矢コつ

笠だちと ―紀 に食べ る楽 tフ さを味わ う。

食羽の名前を知 り、栽よき、収争ヨ、調
'撃 'き

堂力を乗

yむ 。

r、
>に

'ァ

弓する活動の中で、自分でできることを増
Pす。

活動内容

■としい姿勢で0べることや0_日 の正 しい便 い方

を覚える。

絵本や名前当てゲーム等 楽 しく参カロする中

で、様々な食材に規しむ .

・食事の準柄からHイ寸けまでの流れの中で、自分

て:で きることに意欲的に取 り組む .

いることを

ラストやお話など通して学,心 。ヽ

４
歳

ねらい

・毎 Bの給食、飼奇活畳力、栽培 ′舌動′午∈通 して、身

正な庁子在 に競 しみ 、全 (の命を大助に する心をも

栽よgや 収種琴を通 生ノて、こ→然の憲みや動 くこと

の大切 さを女Bる 。

三色食品群の分類を知る。

食事 と起動の機係 を欠目ri、 意欲欝 に示勤 Bる。

調埋活こ角に関心を■じつ。 る

活動内容

身近な勤 4こ物 に竣れ て共感 し、命 を百む自然に

憲謝の気 1予ちをもち、自ら園オ:)ろ うと する。

三色食品群を追 して、食事の役
=」

や栄養八 ラン

スのよ l′ 食`事のことを考え る。

よ く食べて運動 することが丈夫で螢しヽ体を作る

ことを矢Eり 、意識 して行動する。

行事食の出来を知 lつ 味わ う。

５
歳

ねらい

正 t′い手洗い、正しい箸の持ち方等、食生′舌I正

ど菱な軍本的な習 受を身につける。

食 とll宰 原の関係性を知 り、栄番プ(ラ ンスを考

え 残食望を慧 :能するようになる .

調理をする人 (厨房轍員)と調理をすることそこ

興味をもち、感謝の気;寺ちをもつ。 ら、小学校への好待をもつ .

活動内容

手洗くヽ、うが いなと 雪ら衛生 に気をつけ、準

馬から片付けま Cの 一l■
iの

流れを及 だちと協力 し

て進める。

当番活動を通 し て、自分た ちで好 ま しい食事の

F囲気を者えて 楽 しく食べ る上夫をする。

厨ヽ房内を見学して、俗食を作つてくれる人 t・ の

菟流を浜め、言欲的に調埋活動に参加する。

リクエス
卜献立として、三色良品電子を意識 したメ

=ュ
ーを

る 。

ノフレルギー対応

・厚生労働省「ア_フブレ辛―ブDイ トラインJ あゆみの会「すまいるガイドライン1警を通守する.

,8々 の フ́レツ♭ヰ ーの状況を生 ,も 管理指導表、医師の指示冬、な査結果等を t,とで
「

4B握 し 除去食や代番ア食を提供する

。家「,そ と連筑 し、i呉記、誤食等の予眺を徹Eし、安心  安全な給金を提供 する。

〔アレルギー児の次年度への中し送り'留意点】

含物アレルギーをを
=】

つ子どす)'J｀ 人同する燦は、随時適tアlに対応する



板橋保育園 令和7年度 年間安全計画

0安全点検

(1)施設・設備・園外媒境 (散歩コースや緊急避難先等)の安全点検

(2)マニュアルの策定 ,共有

◎児童・保護者に対する安全指導等

(1)児童への安全掲導 (保育所の生活における安全、災審や事故発生時の対応、交通夜金等 )

1日更新

,壷 ,II 浮 田 上迫 矢木 ′Jヽ里予

野
爺
点
検
箇
所

月

・散堺マこュアルの確認

・改歩コースの点検

敗歩先の公国の点検 (コ 定

睦貝含む )

坊火 設 T「 、セ 司ム点検

10月

・保百耳 内の環 境整偏 (d:

代園、家具 、床 、窓等 )

ィ家具等の転 tI、 憑下防 止

つ確 ε思

避計終路 (防 火設備 )

4月

災吾 町易F偏持 ち出 し品の

I密 三思

1呵月

・散蓼マニ ュ/ルのⅢ饉認

散歩 ¬―スの点検

散歩先の公国の点検

(固 定遊只含む )

散歩車の点検

・熱中娃対策

5月

・保育
=内

環続整偏 (出 人

コ、家具、床、窓等 )

・水迫皆の凍結防止対策

12月

,年齢 に合 つたと凡具の魚校

(大き 遣r.年齢 )

水近びのマ
=ュ

アルの確
:忍(水遊び中の目哉曇配耐著)

防火設備、セ
=〕

ム点検

6月

薗合全体 てエフア
=ヨ

ン点

険、客気清浄機、回フト

司定遊具、出入口、家異

未、窓、非常階段等)

1月

年齢 に合 った坑長の点梗

(大 きさ ,年 齢 )

水逆ひ中の国庭 の点検

ア月

・防災倉庫整理、防災偏吊
ク)石 gi思 (数 甲、消費期μF、

寺)

2月

コ

空気汚浄機、ロフト、

出入口、家具 、

窓、井常階段等)

8月

(勝ど入日、家具、床、窓、

3月

台風対策

・防災倉扇 整理 、防災ケ膊品

7)確認 (数F、 消雷期 限等

痛語の確 烹 )

9月

亜パス送迎マニュアル

コ熱中症・予防対応マニュアル

璽感染症対応マニュアル (予防・嘔吐処I里 )

夕ヽ1応マニュアル

放急妻語マニュアル

コケカ発生マニュアル

盟不審者対応マニエアル

]盗難・空き巣対応マニュアル

団園児捜素マニュアル

⊃水逝びマニュアル

ヨ凶外活動マ三社アル

⊃誤欲 ・誤噸マニユアル

アレルギー・アナフラキシー対応マニュアル

事故防止マニュアル

日SIDS・ SU DI予防年睡見守リマニュアル

劃災害時マニユアル

分野

令′T日 3年 4月  1日

2022年 7月  1国

2021年  1月  10日

2022年  9月  1日

2021年  10月  1口

2022年  5月  1口

2024年 3「1 1国

2021年  2月  1日

2020年  11月  4園

2015年 4月  1出

2022年  +0月  1旧

2021乍  2月  1日

2022年  11月  1園

202H年  3月  1日

,029年  10月  21口

2021年
2020年

11月

11月

1日 仙

“

屋)

1日 (火災)

策定時期

肺覧用フアイル2025年  3月  1日 各保育室 掲ホ 1事琴ヵ宝所

ファイル ,各保育室 す
『

っ示 :事務所2025年 3月  1囲

2025年  3月  1日 ファイル 1各保育室 掲示 1事務所

2025年 3月  1日  陣覧用フTイル :各保育室 掲示 I事務所

肺覧用フアイブ́|温025年  3月  1国 各保育室 掲示 :事務所

隣黄潟ファイル各保育窒 掲示 I事務所20'5↑  3戸]4日
胸封甲2025年  3月  1口 ファイル 1各保育室 掲示 1事務所

2023年 3月  1国   静覧用フアイル :各保育室 掲示 ,事務所

肺覧用ファイル t各保育室 掲示 :事務所2025年 3月  1回

2025年 3月  1日   lF鬼日覧用フアイル :各保育宰 掲示 事務所

肺覧用フアイル|

各保育室 掲示 1事務所2025年 B海  1□

卜,れ覧用 ファイル :各保育室 掲示 1事務所2024年 3月  1日

2024年 3月  1国  陣覧用フTイル :各保育室 掲/「、:事務所

2024年 3月  1函 脂覧用ファイツレi各イ呆育窒 掲示 1事務Pナ

‐
2024年 ]月  1日 隣覧用 フアイル :各保育室 掲示 :事務所

卜朋
2024年 3月  1日
2024年 3月  1回

ファイル 1各保育室 すを,示 :事務所

見直し (再点検)予定時期
|

掲示・管理場所

3歳以上児

手じ皇・

1歳以上

3歳未満児

・逆具沖び (ロ フト)や歌′″=埒の夢叡
lメi止

,安全にn工すための生,こ や止びのル
ール 遊具の遊び万
囚ったこきの対応の仕方

・安全な登障回の仕方
,予身□される様々な災riギツ亭故を想定

したJ▼封J‖浜

下遊良遊び (ロ フト)や散歩時の事故

労止
・安全に過ご0ための生活や遊びのル
ール、産奥の辻び方

予想さ′イとる様々な災冨や

“

故を想定

した迎買比1‖ 練

4～ 6月

・をい日の過ごし万を知る

水分榊給をこまめにし、界中症予lナ

とする
./ヽ 唇者対応の仕んを女Eる

パス乗草のルールを知る
・予想される様々な災 _こ や事故を忠定

した巡難訓襟

愛の健農的な泣伽 、安全な行勤の

上方.

水分補給をこまめにし、熱中庄予防

とする
。水遊び Cの事故防止指導
,予想される様々な災書や事故を想驚

した避蕪訓候

7‐ 9月

感染圧ヌこ策指導 (手洗い・うがい,

・様々なゆ具の安全な使い方を知る
・交通安全指導 (牧 堺日1)

広域避難場所への避難訓練

手想される様々な災春や事故を想足

した避長年訓憮

感染庁対策指導 (手洗い・うがい)

.予想される様々な災害や事故を想定

した避妄怪訓練

10～ 12月

方
年長児 ・ 小Υ校との運扶拓響

予想され6kl々 な災害や事故を想定

漫撃訓糠

,冬の捜最的な遊び方・安全な行二
'lの佐方

・予想さ/1る様々な災吾やE卜故オど想定

した避難ヨ‖線

1～ 3月



,問 を開けたら必ず閉める
・駐ヨ場内での安全な対花.に ついて

すまい香力… ドの挑澪
登陸圏Bこ (よ子どもと手をつなく

・」ドモンによる登l青囲チェックと家庭の

朦子の記入

安全な衣服について
・アレルギー除ムの壽類提出

`与兵が必要な子への対応、霧類提出

ロフトのイ更い万について
,安全計画および安全に関する取イユの内容

についてヨトモンで発信する

国″―よりを活用し、取り組み内容の周知

をする
。消F力需と道〕えし総合防災訓1練を4」 う

4-6月

クラス懇談会 消防署と運携し総合防災訓練を行う

保 護者 に感染症対策 について位、え、国で

ときは舟示やコ ドモンなどで

る

10-12月 1,3月
7‐9月

(2)保護者への説明・共有

③訓練・研修

(1)訓練のテーくと'耳又組 (全員参カロ)

〉‐1「造難〕‖練今」 言隻偏運営基準弟 6条第 2填の規定に基づき懸月 1回以上冥施する避難及び消化に対どる訓練

※2「 その他」 「避テ信訂練等 l峡タトの 119香通報、数急対応 (心肺蘇件法、気道内異物除去、AED・ Iピベンの使用等) 不g者対応、送出 (スにおける見落とし防止等

(2)H説員への研修・講習 (国内実施)

(3)行政等が実施する訓繰・謂雷スケジユー)レ

※所属する自治体・P矢弓係団体等が実施する各種訓線・講習スケジユールについて参カロロ途にかかわらずメモする

0再発防止策の徹底 (ヒヤリ・八ッ ト事例の収集・分析及び対策とその共有の方法等)

挺笙英性

訓練等

※ 1

その他
※ 2

月

避難

訓線等

※ 1

その他
※ 2

月

謀染圧重延防止研修 (唯□五

過]里 ・消毒雪 )

咆震・火災 (総合 l万災副‖
1東 )

通革R3‖許戻
与|き 取り訓練

消火訓練 (毎 周丈施)

10月

お改歩訓綴(毎月冥テl色 )

也晨 ‐火災
B4難訓練の意]末や方法をλE

らせる
。消吹訓績 (旬月実施)

4月

下晉 者対応 lll練 (外部侵 入

旨対応 )

也屋 ・火災 (時間設 足な

し)

大規模災需翻練(BCPl

防災偏 品の確 認

・消火訓練

1ヽ月

也震 ,火災

県育士の声推十けで動き避勲
・消火〕‖練

5月

火災 (BjP口司設妊
~な

し )

消火訓練

12月

b肺葡ス生法嵩調 (AEDイ費用

ら法含む)受酪

也雇 ・火災 船 合 ,力災訓

策)

通報 訓線
・ l方災備品の確 認

・消火訓練

6月

地震  火災 〔時 間設定な

し)

・ 1肖 火訓根

1月

不唇者対応 訓線

也震 ・火災

災害

・消火ヨ‖ヤl東

7月

火災 (B寺 間讃足な し,

消火』‖繰

2月

火災
夕方保育中の避難

消火訓線

8月

硼霞・ 火災 〔コ醐 駿層 感

し )

・消火馴練

3月

今風 `竜巷 ほよる破吾

睡明け

消火訓練

9月

・救命救急講習
。人数 の点呼確 認ヨ‖繰

・通同用パスでの見落 と し防止

・散歩マニ ュアル の確認

・割DS防止 l転 つ (,ヽ て

・誤飲 ・誤
'魚

について

・ ア レルギ ー・既往歴の確 認

4～6月
不昏名対応 に関わ る研十ら

水遊びの際の安全 について

毒のあるオご物・生 き初 (蜂・毛 r息
)

熱中症指
井
故言1測

BCP(事 業継続計画 )についての同知

7″9月
市 染荘憂廷防止研修 ('S吐 処I里 につい

て)

インフルエンザ対応
・ヨDS防止について (強化月間)

10″ 12月
・ェビベンの使用に開わる研修
・次年度の安全岳十画を確定させる
。マニュアルの見直し

1… 3月

不零著対応訓練 (川越聟祭暑にイ4衣頼)

オンライン研修 (キ ヤリアアツプ研修帯)の受話

・事故報告書に基づく、事故防 1「 対策の検こ」、同知

・毎月開催の石誕安全委員会にておよび対策の実施 (姉妹囲問て実施されているか、幹認する)

ツ

』

由治会との津携、谷同の盪郎耐‖額、
'′

イ
,犯訓練 (冥施できる場合 )

Oそ の他の安全確保に向,)た取組 (地域イ主民や地域の関係者と連携した取イH、 査降園管理システムを活用した安全管理等 )



板橋保育園 2025年 (令和7年度)保 健計画
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田 上 迫 矢 木 ′」ヽ里予

年間目保 子と:と たちの ll望「

'オ

→ り、隻今 【女 ,「 ♪な1黒台環境 を桜依 する。 llⅢ l〒 的な生活ヨ1員を身に_つ tサ さt: 疾 ytti予〕うと体力向上を目 る。

健康管理

lf

|こ 対ナし
~す

々の l,(_至 原状 fまを牲姪

tフ 通切な州lし を行オと発見確跡し子 もど 発を状況を1]握,こ ちの 成 と、し 、に よ
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」び後 ti、

保台卒や

さつ t, るす〉イこ防の

'F

′J′↑声チi予文り`こ うR寺 lalををヽ行 [すtッTヽ′f半 註
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衛生管理
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リ

(こ 夕u

わえ を氏
'1ヽ

ト る 。t'つ ぜさt′ tうを∴姜 なα習1貴を十ゼ農的 身 1ご季の楽
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子としの研帝rl'(ib塚 .ヽ歴 tST=(ッ  II I
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=隻
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前
年
度
の
申
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送
り
事
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保
健
活
動
の
目
的

安全対策
1とァiや火災な´の l'i楽 ‖敷を毎月行い 緊急時に透切な考j動

チlfIのれ埋や設桁の点検を行い、危険瞳所がないか確iよ フ、
がとれるようにする。

子(=もたちがす今に過こtとる環境を維持 ,る。

評価 `反省轡員周知 保健だより家庭との連携子 どもへの働きかけ・保健 1了事月 ねらい

圏ですジf='き

|う望に
=)い

く (1ヽ
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“
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４

月
/、 を拌ス ^1そ の生】壬に

'■
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3
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月
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の

'■
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月
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'■

歳喚建
御 Ⅲ数 r● → へ ;ヵ¢ ホ

I IIシ ンアの モ８

月
,チ 分な′jヽ 3め i4と りなか らと「1コ

独急の三

生活リスム

|゛楽席
主手 万還 さ辰/1への注ゼ・ド起

】三扶 ;

ブ′:三 カしな(ヽために,

,イ▲潔lt
卜j吝巌,(1'台麦11全とJ・'■ )

９

月

=′
、

J日

'『

器点 f父
‐整

“

i

冬のパ黎 (下 惑の名岳 |

予協 ,ヨ 1■E本
“

央 インフ
'レ

1
と迎 慣ユ
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月

世パ〒れい デ
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flい ||こ
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科のかみ′rD ■目炎

そヽ耐!

A癬促 ;う の|ヽ 栞 泊森の素,AJ:与 体判
=

1 1亥 Iチ タツ
'十「

月

ラと, ■えな体tつ くヽ

冬の「口単梁石 予防
サiめ 1「 ど

Ⅲキ‐２

月

ン グル■ンサ■

女大な体を作 る

イ,レ ス I

l!診 (体占不晨の早期尭デ )

穀診 く′i

年業ザ況のIBfE ‖,示

'=“不
～
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板橋保育園 2025年 (令和7年度) 自衛消防訓練計画
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板橋保育国

2025年 (令和7年度) 散歩訓練年間計画
圏

長 浅 川 澤 田 上迫 矢木 ′Jヽ野

・毎月 23日乞 「散歩の日」として、緊急時の訓練を行 う。(夭ll兵 書を考慮 し、(28日 前後に行う)

・散歩マツプ(冊子)に ある、緊急時対応マニュアルに沿って、動きを確認する。

・散歩マップは、随時更新されるものなので、気づいたことはその都度記録し、定期的に改定していく。

3月

2月

1月

12月

11月

10月

9月

8月

フ月

6月

5月

4月

月

対象
クラス

弓率職員の急病

不ヽ吾者

子どもの病気

(救急要請必要)

ff方不明

常女歩先で)

不審者

子どもが動けない

(散歩先の途中で)

暑さ指数が高くなることを考慮して実施を見合わせる

子どものけが

子どもが動けない

(散歩先で)

天候急変

ねらい

華・うさぎ

・保育者が 1名不足 となる事

きが発生 し、園への応援要

;商

・子どもたちを集めて不蕃

者ん`ら違ざける

救急要請の確認

園への連絡確認

園への連絡確認

事務所の対応確認

,子 どもたちを集めて不吾

者から違ざける

園への連絡確認

票務所の対応確認

・園への連絡確認
・事務所の対応確認

・園への連絡確認
・事務所の対応確認

・避難先の確認
・夢務所の対応ね笛忍

確認事項

引率職員の急病

行方ラト明

(散歩の途中で ,

不審者

子どもの病気

(救急要請必豊 )

子どもが動けない

お貨歩先で)

不審者

天候急変

子どものけが

(救急要請無 )

下審者

ねらい

ぱんだ 。きりん・ぞう

・保育者がη名不足 となる事

韻が発生 し、園への応援要

i南

・飼への連絡確認
,票務所の対応確認

・合蓋菓で集まる。

(49番 )

・事務所の対応確認

救急要請の確認

園への連絡確認

・園への連絡確認
。事務所の対応確認

合言粟で集まる。

(49番 )

避難先の確認

事務所の対応確認

園への連絡確認

事務所の対応確認

合言葉で集まる。

(49番 )

事務所の対応確認

確認事項



となりのすまいる保育園 2025年 (令和7年度) 全体的な計画

法人理2 珀頻をふや す 保育理念 とが好きなこども (嶺 護) 自分のことができるこども (事実育 )

幼児教育
において

育成すぺき
買策・能カ保育目標

〔自立心を膏も`3つの大好き

'
すからにを使うことが大夕子きな子
,あたまを使うことナ,｀ 大複子きな子
・ひとと関わることが大,子きな子

令和7年度

法人テーマ
解 (戸外)の保育

令瓢17年度

回目彎戻

・時湖と空楢

'の

解l'Rナこょりゆるや力Чこする保百

,子ともの挑暇を大切にする保脅
1子 どもの目に見ラ【ない、行為の理〔l]に寄り

'よ

う保百

・子どもの欲求を受け止め、自己発!“能力を蚕う保百

・探求しな力!ら 、ひとりひとりのlu性が生かされる保百

年齢別目標

0爺児 ,心地よい生活の中で、よく食べ (欽み )、 よく眠 り、よく遊ぶ。 3歳児 自分でできる喜びを味わい、友だちと岡わることを楽 しむ.

1)女 巳譴及び技能の昼

延

∋思考力 判断カ

表現力等の基礎

D学びに向かうカ

人間'性審

1歳児 探索活動を進 して闘 く、見る、角虫れるなどの経験をし、lRl味や夕子奇心をもつ。 4歳児 g欲的に遊びや生活に取 り組む中で、考えて行動する

2歳児 自己を十分に表 しながら、伺でも自分でやつてみようとする。 5歳月 友たち とl協力しながら遊びや生活を展開し、充実感や達成感を味わう

保育の内容 0歳児 1脱児 2脱児 3戒児 4歳児 S歳児

番

生命の保持

.健康や安全に配臓し、一人ひとり

つ生活リズムを大切にし、生理的欲

求を十分に満たす。

食 a欠やす

'F泄

、 lttE民などの適切な
'手

l月 を確保 し、 ll▼原的な生′吾が送れる

ようにする。

l越原て安心できる環境の中で、壱

嗅的に生活や遊び
',(継

続できるよう

こする。

,自 分でしようとする気持ちを大切

こし、基本的生活習慣が身につ くよ

う見守る。

.健康で安全な生活に必要な留慢に

l,i心 を持ち、自ら行えるよう援日′打す

る。

,生活圏lHオご身につけ、運動班びIご意

よ的に取り組み、休力の向上を図る。

情糟の安定

,一人ひと

し、保育者

く。

りとの関わりを大切に
との愛塙や信頼関係を築

自分の 思いをしぐさや言葉で表す

匡てかを感 じられるようにする。

自己主3長を丁早に受け止め、保宦

旨が仲立ちとなり、友だちとのB9花

りを広げる。

自分なりの言票で表現して、友だ

らと遊ぶ楽しさを感しられるように

していく。

主体崎な活動を通 して自発性を高

ら、自信が持てるようにelき かけ

る。

.自 分の力を発揮し、社会生活に必要

d力 を身につけてイ子動できるようにす

&。

幼児期の
終わりまでに
育つてほしい

10の姿

と休

との関わ り

標 1殺

感覚

伝え台

叡
百

健や力Чこ

伸び伸びと

言つ

身体感覚が育ち、 l央 過な嘆境に心

也よさをはじる。

食事、E重眠害の生活リズムの感覚

心`房生える。

健
康

身の回 りのことに興味を持

ち、十分に体をとザJか して体幹が

'とい、懸覚遊びを楽 しむ。

身の回りのことを自分からしよう

とする。
,全身を使って遊んだり、散歩等て
戸外を十分に歩く。

十分に体を動か しながら、 4鎖 々な

曙具や)整具を使つた,也びを楽 しむ。

必要に応 して年踵をとる。

.全身を使い、板々な遊具や用具で

工夫して遊ぶ。
,生活に必要な習惧や牡E贋オと身につ

サようとする。

盈採をもつて

'サ

伊戦したり、こ帯めずに

,り 遂げ/oこ とて達成感を味わい、

頃々な生活や)催びに意欲的に取 リキ且

「」。ヽ

身近な人と

気持 ちが

通 し合う

す安心できる環境の中で、身近な人

と共に過ごす喜びを感じる.

・体の動きや表恒 戸などにより、

県育者と気持ちを通わせようとす

る。

人
間
関
係

`保育者を仲立ちとして、

ちとのや り取 りを楽 し力、

以外の人への関心をもつて

疫だ

大入
友だちと一緒に過どす楽しさを欠I

り、1環 々な遊びを通して友だちとα

閲わりが深まる。

友だちと思いを伝え合つたり、関

Dり を深める中で、爾単なルールを

手つて遊ぼうとする。

・自分の意見をもち、相手に伝える

羊]で 、オE手の意見も問いて受け入れ

る。

友たちと協力する。
・地域の人など、自分の生活に関係の

梁い人々に親 しみをもつ。

環
境

身近な環境に規し力、保育者

と共に生′舌や遊びを楽しむ。

植物や生さ守ケ〃、土 ,水 泥など¢

|ヨ 然物に触れて速′]、 ことを楽 しむ。

自然や事祭に親し′′、自分から関

bろうとする。

,身の回 りの物の色・塁 形な どに

封心をもち、数えた り比ぺたりす

る。

・生活の中で物の'性質や″叡最、図形 .

文字、時間などに関心をもって関わ

る。

身近なもの

と関わ り

げ
`性

が育つ

見る、触れる、探索する等、身近

な環 l見に自分から関わろうとする。

・身体の i琶感覚による認識が豊かに

なり、表1百や子足、体の動 :手 で表現

する。

雷
票

・保青者の応答的な開わ りによ

り 言菜をI望解し、簡単な言東

と使おうとする。

・絵本やモ氏芝居を楽 しみ、簡単な言

瞑を繰 り返 したり、槙倣 した りして

虚ぶ。

経験したことや感したことを、自

')な

りの言票で1=え ようとする。

・絵本、紙芝居、お話などを通 し

て、ス トーリーや言葉のおもしろさ

Fこ気づ く。

・自分の考えを伝え、オロ手の話も間

き 折 り合いをつけて近びを発展させ

る。

表
現

・生活の中で、 1崇 々なものから

村激を受け、心ゆくまで聞わる

ことを楽 しむ。

1験 々な事象や出来事を通して、個

険したことを自分なりに表I見する。

,1嶺 々な音や色、形や手脱り、動き

などに気付き、感したことを表現す

る。

,書いた り、作つた りすることを集

しみ、遊びに使つた り、節った りす

る。

友だちとイメージを共有し、演 して

舷んだ り、合葵やダンスをした りする

阜tし さを味わう。

環境1鵬

安全で快適なスペースを
'宦

保 す

る。

掃除等を徹底し、清潔そlai生 的な

損境を維持する。

自由に動き回れる広いスペースを

児供 し、探索活動を支援する。

・I鴨番待ちの経験を通 して、社会性

を育めるよう、場を提供 していく。

1装々な遊び道員や絵本を用意し、

興味を弓き出す。
・安全に走つたり0とんだりできるス

ペースを確保する。

創造力を育むためのコーナーやブ

ック】

'て

チのスペースを設け、自然

く取り入れる。

,学びの場としてのコーナーを設

サ、より子臣難な疱びや活動に対応で

きる多被能なスペースを提供する。

‐絵画、工作、首楽等、電り造力を刺激

するための道兵や材料を lΠうえる。
,μとび網や縄 8と びなどの運動器具を充

棄させる。

主な行手

社会的魔任 厨房と保膏の一体化 興年齢保育 インクルーシフ保青 長時間にわたる保百 磯員の受賢向上

,栄 監士、調埋土薯、かl房スタッフ

と保菅者が協力 し、子どもたちの食

百と日常の保育を統合することて、

腱腰的な食生活の巫 5こ を棄 くととも

に、良に対するlR味  関心を育て

る。

・年齢というオキ組みを超えて 三し

ご良い刺激を受けながら、子どもた

らの成長を促す。

興年齢児との問わりによって、冦

′ヽやりや1日手を意識する気j寺ちな

ど、社会性や協調性を百む。

,全ての子ともたちが多1碩隆を尋菫

されながら、安心して過ごせアo環境

を提供し、個々の
=―

ズに応 した支

援を4子う。

全ての子ともたちが-4省 に活動

し、学び合うことで、互いのよ理解と

lキを深める。

,子 どもの発運 生活リズム、心身

の状上B等に西E慮 し、適度な運動、静

ら`な時間、創造的な活動、学びの時

'』 、J魅びの時間をノ(ラ シスよく配遭

する。

子どもの疲れを受け止め、安心し

てくつろげる環境を提供し、健康と

寅全を第一に考える。

コ ンプライアンス委員会等

、透明性の高い掘縦運営従 い

自己評価に基づ く課題を起きまえ、1月

てR駐務内容に応 した専門'性

知:と ,技 術の習得、維持・向



となりのすまいる保育園 2025年 (令和7年度)年 間保育計画 0歳児 (う01

法人駐會 案顔をふやす 保機 とが好きな子ども (養護) 自分のことができア0子ども (教育)

競 目線

【自立′さを育む3つの大好き,

,からだを使うことが大好きな子ども
,あたまを使うことが大好きな子ども
ひヽとと関わることが大好きな子ども

令和7年度
法人テーマ

(戸外)の保青

令和7年度
四目楓

時冊と空Fu]の制l足 をよりゆるやかにする保爾

子どもの挑撃1を大切にする保育

子どもの目に見えない、行為の理由に寄り添う保百

子どもの欲求を受け止め、自己発lい能力を蚕う保百

探求もながら、ひとりひとりの個性が生かされる保百 人 と射 寺ち ,〕 λ`騒し合う保育

クラスロ標

保育者との愛着関係を梁き、情絡が安定する

身近な人や物に興味を持ち、探索する意欲が]工盛になる。

心地よい生活の中で、よ く食ぺ (飲み )、 よく眠り,よ く芝′∫、。

ねらい 内容 活Eb 保護者支援 地掘連携 主な仔事 幼え教育において

育成すべき

買質・能カ

１
剛

4
月

新 しい環境や 1子足の保膏者にl買れ

る。
.保健的で安全な環境の中で、ほきお

漉びを楽 しむ。

・貿心できるユ崇境の中で、服 1よいや

雇返 りを楽 しむ。
,lttl味 をもつた物に自ら関わり、手

巳を存分に動か して遊ぶ。

・l爾論を発 した つ、
'子

ひかけに反

こしたりする。
・手を伸ばして玩具を触つた り、

31き 寄せたりする。

'迎階を面にたとRつ 0い、上塁l泉 1大態

七伝え合う。
・何でも気軽に間ける雰囲気を作

り、不安の軽減を図る。

・「,更 ケ守を,Eして、回タトで出宿つ祀卿

″)人々に保育者から芦をかけた り、1呂

亜的に接拶 した りする中で、身近な大

こ興味を抱 く。

`人日式

・ 隈れ保育

・懇談会

D知識及びl支能の基5遭

D思考力 ,判断力・表
〔見力等の基睫

D学び:こ 向かう力 ,人

間性等

5
月

２
剛

6
月

・賓全な現境の中で、一人ひ とりに名

つた遊びを楽 しも`。

・氷や水、砂や土などの感触の通いを

味わい、手足や全身を使って遊ぷ。

・シャワーで清潔になる心地よさを層

じる。

,保百者に見守られながら、腔る、

遠うなど、体の動きを楽 しむ。
,水、氷琴に触れ、冷たさや気持ち

よさを感 じる。
,わらぺうたや保育者の歌を楽 しん

で問いたり、 リズムに合わせて体を

勤か したりして楽 しむ。

・ハイハイ、つか訴り豆う、4五 い

歩き、一人歩き等、全身を動かし

て遊ぶ。
・五感を使って水や氷て遊ぶ。

・歌や手遊びに興味を示 し、手を

にたいたり、体を1呂 らした り、保

青者の真ll文をする。

'体コ出を 1憑え合 い、 1麟 FΠ期 つヽ長期
声ご健康 に過ごせるようにする。

・子どもの同士の関わりの中で起
こるトラフルについては、子ども
の発達も併せて丁事に知らせる。

.散歩等で這行 く人に「パイパイ」と

子をl辰 つた り、9笑顔をふりまいたり,
る。

内科l建診

歯科検診

総合防災訓練
七タ

保育参加
7
月

8
月

３
用

9
月

.賢看行動や祇仔の駅票か貸け止め Iっ

れ、安定 した生活の中で過ごす。
.1南語や発語が育ち、保育者とのやり
とりを楽 しむ。
.保育者に見守られ、一緒に身体をヨナ

も`し、戸外遊びを楽 しむ .

・様 々な緊材に触れる。

・したし`こと、してはしいことJ目を

しや間単な言粟で伝え、受け止めて

もらう喜びをは じる。
,目的に向かつてノヽイプ(イ やつかま

り立ちをした り、伝い歩きをするこ

とを楽 しむ。
,身近な素材に自ら触れて、舌Lめ た

り、試 した りして遊ぶ。

・慧J禾のある早諾[売し、1米冑看

とや りとりを楽 しむ。
。まねっこ遊び、アヽイパイ、タッ

テ、いないいないばぁを楽 しむ。
・接拶や「ちようだいJ「どう

ご」などのや りとりを FЪ写単な言葉

,身体表現で伝える。

・軍チタと日中の気温産に合イ)せて

調節 しやすい衣類の協力をお願い

する。
・成長とともに、活発に動き回る

姿からの危険性について、その都

蔓知らせいく。
・感染症の対処の仕方を伝え予防
,)啓発に努める。

・歌歩のアと、迫 尋で出套う人千こ保首首か

快拶 している様子を真似 して、頭を下

|デたり、笑いかけたりする。

1人禁 り
,保百参加

・お月見
親子ふれあい遊び会

・総合,方災訓練
・ノ(ロ ウィン
・ウィンターフエスタ

幼児期の終わりまでに
育つてほしい 10の受

10
月 D健康な心と体

D自立心

D協同
1畦

Э道徹 性・規範意 ,駐の

芽生え

D社会生活との岡わ り

9思考力の芽生え

D自 夕′ヽとの関わ り ,生

第尊重

こa)数里や図形・標識や

文字などへの関心 感ヽ

電

D冨票による伝え合い

lり豊かな感性 と表現

11
月

12
月

4
用

1
月

'周回の人や物に興 W禾を不 し、珠累繕

a沢をもつて遊′了、。

・保膏書や身近な子どもに関わる楽 し

さを知 り遊′∫ヽ。
・自然物の感偽虫を楽 し,テ、様々な物ヘ

7)興味や関心が広がる、

・上 r」 卜r)、 J甲丁、ら十つ張るなと、

l本のあらゆるところを使 つて遊ぶ。
.好きな遊びを選び、満足感が得ら

続るまで楽 しみ遊ぶ。
,素材遊びを楽 しみ、やつてみよう

とする意欲をもつ v

・歩く、登る、,葺 つる、]甲 す、清

るなど、体をた くさん動か して遊

下。
・繰 り返しのある絵本に興味をも

う、言葉を模倣する。

・や りたい気持ちを受け止めても

うい、満足感をもつ。

‐発運の lS」 人差が気にな つ、不賢

を抱えないように、一年の育ちに

ついて、分か りやすく伝える。

進級に向けて、今後の成長過程

をタロらせ、見通 しにつながるよう

こする。

・回見字琴の釆国首に人見雰田りをし瘤
lつくらも、興味をもぢ、何度も見る。

'止月あでひ
t悪談会

・成長展

`師分
・ひな祭 り
,卒国式

2
月

3
月

握棗
りの



となりのすまいる保育回 2025年 (令和7年度)年 間保育計画 1議児
国

長 tf―υl

法人理會 業顔 をふや す 保青理念 とが好きな子ども (蚕証) 自分のことができる子ども (教育 )

保薄目標

【自立′bを育む3つの大好き】
・からだを使うことが大好きな子ども
,あたまを使うことが大好きな子ども
,ひとと問わることが大好きな子ども

(戸外)の保百
令和7年度
法人テーマ

令和7年度
口目憬

・時世口弓と空間の帝」眼をよりゆるや力Чこする保育

・子どもの挑戦を大明にする保百

・子どもの 目に見えない、行為の理由に寄 り添う保育
・子どもの欲求を受け止め、自己発揮朽E力 を養う保育
.探求 しながら、ひとりひとつの個性が生かされる保育 ,人 と気持ちが通 し合う保育

クラスロ標

i探索活動を通して聞く、見る、触れるなどの経線をし、興味やコ子奇心をもつ。

・安心できる頃境の中で全身を勤かし いろいろな遊びを楽しみながら周回や友だちへの興味・ B□心を広げる

・保育者や子ども同士の関わ りを通 して、言真を使うことを楽 しむ

ねらい 内容 活動 保臣書支扱 呻 主な行事 幼児教育において

育成すべき

資質・能カ

1

用

4
月

罪,「 しい環境 lビ 旧れ、蕩巧者いて迎こ

ず。
・着脱、手洗い、食事、オムツ交換兌

賢助を受け、気持ちよ く過ごす。

'生活 リス ム 整 え て 支 心 して 過 こ

す。
1保育者のモばで安心 して過ごし、

屎育者に親 しみを感 しる。

・増脱、手′先い、食事、おむつ交

換の援助を受け気持ちよく過ご

す。
・安全な空間の中で、一人遊びを

十分に楽しむ。

・示圧 とのコミユニケーシヨン こ́

コリながら信頼関係を築 く。
・送迎時の会話や連絡帳を通 し

て、子どもの様子や体調`成長過

隈などを共有 しあう。

'骨文歩号を運 して 、国タトで出雲う咆剃

,)人 々に「ノくイノヽイと」と手を振つた

り「コン三チ八」とl失拶 したりして関

わりをもつ。

,入IE式
,子どもの日
,思談会

D知識及び技角セの基礎

D思者力 ,判断力・表
l見力害の基畦

Э学びに向かう力・人

Fロヨ(性琴

S
月

２
期

6
月

〔もら,ゝ 9,い して翻ごす.

室内ヤ戸ク,て十分にら,さ  ほ4′苔|力t泰 しむフ

an者に手伝ってうらい鵜脱 A〕 lτ  生,呂の

構台テ

`手
うか

',や
ri只 [1吏 って自

=,Flべ
る。

9逓け〕Hlれ に1足し力 P浄れ合う中で、lI々 なも

つに興,kや P,いをもつ。 (身の口りの大人や他 .じ

こ閉わりをうとうとJ3)

保ヨ首 と一将昔Iこ乏′もヽ甲で、抗具の

扱い方や遊び方を知る。
・歩行が盛んになり、方向転狼や回
り道等、自由に探索活動をする。
.食事、す

'1泄

等の活動を通して身の
コリのことに関心をもつ。

で話したりする.

,歩 くことAコ 自由にlⅢをツlかすことを案し

保Ff■ と Jヽ■合つてじ 」ヽ:“ しさを夕じり、共

hを 求V,乙 。

オあそびに

'4■

る(水 氷 シャ本シエなど
|

―シヤボンit″人く際世の中で、rョ内の死起

t促,
,チヤ環l′l 小五り、パ天などで

',6脱
あそひ .

・保。坦看全警て、わ らべうたや、

もヽれあい遊びなど、子どもの夕子き

な遊びを保:医者に伝える。
・ 虫子きな絵本を通 して、ゆつたり

とl螺わることの大切さを知らせ

る。

・保 目書 と一積 Iこ 遭 P九 を叡少 しなか

ら、花や木 、鳥な ど自然の観察をす

る。

内 1斗健診

歯科 1貞診

総合 l方災訓練

七タ
保百参加

7
月

8
月

３
期

9
月

・遊 ひ を 過 して 、 人や 切 と開 つ る衆 し

さを味わう。
・1皇育者 との信頼関係 ,)l深まり、安′も

して自分の気持ちを表す。
,自 然物を見たり、角堂れた りして興 ]募

七もつ。

・食事、排泄などの活動を通 して自分

でしようとする気持ちが育つ。
・ 健康、安全な生活に必要な圏 1氏 に

託付き、自分でしてみようとするメ年ヽ消

うが育つ。

明る く伸びイ申びと生活 し、自分か

ら体を動かすことを楽 しむ。

・友たちの持つている玩具に気 1■い

にり、触ろうとした りする。

1可でも「自分でJと主張 し、自分

ク)n見いや希望を主張する。
・食事前後の挨拶や食具の持ち方を

則る。
,保育者との安定した関係の中で、

生活の流れが身につ く。
・戸外での活動、お散歩を通 して、
戸外で過ご,lb地よさを感 じ、1員極

均に活動しようとする。

,昇体を動かし、手先を便つて遊

・土、砂、粘土、クレヨン等の身

ユな祭材に触れて遊′も、。
,保育者と一率省に繰 り返しの言葉

ア)絵本や紙乏居をみる。
,手洗い、帽子の着脱等、できる

ことをやつてみようとする。
.ダシスや体操、リズム活動を行

′ヽながら全身を

'高

還なく動かす (ど

弓からのをL続 )

・子どもの様子を見て、三丁目と

ア)交流を始めるG十画については別

1眠 )

・奎 )孝 1重 崎や違禍暇で子ともの 1■

子を知らせ、子育ての感勤や楽 し

きを共感 していく。
・ 自分でしようとする気持ちを大

羽にするために、子どもが自分で

曽脱 しやすい服装を知らせる。

・自分の思いをぐずることで伝え

る時期であるため、心の揺れを受

す止める大切さを知らせる。

。近 l爵の公口に行つて、イとの子ともた

うや地域の 人々と自タフkにふれあい、砂

場遊びや滑 り台で遊′∫、。

・月入す崇つ

`保育参加

お月見
・規子ふれあい遊び会
,総合防災訓練
・プ(ロ ウイン

・ウィンターフェスタ

幼児用の終わりまでに
百つてほしい 10の姿

10
月 り健康な心 と体

D自 立心

D協同性

Э道徳 (l生 .規範意識の

芽生え

S,社 会生活 との関わり

③思考力の芽生え

砂自然 との関わ り ,生

命尊重

9数量や図形・操謎や

文字などへの関心 ,感

覚

D言票による伝え合い

p豊かな感性 と表現

11
月

12
月

4
理

1

月

,身の回りの様々なものに角里れて遊

び、タト界に対する0子奇心や関心をも

こ)。
・安全で活重|,し やすい環 1貞の中で、努

膝活動を通 して感覚の働きが堡力ヽ こオど

る。
・人の言葉や語な どを風Bき、自分でt
まつたことを伝えようとする。
・虹ゲループの姿を見て模倣 し、自ケl

,)あそびや生活に取 り入れる。

・人 との関わ りを喜ひ、最近な人ヘ

タ)親しみを感 しる。

言葉 と物が対応 し、身近な言葉が

わかる。
・歩行が安定 し、探素活動を活発に

ほい、行動範囲が拡大する。

食ヽ具を使い意欲的に食べる。

・01グループに姿を1貝倣 し、経験を

探める中で、自覚 と意欲が段々と出

てくる。

保 膏苔や及たちのや つて いるこ

とにとRla末をもち、同 じことを しよ

うとする。
,生活や遊びを通 して音、色、手

戦り、動き等にl凰 味をもち、見た

り触れたりしてl嘘′」、ロ
・交流を通して、開わ りを深めた

り、大人散での過ご しに慣れる。
、ごっこあそび、他者を意識した

子ども同士の関わ り。

'動作と言某が活ひつ くよつに、

ゆつくりと話 し、思いをくみ取つ

て言粟にかえる大切さを知らせ

る。
,進級に向けて、今後の成長過程

と知らせ、見通 しにつなげる。

・園の外の世界をタロリ、1との子ともた

らや大人との交流を通 じて社会性を潟

てる。

止月あそひ

懇談会

成長展

師分

ひな祭 り

卒国式
2
月

3
月

振 年

呈集
りの



となりのすまいる保育園 2025年 (令和7年度) 年間保育計画 2歳児 詈 こ)

法人理念 腕々をふやす 保育理念 とが費子きな子ども (養誕) 自分のことができる子ども (教育 )

保青目標

〔自立心を育む3つの大好き】
=からだを使うことが大夕子きな子ども
,あたまをイ吏うことが大好きな子ども
ひとと問わることが大好きな子ども

令和7年度
法人テーマ (戸外)の保育

令汚日7年度
国目標

トウlDと 空FFの期服をよ了)ゆうや力Чこするよ言

子どもの比‖を大切にするl甲 育

子どもの□に見えた,い イテちの甲いに窃りいうliF〕

子どもの献水を資け止め 自己允
'■

Ft力 を日う,F,  憬求しおう`ら ひとりひとり('う担性が生かされる保百  人と気,巧 う′Jl逓 し合うに
'

クラスロ標

保育者 との安定した閉わ りのなかで、自分のや りたいことや楽 しい事を見つける。

季師に応 した環境で様々な遊びを楽 しみながら、友たちとのや り取 りを楽 しむ。

自己を十分に表 しながら、F口]でも自分でやってみようとする。

ねらい 内容 活動 保霞者支銀 囃 主な行事 幼児教育において
百成すべき
員翼 ,能カ

1
瑯

4
月

'イオしい堀勇にl員イl空病リスムフ,｀ 安フ「E

する。
.遊び、食事、B重眠など、国の生活C
リズムを身につける。

。身の回 ワ仁清凛 に保 つ心犯 よご乞

謙し、習
|1質

と して身につ く。

自分の思いを言葉や 態度 で知 らせ 、

漉びの中の行為を言票にする。

・自分のベースで君菅えたつ、良

■をしたりする。
・I九具、給本、遊呉などに興味を

もち、周囲の様々な変化に気づ

く。

・看幌に慧駅が出てくる婿期なの

で、自分で脱ぎ着 しやすし期限装を

lllら せ、家庭でも褒めて、自信に

つげる大切さを夕Bら せる。

・信ズ歩死のなに刷で出雲つた肥颯のイ兄子

|こ 「コンニチ八」と挨拶 した り、「パ

イパイ」と手を撮つて別れた りして、

l見 しみの気持ちをもつ。

入□式

子どもの日

七日談会

D夕 B譴及び技ロヒの星碓

D思考力・判断力 ,豪

呪力等の基礎

3)学 びに向がう力・人

間il生 等

S
月

2
期

6
月

・目

"で
できることIユ )〔五んで17い 、燕

しいときには、保育者に援助を求めオJ

「υ(ら 自立に向かう。
,感岡を1議々な表情で表現 し、友だ七

との葛藤を通 して、相手の存在を意詢

する。

・やつてみようという意欲や、な

ビ、どうしてという探求心が育つ。

ヨ粟や道具等で友だち とイメージを

'ヽ

有 し、並行して,疸ぶ。
,遊びを通 して色を認識 し、秩序を

時見 し、高さや数里感を知る。

・ トイレでのηけ世に,買れ目分で,l手

世する。日巨日員が定着 し、ひとりで

民る。
・ 両手、指先のコン トロールがI写

'ォ

になり、衣服の若脱奄:する。

'危膜なことをしたときlど、なぜ

′ヽけないかを分かりやすく伝える

ことの大切さを知らせる。
・ トイレッ トトレーエングの開始

時期についてお目談し、家庭と運携
yて進めていく。

・反た0こ~簡〔EttPlr廷 駅ヶ し、遭」託

ケ)花や木、小さな生き物を観察 して、

身近な自然や地域の環境に対する lДID沐

と深める。

・内科 ll望診

・歯利検診
・総合防災訓練
・七タ
,保育参 ll日

7
月

8
月

3
潮

9
月

`基本的な連勤機能力壻 ち、目説塀

うが高まる。
.自 己主張を繰 り返す中で、自分とlJ

睦う意見や主張があることに気づ く。
・遊びの中で試行錯誤を繰 り返 しなガ

ら、物のイL質に気づ く。

'な しい悔 しいなと相手の言桑 Iこ 傷

つく経験から、相手の気すきちを想像

する。
,自分の思いを言粟や態度で知らせ

ようとし、遊びの中の行為を言粟に

する。

食具の握 り方が安定 し、手を器に

そえて最後まで自分で食べる。

・進んで声外て遊ひ、ジヤンフ者

と身をコン トロール し、十分に休

を動かす。
・自分の役どころになりきり、ご

ぅこ遊びを楽 しむ。
・絵本や紙乏居を悪初から最後ま

C闘 く力が百ち、短い話を覚えて

2三える。

・周四の駆への興」ス・関心が広メ〕`

る時期なので、家の中の安全には

十分に気を配るように伝える。
・協lでの様子や子どもの憩欲に合

わせた対応をl固 人面談や登降国時

こ穴llらせ、子育ての楽 しさを伝え

る。

,回周辺の公国で近′∫ヽことで、砂場逝

びやシャボン五遊びなど、他の子 どt
,地域の人々と自P′ヽ な交流を果 しむ。

秋祭 り

保育参加

お月見

親子ふれあい遊び会

総合防災訓練

ノヽロウイン

ウインターフエスタ

幼児期の終わりまでに
百つてほしい10の理

10
月 D健康な心 と体

D自立心

D協同性

Э造徳性・規範恵a舷の

芽生え

D社会生活との関わり

こ6)思考力の芽生え

Э自然との関わ り ,生

命奪霞

D放豊や図形・標設や
文字などへの関心・感

蒐

Э言票による伝え合い

D豊かな感性 と表現

11
月

12
月

４
婦

1

月

・日常の活動 とは異なる情男U層をJ末お

い、季節の変化や最長の節目を感 じ目l

る。
・回全体で行う季節の行事や文化的寇

F柄に興味やDO心をもつ。

・全昇を便つて近ひ、1豪々な勤きを

竪験 して空間認知、平衝感党が育

つ。
・友たちの彫翌を受けながら、遊び

引衣が り、言葉のや り取 りが1曽え

る。

目分と相手それそれに思い
')｀

あ

ることを知 り、友だちの存在を肯

定的に受け止める。
・友だちと楽 しさを共にする気持

ちが育ち、自分の思いをコン トロ

ール し、交代で遊′∫、。

・子とものや 9たい気持石を六VJ

こし、失敗 したときにも「こうす

るといいよ」と次の4=勤 につなげ

ることで忌欲が育つことを知 らせ

る。
・進級について説明する。

也
'重

のフェア、子とも向i'イペン トに

参加する経験を通 して、社会性や好奇

bを育む。

'止月あモひ
,te談 会
・成長展
・ 師分
,ひな祭 り
,卒回式

2
月

3
月

握要
りの



となりのすまいる保育回 2025年 (令和7年度)年 間保育計画 3議児

一　
回
長

法人理慮 窯顔をふやす 保 韓 ,,t',こ とが好きな子ども (笛護) 自分の ことができる子とも (教育 )

保育目標

【自立心を育む3つの大好き,

からだを使うことが大,子 きな子ども
,あたまを使うことが大ゆ子きな子ども
,ひとと関わること力`大好きな子ども

命和7年度

法人テーマ
然 (戸外)の保育

令和7年度
国目線

時間と空間の岳」「Pく をよりゆるやかにする保膏

子どもの挑戦を大切にする保育

子どもの目に見えない、行為の理由に寄り添う保育

子どもの欲求を受け止め、自己発揮能力を養う保育

探求 しながら、ひ とりひとりの個性が生かされる保育  ・人と気持ちが通 し合う保育

クラスロ標

自分でできる吾びを味わい、友たちと関わアDこ とを楽 しむ

れらい 内容 活「 心 保霞者支猥 叫 主な行事 幼児教育において

育成すべき

獨買・ 情Bカ

l
期

4
月

F片 しい
'崇

境に煩れ、保育有や反たちと

∫ヽれ合い、安定感をもつて生活する。

(3歳 )

,ll翌康で安全に過ごすために必要な

と活の リズムを身につける。
・進級 した期待や不安を受け止めて

しらい、支心感をもつ。

・身の回りにある道具やルールを確

そし合い、快過に過ごす。

・新 しい透ひや笑8しい返ひに lttl'ス

を向け、出来るまで繰 り返 し満足

する。
・仲間といる喜びや楽 しさを感し

ながら、言粟で伝え合う。

・経験を活かして、形、色、1再成

手、工夫を駐らして製作する。

・保護首一人ひ とつと偏 賄父深t
した り、お便 りや子『 」示物 で様子が

分かるように し、安心で きるよう
|こ する。

・不安を和らげるために悩みは早
めに問き、解決できるようす震勘す
る。

・膏ヌ歩、公共施設の利用 ,ユU颯行事、

ほ続等、地域資
`原

を活用することで、

重l内の日常 とは異なるユ員l寛 に触れ、目

り`な心を育む。

固を起点として、人と人とのつな力十

りを大切にし、自分が住んでいる地卸

のαさを発見する。

入回式

慣れ保育

懇。フ波会

D知。砒及び技能の基礎

Э思考力・半じ断力・表
l見力琴の基看と

9学びに向かう力・人
P日ヨ1ド生等

5
月

2
用

6
月

時のにg」 りを滴潔にし、君 B,と 、真学、l'

世等の生活に必要な汚動を自分で行

う。 (3歳 )

,手先の器用さが高まり、良事、 llト

世、者脱の自立に向かう。
.きまりやルールを理解 し、健康 で

安全な生活を送る。
,興味のある物を調べた り、考えた
た
りして、発見を喜′う、。

・まわ つの人か四つているのを見

つけると保育者に伝え、助けよう

する。
・簡単な)レールのある遊びを友だ

うや保育者と一緒に楽 しむ。
,楽 しく遊ぶためのルールを作 り

午下の子どもを受け入れる。

・年間の保百、事又祠方ユヤを明わ覆に

ほえ、回と家庭で協力して子ども

=こ 育てていけるようにする。
・懇談会や保育参加等で子 どもの

成長を伝えて崇感 し、保護者との

憶戸員関係を築 く。

・消 ,万署な とを見写 し、店員や
'日

干万■

b｀ら直接語を岡いた り、働 く現場を男

性りして、人々の働き方に角虫れること

で、地域への理解 と興味を深める。

肉11催診

I笙ll封 検診

総合防災訓練
七タ

保百参加
7
月

8
月

3
期

9
月

呼上の子 ともや保 →首を呉似 Cチヤレ

レジ し、認めて もらえている という募

感をもつ 。 (3歳 )

・入の役に立つことを善ひ、袋めら

れて、誇らししヽ気持ちを味わう。

互いを認め、満足感や達成感を味

19い自信を持つて活動する。

・みんなでひとつの目標に向かつ

て、励まし合いながら取 り組み、伸

酎意識が高まる。

,日然初 つヽ叡↑′

`寺

のI豪 々な索秀イに

l見しみ、工夫して遊ぶ。
・友たちの話を聞 く大切さを知

り、出来票を順願立てて話す。
・相手のメ

伊
すヽきちを汲み取 り、思い

Pり のある言粟をメ)｀ ける。

・行事のな昧やタプJ果 、日
'9を

止し

くタロつてもらえるよう情報を発信

する。
・進級への不安てはな く、期待を

してるように国生活の状況を発信

する。
・様々な活動を通 して成長してい

る姿を知らせ、保護者の安,ど と信

l員を高める。

・八ロワイン竹手で 1:「 、lu現在のつア」

り`りを感 しながら、様々な経験を積む

D程で、1也域社会との絆力l強 まる。
・近隣の老人ホームを訪問し、一緒に

歌を歌つた り折 り紙をした り、地元の

lД承や音話を問 くな ど、 異世代との

交流を通 して、思いや りや呼敬の心を

百む。

・秋祭 り
・保育参加

`お月見
・親子ふれあい遊び会
,総合防災訓練
・ノくロウィン

・ウインターフエスタ

幼児期の終わ りまでに

百つてほしい 10の要

10
月 D健康な心と体

D自 立心

3｀ 協同性

D道徳性

年生え

規範怠i賦の

D社会生活との聞わ り

D思考力の芽生え

D自然との関わ り '生

命尊重

D数塁や図形 `標訳ヤ

文i字 などへの関心 感

竜

D言夕常による伝え合い

D豊 ,,｀な慰 l生 と表現

11
月

12
月

４
用

1

月

してよいことや、いけないこと力`あ
`ことに気づき、考えて行動する。 (3

歳)

・主張をふつけながら、一稲に遁ふ

こはどうしたらいいの

'〕

考`え、気事寺

うを調整する。
・よいこと、悪いこと力ぐあることに

馬づき、思いを伝え、考えながら行

助する。
.場面に応 して行動し、安全に生活

する中で、就学に向けて期待 と自信

ともつ。

・したいこと、して 1よ しいこと

と、お目手に伝わるように言粟で語

す。
,自然事象にlttl味 や関心をもち、

改重力したり疑間をもつたりして観

票する。

・基本的な生活習 l貫力1確 立し、生

舌や活動に見通 しをもち、自分た

うで進める。

・小学校との交流を 1コ い、活果に

ついて詳細に発信する。
・個 々の成長や個性について、今

陵の課題や期待 していることを伝
ラと、互いの思いを共有 し、安心し

て捕学オど迎えられるようにする。

・i也戦の清掃店勁や化理の墾 t“ 、コ這

合いなどのパランテイア活望

'lに

参加

ッ、 地域社会に貢献する経験を通 し

て、自分の役割や頁任感を学ぶ。

・5歳児は
'」

学ヽ校を訪問し、教室、図

雪館、体百館等を見学 して、小学校C
員境に慣れることで、入学への不安を

威らし期待を高める。

1懇談会

`成長展
,部分
・ひな祭 り
,卒〔甍l式2

月

3
月

握興
りの



となりのすまいる保育園 2025年 (令和7年度) 年間保育計画 4議児
田

長 (立φl

法人理痣 R顔をふやす 保醍 θ とが,子きな子ども (蟹騒) 自分のことができる子ども (教育)

保湾目保

【自立心を育む3つの大好き】
・からだを使うことが大好きな子ども
,あ たまを使うことが大虫子きな子ども
,ひとと関わることが大夕子きな子ども

令和7年度
法人テーマ 然 (戸 外)の保育

令和7年度
口目標

晴問と空間の制限をよりゆるやか`にする保膏

子どもの挑戦t大切にする保青

子どもの日に見えない、行為の理由に寄り添う保ロ

子どもの欲求を受け止め、自己允揮能力を蜃う保膏

探求しながら、ひとりひとりの1巴性が生かされる保首  人と気持ちが罰じ合う保育

クラスロ採

・ 意欲的に遊びや生活に取り組む中で、考えて行動する .

・ 物事を理解 し、自信をつけてい く

ねらい 内容 活 動 保重書支担 蝉 主な行事 幼児教育において
育成すべき
資貿・縮カ

1

用

4
月

僅繊を魯び、身の回 r)のことを S長り主,

つて行おうとす る。 (4歳 )

・側 環で安全に過こ丁F‐め 1こ 必要な

生活の リズムを身につける。

・進級 した期待や不安を受け止めて

と,ら い、安心感をもつ。

友たちと身の回 りにある,レールを

曜認 し合い、快適に過ごす。

・新 しい遊ひや難 しい遊ひに興D禾

「と向け、出来るまで繰 り返 し満足

する。
・仲 FDBといる喜びや楽 しさを感 じ

な力tら 、言粟で伝え合う。
.経験を渇かして、形、色、構成

手、工夫を凝らして型作する。

・保護者一人ひとつと情類父楔を

したり、お便りや掲示物で様子が

分かるようにし、安心できるよう

こする。
・不安を弄日らげるために1とみは早

めに聞き、解決できるよう援助す

る。

・散歩、公共施設の利用、地財
=学

、

医続響、地域資源を活用することで、

国内の日常とは異なるこ員境に触れ、目

も`な心を育む。
・回を起点として、人と人とのつなガ

リを大切にし、自分が住んでいる地切

D良さを発見する。

人回玉

慣れ保 脅

懇談会

D知識及び技衛との基礎

D思考力・判断力・表
現力等の纂随

D学びに向かう力・人

間性琴

5
月

2
期

6
月

反たちや保百者との梁

',Fつ

を十分 に
'月わい一緒に過ごす。 (4歳 )

芋元の需用ごが局まり、長季、″:

世、若脱の自立に向かうる

きまりやルールをI理解し、健康で

受全な生活を送る。
.興味のある物を」研ぺたり、考えた

りして、発見を喜ぶ。

・まわつの入が日 つているのを見

つけると保育者に伝え、助けよう

する。
・題単な,レールのある遊びを友圧

うや保育者 と一緒に楽 しむ。
,楽 しく遊′も、ためのルールを作 り

ヨ:下の子どもを受 ,す入れる。

・年間の保育、叡百万琲任 H月 確に

ほえ、国と家底で協力して子 ども

と育てていけるようにする。

懇談会や保育参加等で子どもの

成長を伝えて共感 し、保護者 との

目
‐
頼関係を簗 く。

・ユ也元の八ン屋、凹吾用、消 ll万者なと

を見学し、店員や消防士から百L接話を

目弓いたり、働く現場 を見た りして、

人々の l重,き方に角虫れることで、地双ハ

つ理解と興味を深める。

1困料1遅診

`歯科検診

`総合防災訓ヤ票
・七タ
,保百参カロ

7
月

8
月

3
期

9
月

ヨ己を発〕車し、疫たちと協評日したつ、
一緒lし創り上げたりして、達成感を

'赤Dう。 (4歳 )

・人の 1ヽrに立つことガこ昌ひ、4長のう

れて、誇うしい気持ちを味わう。

・互いを認め、滴足感や達成感を
'末わい自信を持つて活動する。

・みんなでひとつの日標に向かつ

て、励まし合いながら取 り組み、伸

胡意 ;駐が高まる。

・自然物や双材寺の様々な素材に

l月 しみ、工夫 して遊ぶ。
・友たちの話を岡く大切さを夕H

り、出来事を順序立ててΞ百す。
・損事の気持ちを汲み取 り、思い

「
Dり のある言粟をかける。

,行事の意コ未弐う,力果、目的を正し

く知つてもらえるよう憶奪晨を発信

する。
.進級への不安ではな く、期待を

もてるように□生活の状況を発信

する。
・様々な活二らを通 して成長 してい

る姿を知らせ、保護者の安心と信

と員を高める。

・ブヽロワイン行挙で 1よ、
't里

珂 とのつ辱

びりをは しながら、様々な経験を1員む

畳程で、地域社会との絆力
'強

まる。
・近隣の老人ホームを訪間し、一緒に

歌を歌つたり折 り紙をした り、地元C
云承や音話を間 くなど、 異世代 との

電流を通 して、思いや りや尊敬の心を

雪む .

`浄人築り

・保育参加

・お月見
,競子ふれあい遊び会
,総合防災訓標
Ⅲノ(ロウィン

・ウインターフエスタ

幼児用の終わ りまでに

育つてほしい 10の晏

10
月 D健康な心と体

υ自立心

D協同性

Э遭徹性・規範意識の

芽生え

Э社会生活との関わ り

Э思考力の芽生え

D自然との関わ り・生

命尊重

9散里や図形・標祗や

文字などへの関心・感

党

十Э言豪による伝え合い

D豊かな慰性と表現

11
月

12
月

4
用

1
月 る。 (4歳〕

・王ぢ長を′もヽつ
'ア

なア)｀ う、 ――I百

`こ

透心ヽ

とはどうしたらいいのか考え、気)寺

5を調整する。
・よいこと、悪いことがあることに

鼠づき、思いを伝え、考えながら行

動する。

場ヽ面に応 して行動し、安全に生活

する中で、就学に向けて期待 と自信

ともつ。

ヽしたいこと、してほしいこと

と、相手に伝わるように言采
~で

話

す。
・自然事象に興味や関心をもち、

憩動した り疑問をもつたりして観

察する。
・基本的な生沼圏慣が確泣 し、生

活や活動に見通 しをもち、自分た

うで進める。

小写積との交流を行い、緒呆に

こ)いて詳細に発信する。
・個々の成長や個性について、今

些の課題や期待 していることを伝

え、互いの思いを共有 し、安心 し

て就字を迎えられるようにする。

なヽどの′寸、ランテイア活動に参加

地域社会に貢献する桂験を通 し

自命の役奮」や資任感を学示。

S歳児ほ」ヽ学校を訪問し、教室、図

体胃館琴を見学 して

ことで、入学への不安

らし期待を高める。

想談会

成長展

師分

ひな景 り

卒園式2
月

3
月

振年

是緊
りの



となりのすまいる保育園 2025年 (令和7年度)年 間保育計画 5歳児
団

民 |ニジ
保育理念 自分のことができる子 ども (教育 )とが好きな子ども (蚕証 )法人駐念

(戸外)の保膏
令和7年度
法人デーマ保育目標

【自立心を育む 3つの大生子き】

・からだを使うことがノ衣虫子きな子ども

・あたまを使うことが大夕子きな子ども
,ひ とと関わること力吠 夕子きな子ども

クラスロ採

,友だちと協力 しながら遊びや生活を展 F舟ヨし、充実感や達成感を味わう。

と目的や課題に向かって試したリエ失したりしながら意嵌的に取り子目み、自分の力を発j軍する経験を重ねる令和7年度
固目標

子どもの

"l戦

を大HDにする保膏

子どもの目に見えない、イテ為の理由に蜀り添う保百

子どもの欲求を受け止め、自己発揮能力を曇う保育

探求しながら、ひとりひとりの個性が生かされる保宮 人と気,う ちが通じ合う保育

主な行事呻保医者支援内容 活動ねらい
幼児教育において

膏成すべき
資貿・能力

４
月

1罠れ保育

懇談会

1世傍〕:。比資源を活用することで

固を起点 と して、人 と

りを大切にし、自分が住んでい

し仲 間

向け、出来るまで繰 り返 し浦足

して製作 する。

経験を活か して、形、色、楯成

、お便りや掲示物で様子が

ようにし、安心てきるよう

不安を和らげるために悩みは早

に関き、解決できるよう

'景

助す

進級 した男月待や不安を受け

らい、安心感をもつ。

友たちと身の回 りにあるルー,レを

し合い、快適に過ごす

ズムを身につける

止めて
１
期

５
月

る。 (5歳 )

６

月

７

月

力・半J断力・表

力・人

歯科検診
総合防災訓練
七タ
保育参加

園と家庭で協力して子ども

いけるようにする。

て共感 し、保護者との

どもの

く。

見学 し、店員や消防士から

いた り、切 く現場 を見たり

々の l動き方 |こ触れることで

興味を深める

てし

人

と保育者に伝え、助けよう

間単なルールのある遊びを友だ

楽 しく遊ぶためのルールを作 り

の子どもを受け入れる。

しも`。

しむ。 (5歳 ) 着脱の自立 Iご 向かう。

やルールを理解 し、健康て

興味のある物を調べたり、考えた
して、発見を喜ぶ。

を送る。

２
期

８

月

幼児爾の終わりまでに
育つてほしいよ0の要

９

月

月

10

月

と と

・保育参加
,お月見
・規子ふれあい遊び会
,総合防災訓1練

,ノ くロウイン
・ウィンターフェスタ

りを感 しながら、様々

地域社会との絆が強まる。

近 ,ぬの老人ホームを訪問し、

たり折り1丘をしたり
くな ど、 異世代 との

思 いや

しみ、■失 して遊′う、。

疫だちの話を聞 く大 1ブ さを知

、出来事を順序立てて話す。

相手の気持ちを汲み取 り、思い

りのある_某をかける。

く知つてもらえるよう情報を発信

る。
進級への不安ではなく、期イ寺を

るように国生活の状況を発信

る。
様々な活動を通して成長してい

保護者の安心と信

て、誇らしい気〕寺ちを味わう
満足感や達成感を味

みんなでひ とつの目模に向かつ

、励まし合いながら取 り組み、仲

いを認め、

自信をす守つ
互

て活動する 。

３
期

月

12

し合い、協力して成 し遂げる。

(5続 )

二
月

２

月

悪談会

成長展

師分

ひな祭り

卒Ittl式

いなどのボランテイア活動に参加

、 地域社会に貢衛大する経験を通 し

、自分の役割や貢任感を学′もヽコ

S続児は小学校を訪問 し、教室、図

体膏館等を見学して

し,,待 を高める。

ことで

こヽと、してほしい

相手に伝わるように言粟で話

自夕rヽ 事象に隕l味や関心をもち、

したり疑問をもつた りして規

・基本的な生活留憤が確立 し、生

もち、自分た

いて詳4]に 発1目する。

1固 々の成長や1固性について、今

互いの思いを共有し、安心 し

ていることを伝

れるようにする。

こはどうしたらしヽいのか考え、気持

、思いを伝え、考えながら行

・場面に応 して行動 し、安全に生活

する中で、就学に向けて期待と自信

ことがあるこ
る

に悪 し とと 、よ し

る 。

もつ。

４
期

３

月

(5歳 )

然との関わり ,生

規範意,駐の

と表現
年
度
末
の

振
俊
退
り



となりのすまいる保育国 2025年 (令和7年度)食 育計画

年齢房u

年間目標

0歳児
子どもの成長や満足感、安心感を観察 しながら、保証者と運1佐 をもち、授▼しや

離早t食 を調整する。
3歳児

様 々な人と一緒に食べる楽しさを味わい、マナーを守って食事をする。

食材の色や形、食感の違いを楽 しむ。

1晟児 保育著や友だち と楽 しい雰囲気の中て、自分で食べようとする意欲を高める. 4歳児
`友たちと一緒に食べる楽しさを味わい、愛汚や思いや りを育てる

楽 しく食事しながら、農事のマナーを身につける。

2歳児
,空順を感しるリズムある生活を送り、身近な人と一緒に食べる楽しさを味わ

5歳児
自 り、プくランス と々考えて食事をとる。

健康 に過ごしていくための食・』贋や生′ご:態度を身につけ、集団生活でのルールを守る。

莉年度からの
申し送り事項

期 1,』 (4～ 5月〕 2,J,(6～ 8月 ) 3期 (9～ 12月 ) 4期 (1～ 3月 ) 査膏・行事食 評価・反省

０
膀

ねらい

・ 安定した入間関係やゆつた r,と した環境の中

で、ミツレクを飲み、心 1也 よい生活を送る。

保百固の拿手にl翻 術して、意
`主

くぼ〕に長ぺようと

する.

.歯こ た えの あ る良 Iガ に ,ミ rt、 中む こ とを舅 につ

けていく。

,写と運に応 して幼児ミに1多争テし、楽 しい努回気の

中で、会話を楽 しみながら食べる。

誕fE云り/ノ エス ト|

献立

保吉参加時の洋8食

咸食
・日本の lE'上 料子豊

世界のイl理

おにぎり作 り
,と うもるこしの皮

むき
こどもの自

クリンピースのさ

やむき
ひしきの戻し体〕1奈

そら豆のさやむき
記汁の味比ペ

・七タ

氷シロップ作りと
り`き水
・クッキー作り

収lξ した重里予粟を

l吏ったクッキング
亜峯つ

,お好み境き
,すいかを」り
お月見

,米研ぎ体験
手掘り

焼き芋

`スィー トポテ ト作
り

けやの森道足カレ
ー体験
。ノヽロウィン

クリスマス
・l勇

'舛

作り
,収種した冬紗野豪
を使ったクッキング
・七草がゆ

師分
チョコレー ト作り

,ひな祭り
卒固リクエス トメ

活動内容

_~胆 懸を懸 し ゆつた りとした原現の甲で、手r

こした姿先Aで 三ルクを飲む。

俣脅園の食事にえq術 して、手つかみで想駅的に

含ぺる。

,スプーシやフオークを使い、こばしながらも一

人て食ぺようとする。

楽しい努回筑の中で 1おいしいね Jと声をかけな

ら`ら 1顎 々な食材オこ味わう。

１
備

ねらい

いういろな味や負感をタロ
y)、 保育回のユ交事に,資

nる。

,安 定 した生活 リスムで、体下こ十分に動
',｀

して空

優感を感し、こぼしながらも一人で食ぺる。

・ 負手に関わる語崇か増え、保育者や疲たちに言

こで伝え、楽 しい雰□気の中で食べる。

る 、 て

七通して、進んでΩぺようとする。

活動内容

「おいしいねJ「 モクモ′プJ Tカ ミカミ」等の言

菜をかけてもらい、食事のおいしさをはじる。

1日 々の体調書に応して0べる屋を訓師してtlら

′ヽ、自分のタイミンク楽しく0ぺる。

・味や伎材の夕子みを受け止めてもらいながら

膜々な食材ぽIHれる。

―ンやフオー
とする。

２
崩

ねらい

・築 しい剪囲気の中で、友たちや保育者友たちや

呆育者と一 1苫 に食事をすることを策 しむ。

様々な良材にl買 0スをもち、楽しんで良べる。 ・食異に興味をもち、使い方を覚え、意欲的にミ
ペる。

活動内容

器て,)正 しい持ち方を教えてもらい、スフーシや

フォークを正しく持ち、器をすtiち 上げて徴べる。

・¶登々 に合わせた食事の霊で、冗良できた満足感
lう留びを感じる。

里r果の観察や栽培を通して、使材にlH〕木や関′b
をもつ。

３
歳

ねらい

食生活に必要な基本的な習慣やマナーを矢Πつ、

箆だちと一緒に良べる楽しさを味わう。

・食材の名ll,をズロリ、紳 吾、収砥、」:lI里活動を楽

しむ。

食に関する活動の中で、目分てできることを
'日やす。

活動内容

・正しい姿亀凡で食べることや良具の正 しい便い方

と党える。

絵本や名前当てゲーム等、楽しく参加する中

で、様 々な食材に親 しむ。

負睾の準捕から片40けまでの流れの中で、自分

でできることに急欲的に取 り子aむ。

っていることを
ラス トやお話な ど通 して欠Bる。

４
歳

ねらい

,衛日の絡良、開育活動、救
'3活

動を避 して、身

二な存在に幾 しみ、全ての命を大 1'Jに する心をも

栽略や暇積寄を通して、目然の恵みや働 くこと

ア〉六胡さを夕Bる 。
三色食品群の分メ買を知る。

食事と迎勤の開係を知 り、意 6尺 的に,き ら,する .

訓1聖活動に関心をもつ。 る 。

活動内容

身近な動植物に触れて共思し、命を百む目終に

感謝の気,寺ちをもち、自l=〕 関わろうとする。

三色食品群を通 して、a事の役割や栄蚕バラン

スのよい食事のことを考える。

・よく食ぺて運動することが文夫で強い体を作る

ことを知り、意識して行動する。 も伝える。
行事食の出来を知り味わう。

５
競

ねらい

,正 しい手′オい 正 しい者の持ちアデ等、負笠′きに

必要な基本的な習慣を身につける。

.良 と側頭の問枠性をスDり 、栄識パラシスを考

え、残負量を意:離するようになる。

,調理をする入 (厨房ヨ職員)と 訂J理をすることに

赳昧をもち、感謝の気J寺ちをもつ。

り

をもち、小学校への期待をもつ。

活動内容

・手虎い、うがいなど、 1ヨ ら1跡生に気をつけ、準

涌から片イ、Jけまでの一連の流れを友た0と 協力し

て進める。

・当番活動を適 して、自分たちで

'子

ましい食事の

曝囲気を考えて、楽しく食ぺる工芙をする。

‐厨房内を見学 して、給0を作つてくれる人との

毎虎を深め、意欲的に調
'甲

活動に参加する。

一年間の給良でおいしかつた食べ物をリクエス

ト献立として、三色隻品群を恵謎 したメニューを

考案する。

アレルギー対応

,厚生労働省 iノ 'レツレギーノ,イ トラインJ、 あン,みの会 IすまいるガイドラインJ書を進守する。
・個 の々アレルギーの状′兄を生,き 管理掲■日表、医B碩のす旨示書、検査結果寄をもとに把l屋 し、除去食や代琶え良を提供する。
家庭と運焼し、誤配、誤農零の予,方 を徹底し、支心・安全な給食を提供する。

【アレ) し送り '留慧点〕



令和7年 4月 1日更新

となりのすまいる保育国令和7年度 年間安全計画

◎安全点検

(1)施設・設備・園外環境 (散歩ヨースや緊急避難先等)の安全点検

(2)マニュアルの策定・共有

③児童・保護者に対する安全指導等

(1)児童への安全指導 (保育所の生活における安全、災害や事故発生時の対応、交通安全等)

団
長

重
占
ど
縛
箇
所

月

・散歩マニユアルの確認
・散歩コースの点検

敬歩先の公国の点検 (固定

遊具含む )

方火設備、セコム点検

10月

・侠育至困の環境蟹偏 (劇

入日、雰具、床、窓等 )

*家 具等の転倒、君下防止

の確認

遺難経路 (防火設偏 )

4月

・ 災吾 時非扁 督 ち出 し品の

選認

11月

・散歩マ三ュアルの石E認
・散歩コースの点検

改歩先の公園の点検

(固定遊具含む )

改歩車の点検

熟中症対策

5月

・郊 至困環度耳歪怖 (出入

]、 家具、床、窓等 )

・水道管の凍結防止対策

12月

・年齢に合つた玩具の点積

(大きさ 。年齢 )

・水遊びのマニュアルの磁

取水遊び中の耳畿員配置等〕

防火設備、セコム点検

6月

国含全体 〔二 /コ ン点

食、空気汚浄機、ロフ ト、

∃定遊具、出入口、家具、

末、窓、非常階段等 )

1月

年酎に合 つFこ玩 具の点標

(大きさ・年齢 )

水遊び中の国庭の点検

7月

・

"万

災肩庫聖埋、 l′l災偏品

の確認 (数量、消費期 FF＼

手)

2月

・国合全体 (エアコン点

食、空気清浄機、ロフ ト、

ヨ定遊具、出入口、家具、

未、窓、非常階段等 )

8月

‐各俣百Ξ肉の環境翌

「

E
(出 入日、家臭、床、窓、

}F常 階段等 )

3月

含 重l対策

防災倉庫整理、防災偏品

の確認 (数量、消費期「長等

備琶の確ξ忍)

9月

図散歩マニュアル

図熱中症・予防対応マ三ユアル

辺感染症対応マニュアル (予防・嘔吐処理 )

劃救急対応マ三ュアル

盟救急要請マニュアル

ロケガ発生マ三ュアル

図不
~善

者対応マニュアル

劃盗難・空き巣対応マニユアル

蟄園児捜索マ三ュアル

∃水遊びマニュアル

コ回外活動マニュアル

璽誤飲・誤囁マニュアル

ヨ食物アレルギー・アナフラキシー対応マニュアル

]食物事故防止マニュアル

日SIDS・ 5UDi予 防午睡見守リマニュアル

∃災害時マニュアル

分野

2023年  9月  1日

2022年  7月  1日

2021年  司月 10日

2024年  8月  1日

ZOBl年  10月  1日

2024年  5月  1日

2021年  3月  1日

2021年  2月  1日

2020年  11月  1日

2015年  4月  1日

2022年  10月  1日

2021年  2月  1日

2022年  11月  1日

2021年 3月  1回

2020年  10月  乏1日

2021年  11月  1日 (地震 )

2020年  11月  1日 (火災)

東正 。更新時期

2026年  3月  1日

2026年  3月  1日

2026年  3月  1国

2026年  ヨ月 1日

2026年  3月  1日

2026年  3月  1国

2026年  3月  1日

2026年  3月  1日

2026年  3月  1日

2026年  3月  1日

2026年  3月  1日

2026年  3月  1日

2026年  3月  1日

2026年  3月  1口

2026年  3月  1日

2026年  3月  1日
2026年  3月  1日

見直し (再点検)予定時期

閲覧用フアイル !各保育室 掲示 :事務所

盟覧用ファイル :各保育室 掲示 :事務所

司覧用フアイル :各保育室 掲示 :事務所

朔覧用ファイル :各保育室 掲示 :事務所

報覚用フアイル :各保育室 掲示 :事務所

闘覧用フアイル :各保育塞 掲示 :事務所

閲覧用フアイル :各保育室 掲示 :事務所

濁賃用フアイル :各保育室 掲示 i事務所

闘覧用フアイル :各保育室 掲示 :事務所

朔覧用フアイ)レ :各保育室 掲示 :事務所

}]覧用フアイル ,各保育室 掲示 :事務所

濁覧用フアイル :各保育室 掲示 :事務所

蠅覧用フアイ)レ :各保育室 掲示 :事務所

翔覧用フアイル :各保育室 掲示 :事務所

閲覧用フアイル :各保育室 掲示 :事務所

闘覧用フアイ)レ :各保育室 掲示 :事務所

掲示・管理場所

3歳以上児

乳 児
・

1歳以上

3歳未満児

・遊具遊ひ (Elこフト)や叡′〕ヽ崎の畢百更

坊止

・安全 に過ごすための生活や遊びのル
ール 、遊具の遊び方

困つたときの対応の仕方

・安全な登「争国の仕方
・予想され る様 々な災審や夢故を想定

した遇難訓練

・道具遁
フび (ロ フ ト)や融捗崎の季破

方止
,安全 に過ごすための生活や遊びのル
ール 、遊具の遊び方
‐予想される様 々な災書や事故を想定

した避難訓練

4… 6月

`署い日の過ごし万を矢日る

・水分補給をこまめ にし、熱中症予防

とする

不唇者対応の仕方を知る

・八ス乗車のルールを去[る
.予想される様 々な災害や事故を想定

した避難 訓練

星のlU表 聞な虚ひ万、安全な行動の

社方。

・水分補給をこまめにし、弥中症予防

とする

水遊びでの事故防止指導

・予想され る様 々な災書や事故を想定

した避難訓練

7-9月

・慰梁圧対策指導 (芋荒い・うかい)

。様々な遊具の安全な使い方を知る

交通安全指導 (散歩中)

‐広域理難場所への選難訓練
・予想される様々な災害や事故を想定

した避雖]H縦

・遅具返びや改う時の事故防止 (再

支)

・感染症対策指導 (手洗い・うがい )

。予想される様 々な災書や事故を想定

した避難訓練

10-12月

冬 の健 lR削 な成 鋤 ・ 支全 な行 劃
`′

つ

仕方
・年長児 ・・小学校との運挑指導
・予想される様々な災害や事故を想定

した避安饉訓繰

・冬の健原開な,Fひ万 夏全な行動の

■方

・予想される様 々な災書や事故を想定

した避妥佳訓練

1‐ 3月



・FEを開けたら必丁閉める

駐車場内での安全な対応について

すまいるカートの携希
登Fg回時は子どもと手をつなぐ

‐保育アプリによる登降回チェックと家庭

の様子の記入
・安全な衣服について
アレルギー除去の避類提出

す与票が必要な子への対応、書類提出
ロフトの便い方について

・安全計言回および安全に関する取組の内容

について保育アプリで発信する
・国だよりを活用し、取り組み内容の周知
とする
・消防署と逗携し総合防災訓練を行う

4-6月
・ 慄膏参加
・クラス懇談会

7-9月
・ 保育参刀H

・消防署 と運携 し総合防災』1繰を行 う

・ 保護者lt感染症対策について伝え、国で

譲染症が出たときは掲示や保百アプ リなど

で周矢llす る

10‐ 12月 1～ 3月

(2)保護者への説明・共有

◎訓練・研修

(1)訓練のテーマ・取組 (全員参加)

※ 1「避雖訓練等」設循運営星準第 6条第 2項の規定に基づき辱月1回以上実施する避雖及び消化に対する訓縦

2「その他」 「選離訓練零」以外の 119番通報、数急対応 (心肺蘇生法、気道内異物除去、AED・ Iピベンの使用零)、 不審者対応、送迎パスにおしする見落とし防止零×

(2)職員への研修・講習 (国 内実施)

了収布子唄急講習

人数の点呼確認訓練

通国用ノくスでの見悪 とし防止

散歩マニユアルの確認

引DS防止 について

誤飲 誤町 について

アレルギー 既往歴の確認

4～6月
・不吾者対胚 IE関わる研修

・水遊びの際の安全 について

・ 毒のある植物・生き物 (蜂・毛虫 )

・ 熟中圧指散計測
,BCP(事業継続計画 )に ついての周知

7,9月
慰 梁 )正曼延 匠止

',1修

(〕 EWi処理 につ い

て)

インフ,1′エンザ対応
割DS防 止について (強化月間〕

10"12月
る研修

次年度の安全計画を確定させる

マニユアルの見直し

1‐ 3月

(3)行政等が実施する訓練・語習スケジュー)レ

※所属する自治体・関係団体等が実施する各種』ll練 。語習スケジュールについて参力口目途にかかわらずメモする

不晉者対応訓東ヽ 911逆 警察署に依頼)

オンライン研修 (キャリアアップ研修等)の受:吾

③再発防止策の徹底 (ヒヤリ・八ット事例の収集・分析及び対策とその共有の方法等)

事故報告書に基づく、事故,ノう止対策の検討、周知

毎月開催の看護安全委員会にておよび対策の冥施 ('市妹日間で実施されているか、確認する)

自治会との運携、合同の避黒割I練 、防犯訓練 (実施できる場合)

螂

訓練等
※ 1

その他
※ 2

月

麟
訓練等

※ 1

その他

※ 2

月

悪梁狂豆延防止研修 (唱口1

4理・消毒等 )

也j躍・火災 (総合防災訓

興)

・通報訓繰
・引き取 り訓練

・消火副1線 (毎月実施 )

10月

お喬ダう訓髯黒(彎月美馳〕

也懸・ 火災
騨撃訓練の意 0末や方法を知

らせる
・消火訓繰 (毎月実施 )

4月

下ヽ督者 ヌ」応訓繰 (外剖
'侵

人

旨対応 )

瞳隆・火災 (時 F日1設疋な

し)

・大規模 災客 ]‖練(BCP)
・防災備品の確認

・消火 ]‖練

11月

也震・火災

呆育士の戸 !I卜けで動き避難

・消火訓練

S月

天災 (時間設疋な し,

消火訓線

12月

b師蘇生な調雷 (AED便 用
右法含む)受話

u騒・火災 (葎言
"テ

l穴 訓

察)

・通報訓練
・防災備品の確認

消火副‖練

6月

也震・火災 〔時間護足な
し)

・消火訓練

1月

1ヽ 書者 ヌ」応訓繰

咆震 ‐火災

災書

・消火]HI棄

7月

k災 (時間設定な し,

・ 消火訓練

2月

ぺ災

タフ;保育中の避受獲

・ 消火凰‖綴

8月

・ 消火訓線

3月

卸ョt・ 竜者 による猥音

也震・火災

手睡明け

・消火訓寺真

9月

0その他の安全確保に向けた取組 (地域住民や地域の関係者と連携した取組、登降国管理システムを活用した安全管理等 )



となりのすまいる保育園 2025年 (令和7年度)保 健計画
倒
長 |け

年間目標 子どもたちの 1建康を守 り、安全で安心なlttt育 環よ貞を提供する. l建康的な生活習慣を身につけさせ、疾病予l方 と体力向上を図る。
前
年
度
の
申
し
送
り
事
項

テともへの】離91子流い,百 ''(に こ,

面にき指● (わ く)

フライベートリーン (わ く)

17年度のOF'免の使用園児 :宙 クラスにlS

保
優
活
動
の
目
的

催康壇理
年に2回、専門医による健康診断を実施 し、子どもたちの成長発達状況をサ日握 し、早期に健康 F口]題を発見し、〕商切な対応を4了う。

毎章月登回時に、休調確認と簡単なイ建康チェック (熟の測定、体調のP月ヨき取り)を行い、日 の々健康状態をJB握 し、異常力lあれば迅速に対応する。

術生曽埋
食事前や外遊び後に、必ず手洗い うがいを行う時間を設け、感染症予防のために、基本的な衛生習慣を身につけさせる。

保百星やトイレの定期的な清掃と消毒を1牧 ミするなど、清潔な環境を杵t持 し、馬気の蔓延を,方 ぐ。

食百の推進
栄蚕ノくランスのよい給食オこ提イ央して、食率の楽しさを感 し、ll≧廉的な食圏贋を身につけさせ、成長をサポー トする。

野菜の栽培や両単な料理活動を通 して、食材や料理に対するl鳳:味を弓き出し、食材の大切さを学び、自分で作る楽 しさを Fし将しる。

安全対策
地震や火災などの防災』‖票を毎月行い ようにする。
毎日の遊具や設備の点検を行い、危険箇所がないか確認 し、子ともたちが安全に過ごせる環よ見を:維持する。

月 ねらい 子どもへの働きかけ ,保鶴行事 家庭との連携 職員周知 保■4だより 印面・反省

４

月

達級や入間に伴うql発の変化 コ漏れる。
生,舌 リズムを整え、団ての生活 ]隅 れる

入団時aF厭 診断

昇体測定

1と願教育「早寝早起 さ争月ごはん」

‐家 I≧ 洲査寮の

'と

出確躍
・体調変化に伴う湮稿 (保踊者煙t曽の

ヨ隻 撃急時等 )

・感舜症の鶴示、CCWの 面B仁

予防,資1聖状況,B姫
保,父 B正 寧t児医′穴受給苦証の那眼

巴握

(毎 日 >
?見診 (体ユl不良の早″3発見)

触診 4箆温

感染状況の肥に ,3示
,体」・l不良児、けが零の対応

医恢J,l ,貿 急箱の整電イ市充
内丹日,t(況 の

'8瓶
くほ月>
身体羽Jtt EE昂
カウプ!旨散による発荷確認
予防損観状況のよBl'E 記毎
(71父 正の朗

`Rチ

ェック 管理
入国児のよ阪 診断の結果
アヽレルギー疾思、
既往歴の

'B健与支急伯、預かり票のチェック

安全WTへの歩力n

箔讃菱員会

検便猿Z:(1徹 貝)

て,と時>
体詞夏化に伴う迎I皆 夕↓応(保 B鼠看

延4苫の目安 緊急時寺)

感染症の馬示、
・CCWでの配信
体温計の旨哩
おF改歩パック内

.激急セット確認
,0:康診断の準千1t i吉果配布
保l負証 yt児医療受協者証の期限

瞳認 曽I軍

.堰吐セットなどのm品管J里

感染症発生崎の対応 注遭喚起
,テlか り繁の琶I里 (築 蔦1 き頚を含

力)

薔甑政命:島 日 (む 皆う月修
'電l寛の変化に伴う學改発生に留意

する
新入囲児のSID5/SuDlの 注目喚起

者l貫委員会からの煙l笛 守i項

感染症への注憩喚起

戸夕|'舌 動の注意蕉 (丼 l中症 け

ら`)

生′高リスム (′占軍,と体g,
巨lで の生活

,むμについて (サ Iヽ 頭旺)

Ｓ

月

手尻いの大v,ご を夕Eる 。

戸タトで十分に泣′了、。

奮′l中症夕う漿 (″轟1,症 汚叡泄〕定～ 11月 ころまで ,

l埋願敦膏「,R子 水分補給の大t,〕 さJ

身体双J定

.市者の鷺力め
,踏との道び方
t年 1この必要,生

.発黙
'百

の対応

６

月

感梁症 にゥエ意する .

衝を大切にする。

面科練診

虫箇予l万デー

内千411'診
身体双J定 「芭庶きの大切さJ

歯,1鯉診の

'音

祟、
内刊ll'診 の結果、

テB′,の票内
,日 ,中の冥内

細中症予防
虫力Jされ アロマでの虫よけ対災

(11月 まで )

熱ヽ申症
,衣声llの 速び方
.虫衝予防
.冷房使用について

７

月

熱中症の早期発見 と予 ,万 に努める 反 膚 疾 」 な との

'日

睡

偲原敦百「フjく逢び,きの注意事IF」 「ブライ/＼―トリ
ーンJ

身体洲J定

'夏の 1整具 衣船のVJり 哲え

夏の感染圧の注意限起

'卸中症の注意喚起

水立ひ時の圧百 (「し¬嘉! 争とく .憂

昌気温差注意 )

現の感柴F正

皮膚の涌潔

８

月

陣申症の早朗発見と予防に努める 身体綱,定

健康救膏「貪べ物の:苫 」「ウンチの話」
戻膚のテカ潔とあせもの

'す

應
夏の感染症の注意喚起
文A中 症の注意喚遣・

巽急 0寺の対応 (ず文命 :閣 留〕 受を来 r〕 iプ〕ろう

llの生活轡‖慨

９

月

けがに気をつけて、体を動かすI 身 1ヽ細J歴 お井当への
'■

意 (安 全養ε

'全

、負
写委員会と迦lli)

・受手の ,ど き療れへの注意喚起

お耐
'歩

J・うのl工我
''応

について 虫刑ど】え(引  毛虫 )

芽只急の 日

生活リズム
は染症

１０

月

体を動か0こ とを,子 しみ、身のこなし,,｀ ユ七み
ごなる.

世界子′先いテー

目の量 l伍デー

身体測定

お井当社作る環の注意 (寮全委員
きと逆帆)

冬の寝呉 衣頭の切り習え

空気
'商

浄槻点模 ユど偏 `目 の受i重テー

・予防l妄14(日 本朋炎 インフルエ

ンす)

冬のBR装 (下 盾の拍
‐用)

１１

月

菊 hiの習11を 身につけ、吏夫な体をつくる。 1と

'原
敦百 1手流い指ねJ I弦エテケット」

景体測声
内11lE診

内 1斗 快廷諺 の 馬 坪  お 撤 の 菜 P] インフ,じエンザの欠席について
嘔吐処理研十じ

′玉(JⅢ予,,

スキンケア
再のか彦,方 中目災

‐２

月

インフルエン十√, 風丹「の予防に努める 身f本

'R,足

冬の縣毅圧の ,工慧映磋 イン
~ノ

,レエンサの欠扁について インフルエンサ
冬の感染症 予防

１

月

恐 さに負け了外亜ひを来 ヒ′む。 身 l本 れ,こ
‐

年,3の生サ舌曽1斑 を盟える インフルエンザの欠席について ,ノ ロウイルス 1『 吐の処I里

・丈共な体を作る

２

月

寒きに負けす戸外で■互び体力をつける 身体双ザ定
■:康数百「運棄力の大切さJ

`し もやけ予妨スキンケアについて 保Rど H十回の評価 検:す しもやけ′
=苗

喚起
インフルエンプの欠席について

冬のスキンケア (あ かきれ し

5や け)

鼻のかみ方
・花1分症

に

1年 間の成長尭逢を確認する

ア
レ
ツレ
ギ

t

吾

生
'舌

管ユ里す旨0表 医師の指示ど、検rli古果寺を七とに把握し、必要に応してエビベンを顔かり、

'建

l正に管理し

常輸茶品の見直 し 'れ瓦

医頻用FJ品のチェツク '市 充
感ラ

'症

など保V:の まとめ
新年度Ⅲ儀続きメ厠 (ア レツレギー 予

インフツレエンサの久馬について ヨの日
就学に向り C
花を分症
靴のI〔び方

〔む£原面での個別面己店について、次年度∧,の申し送り l召恵点 1

X〔ユの回児lつ l`Sあり.力月8.1;i入 tし ており
'ヂ

吸状どに′主uが必要.



となりのすまいる保育回  2025年 (令和7年度) 自衛消防訓練計画

3月 16日

(月 )

2月 16日

(月 )

i月 lS日

(木 )

12月 15日

(月 )

11月 17日

(月 )

10月 lS日

(水 )

9月 16日

(火 )

a月 18B
(月 )

7月 15日

(火 )

6月 13日

(金 )

S月 15日

(木 )

4月 15日

(火 )

月  日

地震

初え弓消火

火災

初期消火

坦督
初期消火

火災

初瑚消火

地震
初民]消火

総合防災訓練

地震

初期消火

医言災審ダイヤ)レ体

験

引取訓練

地緩

初朗消火

火災

初明消火

螂

初朗消火

総合防災訓線

火災

初期消火

螺

初 il写 消火

水遊c.埓の避離

地震

初期消火
年間指導

計画作成

蒻 ll

埼玉県南部で

讚度 S程度

虹キニ保百室よ

り出火

1奇 玉県ヨヒ含Iで

薮度 4刊蔓

耳と員休憩室よ

り出欠

β〔弓東北部で直

下型地震発生

震度 7Tこ頃

関東全域に,霞

度 6″・ l費

埼玉南部にて

熱度 4程度の

掲れ

扇房より出火

問東北き,に て

震度 3程I費の

揺れ

関東南38にて

震屈 4審_度の

lこれ
厨房より出火

関東南台8にて

震度4程度の

揺れ

関東北部にて

熙度 3程度の

,ヨれ

発生場所

'寺

間来lq定

時間未設定

時間未設定

時間未設定

時 f日司未設定

午後保育中

年前保育中
9!30

年後保育中

年前保育中

午前保青中
10コ 5

年前保育中
10:lS

年前保青中

時間帯

放送の蓬余による

放送の指示による

放送の手旨示による

放速の指示による

放送の指示による

室内の安全な場所

各クラスの出入り口ま

で好多勤、墾列

園庭集合

指定遺 A世 颯所へ移動

室内の安全な場所

各クラスの出入 r」 口ま

で移動、整列

国序L集合

室内の安全な場所

各クラスの出入り口ま

で移動、望列

園庭集合

室内の安全な場所

待争狩

褒内の安全な場所

各クラスの出入り口ま
でI多動、整列

園に集合

霊内の安全な場所

各クラスの出入り口ま

で移動、漫列

璽内の宝全な堀所

還甦場所

保育上のす旨示に従い、

安全に選離する

・保青土の指示に従い、

α全に理賓儀する

‐保百士の指示に従い、

露全に避離する

・保育士の指示に従い、

安全に狙艶する

出火場所を考慮して安

全に選難する

・保甫士の指示に従c

貧全に越 軽する

・保否士の指示に従い、

安全に選離する

・登国時の選離に慣れる
‐保奮土の話を聞いて、

三全に選発する

午 a夢明けの還難を知る

保育との話

安全に遵離す
を問いて
る

保苗士の話をfHl七

露全に霊三筐する

てヽ

,火 災の選難の仕方を知

保育士の話を聞いて、

受全に避離する

理難訓様に慣れる

保育士のE舌 を問いて

盛全に趣 住する

避離訓額に慣れる
・保育士のΔ舌を岳ilい て、

安全に遺離する

ねらい

・軍内の安全な
'B所

に避離 保百上のす旨示

E従う

防災頭巾 避魂靴を活用

避離口に移動、整列する

園歴への運やかな避驚

人数確認 ‐報告

消火訓繰、通稲副I寂

保育士の水消火器体験

‐室内の受全な場所に理猟 保育士の指示

こ従う

防災頭巾・連難靴の活用

人数確露 報告

君下物 転al防止などの確認

還巽饉口に移動、塾列する

消火訓l貫

安全場所に避難 し、保百士の指示に従う

紙芝居などを用いて運距の意味を知る

選鶏割練の意味 意羨を伝える

緊急時の放送・合□の周夕[

長育士の所に集まる線督

防災頭印、避癸宦靴の活用

避雅リユックの中の点検

消火器類の確認、消火訓練

人諏強:2‐ 報曽

内容

R育土の指派に盗い、電藤する
。近くにいる保百土の所に集まる ()、 まの

憲露 )

・ 防災頭巾 退離靴をえi用

‐人散確認 報告
・消火訓練

保育士の指示に従い、理離する

近くにいる保育士の所に集まる (人と文の

灌認 )

防災頭巾 遅熊靴を君用

人散確盟 報告

消火訓練

保青士の指示に従い、運離する

防災頭印 遺難靴の活用

避驚肝_踏の確認

人散確認 報告

消火訓練

保育士の指示に従い、題 魔する

近くにいる保育土の所に集まる (人 数の

確認 )

・防災頭巾 ‐逆難軒lを着用

・人執確認 ‐報告
,消 火訓線

保膏士の指示 に、にい、越え感する

防災謳巾 通難H[を種用

選驚窪路の確認

人数確認 1侵告

消火訓争家

保育土の指示

園庭への連やかな還難

防災頭巾 ‐避離町この活用

人敵確昭 '季隈告

消火訓Ч鞣 通争風』1線

指定盤魂場所への移動

保護薔への引き渡し方注確認

防災頭巾 埋離畢、tの者用

人数確認 報告

君下物 転【ll防 止などの確認

陛I目直後、午前おやつ中の理薙

運難口に移動、整列する

国庭に避熱
消入訓練

圏庭への速やかな避難

防災頭巾 退離靴の着用

人故確認 報告

鴻火削練

防災話巾 選受怪Hとの活用

大散確認 報告

消火訓線

(火災予防の担当

自衛′肖防隊編成千且農表)を理解 し、繋急事

防災頭巾 ‐避

し袋 選難時に持ち出とな
・非常食の確認をする。てはいけないもの

地震、火災時のRは員の対応の理解

色々な災奮発生13所を想定した逢癸越経路の確

とる。
消火器の使い方の確認をする。 (総 合防災訓

火需釧叡 )

全職貝が避監 氏導

る 。

身が落ち活いて避難誘導する

なヽがら返行する。
火元から運ざかる。

り逮離経腟の確認 ,確保偏 物等で峯い

よヽ

る。又

は保南の中で損れるよう国己13する。

々、運難葛毛の有無、サイズの確認をする ,

1諄化の履き方、整列の練観を保荷の中で行

(おん′」、紐の仕方 )

々 量離 リュックの中身の確認をする (挑

笛、数急薬品、デイッシユ、タラ十)レ

筆記用臭、る替え、オムツ、おしり

ピユー)レ妻、オンフ組など)

乳母車のタイヤの亀裂・空気の確認

する

(延 境を防ぐ)

入り回を開ける。非常回の ,り Fや通

ける。カーテンは下ろす。 (還難経路

窓ガラスの月費乱防止)

るまで器かに待機す

(室内

り国内外、公囲での安全な場所の確認

は保育!曽力
'付

く

だけまとまり 安全に選

する。
(みて疑奮

"防
止 )

めこのを助(こ とIF“しいが,三々

て幕よを灘らすことはtこ る.

言うよう

`力
t蚕う.

指導及び目慧点

毎即日の出席人数を正確に

'81遍

し、李榜所に知

防火管理蔓任奮に

遼難 l大況の報告をする。―

〕函下 トイレ‐′r、一ルなど
なヽい力韓認をする。

【教命求女急。爵聖】
聴員の講習会とし、状況に応じた教命方法を

るようにする。
ハED、 人三呼吸 心鷹マッサージなど数命数

る

【消火訓I撫 (初朔消火)】

ますは身の安全の確保をする。

消火器の使い方を知る。

火元の確認・ ,E握をする。

消火に向かう際は、必ず大声で周りに1丈況を

応l展 を求める。

ピン よ火元から 5m程の距R壁にて技くように

(力 が入つてしまい、一度レノぐ―を擢つ

しまうと、消化
'優

が止まらなくなるため)

火元の手前から徐々に近づいていく。

15秒以上は消火活動にあたる。

【時RIB末避定での理離訓寂】

通常保膏の中で、放送に指示に従い運議す

』即時間、遵チ住IBP斥 逮離方法に関しては、
す る



となりのすまいる保育回

2025年 (令和7年度) 散歩訂H練年間計画
園
長 すヽ一ψ

月

燃
クラス

5月

4月

8月

7月

6月

10月

9月

12月

11月

2月

1月

3月

ねらい

子どもが動けない

(散歩先で)

天候急変

子どものけが

構

子どもが動けない

1散歩先の途中で)

子どもの病気

〔放急要請必要)

行方不明

(散歩先で)

不審者

引率職員の急病

確認事項

・園への連絡確認
・事務所の対応確認

避難先の確認

事務所の対応確認

園への連絡確認

事務所の対応確認

・子どもたちを集めて不審

者から遠ざける

園への連絡確認

事務所の対応確認

救急要請の確認

園への連絡確認

・園への連絡確認
,事務所の対応確認

・子どもたちを集めて不審

ら遠ざける

I率職員の急病
保育者が1名不足となる事

し、園への応援要

ねらい

天候急変

子どものけが

(数急要請無)

不銘

子どもが動けない

(散歩先で)

不審者

不吾者

子どもの病気

(救急要請必要)

確認事現

・園への連絡確認
・事務所の対応確認

避難先の確認

事務所の対応確認

暑さ指数が高くなることを考慮して実施を見合わせる

・危険個所の確認
・事務所の対応確認

・園への連絡確認
・事務所の対応確認

合言葉で集まる。

・救急要請の確認
・園への連絡確認

園への連絡確認

事務所の対応確認

合言葉で集まる。

事務所の対応確認

・保育者が1名不足となる事

態が発生 し、園への応援要

請

・散歩マップl冊子)にある、緊急時対応マニユアルに沿つて、動きを確認する。

・散歩マップは、随時更新されるものなので、気づいたことはその都度記録し、定期的に改定していく。

日28 して、


